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建学の精神・教育理念
　東京農業大学の創設者，榎本武揚は文部・外務・農商務・逓信大臣を歴任し近代
を切り拓いた優れた政治家であるとともに，実用的な応用技術に力を注ぐ「実学」
の重要性を唱えた科学者でもありました。
　東京情報大学では、榎本精神を発展的に継承し，情報を活かして新しい未来を切
り拓く人材育成を建学の精神とし，その教育理念を「現代実学主義」としているの
です。
　「現代実学主義」とは，実践的な学びの姿勢を尊重すること，情報を活用した応
用技術を社会に還元すること，そのための基礎学問を重視することの３点に要約さ
れます。

建学の精神「未来を切り拓く」
　東京農業大学の前身「育英黌」の創設者であり，近代社会
の礎を築いた明治の元勲榎本武揚のパイオニア精神を継承し，

「未来を切り拓く」を建学の精神とする。

教育理念「現代実学主義」
　現代社会に役立つ学問である実学を，情報を活かすことで
発展的に実現する「現代実学主義」を教育理念とする。

人間形成の理念「自立と協調」
　人間形成の場でもある大学が感性と創造性を育むことがで
きるよう「自立と協調」を人間形成の理念とする。 
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学長メッセージ

学長 　布広　永示

１．はじめに
新入生の皆さん，ご入学おめでとうございます。
　東京情報大学は，1988 年に「情報」を大学名に冠した日本で初めての私立大学として学校法人東京農
業大学によって設立されました。現在は，総合情報学部，看護学部と大学院総合情報学研究科の２学部・
１研究科を設置しています。東京情報大学の建学の精神は「未来を切り拓く」，教育理念は兄弟校東京農
業大学の「実学主義」を継承した「現代実学主義」を掲げ，日々進化する情報技術を利活用し社会に貢献
できる人材を育成することを教育目標とした「情報学」と「看護学」の教育研究を行っています。「実学」
とは，実際の現場で起きている課題を解決するため，基礎的な学問に裏付けされた科学的根拠に基づい
て新たな理論を構築して，応用することを目指す学問です。
　総合情報学部は，日本政府が唱える「ソサエティ 5.0（超スマート社会）」の時代に求められる人材育成
に向けて、2023 年度から情報システム，データサイエンス，情報メディアの３つの学系による新たな教
育研究体制を開始します。看護学部は，将来確実に訪れる未曽有の「少子超高齢化社会」の到来に備え，
建学の精神に適 ( かな ) う実学の府として医療と地域，そこで暮らす人々を繋ぐ「情報」と「看護」を融合
した教育研究を目的として，2017 年に設置しました。

２．「情報学」と「看護学」
　わが国では，ソサエティ 5.0 の実現に向けた技術革新が加速し，仮想空間と物理空間を高度に融合さ
せたシステムによって経済発展と社会的課題の解決を両立させる人間中心の社会を目指しています。
　「情報学」に関わる情報分野では，5G ネットワーク，IoT，サイバーセキュリティ，生命情報など，情報
技術は革新的に進化しつつあります。このような技術革新により，社会生活の利便性や効率性は飛躍的
に向上するとともに，情報社会の発展によって大規模で多種多様なデータが加速度的に蓄積されてい
ます。これらの巨大なデータを利活用して安心・安全な社会活動を実現するためには，先端的な情報シ
ステムを研究・開発する能力と共に，蓄積されたデータを分析・知識化することで新たな価値を創造
していくデータサイエンスや人工知能などに係わる能力が必要です。一方で，社会活動に関わる膨大な
情報を利用する情報技術や情報システムの活用は，多種多様な要素が複雑に絡み合うことで新たな社
会問題を引き起こすこともあり，技術革新がもたらす社会活動や自然環境の変化を見据えて研究に取
り込むことが必要です。
　「看護学」に関わる看護・医療分野では，少子超高齢化時代が到来し，増え続ける患者に対する医療に
従事できる医師や看護師の数が不足している状況です。このような状況下において，今後の高齢者をサ
ポートするしくみとして「地域包括ケアシステム」の構築が期待されています。この地域包括ケアシス
テムを実現するための具体的な対策としては，地域包括支援センターの設置に加えて在宅医療や訪問
介護の整備が必要とされています。このような，医療体制を実現するには，情報機器を活用した遠隔医
療やオンライン診療，急速にデジタル化が進んでいる医療データの活用・共有化，介護施設や薬局間で
の情報連携など，ICT を活用した仕組みと同時に ICT を活用する能力を持つ看護師が医療現場の改革
に大きく期待されています。
　みなさんがこれから学ぶ「情報学」と「看護学」に関わる専門分野は，これらの諸課題の解決に光を照

らす指針となり，難題を解決へと導く，極めて重要な学問分野であることを心に留めておいてください。

３．学部・大学院の人材育成
　総合情報学部は，ソサエティ 5.0 と言われる超スマート社会を支える IT 関連分野の人材を育成する
ため，今年度から生命科学，データサイエンスに係わる研究分野を取り込んだ新学系（情報システム，
データサイエンス，情報メディア）を開始します。新学系体制では，知能情報，システムデザイン，ネット
ワーク，情報セキュリティ，ゲーム，情報メディアなどの情報分野の強化に加えて，データサイエンスを
駆使して生命・環境・人間の行動に関する分析力と課題解決能力を身に付ける教育研究への展開を進
めます。また，総合情報学部では，未来のデータサイエンスを牽引する優秀な人材を輩出することを目
的として，2020 年に「先端データ科学研究センター」を設置しました。本センターには，「生命情報」，「情
報セキュリティ」，「機械学習」，「情報基盤」の各分野に関する 4 つの研究ユニットを設け，高性能のコン
ピュータを利用してさまざまなデータを活用した先端的な研究活動を行っています。本センターは，新
入生の皆さんにも先端研究に触れる機会を提供します。また，ソサエティ 5.0 の社会では、IT 関連分野
の人材育成が重要ですが、ICT を効果的に活用した指導力を持ち、新時代に対応した教員の養成も強く
求められます。本学部では、教科「情報」や教科「数学」の教員養成にも力を注ぎ、社会の要請に応える人
材を育成します。
　看護学部は，情報でつなぐ地域包括ケアを担う看護師になるための３つの力を培います。１つ目は，
膨大な情報に振り回されずに必要な情報を探し出し，考え，意思決定して人に伝える情報活用・発信力。
２つ目は，疑問を持ち，考え抜き，一歩前へ踏み出し，粘り強く取り組み，多様な人々と協力する職業人
としての基礎力。３つ目は，先進的な地域包括ケアや看護活動に触れるあらゆる機会を通して，現場で
の出来事から本質を見抜く力です。本学の建学の精神「未来を切り拓く」に適う実学の府として未来を
見据えた「力」を持ち，ソサエティ 5.0 時代に活躍できる看護師を育成します。また，看護学部では，健康
寿命の延伸に係わるヘルスケアの実践的な研究を行うことを目的として，2021 年に「ヘルスケア実践
研究センター」を設置しました。本センターでは，在宅医療，在宅看護を特長とした地域包括ケアシステ
ムなど，医療・看護における情報技術の利活用に関する研究や「健康」と「要介護」の間の状態である「フ
レイル」の予防，ヘルスケアの実践研究，高度職業人の育成を進めるとともに，皆さんの実習施設として
活用します。
　大学院総合情報学研究科は，学部教育との一貫性を持つ博士前期課程，博士後期課程を設置し，独創
的発想のもと情報学分野の知識と技術において先端的な役割を担うことができるエンジニアや研究者
の育成を目的としています。大学院に入学された皆さんは，情報に対する多面的なアプローチから研究
に取り組み，高度な情報学と情報技術を修得すべく精進するとともに自ら定めた研究テーマを深く探
求することに努力し，大きな成果をあげられることを期待します。

４．実りある大学生活に向けて
　大学における学びの基本姿勢は「自分が学びたいこと」を自分自身で発見し，将来，自分の夢を実現す
るための力を養うことだと言えます。大学での 4 年間，目的意識を持って専門知識や技術を身につけ，
自分が「何をしたい」から「何が出来る」という自信を持つことが社会に出る第一歩になります。大学時
代の限られた貴重な時間を有効に使い，皆さん一人ひとりが自分の将来を見据えて悔いを残すことが
ないように，失敗を恐れず，志を高く持ち，粘り強く学び続けて，大きく成長してくれることを期待して
います。教職員一同で皆さんの学生生活を支援することをお約束します。

～人と社会を情報で繋ぎ，
　　　新たな未来を創出する～
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学長メッセージ

学長 　布広　永示

１．はじめに
新入生の皆さん，ご入学おめでとうございます。
　東京情報大学は，1988 年に「情報」を大学名に冠した日本で初めての私立大学として学校法人東京農
業大学によって設立されました。現在は，総合情報学部，看護学部と大学院総合情報学研究科の２学部・
１研究科を設置しています。東京情報大学の建学の精神は「未来を切り拓く」，教育理念は兄弟校東京農
業大学の「実学主義」を継承した「現代実学主義」を掲げ，日々進化する情報技術を利活用し社会に貢献
できる人材を育成することを教育目標とした「情報学」と「看護学」の教育研究を行っています。「実学」
とは，実際の現場で起きている課題を解決するため，基礎的な学問に裏付けされた科学的根拠に基づい
て新たな理論を構築して，応用することを目指す学問です。
　総合情報学部は，日本政府が唱える「ソサエティ 5.0（超スマート社会）」の時代に求められる人材育成
に向けて、2023 年度から情報システム，データサイエンス，情報メディアの３つの学系による新たな教
育研究体制を開始します。看護学部は，将来確実に訪れる未曽有の「少子超高齢化社会」の到来に備え，
建学の精神に適 ( かな ) う実学の府として医療と地域，そこで暮らす人々を繋ぐ「情報」と「看護」を融合
した教育研究を目的として，2017 年に設置しました。

２．「情報学」と「看護学」
　わが国では，ソサエティ 5.0 の実現に向けた技術革新が加速し，仮想空間と物理空間を高度に融合さ
せたシステムによって経済発展と社会的課題の解決を両立させる人間中心の社会を目指しています。
　「情報学」に関わる情報分野では，5G ネットワーク，IoT，サイバーセキュリティ，生命情報など，情報
技術は革新的に進化しつつあります。このような技術革新により，社会生活の利便性や効率性は飛躍的
に向上するとともに，情報社会の発展によって大規模で多種多様なデータが加速度的に蓄積されてい
ます。これらの巨大なデータを利活用して安心・安全な社会活動を実現するためには，先端的な情報シ
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していくデータサイエンスや人工知能などに係わる能力が必要です。一方で，社会活動に関わる膨大な
情報を利用する情報技術や情報システムの活用は，多種多様な要素が複雑に絡み合うことで新たな社
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　総合情報学部は，ソサエティ 5.0 と言われる超スマート社会を支える IT 関連分野の人材を育成する
ため，今年度から生命科学，データサイエンスに係わる研究分野を取り込んだ新学系（情報システム，
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としての基礎力。３つ目は，先進的な地域包括ケアや看護活動に触れるあらゆる機会を通して，現場で
の出来事から本質を見抜く力です。本学の建学の精神「未来を切り拓く」に適う実学の府として未来を
見据えた「力」を持ち，ソサエティ 5.0 時代に活躍できる看護師を育成します。また，看護学部では，健康
寿命の延伸に係わるヘルスケアの実践的な研究を行うことを目的として，2021 年に「ヘルスケア実践
研究センター」を設置しました。本センターでは，在宅医療，在宅看護を特長とした地域包括ケアシステ
ムなど，医療・看護における情報技術の利活用に関する研究や「健康」と「要介護」の間の状態である「フ
レイル」の予防，ヘルスケアの実践研究，高度職業人の育成を進めるとともに，皆さんの実習施設として
活用します。
　大学院総合情報学研究科は，学部教育との一貫性を持つ博士前期課程，博士後期課程を設置し，独創
的発想のもと情報学分野の知識と技術において先端的な役割を担うことができるエンジニアや研究者
の育成を目的としています。大学院に入学された皆さんは，情報に対する多面的なアプローチから研究
に取り組み，高度な情報学と情報技術を修得すべく精進するとともに自ら定めた研究テーマを深く探
求することに努力し，大きな成果をあげられることを期待します。

４．実りある大学生活に向けて
　大学における学びの基本姿勢は「自分が学びたいこと」を自分自身で発見し，将来，自分の夢を実現す
るための力を養うことだと言えます。大学での 4 年間，目的意識を持って専門知識や技術を身につけ，
自分が「何をしたい」から「何が出来る」という自信を持つことが社会に出る第一歩になります。大学時
代の限られた貴重な時間を有効に使い，皆さん一人ひとりが自分の将来を見据えて悔いを残すことが
ないように，失敗を恐れず，志を高く持ち，粘り強く学び続けて，大きく成長してくれることを期待して
います。教職員一同で皆さんの学生生活を支援することをお約束します。

～人と社会を情報で繋ぎ，
　　　新たな未来を創出する～
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沿　革

榎本武揚
（

徳川育英会を母体に育英黌農業科設置（東京農業大学の前身）

財団法人東京農業大学設立

財団法人東京農業大学は学校法人東京農業大学となる

東京情報大学（経営情報学部／経営学科・情報学科）開設

東京情報大学経営情報学部（経営学科・情報学科）臨時定員増認可

東京情報大学大学院（経営情報学研究科経営情報学専攻）修士課程開設

東京情報大学経営情報学部情報文化学科開設

東京情報大学大学院（経営情報学研究科経営情報学専攻）博士前期課程・博士後期課程開設

東京情報大学総合情報学部に学部名称を変更
東京情報大学総合情報学部経営情報学科，環境情報学科，情報システム学科開設（既設の情報
文化学科とあわせて１学部４学科となる）
東京情報大学総合情報学部に教職課程を開設

東京情報大学大学院総合情報学研究科（総合情報学専攻）に研究科名称を変更
東京情報大学総合情報学部経営情報学科を情報ビジネス学科に学科名称を変更

東京情報大学総合情報学部に学芸員課程を開設

東京情報大学総合情報学部総合情報学科

東京情報大学総合情報学部総合情報学科３学系（情報システム学系・数理情報学系・社会情報学
系）制に変更
東京情報大学看護学部看護学科設置

　本学は，来るべき未来を見据え，時代の要請する新しい専門的能力と国際感覚，
均衡感覚に優れた人材の育成を教育の目的として，1988（昭和63）年４月，干葉市
に開学した。
　設置者である学校法人東京農業大学は，本学や2021年に創立130周年を迎えた
東京農業大学をはじめ，８つの教育機関をもつ学校法人として現在に至るが，その
始まりは1891（明治24）年，明治の元勲榎本武揚が創設した「徳川育英黌」にさか
のぼる。
　総合的な視野から，新しい時代の要請に即した人材の育成を目指した榎本「育英
黌」の精神が，時代を超えて東京情報大学にも受け継がれている。

東京情報大学総合情報学部総合情報学科の３学系の名称を情報システム学系・データサイエンス
学系・情報メディア学系に変更

2023（令和５）年

10



大学院／総合情報学研究科総合情報学専攻（博士前期課程・博士後期課程）
Graduate School of Informatics (Master Course / Doctor Course)

総合情報学部　Faculty of Informatics

学生部　

医務室　University Clinic

情報サービスセンター　Informatics Support Center

図書情報部　Library

Center for Healthcare Promotion and Research

 Information Section

情報システム部　Information System Section

総合情報研究所　Information Research Institute   

事務局　Administrative Division

総務課　General  Department

学生教務課　Student and Academic  Department

入試・広報課　Entrance Exams & Publicity Department

キャリア課　Career Services Department

（2023年４月１日現在）

東京情報大学　Tokyo University of Information Sciences

学長
President

組　織

総合情報学科
Department of Informatics

先端データ科学研究センター
Research Center for Advanced Data Science

教職課程
Education  for Teachers

情報システム学系

データサイエンス学系

情報メディア学系

看護学部　Faculty of Nursing

看護学科
Department  of  Nursing 成育看護分野

成人・高齢者看護分野
地域看護分野

基盤看護分野

ゲーム・IoT研究室
ネットワーク・セキュリティ研究室

メディア文化研究室

AI・システムデザイン研究室

データサイエンス基盤研究室
生命・環境科学研究室
心理学研究室

経営情報研究室

メディアデザイン研究室

ヘルスケア実践研究センター

企画調整課　Planning and Coordination Department
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教員紹介

役職者
■学長 布広　永示 
■大学院研究科委員長 花田　真樹 
■看護学部長 藤井　博英 

■総合情報学部長 圓岡　偉男

■看護学科長 細川　満子 
■総合情報学科長 堂下　　浩

■学生部長 朴　　鍾杰 
■教職課程主任 富田　瑞樹 

■総合情報研究所長 松下孝太郎 ■医務室長 朴　　鍾杰
■情報サービスセンター長 井関　文一 

学長
布広　永示

看護学部長
藤井　博英

総合情報学部長
圓岡　偉男

総合情報研究所長
松下　孝太郎

情報サービスセンター長
井関　文一

学生部長
医務室長
朴　　鍾杰

総合情報学科長
堂下　　浩

教職課程主任
富田　瑞樹

看護学科長
細川　満子

大学院研究科委員長
花田　真樹
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大学院：総合情報学研究科

■研究科委員長　花田　真樹
■専攻主事　　　村上　洋一

■指導教授　　　井関　文一　　茨木　正治　　金子　仁子　　佐野　夏樹　　鈴木　英男　　圓岡　偉男
　　　　　　　　堂下　　浩　　富田　瑞樹　　永井　保夫　　西村　　明　　朴　　鍾杰　　花田　真樹　　
　　　　　　　　松下孝太郎　　松下　博宣　　山口　　豊

■授業担当　　　池田　幸代　　宇田川佳久　　大見　嘉弘　　小早川睦貴　　川勝　英史　　原田恵理子
　　　　　　　　藤原　丈史　　マッキンケネスジェームス　　森口　一郎　　
■非常勤講師　　浅沼　市男　　伊藤　敏朗　　北風　和久　　斎藤　　隆　　櫻井　尚子　　中尾　　浩　　　　　

■指導准教授　　村上　洋一　

　　　　　　　　原　慶太郎　　森山　賢一

《情報システム系列》
指導教授
井関　文一
教授
①応用画像処理
②画像情報特論
　修士特別研究
　修士特別演習

指導教授
永井　保夫
教授
①人工知能
②人工知能システム特論
　機械学習特論Ｂ
　修士特別研究
　修士特別演習

指導教授
富田　瑞樹

①環境復元論・生態学
②環境マネジメント特論
　修士特別研究
　修士特別演習

教授

指導教授
朴　　鍾杰

①時系列衛星データを用いた土地被覆
　変化抽出に関する研究
②空間情報特論
　修士特別研究
　修士特別演習

教授

①：専門分野
②：担当科目

指導教授
鈴木　英男
教授
①暗号・情報セキュリティ理論
②暗号理論特論
　修士特別研究
　修士特別演習

指導教授
佐野　夏樹
教授
①応用統計学，データマイニング
②データマイニング特論
　機械学習特論Ａ
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授業担当
大見　嘉弘

①コンピュータによる
　知的創造支援システム
②組込みシステム特論

准教授

指導教授
花田　真樹

①情報通信ネットワーク工学
②情報ネットワーク特論Ａ・Ｂ
　修士特別研究
　修士特別演習

教授

授業担当
マッキンケネスジェームス
教授
①マルチエージェント論
②ソフトコンピューティング特論
　知能情報特論

教授
宇田川　佳久

①ビッグデータのパターンマイニング学
②ソフトウェア工学特論

授業担当

授業担当
藤原　丈史
准教授
①計算機統計学
②データベース特論

授業担当
森口　一郎
准教授
①情報ネットワーク
②ネットワークセキュリティ特論Ⅰ・Ⅱ

指導准教授
村上　洋一
准教授
①生命情報学
②バイオインフォマティックス特論
　情報数理特論Ｂ

授業担当
川勝　英史
教授
①数理科学
②数理科学・特論a
　数理科学・特論b

授業担当
原田　恵理子

①発達臨床心理学
　学校臨床心理学
②教育心理学特論

教授
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《社会情報系列》
指導教授
圓岡　偉男
教授
①映像表現論
②社会哲学特論
　情報社会特論
　修士特別研究
　修士特別演習

指導教授
堂下　　浩
教授
①ベンチャー企業の成長戦略
②金融情報特論
　修士特別研究
　修士特別演習

指導教授
松下　博宣

①医療管理学
　ヘルスケア・システム科学
　健康医療情報学
②ヘルスケアイノベーション特論
　修士特別研究
　修士特別演習

教授

授業担当
池田　幸代

①経営学，経営組織論
②経営情報特論

准教授

指導教授
松下　孝太郎

①画像工学・教育工学
②マルチメディア特論
　情報教育学研究
　修士特別研究
　修士特別演習

教授

指導教授
茨木　正治
教授
①マス・コミュニケーション論
②社会情報特論Ⅰ・Ⅱ
　マスコミュニケーション特論Ⅰ・Ⅱ
　修士特別研究
　修士特別演習

《ヘルスケア情報系列》

指導教授
西村　　明
教授
①聴覚心理学
②音響メディア情報特論
　修士特別研究
　修士特別演習

指導教授
山口　　豊

①臨床心理学
②ヘルスケア情報教育特論
　修士特別研究
　修士特別演習

教授

授業担当
小早川　睦貴

①認知心理学
②ヘルスケア情報特論

准教授

指導教授
金子　仁子
教授
①公衆衛生看護学
②ヘルスケア情報特論
　ヘルスケア情報管理特論
　修士特別研究
　修士特別演習
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総合情報学部：総合情報学科

■学科長　　　堂下　　浩
■学科主事　　川勝　英史

専任教員

◆情報システム学系

■学系長　　　鈴木　英男

■学系主事　　河野　義広　　

■教授　　　　井関　文一　　宇田川佳久　　斉藤　卓也　　鈴木　英男　　永井　保夫　　花田　真樹

　　　　マッキンケネスジェームス

■准教授　　　大城　正典　　大見　嘉弘　　河野　義広　　岸本　頼紀　　森口　一郎　　

■助教　　　　早稲田篤志

◆データサイエンス学系

■学系長　　　佐野　夏樹

■学系主事　　小早川睦貴

■教授　　　　川勝　英史　　蔵岡　誉司　　佐野　夏樹　　富田　瑞樹　　朴　　鍾杰　　山口　　豊　　　　

■准教授　　　小早川睦貴　　田中　啓介　　釣井　達也　　藤原　丈史　　村上　洋一　　吉澤　康介

◆情報メディア学系

■学系長　　　堂下　　浩

■学系主事　　藤田　修平

◆教養担当

■教授 　　　石井　政弘　　

■助教 　　髙橋　洋平　　

■教授　　　　茨木　正治　　圓岡　偉男　　堂下　　浩　　西村　　明　　松下孝太郎

■准教授　　　池田　幸代　　植田　　寛　　樋口　大輔　　藤田　修平　　茂住　和世　　安岡　広志

■助教　　　　中島　　淳

◆教職課程

■課程主任　　富田　瑞樹

■課程主事　　原田恵理子

■教授　　　　富田　瑞樹　　田邊　昭雄　　原田恵理子　　肥後　利朗
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①：専門分野
②：担当科目
③：研究室

情報システム学系

《ゲーム・IoT研究室》
准教授
大城　正典
①視覚認識情報学
②プログラミング応用ａ・同演習
　プログラミング応用ｂ・同演習
　モバイルプログラミングｂ
　ゲームプログラミングａ・ｂ
③７号館４階3401研究室

准教授
河野　義広
①社会情報学
②知識創造の方法ｅ
　プログラミング応用ａ・同演習
　プログラミング応用ｂ・同演習
③７号館３階3301研究室

教授
鈴木　英男
①暗号・情報セキュリティ理論
②基礎数学入門
　暗号理論
　計算機数論
　符号理論
③７号館４階3406研究室

准教授
大見　嘉弘
①コンピュータによる知的創造支援システム
②プログラミング基礎
　プログラミング基礎演習
　アルゴリズムとデータ構造ａ・ｂ
　Webシステムプログラミングａ・同演習
　Webシステムプログラミングｂ・同演習
　モバイルプログラミングａ
③７号館４階3403研究室

《AI・システムデザイン研究室》

斎藤　卓也
①情報学，ロボティクス，惑星探査ローバ
　IoT，組み込みシステム
②プログラミング基礎
　プログラミング基礎演習
　プログラミング応用ａ・同演習
　プログラミング応用ｂ・同演習
③７号館４階3402研究室

教授教授
宇田川　佳久
①ビッグデータのパターンマイニング学
②プログラミング応用ａ・同演習
　プログラミング応用ｂ・同演習
　システム設計論ａ・ｂ
③８号館２階8202研究室

教授
永井　保夫
①人工知能
②アルゴリズムとデータ構造ａ・ｂ
　人工知能ａ
　Webシステムプログラミングａ・同演習
　Webシステムプログラミングｂ・同演習
③７号館３階3303研究室

教授
マッキンケネスジェームス
①マルチエージェント論
②知識創造の方法ｆ
　プログラミング基礎
　プログラミング基礎演習
　人工知能ｂ
　人工知能プログラミング
③７号館３階3304研究室

准教授
岸本　頼紀
①ソフトウェア工学
②知識創造の方法ｆ
　インターンシップ
　情報システムアーキテクチャ
　ソフトウェア工学ａ・ｂ
③７号館３階3302研究室
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①：専門分野
②：担当科目
③：研究室

データサイエンス学系

助教
早稲田　篤志
①暗号理論
②情報モラルとセキュリティ
　プログラミング基礎・同演習
　コンピュータ概論
　情報ネットワーク概論
③８号館２階8203研究室

准教授
森ロ　ー郎
①情報ネットワーク
②Unix論ａ・ｂ
　ネットワークプログラミングａ・同演習
　ネットワークプログラミングｂ・同演習
③７号館３階3306研究室

《ネットワーク・セキュリティ研究室》
教授
花田　真樹
①情報通信ネットワーク工学
②ＩＴ基礎技術論
　Unix論ａ・ｂ
　情報システムアーキテクチャ
　情報通信ネットワーク論
③８号館２階8205研究室

教授
井関　文一
①応用画像処理
②情報通信システム論ａ・ｂ
　ネットワークセキュリティ論
　ネットワークプログラミングａ・同演習
　ネットワークプログラミングｂ・同演習
③７号館３階3305研究室

教授
川勝　英史
①オペレーションズ・リサーチ
②シミュレーション
　情報リテラシー演習
　情報分析応用
　データ処理論
　数値計算法
③１号館６階671研究室

教授
蔵岡　誉司
①普遍代数学，束論，ファジィ代数学
②基礎数学ab
　代数学ab
　整数論
③１号館６階631研究室

《データサイエンス基盤研究室》

准教授
藤原　丈史
①計算機統計学
②データベース論
　データサイエンス概論
　Webシステムプログラミングａ・同演習
　データ解析システム
③１号館６階630研究室

教授
佐野　夏樹

①応用統計学，データマイニング
②情報分析基礎
　情報分析応用
　データサイエンスa
　データサイエンスb
　データマイニング
　データベース管理システム
③１号館６階672研究室 

准教授
釣井　達也

①解析学
②基礎数学入門
　情報分析基礎
　離散数学a
　離散数学b
　解析学a
　解析学b
③１号館６階625研究室

准教授
吉澤　康介

①情報工学、教育工学
②情報分析基礎
　情報分析応用
　データ処理論
　Webデータサイエンス
③１号館６階624研究室

18



①：専門分野
②：担当科目
③：研究室

《心理学研究室》
教授
山口　　豊
①臨床心理学
②臨床心理学概論
　心理検査法・同実習
　人間関係論
　臨床心理学実習
　カウンセリング
③１号館７階774研究室

准教授
小早川　睦貴
①認知心理学
②情報リテラシー演習
　心理学概論
　情報分析基礎
　認知心理学
　心理学研究法
　心理学実験Ⅰ・Ⅱ
③１号館７階725研究室

《生命・環境科学研究室》
教授
富田　瑞樹
①環境復元論・生態学
②環境学
　環境情報論ｂ
　地理情報システムａ・ｂ
　環境システム論
　環境システム演習
③８号館３階3301研究室

教授
朴　　鍾杰
①時系列衛星データを用いた土地被覆
　変化抽出に関する研究
②プログラミング入門
　コンピュータ概論
　画像情報論
　環境リモートセンシング
　画像・動画処理演習
　パターン認識
③８号館２階8201研究室

准教授
田中　啓介
①生命情報学
②計算生物学概論
　生命情報解析学
　生命情報解析学演習
③８号館３階8304研究室

准教授
村上　洋一
①生命情報学
②プログラミング応用ａ・同演習
　プログラミング応用ｂ・同演習
　Unix論ａ・ｂ
③８号館３階8305研究室
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教授
茨木　正治
①マス・コミュニケーション論
②キャリアデザインｂ
　比較社会論
　マスメディア論
　社会心理学
　政治と情報
　新聞論
③１号館７階728研究室

准教授
植田　　寛
①映像メディア表現論
　映像演出論
　映像専門教育論
②映像メディア表現
　映像表現基礎Ⅰ
　映像制作b
③４号館１階5115研究室
　
　

情報メディア学系
《メディアデザイン研究室》

准教授
安岡　広志
①視覚情報処理学
　視覚伝達デザイン学
②コンピュータ概論
　コンピュータグラフィックス基礎
　Webデザイン演習
　メディア広告論
③１号館７階722研究室

教授
松下　孝太郎
①画像工学・教育工学
②コンピュータグラフィックス基礎
　コンピュータグラフィックス演習
③１号館７階731研究室

助教
中島　　淳
①マルチメディア論
②インターンシップ
　コンピュータグラフィックス論
　ゲーム制作基礎
　視覚デザイン論
　出版メディア論
③１号館７階726研究室

《メディア文化研究室》

准教授
藤田　修平
①映画学
　映像制作論
②映像表現論
　映像表現基礎Ⅰ・Ⅱ
　メディア社会論
　映像制作論Ⅰ
③４号館１階5114研究室

教授
西村　　明
①聴覚心理学
②知識創造の方法ｃ
　音響メディア論Ⅰ・Ⅱ
　サウンドデザイン論
　知覚心理学
　学校インターンシップ
③４号館１階5111研究室

教授
圓岡　偉男
①理論社会学
②情報モラルとセキュリティ
　知識創造の方法ｂ
③１号館７階779研究室

①：専門分野
②：担当科目
③：研究室

准教授
茂住　和世
①日本語教育
②日本語ａ～ｄ
　知識創造の方法ａ
　日本の社会と生活文化
　ビジネスコミュニケーション
　リクルートコミュニケーション
　異文化コミュニケーション論
③１号館７階756研究室
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《経営・情報研究室》
准教授
池田　幸代
①経営学，経営組織論
②経営と情報
　情報社会と職業
　経営組織論
　マーケティング・コミュニケーション論
　ブランドマネジメント論
③１号館６階679研究室

教授
堂下　　浩
①ベンチャー企業の成長戦略
②情報分析基礎
　グローバル経済と金融
　金融論
　経営イノベーション論
　ベンチャービジネス論
③１号館６階604研究室

准教授
樋口　大輔
①経営学，経営戦略論
②情報リテラシー演習
　インターンシップ
　経営学概論
　マーケティング論
　経営戦略論
　マーケティング戦略論
③１号館６階678研究室

助教
髙橋　洋平
①言語学・英語学（統語論・意味論）
②英語a～d
③１号館７階776研究室

教授
石井　政弘
①スポーツバイオメ力ニクス
②スポーツ演習ａ～ｄ
　健康科学
　スポーツ情報論
　スポーツ心理学
③１号館７階711研究室

①：専門分野
②：担当科目
③：研究室

教養担当
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教職課程

教授
肥後　利朗
①教育学（数学教育）
②教育実習Ⅰ・Ⅱ
　数学科教育法c
　数学科教育法d
　情報と職業
　教職実践演習（中・高）
　学校インターンシップ
　特別講義a・特別講義b
③１号館７階708研究室

教授
原田　恵理子
①発達臨床心理学
　学校臨床心理学
②学校心理学
　道徳教育の理論と方法
　教育心理学
　教育相談論
　教育実習Ⅰ・Ⅱ
　教職実践演習
③１号館７階702研究室

■ 総合情報学部総合情報学科の授業に関する質問や相談は，授業中に行うのが原則ですが，次の方法で行うことも可能
です。

　◇コミュニケーションアワーを確認して研究室を訪ねる。
　　 コミュニケーションアワーとは，教員が学生の相談を受け付ける時間のこと。各教員のコミュニケーションアワー

は，J-portの教員時間割で確認することができます。
　　各教員の研究室は，学生ハンドブックのキャンパス案内をご覧ください。
　◇非常勤講師に相談がある場合は，J-portのシラバス「授業時間外の質問方法」を確認し，メール等を送る。または，
　　学生教務課に申し出る。
　　非常勤講師の出講曜日等については，J-portの教員時間割で確認してください。

①：専門分野
②：担当科目
③：研究室

教授
田邊　昭雄
①教育学
②教職概論
　生徒指導・進路指導論
　教育実習Ⅰ・Ⅱ
　学校インターンシップ
　教職実践演習
③１号館７階707研究室

教授
富田　瑞樹
①環境復元論・生態学
②環境学
　環境情報論ｂ
　地理情報システムａ・ｂ
　環境システム論
　環境システム演習
③８号館３階8301研究室

■非常勤講師 秋元　大輔　　浅沼　市男　　足立　加勇　　飯塚　由樹　　伊藤　敏朗　　伊藤　幸郎

今川　　和　　江島　顕一　　海老原　亨　　大串　一彦　　太田美智子　　大橋　真也

角田　哲哉　　景山　秀貴　　北風　和久　　木村　昌史　　小出　英範　　小岩　義典

國府方麗夏　　小須田　健　　近藤　弘美　　齋藤　　諭　　齊藤　修司　　斎藤　　隆

坂口　太助　　櫻井　尚子　　更科加代子　　篠原　　徹　　白井　雅彦　　須賀　孝之

鈴木　　聡　　鈴木　二正　　鈴木　敏彦　　關　　晶子　　竹内　英世　　田子　　健

玉川　博章　　崔　　甲伊　　富樫　春人　　中尾　　宏　　中尾由美子　　西川　マキ

花村　征志　　原　　　朗　　原　慶太郎　　平塚　聖敏　　平山　英毅　　福室　康介

本間　章郎　　松堂　啓子　　見上　裕昭　　水戸　俊介　　森山　賢一　　矢野　　剛

藪内　聡子　　吉富　公彦　　渡辺　俊一　　渡邉　啓之　　渡邊　正明　　内田　　治

林　　晃喜　　宮原　　均
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看護学部：看護学科

■学科長　　　細川　満子
■学科主事　　時田　礼子

専任教員
■教授　　　　市川　香織　　金子　仁子　　小島　善和　　藤井　博英　　細川　満子　　松下　博宣

■准教授　　　髙栁千賀子　　中嶋　隆裕　　水野　芳子　　山内　英樹　　山野内靖子　　吉武　幸恵

■臨床教員　　菅田　　瞳　　嶋田　礼子　　鈴木理恵子　　中山　瑠理　　宮野　公惠

■助教　　　　石井　優香　　伊藤　美香　　岸田　るみ　　児玉　悠希　　菅原　久純　　時田　礼子
　　　　　　　芳賀　邦子

《基盤看護分野》
①：専門分野
②：主な担当科目
③：研究室

助教
児玉　悠希
①基礎看護学・看護情報学
②ヘルスアセスメント論
　看護技術論Ⅰ・Ⅱ
　基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ
　看護と情報Ⅰ・Ⅱ
③７号館２階3205研究室

教授
松下　博宣
①医療管理学
②ヘルスケアサービス論
　看護とグローバルヘルス
　ヘルスケアマネジメント論
　社会イノベーション論
　キャリアデザインとケアⅠ～Ⅳ
③７号館２階3208研究室

准教授
吉武　幸恵
①基礎看護学
②看護学概論
　看護技術論Ⅰ・Ⅱ
　ヘルスアセスメント論
　基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ
　看護研究
③７号館２階3212研究室

助教
菅原　久純
①基礎看護学
②看護技術論Ⅰ・Ⅱ
　ヘルスアセスメント論
　基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ
　看護と情報Ⅰ
③７号館１階3107研究室
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《成人･高齢者看護分野》
①：専門分野
②：主な担当科目
③：研究室

教授
小島　善和
①成人看護学
②成人看護学概論
　成人看護学方法論（急性期）
　成人看護学方法論（慢性期）
　成人・高齢者看護学実習Ⅰ・Ⅱ
　災害看護論
③７号館１階3111研究室

助教
石井　優香
①高齢者看護学
②高齢者看護学概論
　高齢者看護学方法論
　高齢者看護学実習
　成人・高齢者看護学実習Ⅰ・Ⅱ
③７号館１階3109研究室

准教授
山内　英樹
①成人看護学
②成人看護学概論
　成人看護学方法論（急性期）
　成人看護学方法論（慢性期）
　成人・高齢者看護学実習Ⅰ・Ⅱ
　リハビリテーション論
③７号館１階3102研究室

助教
伊藤　美香
①成人看護学
②成人看護学概論
　成人看護学方法論（慢性期）
　成人看護学方法論（急性期）
　成人・高齢者看護学実習Ⅰ・Ⅱ
③７号館２階3211研究室

准教授
高栁　千賀子
①高齢者看護学
②高齢者看護学概論
　高齢者看護学方法論
　高齢者看護学実習
　成人・高齢者看護学実習Ⅰ・Ⅱ
③７号館２階3201研究室

准教授
山野内　靖子
①小児看護学
②小児看護学概論
　小児看護学方法論
　小児看護学実習
③７号館１階3106研究室

教授
市川　香織
①母性看護学
②母性看護学概論
　母性看護学方法論
　母性看護学実習
　キャリアデザインとケアⅠ～Ⅳ
　家族看護学
③７号館２階3203研究室

《成育看護分野》

准教授
中嶋　隆裕
①小児看護学
②小児看護学概論
　小児看護学方法論
　小児看護学実習
③７号館１階3103研究室
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《地域看護分野》

《臨床教員》

教授
藤井　博英
①精神看護学
②精神看護学概論
　精神看護方法論
　精神看護学実習
③７号館１階3108研究室

教授
金子　仁子
①公衆衛生看護学
②公衆衛生学
　地域看護学概論
　地域看護学方法論
　地域看護学実習
　公衆衛生看護活動論
　公衆衛生看護活動方法論Ⅰ・Ⅱ
　公衆衛生看護管理論Ⅰ・Ⅱ
　公衆衛生看護学実習Ⅰ・Ⅱ
③７号館２階3207研究室

助教
岸田　るみ
①公衆衛生看護学
②公衆衛生学
　地域看護学概論
　地域看護学方法論
　地域看護学実習
　公衆衛生看護活動論
　公衆衛生看護活動方法論Ⅰ・Ⅱ
　公衆衛生看護管理論Ⅰ・Ⅱ
　公衆衛生看護学実習Ⅰ・Ⅱ
③７号館１階3104研究室

①：専門分野
②：主な担当科目
③：研究室

鈴木　理恵子

中山　瑠理

③９号館１階教員室２
菅田　　瞳 嶋田　礼子
③９号館１階教員室２ ③７号館２階3227研究室

宮野　公惠
③７号館２階3227研究室③７号館２階3227研究室

助教
芳賀　邦子
①在宅看護学
②在宅看護学概論Ⅰ・Ⅱ
　在宅看護学方法論
　在宅看護学実習
　地域包括ケア実習
③７号館２階3202研究室

助教
時田　礼子
①公衆衛生看護学
②公衆衛生学
　地域看護学概論
　地域看護学方法論
　地域看護学実習
　公衆衛生看護活動論
　公衆衛生看護活動方法論Ⅰ・Ⅱ
　公衆衛生看護管理論Ⅰ・Ⅱ
　公衆衛生看護学実習Ⅰ・Ⅱ
③７号館２階3206研究室

■ 看護学部・看護学科の専任教員のコミュニケーションアワーは，原則，毎週水曜日１～３時限目としていますが，教
員別のスケジュール表は新学期ガイダンスの時に配布します。学生は，コミュニケーションアワー以外の時間でも研
究室を訪ねることは出来ますが，教員不在の場合は各教員にＥメールに連絡をして予約を取って面会するようにして
ください。

教授
細川　満子
①在宅看護学
②在宅看護学概論Ⅰ・Ⅱ
　在宅看護学方法論
　在宅看護学実習
　地域包括ケア実習
　ケア論
　看護と情報Ⅳ
③７号館２階3209研究室

准教授
水野　芳子
①在宅看護学
②在宅看護学概論Ⅰ・Ⅱ
　在宅看護学方法論
　在宅看護学実習
　地域包括ケア実習
　看護と情報Ⅲ
③７号館２階3210研究室
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■看護学部・看護学科　非常勤講師

※非常勤講師に質問がある場合は，J-portのシラバス「授業時間外の質問方法」を確認してください。

科　　目 氏　　名

生命倫理 近藤　　弘美

人権・ジェンダー 細田　満和子

基礎化学 田中　　嘉廣

統計学 内田　　　治

看護情報と統計 内田　　　治

疫学・社会調査 内田　　　治

形態機能論Ⅰ 嘉藤　　邦彦

形態機能論Ⅱ

齋藤　　俊彦

森尾　比呂志

市川　　千秋

荒木　　慶彦

梅野　福太郎

青墳　　信之

平島　　　修

平栗　　雅樹

石井　　　猛

臨床栄養学 生魚　　　薫

臨床薬理学 田嶋　　公人

臨床生化学 荒木　　慶彦

病理学 樋野　　興夫

病態生理学 梅野　福太郎

大内　　　玲

疾病と治療Ⅰ 梅野　福太郎

平島　　　修

有薗　　行朋

齋藤　　俊彦

橘　　香穂里

森尾　比呂志

平栗　　雅樹

山内　　豊明

青墳　　信之

科　　目 氏　　名

疾病と治療Ⅱ 中田　　泰彦

嘉藤　　邦彦

荒木　　慶彦

海賀　　照夫

疾病と治療Ⅲ 是木　　明宏

植木　　英亮

土持　太一郎

尾久　　守侑

寺田　　和樹

高橋　　聡子

池田　　弘之

感染症学 鈴木　　明子

学校保健論Ⅰ 荒川　　雅子

成人看護学概論 中村　　美鈴

産業保健論Ⅰ 伊藤　美千代

学校保健論Ⅱ 荒川　　雅子

産業保健論Ⅱ 伊藤　美千代

保健福祉行政論 大久保　一郎

口腔健康論

菊谷　　　武

大石　　朋子

田村　　文誉

国際看護論 藤屋　　リカ

災害看護論 中村　　美鈴

医療リスクマネジメント 藤谷　　克己

人間工学 福田　　亮子

リハビリテーション論 松井　　優子

エンドオブライフケア論 間瀬　　由記

竹倉　　史人
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校章・学旗
　校章は，2００１年１０月学内で公募され，2００2年３月に山崎哲史氏（2００3年度卒業［情報文化学科］）
のデザインが採用されました。
　学旗は，その校章を用いて平成１4年度に制定されました。
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警備員室

１号館 出入口

出入口

就職関係資料
閲覧コーナー 学生教務課

キャリア課

レポート提出ポスト

落し物保管棚

A

B

C

D

E

奨学金・学費

留学生・課外活動

証明書・教職課程

履修・大学院

SA・学外実習等
学科事務

１号館１階　学生教務課・キャリア課　レイアウト

１．各種手続および相談（担当）窓口
窓口等利用案内

窓口および施設 窓口受付時間 場 所 連絡先
学生教務課 ： ～ 　金曜日は まで １号館１階（同フロア）
キャリア課 ： ～ 　金曜日は まで １号館１階（同フロア）

医務室 ： ～ １号館１階（医務室）
学生相談室 ５号館１階（学生相談室）

ブックセンター ～
～

１号館１階フロア横
証明書自動発行機 ： ～ １号館１階事務局横 ―

情報サービスセンター 
（情報システム部） ： ～ 　金曜日は まで １号館２階

情報サービスセンター 
（図書館部）

： ～ 　金曜日は まで
（ライブラリーゾーン ： ： ） ４号館２階（総合情報センター）

食堂 ：

：

～ ２号館（食堂） ―
売店 ～ ２号館（食堂） ―

コミュニケ－ションルーム 
（パティオ） ～ ３号館１階 ―

＊土・日曜日，祝祭日，大学の休業日には業務を行いません。（土曜授業日を除く）
＊長期休業中（春・夏・冬）の窓口時間は，HP・J-port等でお知らせします。
＊相談及び問合せは窓口で行うのが原則です。電話での確認・相談は控えてください。
＊窓口受付時間は今後変更となる場合があります。

＊レイアウト等は令和４年３月現在のもの。今後，変更になる場合があります。
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授業担当教員への相談・質問

　手続き及び相談の内容によって担当窓口が異なります。以下の一覧を参照し，指定の窓口に出向いて手続きをして
ください。掲載ページ欄にページの記載があるものは，そのページに詳細が掲載されています。
　　　＊届出内容の変更等

＊学生生活全般

種　別 手続き等 担当窓口 掲載ページ
学生（本人）の住所変更 所定の手続きをとる（「住所変更届」を再提出）

学生教務課

学生（本人）の携帯電話番号の変更 所定の手続きをとる

学生（本人）の氏名・本籍地変更 所定の手続きをとる

保証人・連絡人の住所変更 所定の手続きをとる

保証人・連絡人の変更 所定の手続きをとる

休学・退学・復学・再入学の相談 窓口に相談のうえ，所定の手続きをとる

種　別 手続き等 担当窓口 掲載ページ

学生証の更新等

①裏面シールの張替え
　・年度更新時（毎年４月）
　・記載事項変更時

学生教務課
②再発行［￥ ］
　自動発行機で申請書を発行し，窓口に申請

］※定期試験時のみ
　自動発行機で申請書を発行し，窓口に申請

］※看護学部のみ
　自動発行機で申請書を発行し，窓口に申請

車両による通学・入構

①新規申請
 ［車￥2,000バイク￥1,000］
　 安全運転講習会（学校主催：４月上旬）に参加し，

締切期限までに窓口提出

学生教務課

②継続申請 
　窓口にて書類配布・提出 
　※年１度更新 
　締切日：毎年５月末

③再発行（紛失した場合など）
 ［車￥ ］
　自動発行機で申請書を発行し，窓口に申請

④登録車両変更
　窓口で申し出をし，変更する任意保険証を提出

各種証明書・学割証の発行 自動発行機により発行する

J-portの利用 窓口に相談する 学生教務課
（D 履修）

アパート等の住居相談 窓口に相談する
学生教務課

アルバイト紹介 学生教務課掲示板で情報を確認のうえ，直接申し込む

悩み等の個別相談 事前に医務室へ申し込み，カウンセリングを受ける 学生相談室
（５号館）

学内，通学途中でのケガ 窓口で，学研災の事故報告・保険請求手続きを行う 学生教務課
（B 課外活動）

遺失物，拾得物 学生教務課横ケースにて３ヶ月間保存
※３ヶ月以降は処分 学生教務課 ―

主な手続き

　専任教員または非常勤講師が担当する授業科目に対して質問等がある場合は，J-portのシラバス「授業時間外の質
問方法」を確認し，連絡してください。
　クラス担任に対して修学上や生活上の相談等がある場合は，J-portの教員時間割を参考に，直接担当教員の研究室
を訪問してください。
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＊授業および資格に関すること

種　別 手続き等 担当窓口 掲載ページ
履修登録に関する相談 窓口に相談する

学生教務課
（D 履修） 試験・成績評価に関する相談 窓口に相談する

授業に関する相談 窓口に相談する

資格試験等の相談 窓口に相談する
キャリア課

スコーラ 窓口に相談する，各スコーラ担当教員が対応

使用方法の相談ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

 PCサポートデスクに相談する 情報サービス
センター

―
 ―修理中の貸し出し 窓口で相談後，許可を得た者に貸し出す

修理及び貸し出しのための書類配布 窓口で受取る 学生教務課 ―
コンピュータ・ネットワークの利用 窓口に相談する

情報サービス
センターネットワーク利用許可証の再発行

再発行申請書を発行（有料）し窓口に提出する 
講習会（週１回開催）へ参加する

＊就職及びキャリア教育に関すること

種　別 手続き等 担当窓口 掲載ページ
就職活動の相談 窓口に相談する

キャリア課求人情報・企業情報の閲覧
就職資料室（キャリア課）で閲覧する 
J-portの求人情報検索を活用する

進路に関する手続き 所定の手続きをとる

＊学費および奨学金

種　別 手続き等 担当窓口 掲載ページ
学費納付の延納手続 『学費延納願』を窓口にて配布・提出

学生教務課

165～170

41～42

59～60
60～68
70～130

183～184

190～193

171～184

183

42
41

39

190

179

181

（A 奨学金・学費） 
金
学
奨

日本学生支援機構奨学金制度
学生教務課主催の説明会（毎年４月のみ）に参加
し，申請

特待生制度 学業成績優秀者を大学が選抜

その他の奨学生制度 窓口にて相談，申請

＊課外活動

種　別 手続き等 担当窓口 掲載ページ

新規結成
学友会総務部執行委員会主催の説明会（年２回）に
参加し，申請・承認

学生教務課
（Ｂ 課外活動） 

教室等の学内施設の利用
HP「各種届出・様式ダウンロード」より『施設利
用許可願』を窓口に提出

休日の活動
HP「各種届出・様式ダウンロード」より『施設利
用許可願』を窓口に提出

合宿
HP「各種届出・様式ダウンロード」より『合宿届』
を窓口に提出

各部・サークルへの配布物
６号館（学生会館）１階、総務部執行委員会部室
横のポスト

掲示物の扱い
職員確認後，了承印が押印されているもののみ所
定の掲示場所へ掲示可

32



２．学籍について

　　　学部学生の修業年限は４年とし，通算して８年を超えて在学することはできません。
　　　ただし，再入学者については，再入学以前の在学年数を加えて８年を超えることができません。
　　　また，編入学生は６年を超えて在学することはできません。

大学院の修業年限（大学院学則第５条関連）
　博士前期課程の学生の修業年限は２年ですが，通算して４年を超えて在学することはできません。また，博士後
期課程の学生の修業年限は３年ですが，通算して６年を超えて在学することはできません。

　病気その他やむを得ない事由のため，３カ月以上修学することができない場合は，保証人連署のうえ願い出て，
許可を得て休学することができます。

　　　なお，休学の事由が病気であるときは，医師の診断書を添付してください。
　（１）休学期間
　　　①　休学期間中でもその事由が止んだときは，復学できます。
　　　　　ただし，試験期間の６カ月前に復学した者でなければ受験することはできません。
　　　②　休学期間は，在学期間に算入しない。
　　　③　休学した翌年度は原級となる。
　　　④　休学期間は，通算して４年を超えることができない。
　　　⑤　休学期間が次年度に亘る場合は，各年度ごとに休学の手続きを行うものとする。
　（２）休学期間中の授業料（学則第 条関連）
　　　①　４月から１年間の休学の場合……24万円（在籍料20,000円/月×12ヶ月）
　　　②　学年途中の休学の場合……………休学期間分の在籍料20,000円/月×休学月数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在学期間分の学費（授業料，整備拡充費，実験実習演習費，学生厚生費）は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月割で在籍月数分とする。

復学
　　　休学者は，休学期間終了の２週間前までに保証人連署のうえ願い出て，許可を得て復学することができます。

　都合により修学できなくなったときは，保証人連署のうえ願い出て，許可を得て退学することができます。その
際は，必ず学生証を添付してください。

　　　下記の事項に該当する者は，除籍されます。
　（１）本学において修学する意思がないと認められる者
　（２）督促を受けた滞納学費を，指定された期限までに納入しない者
　（３）所定の在学年限を超えた者
　（４）所定の休学年限を超えた者
　（５）死亡した者，または行方不明の者

学を願い出た場合には，学年の始めに限り，選考のうえ，相当年次に再入学を許可することがあります｡
　（１）再入学の願い出ができる期間は，除籍の場合，除籍となった日から１年以内とする。退学の場合はこの限りと

しない。
　（２）再入学を許可された者の退学または除籍前に修得した科目の単位は，特別の場合を除き認定する。
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３．学 生 証
学生証の確認・裏面シールの記入

　学生証を受け取ったら，学籍番号・学科・氏名・生年月日など記載事項に誤りがないか確認してください。確認
後，裏面シールに必要事項を記入してください。（通学定期券購入時に必要）

　　　記載事項に誤りがある場合は，ただちに学生教務課に申し出てください。

学生証は常時携帯
　学生証は，あなたが東京情報大学の学生であることを証明するものです。他人に貸与したり，譲渡したりしては
いけません。また，次のような場合は必ず提示できるよう“常時携帯＂してください。

　　　①　定期試験　　　　　　　　②　成績表配布
　　　③　証明書・申請書の発行　　④　遺失物等の受け取り
　　　⑤　通学定期券の購入　　　　⑥　課外活動等用具及び図書の貸出し
　　　⑦　その他，本学教職員から提示を求められたとき
※スマホケースに学生証を入れると磁気異常を起こす場合があります。

学生証を紛失・破損したとき
　学生証を紛失（盗難を含む。）または破損，汚損したときはただちに学生教務課（Ｃ 証明書）へ申し出て再交付の
手続きをしてください。その際，自動発行機で発行する申請書（ 円）が必要となります。

　　　また，学生証を紛失したときは悪用されることがあるため，念のため警察に届け出をしてください。

試験当日学生証を忘れたとき
　定期試験の時に学生証を忘れた場合には，学生教務課へ申し出て「仮学生証」（当日のみ有効）発行の手続きを
してください。その際，申請書代金（500円）が必要となります。

学生証の裏面シールは年次更新
　裏面シールは在籍確認の証であり有効期限は１年間です。裏面シールを更新しないと学生証が無効になります。
各自，学生教務課で受け取り，年度始めに新しい裏面シールに貼り替えてください。
　なお，有効期間内であっても，通学定期乗車券発行控欄に記載できなくなったときは，その都度学生教務課へ申
し出て貼り替えてください。

４．通学定期券を購入する場合
　　　通学定期券を購入する場合は，定期券販売窓口で購入申込書に学生証を添えて購入してください。
　　　通学経路が，二つ以上の会社の路線にまたがる場合は，居住地または大学の最寄駅の指示に従ってください。

　また，京成バス株式会社ではJR千葉駅から東京情報大学までの直行バス（ノンストップバス）を運行（路線化）
｡）

　利用する学生は，京成バスの定期券販売窓口で購入することができる，京成バス利用共通パス（キャンバスライ
フ，年間62，800円：2023年度予定額）が，定期券を購入するよりも安価となりますので，購入をお勧めします。
　なお，直行バスの運行予定は以下のとおりとなっていますが，原則として大学授業日のみの運行で，大学の休日
及び休業期間中は運行していませんので，ご注意ください。

【運行時間】（予定）
○往路：JR千葉駅発⇒東京情報大学行き
出発時刻（JR千葉駅 発）

：
※全便大学１号館前下車可

○復路：東京情報大学発⇒JR千葉駅行き
出発時刻（東京情報大学 発）

※全便大学１号館前乗車可
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５．住所変更等
学生（本人）住所，電話番号（自宅・携帯）が変わったとき

　　 　大学から直接学生諸君に連絡することがあります。転居等により住所，電話番号（携帯電話含む）が変わった場
合は，｢住所変更届」を学生教務課まで提出してください。

学生（本人）の氏名・本籍地および保証人（連絡人）の情報が変わったとき
　　　変更手続きに必要な書類を用意し，学生教務課へ提出してください。
　　　所定の届出書類は学生教務課で配付しています。

変更内容 手続書類等

学生氏名 改姓（名）届，個人調査票変更届，戸籍抄本

保証人（連絡人）の住所変更 住所変更届

保証人（連絡人）の変更 誓約書，個人調査票変更届，保証人・続柄が記載された住民票

６．証明書・申請書の発行（自動発行機）
証明書・申請書の種類等

　　　証明書・申請書の大半は，各自が自動発行機を操作のうえ発行することになります。

区分 名　称 担当 ＠手数料金額 ※1

書
明
証

在学証明書（和・英）／大学院・学部

学生教務課

円

成績証明書（和・英）／大学院・学部 円

卒業見込証明書（和・英）／学部 円

卒業見込・成績証明書（和）／学部 円

感染症検査結果・予防接種歴等証明書 円

修了見込証明書（和・英）／大学院 ※3

※4

※4

※4

円

健康診断証明書（和）／大学院・学部 円

学割／大学院・学部（原則１日４枚，年間 枚まで） 無料

書
請
申

入構許可申請／自動車（受付期間のみ）

学生教務課

円
入構許可申請／自動二輪・原付（受付期間のみ） 円

入構許可証再発行／自動車（許可者のみ） 円

入構許可証再発行／自動二輪・原付（許可者のみ） 円

学生証再発行 円

仮学生証発行（定期試験期間のみ） 円

ＩＤカード再発行（看護学部のみ） 円
ネットワーク利用許可証再交付申請 情報セ※2 円

※１　和：和文証明書，英：英文証明書
※２　情報セ：情報サービスセンター
※３　博士前期課程のみ
※４　卒業年次生のみ

発行機操作手順（概略）
　（１）画面に表示される以下の手順に従って，操作してください。
　　　①　 発行機に学生証を挿入する。（仮学生証発行及び学生証再発行申請の場合は，学生教務課窓口へ来てくださ

い。）
　　　②　パスワードを入力する。（初期パスワードは，入学時のガイダンスでお知らせします。）
　　　③　必要な証明書（または申請書）の種類と部数を入力する。
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　　　④　画面に表示される入力内容を確認する。（発行後の手数料の返金はできません。）
　　　⑤　画面に表示される合計手数料を入金する。
　　　⑥　発行された証明書（又は申請書）を受け取る。
　　　⑦　申請書は，該当の所管部署の窓口へ提出する。
　　　⑧　卒業生は，発行された申請書を学生教務課（Ｃ 証明書）に提出する。（本人以外には証明書を発行できません。）
　（２） 証明書用の封筒は，室外に用意してあります。（封緘印が必要な場合は，学生教務課窓口（Ｃ 証明書）で貸し

出します。）
　（３）不明な点は学生教務課窓口（Ｃ 証明書）で確認してください。

利用時間
～ （大学の休業日を除く）

　　　＊長期休業中（春・夏・冬）の利用時間は，変更になることもあります。J-portで確認してください。

諸注意
　　◆健康診断証明書など発行期間，発行対象者が限定されるものもあるので，予め確認すること
　　◆学割証は１枚ずつ発行すること（紙づまり防止のため）
　　◆悪用されないよう，学生証及びパスワードの管理には留意すること
　　◆誤発行しないよう，操作は慎重に行うこと

学割証とは
　　 　学生旅客運賃割引証の略称で，JRの鉄道，航路又は自動車線のいずれかの区間を， ㎞を越えて旅行する場合，

普通乗車券に限ってJR・連絡社線とも全区間を２割引きで利用できるものです。
　　 　なお，学割証は学生の自由な権利として使用することを前提としたものではなく，修学上の経済的負担を軽減し，

学校教育の振興に寄与することを目的として実施されている制度ですので，以下の目的をもって旅行する必要があ
ると認められる場合に限り，発行することができます。

　（１）休暇，所用による帰省
　（２）実験実習並びに通信による教育を行う学校の面接授業及び試験などの正課の教育活動
　（３）学校が認めた特別教育活動または体育・文化に関する正課外の教育活動
　（４）就職または進学のための受験等
　（５）学校が修学上適当と認めた見学または行事への参加
　（６）傷病の治療その他修学上支障となる問題の処理
　（７）保護者の旅行への随行

発行方法
　　 　各自が自動発行機を操作して発行します。１回の発行は原則４枚以内（１枚ずつ発行すること）で有効期間は発

行日から３ヶ月です。

使用上の注意
　　◆交付された学割証は，期限切れまたは計画変更等の理由で返却しても再交付は行いません。
　　◆学割証は，記名人に限って使用できるもので，他入に譲渡して使用させることはできません。
　　◆乗車券を購入する時は学生証を必ず携帯すること。
　　◆学割証で購入した割引乗車券を，他人に譲渡して使用させることはできません。
　　◆割引乗車券で乗車する場合は，必ず学生証を携帯しなければなりません。
　　　 上記に違反した場合は，不正使用となり普通運賃の３倍に相当する額の追徴金を徴収されるだけでなく，本学の

信用が損なわれ，発行停止処分を受けることになります。

７．学割証
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の代券車乗（すまれさ用適に合場るす率引が員職教学本で上以名８生学，きとるす行旅で等動活究研や動活外課　 　　
５割引）。
　申込みは，JR及びJR指定業者から指定の用紙をもらい，学生教務課（Ｂ 課外活動）で証明を受けてください。
申込期間は，列車，連絡船は出発日の９ヶ月前から14日前までです。

　

９．車両通学
安「の催主学大，は者望希。すまいてし可許を学通るよに）車転自付機動原・車輪二動自・車動自（両車は学本　 　　

全運転講習会」（４月上旬開催）に必ず参加してください。不参加かつ未許可のまま通学した場合，学則上の処
分を含め厳格に対処します。また，学生駐車（輪）場以外の駐車（輪），学内走行は禁止です。[別冊子「諸規則諸
規程」のP.52「東京情報大学車両通学要領」参照]

途学通，でのすまりなと任責の間者事当は故事通交。すまいてし発多が故事通交るす係関の生学学本年毎，たま　 　　
上はもちろん，日常生活においても常に安全運転を心掛け，事故防止に努めてください。本学では車両通学許可の
絶対条件として「任意保険の加入」を義務付けています。学内での車両に関するトラブル（盗難・あて逃げ等）に
ついて，本学は一切の責任を負いません。各自，自己管理を徹底してください。

っとを制可許，はで学大。すまいてっなと題問会社が等故事の両車備整未，反違規法通交の車転自，年近，おな　 　　
ていませんが，自転車通学についても交通法規等を遵守してください。また，万が一事故の加害者となった場合に
備えて，あらかじめ「自転車保険」に加入しておくことを強くおすすめします。

申請許可手順
　　①　大学主催の「安全運転講習会」に参加
　　②　必要書類を締切期限までに学生教務課（Ｂ 課外活動）に提出
　　③　許可証の交付
　　　　自動車：入構許可証（紙）
　　　　自動二輪車・原動機付自転車：入構許可カード

申請期間・更新
　　許可期間：交付日～翌年度５月末
　　更新締切日：毎年５月末
　　※更新を希望する場合は，学生教務課（Ｂ 課外活動）にて申請書類を配布します。

臨時許可証
あが合場るす付交を証可許時臨，し定限を間期，合場いな得をむやで等請申の人本や）どな時祭風翔（動活外課　 　　

ります。学生教務課（Ｂ 課外活動）にて相談して下さい。

　 　学内施設はそれぞれ決められたルールに従って利用してください。また，学生教務課（Ｂ 課外活動）では運動
用具等の貸出しを行っています。希望者は学生証を提示して申し込んでください。

学内施設の利用
まり限に日曜金らか日曜月く除を日業休の学大び及日休もれずい。すでりおとの記下は間時能可用利の設施内学　 　　

す。夏季及び冬季における学生の休業期間中は変更となる場合がありますので，事前に確認してください。なお，
保守管理の都合上，第１グラウンド及び第２グラウンドの一般学生への貸し出しは行っていません。（詳しいことは
別冊子「諸規則諸規程」のP.55「東京情報大学学生会館使用要領｣，P.56東京情報大学部室及び同好会室使用要領｣，
P.57「課外活動における教室使用要領」P.58「東京情報大学体育館アリーナ使用要領」を参照）

８．団体旅行割引証
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運動用具の貸出し
　　 　学生教務課にある貸出し表に記入すれば，使用責任者の学生証と引き換えに貸出します。
　　 　現在用意してあるのは，野球用具（クラブ・軟式ボール），サッカーボール，バレーボールなどですが，数に限

りがあり利用者も多いことから常時使用できるとは限りません。
　　　使用後は，直ちに返却してください。

空気入れ等の貸出し
　　 　自転車利用者のために「空気入れ」と「潤滑油」を用意しています。
　　　「空気入れ」は１号館１階警備室横にありますので，ご自由に利用してください。
　　　「潤滑油」を希望する者は，学生教務課で学生証を提示し，申し出てください。

　　 　ゼミ活動・研究室の研修旅行・課外活動団体の試合・合宿などへ出かける場合，以下の要領に従って大学のスクー
ルバスを利用することができます。（原則としてゼミ担当教員・部長・顧問の引率を必要とします。）

　　　なお，詳細については学生教務課（Ｂ 課外活動）で問い合わせください。
運行の条件

申込方法・許可

利用料金

施設名 利用時間 利用上の注意

６号館（学生会館ピオーネ） 共用施設（多目的ホール，和室，会議室）の利用はゼミ
及び学友会各団体に限る。

３号館（体育館）アリーナ ： ゼミ及び学友会各団体に限る。

学生会館前広場 ： ゼミ及び学友会各団体に限る。

部室及び同好会室 ： 学友会団体に限る。

教　室 ～ ゼミ及び学友会各団体に限る
事前の届け出が必要

コンピュータ実習室 ： 授業に使用しない時間帯に限る。
P.188，および別冊子「諸規則諸規程」P.63を参照

４号館（総合情報センター）｢ラ
イブラリー・エリア｣ ： P.187，および別冊子「諸規則諸規程」P.67を参照

※休日，夜間等に利用する場合は全ての施設で事前に届け出が必要

（１）乗車人数
（２）運行時間 １日８時間以内
（３）運行地域 原則として，関東圏内および宮城県・福島県・山梨県・新潟県・静岡県・愛知県・岐阜県

（１）利用申込 利用申込期間は，利用希望日の３ヶ月前から３週間前までに，「スクールバス利用願」を
学生教務課（Ｂ 課外活動）へ提出してください。

（２）利用許可 バスの利用目的・空き状況等を確認後，利用を許可します。
（利用できない場合もあります。）

（１）燃料代 走行距離１㎞につき 円
（２）運行者委託費用 １日につき 円
（３）有料道路・有料駐車場代 実費負担
（４）運転者宿泊代 実費負担
（５）その他運行に要した諸費用 実費負担

※片道利用の場合でも往復料金を請求いたします。
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学費の納入方法

休学者についての取り扱い
　　　休学した場合の授業料等は、以下の計算式により算出します。

*既納の学費については、上記金額を清算する。
*各費目の計算は、100円未満を切り捨てとする。

復学者についての取り扱い
　　 　休学期間が終了し，年度の始めに復学した学生の学費は，復学した学年にかかわらず在籍することとなった学年

の学費と同額とします。
　　　なお，学年途中で復学した学生の授業料は，復学した月から月割計算した額とします。

原級者についての取り扱い
　　　原級となった場合の学費は，原級した学年にかかわらず在籍することとなった学年の学費と同額とします。

留年者についての取り扱い
　　 　学部４年次において留年した場合の学費は，当該年度の４年次の学費と同額とします。
　　 　また，博士前期課程２年次，博士後期課程３年次において留年した場合の学費は，留年した学年の学費と同額と

します。

再入学者についての取り扱い
　　　再入学した学生の学費は，再入学する学年の納付額と同額とします。

学費延納願
　　 　災害，倒産，家計支持者の死亡等『特別な事情』により，学則に定められた期日までに納入できない場合は，所

定の手続きにより承認された場合に限り，納付期限から起算して３ヶ月以内の延納を許可しています。手続きは
『学費延納願（所定様式）』に理由を明記し，学生（本人）・保証人連署のうえ，学生教務課（A 奨学金・学費）
へ申請して下さい。

区分 費目 計算方法
休学期間 在籍料 20,000円×休学月数

授業料 （授業料/12）×在学月数

在学期間
実験実習演習費 （実習演習費/12）×在学月数
整備拡充費 （整備拡充費/12）×在学月数
学生厚生費 （学生厚生費/12）×在学月数

　学費は、一年分を分納一回目分と分納二回目分の2期に分けて納入いただきます。納入方法は、預金口座振替申
込書により指定していただく預金口座からの自動引落し（振込手数料は本学負担）を原則としています。
　また、令和5年度の分納一回目分につきましては、事務処理の都合上、口座自動引落しによる納入ができませ
ん。4月中旬に本学所定の振込依頼書を保証人宛に郵送いたしますので、納入期限までに納入をお願いいたしま
す。
　なお、外国人留学生については、振込依頼書により納入いただきます。
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在学中の学費
　　　  （単位：円）

入学金 授業料 実習演習費 整備拡充費 学生
厚生費 その他の諸会費 合計

１年次 

分納１回目分 
 

分納２回目分

分納１回目分 
 

分納２回目分 

分納１回目分 
 

分納２回目分 

 
後援会入会金  
後援会費  

 
学友会費  
合計 

 

２年次

分納１回目分 
 

分納２回目分 

分納１回目分 
 

分納２回目分 

分納１回目分 
 

分納２回目分 

後援会費  
学友会費  
合計 

 

３年次

分納１回目分 
 

分納２回目分 

分納１回目分 
 

分納２回目分 

分納１回目分 
 

分納２回目分 

後援会費  
学友会費  
合計 

４年次

分納１回目分 
 

分納２回目分 

分納１回目分 
 

分納２回目分 

分納１回目分 
 

分納２回目分 

 
後援会費  
校友会終身会費  
学友会費  
合計 

合計
＊原級・留年者の納付金は，当該学生が在籍することになった学年の額を徴収する。

分納１回目分　852, 500
分納２回目分　525, 000
１年分　　　1, 377, 500

分納１回目分　582, 500
分納２回目分　540, 000
１年分　　　1, 1 22, 500

分納１回目分　597, 500
分納２回目分　555, 000
１年分　　　1, 1 52, 500

分納１回目分　627, 500
分納２回目分　570, 000
１年分　　　1, 1 97, 500

分納１回目分　992, 500
分納２回目分　665, 000
１年分　　　1, 6 5 7 , 500

分納１回目分　822, 500
分納２回目分　780, 000
１年分　　　1, 6 0 2 , 500

分納１回目分　872, 500
分納２回目分　830, 000
１年分　　　1, 7 0 2 , 500

分納１回目分　937, 500
分納２回目分　880, 000
１年分　　　1, 8 1 7 , 500

＊編入学生の納付金は，原則として，編入学した学年が適用を受けている学則によって定められた学年の額を徴収する。

＊原級・留年者の場合は，当該学生が在籍することになった学年の額を徴収する。

　　　  （単位：円）

入学金 授業料 実習演習費 整備拡充費 学生
厚生費 その他の諸会費 合計

１年次 

分納１回目分 
 

分納２回目分

分納１回目分 
 

分納２回目分 

分納１回目分 
 

分納２回目分 

後援会入会金  
後援会費  

 
学友会費  
合計 

 

２年次

分納１回目分 
 

分納２回目分 

分納１回目分 
 

分納２回目分 

分納１回目分 
 

分納２回目分 

後援会費  
学友会費  
合計 

３年次

分納１回目分 
 

分納２回目分 

分納１回目分 
 

分納２回目分 

分納１回目分 
 

分納２回目分 

後援会費  
学友会費  
合計 

４年次

分納１回目分 
 

分納２回目分 

分納１回目分 
 

分納２回目分 

分納１回目分 
 

分納２回目分 

後援会費  
校友会終身会費  
学友会費  
合計 

合計
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　　　  （単位：円）

＊原級・留年者の納付金は，当該学生が在籍することになった学年の額を徴収する。

入学金 授業料 演習費 整備拡充費 その他の諸会費 合計

博士前期課程
１年次

分納１回目 
 

分納２回目 

分納１回目 
 

分納２回目 

分納１回目 
 

分納２回目 合計 

博士前期課程
２年次

分納１回目 
 

分納２回目 

分納１回目 
 

分納２回目 

分納１回目 
 

分納２回目 
校友会終身会費  合計 

 

合計

博士後期課程
１年次

分納１回目 
 

分納２回目 

分納１回目 
 

分納２回目 

分納１回目 
 

分納２回目 
 
 合計 

博士後期課程
２年次

分納１回目 
 

分納２回目 

分納１回目 
 

分納２回目 

分納１回目 
 

分納２回目 

博土後期課程
３年次

分納１回目 
 

分納２回目 

分納１回目 
 

分納２回目 

分納１回目 
 

分納２回目 
校友会終身会費  合計 

合計

特待生制度
　　 　人物・学業成績ともに優秀な学生に対して，授業料の半額を免除する制度です。
　　 　この制度は，大学が毎年度ごとに成績優秀者の中から一定数選抜するものです。採用された場合は本人及び保証

人宛に通知します。［別冊子「諸規則諸規程」のP.37「東京情報大学特待生細則」参照］

東京情報大学提携教育ローン制度
　　 　本学では，在学生専用の教育ローンとして，金融機関との提携を行い「提携教育ローン制度」を行っています。

これは，大学が行う奨学金制度等の付帯サービスとして行うもので，一般の教育ローンよりも「手続きの簡素化」，
「優遇金利」等のサービスを提供できるものとなっています。

　　　利用にあたっては，学生教務課（A 奨学金・学費）でご相談ください。

　　 　学業・人物ともに優秀で経済的理由により修学が困難な学生に対して，各種の奨学金制度があります。本学で取
り扱っている奨学金には，本学独自の奨学金の他に都道府県・市町村等地方公共団体の奨学金等があります。

日本学生支援機構奨学金
　　 　日本学生支援機構の奨学金には，第一種奨学金（無利子）と第二種奨学金（有利子）の二種類があり，場合によっ

ては併用して貸与を受けることも可能です。奨学生の採用は，日本学生支援機構が直接行うのではなく，大学を通
じて行われます。本学では毎年４月（定期採用）に『日本学生支援機構奨学金説明会』を開催し，奨学金の説明と
申込書の配布を行いますので，貸与を希望する方は必ず参加してください。

分納１回目分　820,000
分納２回目分　545,000
１年分　　　1,365,000

分納１回目分　575,000
分納２回目分　560,000
１年分　　　1,135,000

分納１回目分　825,000
分納２回目分　550,000
１年分　　　1,375,000

分納１回目分　565,000
分納２回目分　565,000
１年分　　　1,130,000

分納１回目分　595,000
分納２回目分　580,000
１年分　　　1,175,000
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［奨学金の概要］

種類 利子 推薦数
（2022年度定期採用実績）

第一種奨学金
学部 自　宅：２万, ３万, ４万, ５万４千円／月

自宅外：２万, ３万, ４万, ５万, ６万４千円／月
無利子

２年以上：５名※２

２年以上：19名

１年次生：102名※２

１年次生：124名

大学院 博士前期：５万，８万８千円／月
博士後期：８万，

博士前期課程：２名
博士後期課程：０名

第二種奨学金
学部 ２万円から

※１　
有利子

大学院 ５万円，８万円， 万円， 博士前期課程：０名
博士後期課程：０名

※１　年３％を上限とした金利（「 固定・変動」選択可）です。金利は卒業後の返還時にかかるため，在学中
は金利がかかりません。

　　　２年次生以上：大学の成績が申請本人の所属する学科の上位１／３以内の者

修学支援新制度について
　東京情報大学は，「高等教育の修学支援新制度」https://www.mext.go.jp/kyufu/（文科省）の対象校となっ
ています。この制度は，入学予定者や在学生に対して，「授業料等減免」や「給付型奨学金」の支援が受けられる
制度です。希望者は学生教務課主催の「定期採用説明会」に参加をしてください。参加者には，申請に必要な諸手
続きの書類を配布します。

日程 内容 備考 担当窓口

４月初旬 定期採用説明会開催 年１回募集 学生教務課

６月初旬 減免対象者の認定・通知 学生教務課

減免対象者の認定・通知 学生教務課

７月初旬 「継続願」提出（後期分） 学生教務課

翌年２月初旬 「継続願」提出（翌年度前期分） 学生教務課

　　　※特待生など大学の減免制度を適用されている方は，大学の制度による減免後の額に対して，国の制度を適用し
ます。

　　　※学納金引落後に減免対象となった場合は，減免額決定分を返金いたします。
日本学生支援機構（以下，JASSO）のホームページから「進学資金シミュレーター」で，新制度の対象とな
るかどうかのおおよその確認が可能です。ご活用ください。

　　　〇進学資金シミュレーター
　　　　https://www.jasso.go.jp/shogakukin/oyakudachi/shogakukin-simulator.html
　　　（試算によるものであるため，実際に申し込んだ場合の結果とは必ずしも一致しません。）

その他の奨学金
　各都道府県・市区町村等により募集の時期・方法等が異なりますので，大学に募集依頼がありしだい J-portで
お知らせします。また，大学に連絡のない奨学団体もありますので出身地の市区町村などに各自直接問い合わせを
して下さい。また，他団体に奨学金を申込み，学校の推薦状が必要な場合は，募集要項を持参の上，学生教務課
（A 奨学金・学費）まで申請してください。
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食堂・ブックセンター・売店
　キャンパス内に，学生，教職員のために下記の施設が設けられており，食堂内には自販機コーナーも置かれてい
ます。なお，食堂は全てセルフサービスになっていますので，食後の食器は各自で返却コーナーへ戻してください。
　また，昼食時間帯は大変混雑しますので，次の利用者のためにも食事終了後はなるべく早く席を空けるようにし
てください。

名　称 営業時間（月～金）
食　堂 ： ～

ブックセンター ～
売　店 ９： ～

住居
　アパート等で一人暮らしをしている学生は，入居中のトラブルについてはいつでも遠慮なく相談してください。
　本学の学生が入居しているアパート付近の住民の方から，夜遅くまで騒がしい，ゴミの始末が悪い，自動車やバ
イクの迷惑駐車が多いなどの苦情が大学に寄せられることがあります。自宅を離れてアパートに住むと世帯主とし
ての責任もあります。地域の一住民として地域社会に融合した生活を心がけてください。

　　　なお，悪質と思われる行為をしている者については，学生教務課に呼出し厳重に注意します。

アルバイト紹介
　学生生活を維持するためにアルバイトをする必要のある学生に，アルバイトを紹介しています。
　学生教務課では，学生に相応しい職種や業種をできる限り紹介するようにしています。アルバイトの目的は人そ
れぞれですが，学業や生活を犠牲にしてまで行うことはやはり避けなければなりません。

　　　なお，新入生はできるだけ学生生活のリズムができてからアルバイトを行うようにしてください。

◎アルバイトの紹介方法

を確認して直接求人元と連絡をとってください。

◎学生にふさわしくない職種
　　　①　危険をともなうもの………………自動車，バイクの運転

高所での作業
経験を要する機械作業
有害な薬物等の取扱作業

　　　②　法令に違反するもの………………マルチ，ネズミ講商法など
　　　③　教育的に好ましくないもの………風俗営業の現場作業

ギャンブル場内の現場作業
セールス，勧誘
深夜（夜 時以降）におよぶ勤務
選挙の応援に関する業務

　　　④　その他………………………………ア）人命にかかわる恐れのあるもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ）明らかに勉学に支障をきたす内容のもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ）労働条件が不明確なもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ）出来高制で最低賃金の保障のないもの

　学生教務課では，以上のような職種については，求人受付を制限しています。
　アルバイト・求人情報サイトや求人情報誌などには，このような求人もかなり多く，トラブルのもとになって

※営業時間は状況により変更される場合があります。

いるようです。大学以外の紹介でアルバイトを行う場合も，上記のような職種は避けるよう注意してください。
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　　◎トラブルが生じた場合
　　　　アルバイト先で（大学の紹介先でなくても）トラブルが生じた場合は，学生教務課窓口で相談してください。

　　 　若者を狙う悪徳商法は様々な手口で君たちを狙っています。「こまったな，どうしよう」，「ちょっとへんだぞ」，
「おかしい」などと思ったら絶対にサインしないでください。また，万が一契約した（契約させられた）場合でも
『クーリング・オフ』制度で解約できる場合がありますので，決して泣き寝入りしないで，できるだけ早く学生教
務課か消費者センターに相談してください。

　　※参考までにクーリングオフができるのは，申込日から８日以内です。

悪徳商法の手口
　　◆電話で呼出す………「アポイントメント商法」
　　◆路上で声をかけてくる………「キャッチセールス商法」
　　◆割りのいいバイトがあると誘う………「マルチ（まがい）商法」
　　　「友人を誘うだけで金もうけができる｣，｢月収 万円も夢ではない」という話に注意が必要です。
　　◆その他………「デート商法」，「かたり商法」，「レン夕ルビデオ商法」，「架空請求」
　　（注）大学が保護者等に学生の電話番号を尋ねることはありません。不審電話に気をつけましょう。

悪徳商法に引っかからないための６か条
　　①　簡単にドアを開けずに名前と目的を聞こう。
　　②　うますぎる話には落とし穴があると疑う。
　　③　あいまいな話はせず，勇気をもってはっきりと「いりません！」と言う。
　　④　一人で決めずに，家族や知人に相談する。
　　⑤　簡単に書くな署名，押すな印鑑
　　⑥　すぐにお金を払わずに，『クーリング・オフ』制度　※を有効に使う
　　　※ 日以内）であれば消費者から業者に対し，

一方的に無条件で「申し込みの撤回」「契約の解除」ができる制度。ただし，一定の条件を満たす必要があります。

被害にあいそうになったら
　　□相談窓口
　　　◎千葉市消費生活センター　消費者相談電話　
　　　　　　　　　　　　　　　　月～金，第２・４土曜日　9： ～ （日祝日と年末年始を除く）
　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.city.chiba.jp/shimin/seikatsubunka/shohi/index.html
　　　◎千葉県消費者センター　　消費生活相談窓口
　　　　　　　　　　　　　　　　電話　
　　　　　　　　　　　　　　　　月～金　９： ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　土　　９： ～ （日祝休日と年末年始を除く）
　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.pref.chiba.lg.jp/customer/index.htm
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　本学では，学生及び教職員の健康の保持増進を図るために医務室を設けて，学校保健安全法に基づく定期健康診
断の実施，感染症予防対策の実施等を行うほか，心と身体の健康相談等も行っています。
　医務室では，学校医，看護師が在室し健康相談等に応じています。また，学生相談室（カウンセリングルーム）
では専門のカウンセラーが相談に応じてます。医務室及び学生相談室では，障害を持った学生の相談にも応じてい
ますので，気軽に相談してください。

医務室

　　　　　　　※開室時は看護師が待機しています。
　　　　　　　※閉室時は学生教務課窓口に申し出てください。
　　学 校 医：学校医（医師）が健康上の相談に応じます。
　　　　　　　※在室日はJ-portでお知らせします。火曜日　

学生相談室（カウンセリングルーム）
　　申込方法：

　　相談場所：５号館１階学生相談室（カウンセリングルーム）
　　相談日時：原則として週５回実施【本年度は，月～金曜日の ： ～ 】（学生の長期休業期間は，原則閉室）
　　　　　　　※詳細日程等は，学生相談室および医務室前掲示板に掲載しています。
　　相談内容：○大学生活全般について（学業，進路，課外活動，友人関係）
　　　　　　　○自分の性格や適正，能力等について
　　　　　　　○人生観や価値観，家族や家庭等のことについて
　　　　　　　○心身の健康（不安・うつ状態・対人ストレスなど）について
　　そ の 他：相談者の秘密は絶対に守ります。学生のみではなく，父母（保護者）からの相談もお受けしています。

こころとからだの相談窓口24（外部委託：ティーペック株式会社）
年中無休）

　・Webによる相談（http://t-pec.jp/websoudan/　ユーザー名：j-soudan　パスワード：j-soudan 年中無休）
　　※この相談は，上記の大学内の学生相談室（カウンセリングルーム）とは直接連動していません。

定期健康診断
　　　毎年所定の時期（４月）に定期健康診断を実施します。

　この健康診断は，学校保健安全法に基づき学生の健康増進と学内保健管理のために行われるものであり，必ず受
けなければなりません。検査結果に所見のある学生については，精密検査の受検などの指示を与え，疾病の早期発
見に努めています。

開室時間：9：00 ～17：30（月曜日～金曜日）  TEL：043-236-1109  E-mail：imu01@affrs.tuis.ac.jp

医務室では下記について対応しています。
　　　〇体調不良時の対応及び外傷時の応急処置
　　　〇健康相談
　　　〇健康診断の再検査及び面談
　　　〇感染症予防対策の実施（感染症罹患歴・ワクチン接種歴の調査・ワクチン接種勧奨・感染症罹患時の手続
　　　　きについて）
　　　〇身長・体重・血圧測定などを行っています（自由に測定して健康管理に役立ててください）

※医務室では医薬品（内服薬・外用薬等）をお渡しすることはできません。常備薬がある学生は携帯するようにし
　てください。なお，医療機関などのご案内をしますので，ご相談ください。

①直接学生相談室（カウンセリングルーム）または医務室で利用申込みを行う。②電話（学生相談室：
TEL043-236-1194，医務室：TEL043-236-1109）で利用申込みを行う。③担任教員に相談し，教員を通じて
申込む。④メールで申込みを行う。（※必ず学籍番号，氏名，電話番号，相談希望日を明記すること）
soudan@affrs.tuis.ac.jp　※注意：メールは予約の受付のみです。休日・夜間・閉室期間は対応して
おりません。
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健康診断証明書・感染症検査結果証明書発行について
　定期健康診断を受診した４年生・大学院生・教職課程の学生には「健康診断証明書」を発行することができます。
　定期健康診断時に感染症抗体価検査を実施した学生には，「感染症検査結果証明書」を発行することができます。
（予防接種歴を証明する母子健康手帳等のコピーの提出が必要です。）

学校において特に注意すべき感染症について
　本学では，感染症の流行を防ぐために，大学が病気になった学生を出席停止にしたり，臨時休講にすることがあり
ます。これは学校保健安全法に規定されており，学校保健安全法施行規則では，下記の感染症が指定されています。

【学校保健安全法施行規則に規定されている感染症の種類・出席停止の期間の基準】
感染症の種類 出席停止の期間の基準

第１種 まれだが重大な感染症
エボラ出血熱，クリミア・コンゴ出血熱，痘そう，
南米出血熱，ペスト，マールブルグ病，ラッサ熱，
急性灰白髄炎，ジフテリア，重症急性呼吸器症候群（SARS），
鳥インフルエンザ（H5N1），新型コロナウイルス（COVID-19）

治癒するまで

第２種 学校において流行を広げる可能性が高い感染症
インフルエンザ
（鳥インフルエンザ（H5N1）を除く。）

発症した後５日を経過し，かつ，解熱した後２
日を経過するまで

百日咳 特有の咳が消失するまでまたは５日間の適正な
抗菌性物質製剤による治療が終了するまで

麻疹（はしか） 解熱した後３日を経過するまで

流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 耳下腺，顎下腺または舌下腺の腫脹が発現した
後５日経過し，かつ，全射状態が良好になるまで

風疹（三日ばしか） 発しんが消失するまで
水痘（水ぼうそう） すべての発しんが痂皮化するまで
咽頭結膜熱（プール熱） 主要症状が消退した後２日を経過するまで
結核

医師が感染のおそれがないと認めるまで
髄膜炎菌性髄膜炎

第３種 学校において流行を広げる可能性がある感染症
コレラ，細菌性赤痢，腸管出血性大腸菌感染症（O-

性出血性結膜炎（アポロ病），その他の感染症［溶
連菌感染症，ウイルス性肝炎，手足口病，伝染性紅
斑，ヘルパンギーナ，マイコプラズマ感染症，感染
性胃腸炎など］

医師が伝染のおそれがないと認めるまで

罹患等証明書の提出について

　大学は集団生活の場であり，感染症等が流行しやすい環境です。感染症と診断されたら速やかに医務室に連絡し，
原則医師が感染のおそれがないと認めるまで登校しないようにしてください。（出席停止となります）
　看護学部の実習中における感染症罹患後の対応に関しては，実習の手引に記載された内容に従って出欠の有無を決
定しますが，その際，実習担当教員にも相談してください。

　感染症が治り医師により登校が認められた場合は，感染症名と出席停止期間が記載された証明となるもの（罹患証明
書・登校許可書・治癒証明書等のいずれか），または大学所定用紙に医療機関で証明を受け，速やかに医務室に提出し
てください。授業を欠席し公欠的な取り扱いを希望する場合，医務室から証明書類のコピーをもらい，学生教務課へ
提出し，欠席届について説明を受けてください。

＊インフルエンザについては，罹患証明書は必要ありません。
診断が証明できるものを（下記のうちどれか１つ）医務室に提出してください。
　①検査結果用紙（氏名の記載がない場合は，領収書または診療明細書を添付する）
　②抗インフルエンザ薬の服用説明書（本人氏名の記載があるもの）

休 養 期 間 登校が認められる

感染症と
診断

医務室へ
連絡

罹証明書等提出し
コピーをもらう

罹患証明書等のコピーを提出
欠席届について説明を受ける

学生教務課医務室
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予防接種について
【総合情報学部】

本学では感染予防対策として，入学時に，学校等集団生活で流行しやすい感染症（麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎）
について，罹患歴・予防接種歴を調査しています。
必ず保護者または母子健康手帳等で確認をお願いします。
１．調査する感染症：麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎
２．調査方法：入学時に罹患歴，予防接種歴を調査票にて実施
　　※ 教職課程を受講する学生は教育実習先等から感染症について証明書の提出が求められます。１学年後期に母子  
　　　 健康手帳等による予防接種歴の調査と２学年で抗体価検査（血液検査）を行います。

　③領収書・診療明細書（抗インフルエンザ薬の記載があるもの）
＊新型コロナウイルス感染症については，J-port等をみて最新の情報を確認してください。

　本学では，ハラスメントのないキャンパスにするため，本学全ての構成員（学生，教職員，教育研究に係わる
者）は互いの人格を尊重し，協力して教育・研究・就業にふさわしい環境を作り出すことを基本としています。

　　１）ハラスメントの定義
　　　（１）セクシャルハラスメント
　　　　　　セクシャルハラスメントとは，相手を不快にさせる性的な言動を指します。
　　　（２）アカデミックハラスメントとは

アカデミックハラスメントとは，教育・研究の場において行われる嫌がらせの言動で，相手の勉学・研究
意欲や学習・研究環境を害する行為を指します。

　　　（３）パワーハラスメント
パワーハラスメントとは，教職員や上級生，職務上で優越的地位にある者が，優位な地位を背景に圧力を
加え，権利・名誉や人格を著しく傷つけ，精神的，身体的苦痛を与えるような言動を指します。

　　　（４）その他のハラスメント
　　　　　●アルコールハラスメント

アルコール飲料に絡む嫌がらせ全般を指す言葉で，イッキ飲みの強要や酩酊状態に陥ったものが行う各種
迷惑行為など反社会的な迷惑行為のことです。

　　　　　●ＳＮＳハラスメント
　　　　　　ＳＮＳを使ってブログや掲示板に，個人を特定した誹謗中傷等の書き込みをすることです。
　　２）ハラスメントが起きた場合の対応

【看護学部】
　看護学部では，様々な医療施設や福祉施設等において看護学実習を行います。施設内では様々な疾患を抱えてい
る方が多く，学生が感染症に罹患する可能性が高い（学生が感染させる可能性も高い）ため，感染症に罹りにくい状
態（感染症の抗体を持った状態）で実習を行うことを義務付けています。
　つきましては下記の感染症について，抗体価検査（血液検査），レントゲン検査を入学時（１年次）の健康診断時に
実施します。抗体価が低く（抗体がない）かつ２回目の予防接種記録が確認できない場合（Ｂ型肝炎３回）は，Ｃ型肝
炎と結核を除き，医療機関でのワクチンの接種が必要となります｡また，インフルエンザワクチン及び新型コロナワ
クチンについても，できるだけ接種することをお勧めしています。
１．健康診断時の検査対象となる感染症
　　麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎・Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎・結核
２．ワクチン接種について
　　１）入学時健康診断終了後５月頃に，検査結果をお知らせします。
　　２）ワクチン接種が必要な項目や方法については，学生個人に看護学部教員より説明します。
　　３）ワクチンの接種は，最寄りの医療機関で，自費にて，対応をお願いします。
　　４）インフルエンザに関しては毎年接種して頂きますが，10 月以降に大学からお知らせがあります。
３．抗体価検査（採血）について
　　Ｂ型肝炎抗体価が低い場合，ワクチン３回目接種の１～２か月後に抗体価検査（採血）が必要です。
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［ハラスメント相談員一覧］

区　分 氏　名 職　名 学内連絡先（電話） 学内連絡先（メール）
学生相談室相談員 山口　　豊 学生相談室直通☎ yutaka＠rsch.tuis.ac.jp

学校医 荒木　慶彦
医務室直通☎ imu01＠affrs.tuis.ac.jp看護師 戸賀　由美

〃 矢代　貴子
教務職員 茂住　和世 准教授 756 研究室☎043－236－4635

776 研究室☎043－236－1369
3106 研究室☎043－236－4659
3206 研究室☎043－235－7251
学生教務課☎043－236－4612

mozumi＠rsch.tuis.ac.jp
〃 助教 y3takaha21＠rsch.tuis.ac.jp
〃 山野内靖子

髙橋　洋平
准教授 s3yamano21＠rsch.tuis.ac.jp

〃 時田　礼子 助教 rt207178＠affrs.tuis.ac.jp
学生教務課員 田中久美子 学生教務課長補佐 ktanaka＠affrs.tuis.ac.jp

　事故や災害が起きないように，日頃から事故や災害の元になる出来事を排除すること。さらに，危険に気付いた
ときは，教職員や学生同士で情報交換を行うことが大切です。
　仮に，事故や災害が起きても，失うもの・失うこと（健康・財産・立場など）を最小限にするために，ケガをし
ないように，貴重な物品を破損や焼失しないようにする対応が重要です。
　事故や災害が起きてしまったときは，①二次災害を防ぐために，できるだけ危険な状況から離れることが大切で
す。②一人で，対応しようと考えないで，助けを求めてください。図にあるように，どこで事故や災害に遭ったか
で，学内か学外か，教職員をはじめとして対応に責任が取れる人が周囲にいるかどうかで，対応方法が異なります。

緊急・
重大事故

万が一事故が発生したら
学生は下記のように連絡して対応してください

<<正課中・課外活動中・通学途中・課外活動の旅行中など>>
【学内】

平日(授業日) 9:00-18:30
【学内】

平日夜間・授業日以外

警備員室 043-236-1074

学生教務課 043-236-4612 医務室 043-236-1109

クラブの顧問・監督へ

119番または医療機関

応急手当
搬送・連絡

連
絡
・
報
告

※ ：注 学内 (平日
夜間、土日、休日) ・
学外(事故発生時
間が平日夜間土
日、休日の場合、
翌日の朝には、学
生教務課へ)

【学外】
正課中

正課中 正課外

講義・演習 自己学習

担当科目の
教員に連絡

担当科目の
教員に連絡

正課外・部活等 臨地実習
フィールドワーク

連
絡
・
報
告

連
絡
・
報
告

連
絡
・
報
告

保護者

ボランティア活動

課外活動・
移動中

状況によって、連絡・報告を割愛することがある

担当科目の
教員に連絡

【実習時の事故発生対応】 看護学部の場合

：事故発生当日中に報告・協議する
：必要に応じて報告する

学　生

実習指導者
病棟管理者 

実習担当教員

看護部責任者等

当該実習責任者

学 生 教務 課 保 険 会 社

学部長
学科長

協議 協議

報告

報告 報告

報告

報告

報告

報告

報告

報告報告

協議

学　長

学校法人東京農業大学

学校法人東京農業大学

状況に応じて報告状況に応じて報告

危機管理委員会

部門危機管理委員会

することが求められますので，下記のハラスメント相談員や信頼できる教職員などに気軽に相談してくださ
い。ハラスメント相談員や防止委員会が，あなたのプライバイシーを守りつつ，問題の解決に努めます。

　ハラスメントを受けた，あるいは身近でハラスメントが起きた場合は，その継続と拡大を防ぎ，早急に解決
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・ が問

(1) 私はどこの誰か

(2) どこにいるか

(3) 何が起きたか

状況

どうしたいの

問 発生

緊急連絡
　救助を求めるための連絡方法を，図に示します。
事故や災害が発生した直後は，気持ちが動転して，
状況を端的に伝えられないことがあります。図は，
SBAR（エスバー）と呼ばれている緊急連絡の方法
です。

学生教育研究災害傷害保険（略称：学研災）
　学研災は，学生が正課中あるいは課外活動中の不慮の事故により，負傷または死亡といった災害を受けた場合に
補償救済する制度です。
　本学では，教育研究の円滑な実施のため入学の時から全員加入となっております。万一，次のような状態で事故
にあった場合は，直ちに学生教務課（Ｂ 課外活動）に申し出てください。

　　　①　正課中　　②　学校行事に参加している間　　③　①②以外で学校施設にいる間
　　　④　学校施設以外で大学に届け出た課外活動を行っている間

（※本学は上記保険の「通学中等傷害危険担保特約」も付帯しています。）
　また，通学の経路上で事故に遭遇した場合は，保険の対象になりますので，その場合も直ちに学生教務課（B 課
外活動）に申し出てください。ただし，次のような場合（合理的通学と認められないもの）は対象となりません。

　　　・大学から車両での通学が認められていない学生の事故
　　　・通常の通学経路から逸脱している場合（寄り道した場合）
　　　・大学からアルバイト先へ向かう途上での事故

　以上の他にも，上記特約の対象にならない場合がありますが，事故に遭って負傷した場合は，念のため直ちに報
告してください。

　　　なお，学外でボランティアを行う場合，所定様式による事前届出と承認が必要になります。

J-portによる連絡
　携帯電話やＰＣから，インターネットを通じて，授業の休講情報や奨学金情報等の学生生活で重要かつ必要な情
報をお知らせしているものです。
◇掲示内容について

　大学では，高校担任のＨＲのような，毎日の連絡事項をお知らせする人はいません。担任の先生の役割が，
J-portになりますので，毎日必ず確認してください。
〔各種連絡事項内容〕
＊お知らせ ＊呼び出し
　⇒事務局からの各種連絡事項です 　⇒緊急の場合があるので，よく確認してください
＊授業やゼミ・教職等に関するもの ＊学生生活全般に関するもの
　⇒授業の休講情報や教室変更など 　⇒各種奨学金情報や留学生関連の情報など
＊就職に関するもの
　⇒就職ガイダンスや就職活動に役立つ情報など

家を出る前にJ-portを毎日確認!!
　　J-portの利用については，P53「web情報システム「J-port」の利用」を参照
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電話による連絡
　　　遺失物で持ち主が判明した場合あるいは緊急を要する場合は，携帯または自宅の電話に連絡します。

休講に関する取り扱い

教務課（D 履修）に問い合わせて指示を受けてください｡
休講の連絡は，J-portで行いますが，休講表示がなく始業時から30分が経過しても何の連絡もない場合は，学生

補講に関する取り扱い
　休講その他により補講が必要であると認められる場合には，学期末の補講日または平常時間（主に５時限目以
降）などを利用して補講が行われます｡

　　　補講の日時・教室等は，その都度，J-portで連絡します。

交通機関の運行停止等による授業の取り扱い
　首都圏内の交通機関のうち，ＪＲ各線又は関係主要各線がストライキや自然災害等によって運行を停止した場合
の取り扱いは，おおむね以下のとおりとします。

　　（１）始発時までに全面解決または復旧した場合には，当日の授業を行う。
　　（２）午前７時までに全面解決または復旧した場合には，２時限より授業を行う。
　　（３）午前７時を経過しても未解決または復旧しない場合には，当日の授業をすべて休講とする。
　　（４）対象とする路線を次のとおりとする。
　　　　　ＪＲ東日本（総武線，総武本線，成田線，京葉線）
　　　　　干葉都市モノレール
　　　　　京成バス（千葉－情報大正門間，都賀－情報大正門間）

学内広報誌の発行　「CAMPUS NOW!」
　本学では，大学の出来事や行事，随想，あるいは意見や疑問に役立つ情報を掲載する学内報を定期的に発行して
います。教職員と学生あるいは学生相互間の人間関係を緊密にし，さらに，学風の樹立に役立ちたいという趣旨で
学生部委員会が発行しています。学生諸君からの情報提供を歓迎します。

学生用（１・２年生用）個人ロッカーの利用について
　　　本学では，１・２年生用に学生用個人ロッカーを設置しています。（１号館の２階から５階に設置）

　設置場所・使用方法等は，４月のガイダンス時に説明がありますが，以下の注意事項を厳守して使用してくださ
い。

　【ロッカー利用時の注意事項】
　　（１）ロッカーの使用資格が与えられるのは１・２年生に在籍している期間のみです。
　　（２） 円ショップ等

の南京錠では，防犯上危険な恐れがあるため，使用不可とします。
　　（３）パソコン等の貴重品については，ロッカー保管せず，必ず持ち帰ってください。また，近年，鍵を施錠して

いても無理やり抉じ開けられ，貴重品が持ち去られる事件が多発しています。学内に居るときも，貴重品は
ロッカー内に置かず，極力携帯してください。

　　（４）２年次終了時等，ロッカーの使用資格を失った場合には，直ちにロッカーを明け渡してもらいます。［明け
渡しは，２年次の１月末（学年末定期試験終了まで）を予定しています。］

　　（５）大学が定めた明け渡し期限を過ぎた後において，収納物が撤去されていない場合は，それらを強制的に処分
します。（各自が設置した，南京錠も撤去します。）スムーズに後輩に譲り渡すことができるよう，明け渡し
期限を必ず守ってください。

　　（６）ロッカーの使用について不明な点がある場合は，学生教務課で問い合わせてください。
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１号館

※入学者数によっては若干変更がある場合があります。

年
１
Ｊ

年
１
Ｊ

年
２
Ｊ

年
１
Ｊ

年
２
Ｊ

年
２
Ｊ

年
２
Ｋ

Ｋ１年

2023

盗難防止
　高額な現金は大学へ持ちこまないようにしてください。万一，盗難にあった場合は，学生教務課へ届け出てくだ
さい。
　自転車やパソコンの盗難にもご注意ください。自転車は二重にロックしたり，パソコンは席を離れる時には置い
たままにしないなどの自己防衛も必要です。また，個人ロッカーにおける貴重品盗難も目立ちます。貴重品は極力
携帯するよう心がけてください。

インターネット利用上の注意
　　　インターネットに関係したトラブルや事件が急増しています。
　本学では「東京情報大学ネットワーク利用ポリシー」を定めており，ガイダンスやコンピュータの演習科目等の
中で指導を行っています。
　インターネットは大変便利なツールですが，利用者が知っておかなければならない落とし穴もあります。
　特にプライバシーに関することで被害を受けたり，場合によっては加害者となったり，著作権等に関するトラブ
ル等については注意が必要です。

環境美化
　本学は教職員と学生とが協力して，キャンパスの環境美化に努めています。みなさんも校舎等の利用については
十分注意して，教育・研究の場にふさわしい環境作りに協力してください。

マナーとルール
　○地域社会でのマナー
　街頭で，大勢でたむろして騒いだり，グループで行動する場合，周りの人の迷惑を考えなくなりがちです。いか
なるときも周囲の人のことを考え，自分の行動には責任をもってください。
　皆さん一人ひとりがマナーを心がけ，ルールを守り行動することが期待されています。情報大生としての自覚と
誇りをもって行動してください。

　　［公共マナーについて］
　　　・優先席では，高齢者や障害者に席を譲りましょう！
　　　・公共の乗り物（電車・バス等）の中での携帯電話の使用等はマナー違反です。整列乗車のマナーを守ること。
　　　・公共の施設等の破壊・破損，落書き等は犯罪です。
　　　・通学途中におけるゴミの投げ捨て等は厳禁です。歩きタバコ・飲食・横並びで歩く等は厳禁です。
　　　・自転車通学も交通法規を守る。
　○飲酒マナー
　未成年者の飲酒は法律で固く禁じられています。新入生（未成年者）の飲酒・強要は厳禁です。また，適量を知
らず無茶な飲み方をすると急性アルコール中毒になり死に至ることもありますので，充分注意してください。
［飲酒について］

　　　・学内における飲酒場所は原則各研究室のみとし，「教員同席のもと」としていますが，それ以外の場所（学外
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の店舗等）で行う場合は，度を過ぎた飲酒（イッキ飲み等）や急性アルコール中毒にくれぐれもご注意くださ
い。

　　　・車両（自動車，原付，自動二輪，自転車）で通学した場合の飲酒は厳禁です。
　　　・翔風祭開催期間中の飲酒は原則禁止です。
○学内における禁煙・分煙の徹底

　喫煙は健康に害を及ぼします。肺ガンだけでなく，喉頭ガン，食道ガン，膀胱ガンなどの悪性腫瘍や，狭心症，
心筋梗塞，胃・十二指腸潰瘍の有病率も非喫煙者より喫煙者の方が高いことがわかっています。
　また，喫煙者だけでなく，喫煙者の吐いた息に含まれる有毒物質で空気が汚染されるため，その煙を吸い込むこ
とで、たばこを吸わない周囲の人々も受動喫煙者となり，喫煙者と同様の健康被害から逃れることはできません。
　こうした健康面への配慮から，本学では，建物内は全面禁煙とし，建物外についても，指定の喫煙コーナー以外
での喫煙は全て禁煙としています。

　喫煙マナーや学内ルールを守ること
は勿論のこと，喫煙者であっても健康
のことを考えて，禁煙に向けて努力し
ましょう。

　　●喫煙コーナーの設置場所
　　　４号館裏

○海外渡航時の安全対策について（注意喚起）
　春休み，夏休み等を利用して，海外旅行や海外ボランティアに参加される方も多いと思います。世界各地でテ

○情報倫理（モラル）の順守について

ロ，内戦，感染症などが続発している最近の治安情勢を踏まえ，外務省及び文部科学省より学生及び教職員の安全
確保に細心の注意を払うよう要請がありました。
　海外渡航および滞在においては，まず「自分の身は自分で守る」という原則「自己責任」の心構えをもって情報
収集や安全対策に努めてください。例えば，外務省ホームページ等で発出している「危険情報」などを参照し，世
界及び地域の情勢についての情報を収集しておきましょう。
　長期間，海外に滞在または新たに渡航される場合は，渡航先の最寄りの日本国大使館または総領事館から最新の
情報を入手するとともに，外務省が実施している渡航登録サービス「たびレジ」への登録を必ず行い，加えて海外
渡航時の日程や渡航先での連絡先等を家族と共有した上で，いかなる国・地域に旅行する際も，安全確保に十分御
配慮いただきますようお願いします。

　　（参考）「たびレジ」https://www.ezairyu.mofa.go.jp/

　オンライン授業を受講する場合，情報倫理の順守を徹底してください。オンライン授業で使用される作品等の著
作権は，教育上の特例で使用が許可されており，講義の妨害やプライバシーの侵害を招く恐れのある以下の行為は，
情報倫理に反する行為になります。なお，違反した場合，東京情報大学ネットワーク利用要綱第 14 条または東京
情報大学学則第 38 条に基づき処分されることがあります。
　・配布された授業の URL，ミーティング ID やパスワードを他人と共有すること，情報を漏洩すること，SNS な
　　どで情報を流すこと。
　・オンラインで行われる講義の様子を出席者の許可なく写真にとり，それを SNS などで共有すること。
　・担当教員の許可なく，授業の内容を録音・録画し，それを他人と共有したり，SNS などで公開すること。
　・録画あるいはダウンロードしたビデオ教材を，他人と共有したり，SNS などで公開すること。
　・オンライン授業で配布された資料等を，教員の許可なく再配布すること。
　・その他，オンライン授業の情報に関する，担当教員の注意や指示に従わないこと。

9号館
（看護実習棟）

喫煙マークのある場所が喫煙可能エリアです。

※歩行喫煙は禁止です。ご協力お願いします。

駐車場
（教職員）

５号館
（フロンティア

研究棟）

１号館
（本館棟）

２号館
（食堂棟）

６号館
（学生会館ピオーネ）

４号館
（総合情報センター棟）

３号館
（体育館棟）駐輪場

（自転車）

駐車場
（学生） 駐輪場

（バイク）

テニス
コート

エネル
ギー棟

第２グラウンド

第１グラウンド

部
室
棟
Ⅰ

部室棟Ⅱ

７号館
(研究棟)

 8号館
（東アジア
環境・経
済研究棟）
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　本学では，学生の教育活動と学生生活の支援を目的として，Web技術を利用した情報システム（通称J-port）
が構築されています。パソコンやスマートフォンを用いて履修登録，履修登録科目一覧（学生時間割）や成績の確
認，迅速な掲示情報の照会などを可能にするシステムです。

　　　主な機能は次のとおりです。

機　能
パソコン

スマートフォン
Webサイト

スマートフォン
専用アプリ 備　考

個人情報照会 ○
時間割 ○ ○
シラバス照会 ○ ○
判　定 ○ 利用期間限定
成績照会 ○ 利用期間限定
履修登録 ○ 利用期間限定
掲示情報 ○ ○
スケジュール登録 ○
出欠登録 スマートフォンのみ可 ○

※利用期間を限定しない機能は，いつでも利用することができますが，保守点検等で利用できない場合があり
※画面右上の「メール設定」は，利用できません。

ます。保守点検の日時は，随時お知らせします。

個人情報照会
　入学時に届け出た「個人調査票」「学生現住所届」の内容が確認できます。変更がある場合は，学生教務課に
「変更届」を提出してください。

時間割
　履修登録した結果が，希望どおり登録され，進級または卒業要件を満たしているかどうかを学生時間割（自分自
身の時間割）で確認し，必要に応じて各自印刷してください。

　　　また，各教員が担当している授業科目の時間割や各学科・学年の授業時間割が照会できます。

シラバス紹介
　　　各授業のシラバス（年間授業計画）が照会できます。
　　　なお，履修登録，時間割からも授業科目のシラバスが照会できます。

判定
　各学期の初めに履修登録した単位数と修得単位数において，進級または卒業要件を満たしているかどうかが確認
できます。

　　　また，資格取得（教職免許，保健師資格）のための要件を満たしているかどうかも確認できます。

成績照会
　履修登録科目の試験の結果と修得単位数の状況（累計等）が確認できます。

出欠管理
　スマートフォンアプリにて受講する授業の出席登録をします。
　また，履修している授業の出席状況が照会できます。

履修登録
　　　各学期の初めに，受講する授業を登録します。

53

学生生活

29

学
生
生
活



掲示情報
　休講，補講，教室変更，レポート提出，平常試験，教職課程関連，その他全般的なお知らせ，学生個人への呼び
出し情報などが，照会できます。またこれらの情報は，携帯電話（フィーチャーフォン）からも照会できます。

スケジュール登録
　　　日時単位で自分のスケジュールを登録し，管理することが出来ます。

利用にあたって
　　　本システムを利用するには，利用者IDとパスワードが必要になります。

　これは，授業などで利用する「東京情報大学ネットワーク」のID・パスワードと同一のものです。パスワード
を忘れてしまった場合，ネットワーク講習会（有料）に参加し，許可証の再交付を受けなければならないので，パ
スワード管理には十分注意してください。

利用環境
　本システムを利用する上で，推奨するOSおよびブラウザは以下のとおりです。他のものを利用すると一部正し
く表示されない場合があります。

OS－Windows
ブラウザソフト－Microsoft Edge，Mozilla Firefox，Google Chrome（最新版）

ログイン方法

質問等の方法
　　　本システムの機能や操作方法について不明な場合は，学生教務課（D 履修）に問い合わせてください。

　「J-port」の「J」は，情報大（JOHODAI）の「J」を表し，「port」は大勢の人，物，情報の行き交う場
所を象徴する「港」とコンピュータ用語で他の通信機器とパソコン本体を結ぶ，様々なデータを受け渡しす
る「接続部分」を指す単語を表しています。
　「J-port」は，大学と学生とを結ぶ掛け橋となり，多様な情報が行き交う「port」を作ることで，みなさ
んのキャンパスライフの充実に寄与することを願って命名されました。

「J-port」とは…

　　 本システムのログイン（利用開始）の手順は，以下のとおりです。
　(１)大学ホームページ「学習支援」-「学習支援・システム」の下にある「J-port（WEB情報システム）」をクリ
　　ックしてください。　
　(２) 記載内容を確認後，「J-port（WEB情報システム）」のバナーをクリックしてください。
　(３) 利用者IDとパスワードを入力後，LOGINボタンをクリックし，ログインしてください。
　 
●スマートフォンアプリのインストール方法
　　 お使いのスマートフォンから以下のいずれかの方法でインストールをしてください。
　(１) QRコードを読み取り，アプリのインストールを行ってください。(iOS / Android)
　(２) インストールした後に，アプリを起動すると，初回は「URL入力画面」が表示されます。
　　　URL入力欄には，下記のPCサイトのJ-portログイン画面のURLを入力します。
　　　URL：https://j-port.tuis.ac.jp/uprx/

iOS版
QRコード

Android版
QRコード

スマートフォンアプリ
初回ログイン時のURL設定画面例

スマートフォンからの
ログイン画面例
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１．授業科目の履修
１）授業科目の分類
　（１）授業科目は，学則第 条の規定に基づき，全学共通科目，基礎科目，専門教育科目及び教職課程関連科目に分

類されます。詳細は，各学部の教育課程に掲載しています。
　　　　※この他に，放送大学および千葉県内私立大学との単位互換科目が開講されています。
　（２）授業科目は，卒業の要件として修得しなければならないか否かにより，次のように分類されます。
　　　　必修科目………必ず修得しなければならない授業科目
　　　　選択必修科目…特定の科目の中から選択して必ず修得しなければならない授業科目
　　　　選択科目………自由に選択して修得する授業科目

２）単位制
　単位制とは，学則第 条から第
一定の基準で単位数を定め，その授業科目を履修し，学修の成果を試験等により評価し，合格することで，所定の単
位を修得していく制度です。
　　単位計算の基準は，各学部の「学修について」に掲載しています。

３）年間履修単位数（CAP制）

　　【履修登録単位数の上限】

学　期
通　常 前学期までの通算GPAが3.0以上

総合情報学部 看護学部
１年間 ４８単位 ４６単位
各学期 ２６単位 ２８単位－

総合情報学部
５２単位（１年次は５０単位）５０単位（１年次は４８単位）

看護学部

－

　　　※履修登録できる単位数とは，あくまでも登録した科目の総単位数であり，修得できた総単位数ではありません。
　　　※教職課程科目については，この履修登録単位数の制限から除外します。
　　　※他大学との単位互換制度により履修する科目については，この履修登録単位数の制限から除外します。
　　　※１年間開講する科目（通年科目）は，単位数を２分し，各学期の登録単位数としてカウントします。
　　　※集中授業は，夏季は前期，冬季は後期としてカウントします。

４）セット履修
　　セット履修とは，同一科目名で講義と演習に分かれている科目を同一年度内にセットで履修していく制度をいいます。
　　履修登録・成績評価に関する内容は以下のとおりです。
　（１）セット履修科目は，「授業科目表｣に掲載されています。
　（２）セット履修科目は，講義と演習の両方を修得しないと卒業要件単位として認定されません。

５）ステップ履修
　　ステップ履修とは，同一科目名でステップⅠを基礎編，ステップⅡを応用編とするなど内容的に２つに分かれてい
る科目を順次履修していく制度をいいます。
　　履修登録・成績評価に関する内容は，以下のとおりです。
（１） 。すまいてれさ載掲に」表目科業授「，は目科修履プッテス
（２）ステップⅠの科目を修得していない場合は，ステップⅡの科目を履修できません。

ステップⅡを後期または翌年度以降に履修しようとする場合は，前期またはその年度内に必ずステップⅠを履
修・修得するようにしてください。

　１年間及び各学期に履修できる上限単位数を，以下のとおり設定しています。これは，上記の単位制に基づき，単位を
修得するためには，授業の他に授業外学修（予習や復習）の時間を確保する必要があり，履修単位数が多くなるとそれに
比例して授業外学修の時間も多くなるので，それぞれの授業外学修時間を確保できるように履修単位数を制限してい
ます。
　例えば，講義科目を 20 単位修得するのは，1週間に 20 時間の授業と 40 時間の授業外学修をすることになります。
なお，後述のGPA制度を活用し、GPAの値が高い学生に対して，次学期の履修登録単位数の上限を緩和します。
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　６）他学部及び他学科履修
　　他学部及び他学科（以下「他学科」という。）履修とは，学部・学科間の連携を目的として，他学科の専門教育科

目を履修できる制度をいいます。
　　履修登録・成績評価に関する内容は，以下のとおりです。
　（１）他学科履修できる科目は，自学科に配当されていない他学科の専門教育科目とする。
　　　　ただし，次に該当する科目は履修することができない。
　　　　①必修科目
　　　　②実習・演習科目
　　　　③上位年次に配当されている科目
　　　　④他学科において履修を許可しない科目
　（２）他学科履修を希望する場合は，自学科の科目と同様に「J-port」により履修登録を行うこと。
　　　　他学科履修できる科目は，各学科の「授業科目表」に掲載されています。
　（３）評価は，自学科の履修科目同様，定期試験等により評価し，成績原簿に記載する。
　（４）修得した単位は，８単位まで専門教育科目（選択）の卒業要件に充てることができる。

　７）放送大学および千葉県内私立大学との単位互換科目の履修
　放送大学および千葉県内私立大学との単位互換科目は，｢単位互換に関する包括協定書」に基づき開講される科目です。

　　履修登録・授業・試験・成績評価等に関する概要は，以下のとおりです。
　（１） 履修できる科目は，単位互換協定に基づき開講される科目のみとする。該当科目は学生教務課（D 履修）で

確認すること。
　　　　なお，科目によっては受講できる学年が制限されている場合がある。

単位以内である。
　（３）履修の対象学年は，１年次から３年次までとする。
　（４）履修期間は，放送大学については毎年度 月からの半期間（放送大学の２学期）とし，その他の大学について

は当該大学が指定する期間とする。
　（５）履修登録は，原則として，通常の授業科目と同様に行うが，履修を希望した学生（特別聴講学生と称する）は，

当該大学への出願のための手続きを別途行う。
　（６）受講に際しては，以下に示す授業料（自己負担）が別途必要になり，放送大学への納入は大学が一括して行い，

その他の大学への納入は各自が行う。
放送大学：放送授業１科目（２単位）：11，000 円（印刷教材費込み）

　　　　その他の大学：各大学が定めた金額（詳細は当該大学の募集要項参照）
　（７）放送大学の授業は，テレビ・ラジオによる半期

大学から別途送られる印刷教材による学習とを，自宅または所属する学習センター（千葉市美浜区若葉２－
放送大学内）において受講する。

　　　　その他の大学の授業は，各自が当該大学に直接出向き，指定された時間割に沿って受講する。
　（８）放送大学の試験は，半期の放送授業が終了した後，「単位認定試験」を受験する。その他の大学の試験は，大

学の定めるところにより，当該大学の学生と同様の方法で受験する。
　　　　なお，放送大学の「単位認定試験」の受験資格を得るためには，学期の途中（８回目の放送授業終了後）に１

回の通信指導（レポート提出）が義務付けられている。
　（９）試験の結果は，当該大学の評価基準によって判定され，学期末に本学と学生本人の両方に対して，｢成績通知

書」により通知される。
 修得した単位は，当該大学の評価を，それに相当する本学の評価に置き替え，成績原簿に記載する。なお，修
得した単位は，以下のとおり本学の卒業要件単位とすることができる。

　　　　①　 単位まで認定する。
　　　　②　 放送大学の認定心理士資格取得のための科目及びその他の大学で開講される互換科目の修得単位は，当該

単位まで
認定する。

　（ ）当該学修により修得した単位は，GPA及びCAP制の適用外とする。
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　８）東京農業大学との単位互換科目の履修
　　東京農業大学との「単位互換に関する協定書」に基づき，世田谷，厚木で開講されている科目を受講できます。
　　概要は下記のとおりですが，詳細については，学生教務課（D 履修）で問い合わせてください。
　（１）受講対象者は２年生以上とする。
　（２）受講できる科目は，実習・演習以外の科目とする。
　（３）在学中に履修できる単位数は，30単位までとし，本学の卒業要件単位数に認定できる。ただし，他の協定校に

おいて修得した単位も含めて30単位までとする。
　（４）履修期間は，半年間とする。
　（５）募集は，各学期開始前に年２回行う。
　（６）出願方法や提出書類については，東京農業大学の方法に準ずる。
　（７）受講料は無料とする。ただし，テキスト等の教材については自己負担とする。
　（８）当該学修により修得した単位は，GPA及びCAP制の適用外とする。

　９）他の大学等における修得単位の認定
　　他の大学または短期大学を卒業または中途退学し，新たに本学の１年次に入学した学生の当該大学等の既修得単位

については，教育上有益と認められるとき，その全部または一部を本学において修得したものとして認定することが
できます。なお，当該学修により修得した単位は，GPA及びCAP制の適用外とする。

　　該当する学生は，所定の期間内に当該大学等の成績証明書および講義要綱を添えて，学生教務課（D 履修）まで
申し出てください。

　 ）知識・技能審査の学修における修得単位の認定（総合情報学部のみ）
　 条に規定されている文部科学大臣が別に定める学修として，本学で

は，下表の知識及び技能に係る学修を定めています。
　 　入学前または入学後に，当該学修をおこない，定められた級または得点に該当するか，あるいは合格した場合，本

学の授業科目を単位修得したものとして認定することができます。
　該当する学生は，所定の期間内に当該学修の公的な成績表等を添えて，学生教務課まで申し出てください。
　（１）当該学修による評価は「認(N)」とする。
　（２）当該学修により８単位まで修得できる。
　（３）当該学修により修得した単位は，GPA及びCAP制の適用外とする。
　（４）認定授業科目が単位修得済の場合，適用外とする。

　　　知識及び技能に係る学修

　　　

　学修の種類等 認定授業科目 認定単位数
実用英語技能検定２級 英語ａ・英語ｂ
実用英語技能検定準１級 英語ａ・英語ｂ・英語ｃ
実用英語技能検定１級 英語ａ・英語ｂ・英語ｃ・英語ｄ
TOEFL 470点以上 英語ａ・英語ｂ
TOEFL iBT 52点以上（コンピュータ上で受験) 英語ａ・英語ｂ
TOEIC Bridge 150点以上 英語ａ
TOEIC 600点以上 ※2020年度以降入学者 英語ａ・英語ｂ
TOEIC Bridge L&R 80点以上 英語ａ
TOEIC Bridge S&W 80点以上 英語ｂ
日本漢字能力検定試験２級以上（留学生のみ対象) 日本語ａ・日本語ｂ
応用情報技術者試験 IT基礎技術論
基本情報技術者試験 IT基礎技術論
ITパスポート　※2021年度以降入学者 経営と情報
CGエンジニア検定エキスパート(CG-ARTS協会) コンピュータグラフィックス論
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２．授業時間
　　　授業時間は，原則として次のとおりです。

時　限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限
時　間 ～ ～ ～ ～ ～

　　　上記の他，授業によっては，６限（ ～ ）に実施することもあります。講義内で指示します。

３．授業科目の履修登録方法
１）履修登録とは

　　履修登録は，自分の一年間の時間割を作る大事な手続です。これが正確に行われないと，受講したい授業に出席す

　　本学大学院への進学希望者に対して，以下の大学院授業科目を学部生のうちに履修し修得した単位を，大学院進学
　時に既修得単位として単位認定します。
　　申請方法等の詳細は，４月のガイダンス時に案内します。
　（１）対象科目

ることができません。すべて自己責任において行うことになりますので，授業科目の内容，履修条件，評価の方法な
どを確認して，自分の履修したい科目を間違いなく登録完了するようにしてください。

　　履修登録は，｢J-port｣ を使って，各自登録することになります。登録の手順や操作方法などの詳細は，年度当初
のガイダンスの際に連絡します。

２）履修登録上の諸注意
　（１）履修登録の事前準備，および ｢J-port｣ による登録は，配布される ｢J-port 利用ガイド｣ を参考に，指定さ

れた期間内に各自が行ってください。
　（２）登録する科目は，その年度に受講したい科目の全て（前期・後期科目とも）を登録します。
　　　　なお，総合情報学部１年次生は，前期科目と後期科目をそれぞれの履修登録期間に登録します。
　（３）科目には必修科目，選択必修科目，選択科目の区別がありますが，その区別に関係なく，履修したい科目は，

原則，必ず自分で登録してください。

11）大学院授業科目の先取り履修制度

　（２）履修上限単位数
　　　　４単位
　　　　※当該学修により修得した単位は，学部の卒業要件単位数には含まず，GPA及びCAP制の適用外とする。
　（３）履修対象学生
　　　　本学大学院へ進学を希望する学部４年次生

　（４）指定の期間内に履修登録を完了した科目でなければ，単位を修得できません。
　（５）履修登録を完了した科目は，その後，原則として変更することはできません。
　　　　希望する科目の登録をし忘れたり，逆に過剰に登録し過ぎて途中で授業を放棄するようなことのないようにし

てください。
　（６）指定の期間内に履修登録を完了しない場合は，修学の意思がないものとみなされ，除籍の対象となる場合があ

ります。
　（７）同一時間に２科目以上登録することはできません。また，既に合格している（認定されている）科目を再度登

録することもできません。
　（８）履修登録完了後は，各自が登録した内容に不備がないかを必ず確認してください。
　　　　確認の方法は ｢J-port 利用ガイド｣ を参考にしてください。
　（９）不合格となった必修科目は，翌年度に必ず自分で登録してください｡
　（ ）履修登録に関する不明な点は，必ず学生教務課（D 履修）で確認してから登録してください｡

科目区分 授業科目 単位 必選 学期
基礎 共通 知能情報特論 2 選択 前期

情報社会特論 2 選択 前期
ヘルスケア情報特論 2 選択 前期
データマイニング特論 2 選択 前期
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　　また，履修登録期間を過ぎると「J-port」の履修登録機能の利用（登録・修正）はできなくなるので，十分確認を
してください。

履修登録の際に大切なことは，内容の確認と期限の厳守です。
間違った登録をしたままで見過ごしていると，学期末の定期試験を受験できないことになります。｢気づいた
時にはもう後の祭り｣ にならないよう十分注意しましょう。
また，GPAの低下を回避するために履修を取り止める場合も，履修登録期間内に修正してください。

NOTICE

４．試　験
１）定期試験（試験実施内規第８条関連）

　（１）学事暦に示された学期末または学年末の試験期間中に行う試験をいう。
　（２）試験時間割は，試験開始日のおおむね２週間前にJ-portおよび掲示板により発表する。
　（３）原則として，各学期末の定期試験を受験しない場合は単位を修得できないので注意すること。

２）平常試験（試験実施内規第９条関連）
　（１）定期試験期間以外の，平常の授業時間に各授業担当者が行う試験をいう。
　（２）試験実施日その他は，担当者が授業中に直接発表する。
　（３）平常試験を欠席した学生は授業担当者に申し出ること。
　　　　ただし，この場合後述３）の追試験の対象とはならないので注意すること。

３）追試験（試験実施内規第12条関連）
　（１）定期試験を病気その他やむを得ない事由により受験できなかった学生に対して行う試験をいう。
　（２）追試験の受験を希望する学生は，指定された申し込み期間中に，欠席の事由を証明する公的書類を添えて，所

定の｢追試験願｣を学生教務課（D 履修）に提出すること。
　（３）追試験の受講科目は，特別な事情を除き，各試験期間において８科目を上限とする。
　（４）自己の不注意または公的書類のない場合は，理由のいかんを問わず追試験を受験することができない。
　（５）試験期間中は公共交通機関（電車・バス等）を利用し，自家用車の利用は自粛すること。自家用車を利用した

場合，天候や交通渋滞等による遅刻・欠席は一切追試験の対象とはならないので特に注意すること。

３）他大学との単位互換科目の履修申請
　　他大学の単位互換科目の履修を希望する場合は，学生教務課（D 履修）で受講できる科目を確認し，各大学の所定

の手続を行ってください。
　　手続期間は，４月ガイダンス時に周知します。

４）クラスの変更について

５）履修登録の確認について
　　４月の履修登録・確認期間および９月の履修登録・確認期間内に必ず履修登録した結果の確認も行ってください。
　　間違った登録をしたままで見過ごしていると，GPAが低下してしまったり，学期末の定期試験を受験できないこ

とになります。

　クラス分けのある授業について，授講するクラスを指定されている場合は，原則的に指定のクラスを履修してもら
うことになりますが，他の授業との重複により，指定されたクラスを履修できない場合は授業担当者の許可を得て，
クラスを変更することができます。
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４）再試験（試験実施内規第16条に規定している臨時試験として実施する）
《総合情報学部》

　（１）修得単位の不足により，進級要件または卒業要件を満たしていない学生に対して行う進級または卒業資格を得
るための試験をいう。

　（２）再試験の受験には，以下の要件をすべて満たしていることが条件となる。ただし，受験できる科目は６単位ま
でとする。

　　　※不足単位が６単位以内であっても，１単位科目に未修得科目があり，７単位以上の受験が必要となる場合は再
試験の対象とならない。

　　　　①　別に定める進級要件または卒業要件を，６単位以内の単位修得で満たすことができること。
　　　　②　当該年度の評価が ｢不｣ の科目であること。｢欠｣ の評価科目および演習科目（卒業論文を含む）は対象

外とする。また，講義科目も一部対象外としているので，注意すること。
　　　　③　指定期間内に所定の手続きを完了していること。
　　　　　※手続きの日程をJ-portへ掲載するので，各自の責任で手続きすること。

円とする。
《看護学部》

５）受験資格
　（１）当該年度に履修登録をした科目であること。
　（２）当該授業担当者の定める授業日数を満たしていること（原則として授業日数の２／３以上の出席が必要）。
　（３）当該年度の学費を納入済であること。
　　　　ただし，学費延納の許可を受けた場合を除く。

　（６）欠席理由と添付すべき公的書類は以下のとおり。
欠 席 事 由 提　出　書　類

病 　 　 気 本人が試験当日に受診したことがわかる病院の領収書，または医師の証明書
※感染症による欠席の場合は，医務室へ提出する罹患証明書の写しでも可とする

忌 引（ ３ 親 等 ま で ） 死亡に関する書類（会葬通知等）
災 害（ 水 害・火 災 等 ） 官公庁による被災証明書

交 通 機 関 の 遅 延 交通機関発行の遅延証明書
※居住地からの交通機関に限る

就 職 試 験 等 官公庁・企業発行の受験票等で試験実施が証明できるもの
※企業説明会や企業セミナーは認めない

インターンシップ(正課) 官公庁・企業からの通知文書等
単 位 互 換 校 の 試 験 単位互換校発行の試験日程表等
そ の 他 追試験受験資格審査による

※追試験を欠席した場合の再度の試験は行わない。

追試験の対象は，定期試験を実施した科目だけです。平常試験やレポートにより評価される科目は追試験の
対象にはなりません。また，定期試験を寝坊や車の渋滞で受験できなかった場合も追試験は受験できません。
追試験の受験にはいくつかの制限があることを覚えておきましょう。

NOTICE

（１）１年次から３年次
　　　再試験の受験には、以下の要件をすべて満たしていることが条件となる。
　　　①　必修科目であること。
　　　②　当該年度の評価が「不」の科目であること。「欠」の評価科目および演習・実習科目は対象外とする。ま
　　　　　た，講義科目も一部対象外としているので，注意すること。
　　　③　指定期間内に所定の手続きを完了していること。
（２）４年次
　　　再試験の受験のための要件は、総合情報学部に準ずる。
（３）１科目あたりの受験料を2,000円とする。

61

学則第14条第３項に定める「授業科目の履修方法及び単位の修得に関することについては，
本学則に定めるもののほかは，別に定める」とは，本書のこの部分を指します。
また，総合情報学部履修規程に関する内容も掲載しています。

本学の学修について

55

本
学
の
学
修
に
つ
い
て



　（３）試験開始後15分以上の遅刻は認めない。また，退室は開始後30分以降とする。
　（４）答案用紙には学科，学年，学籍番号，氏名を必ず明記すること。記入がない答案は一切を無効とする。
　（５）答案用紙は白紙であっても必ず提出すること。
　（６）不正行為を行った者は，当該試験期間中の受験資格を一切失い，学則により処分されることがある。また，持

込を許可されていないものが机上および机中にあった場合は，不正行為の対象とみなす。
　（７）受験にあたっては試験監督者の指示に従うこと。
　（８）その他試験に関する注意事項は，定期試験時間割発表と同時に掲示する。

７）試験期間中の時間割
　　定期試験，追試験，再試験期間中の時間割は，通常の授業時間割とは異なるので注意してください。
　　試験時間は，原則として60分間です。

８）レポート提出
　　レポートの提出を求められた場合は，J-port等によりテーマ・枚数・提出期限・提出先を確認し，必ず指定された

期限までに提出してください。
　　期限に遅れた場合は，いかなる理由があっても受け付けません。

◇レポートや論文執筆時の剽窃に注意◇
（参考にした文献を引用しないと剽窃になります）

○剽窃（ひょうせつ）とは
　レポート等で引用の形式を取らずに，著作権者に無断で著作物を複製・転載することです。これは学術上のルー
　ル・モラルに反する行為です。また，著作権法に違反する行為で，懲役刑または罰金刑が科せられることもあ
　ります。東京情報大学では，剽窃や不適切な引用，データ等の捏造（ねつぞう）は不正行為と位置付けています。
　十分に注意してください。
　例）
　・他人の作成したレポート・レジュメ・論文などを自分の成果物として提出する行為（およびその幇助＜ほうじょ：
　　わきから力を添えて手助けをすること＞）。 体裁や細部を多少変更しても許されません。 
　・レポート・レジュメ・論文などにおける，出典を明示しない，また，適切な引用方法によらない引用および不
　　適切な言い換え（パラフレーズ）。 
　・他人の研究成果に示された分析・評価内容や私見の要旨を，レポート・レジュメ・論文などにおいて盗用す
　　ること。

○レポート等とは
　レポート等の提出物や発表など，授業の成績評価に関わり，学生が提出・発表する成果物のすべてを指します。
　レポート，レジュメ，答案，プレゼンテーション資料，電子データ等が含まれます。

○著作物とは
　日本国著作憲法が定めるとおりのものすべてを指します。論文・講演等言語による著作物・放送・音楽・劇・美術・
　建築・地図・図面・模型・映画・写真・プログラム・テープなど磁気データ・Web 上の文章やデータ，画
　像等が含まれます。

○引用とは
　・自分の文章が主であり，それを補うために他人の著作物を利用すること
　・引用する必然性があること
　・出典（著者名，書名・論文題名，出版年，所収書名・雑誌名，出版社名）を明確に示すこと
　・引用した部分がわかるように示すこと
　　( 直接引用 ) 引用した部分の文章をそのまま変えずに引用すること
　　( 間接引用 ) 引用した部分の内容を変えず，文体などを変更して引用すること

NOTICE

６）受験の心得
　（１）指定されたクラス，試験場で受験すること。
　（２）試験監督者から，学生証により出席の確認を受けること。
　　　　学生証を忘れた場合は，学生教務課において仮学生証（発行手数料500 円／当日限り有効）の交付を受けること。
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　直接引用と間接引用については，文献 [1] で詳しく述べられているので参照してください。
以上の条件をすべて満たしたうえで，他の著作物の内容を自分の著作物のために使用することが、引用には求め
られます。なお，引用文献の書法は各学術学会により様々な書法が存在します。授業担当者の指示に従ってくだ
さい。
引用文献
[1] 冨士田匠 : 高等学校での引用指導に関する考察 ―意見文における思考の形成過程に着目して―, J-STAGE　
　学芸国語教育研究 , 36 巻 (2018), pp.83-94,  https://doi.org/10.24672/gakugeikkk.36.0_83(access 
　2021.2.8).

補足：
　・引用文献は，参考文献と書くこともある。引用文献，参考文献のどちらを使用するかは各学術学会の流儀に
　　よるもので，どちらも正しい。
　・ここでは著者名と題目の間に，「:」を使用しているが，「,」「.」を使用することもある。
　・論文題目は「と」，『と』，” と ” で囲んでもよい。
　・所収書名・雑誌名は『と』で囲む場合と，囲まずに斜体 ( イタリック ) で表示する場合がある。
　・Vol. と No. があるものは，Vol. と No. の両方を記述する。
　・上記のようにURLを記述するときは，ジャンプできるようにURLの前後に「　」(半角スペース)を書くとともに，
　　(access 2021.2.8) のように，URL にはアクセスした年月日を記述する。
　・１つの引用文献の最後は「.」などを記述する。
　・引用文献リストで，[1] と書いた場合は、本文では「文献 [1]」や「.... である [1]。」のように引用する。
　・引用文献リストで，冨士田 (2018) と書いた場合は，本文では「冨士田 (2018)」や「.... である ( 冨士田　
　　(2018))。」のように引用する。
　・引用文献リストで，[ 冨士田 2018] と書いた場合は，本文では「[ 冨士田 2018]」や「.... である [ 冨士田 
　　2018]。」のように引用する。
　・pp.83-94 は，p.83～p.94 を意味する。日本語論文でも英語論文でも pp.83-94 のように記述する。
　・1 ページのみの場合は，p.83 のように記述する。
　・英語論文で，et al. は「エトール」と発音し，日本語の「他」と同じ。
　・卒業論文執筆時の引用文献の書法は，指導教員の流儀に合わせること。

５．成績評価
１）成績評価基準

　（１）履修した授業科目の成績評価は，原則として試験（筆記試験・論文・レポート・その他）により行う。
　（２）成績評価基準，および成績証明書等の成績の表記は，下表のとおりとする。
　　　成績評価基準とGP

判　定 評価点
J-port
成績照会
表　記

成　績
証明書
表　記

GP 成績評価内容

合　格

点 秀 秀 4 到達目標を十分に達成し，非常に優れた成果を
おさめている

点 優 優 3 到達目標を十分に達成している

点 良 良 2 到達目標を達成している

点 可 可 1 到達目標を最低限達成している

不合格
不 表示

せず
0 到達目標を達成していない

－ 欠 0 試験欠席・レポート未提出・出席不足

合 格 認 認
編入学時に単位認定した評価
知識及び技能に係る学修により単位認定した評価
GPAの対象としない

　　　※当該授業担当者の定める授業日数を満たしていない場合（原則として２／３以上の出席が必要），最終試験を
受験したとしても，出席不足という扱いで，「欠」となることもある。
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２）GPA制度
　　本学では，学生の履修行動や学修意欲を高めることを目的として，GPA制度を導入しています。
　（１）GPA制度
　　　　GPAとは，｢Grade Point Average｣の略で，授業科目の成績評価に対して点数（Grade Point）を与え，

その点数に各科目の単位数を乗じた合計を，履修登録した科目の総単位数で割って算出した平均値のことをい
います。

　　　　このGPAは，学修への取り組みを質的に把握するための指標となり，学期ごとに比較することで，学修した
成果を判断する目安となります。

　　　　また，不合格の科目も算出対象となるので，計画的な履修をするよう心がけてください。
　（２）成績評価とGP

成 績 評 価 GP 評　価　点 備　　考
秀 ４ ～ 点
優 ～ 点
良 ～ 点
可 ～ 点
不 点以下
欠 －
認 － － 対象外とする

注意：項目ごとの評価割合は，各教員で異なります。

　（５）放送大学および千葉県内私立大学との単位互換科目の成績評価は，当該大学の評価を，それに相当する本学の

　（３）総合情報学部「卒業研究Ⅱ　ルーブリック」

　（４）看護学部の実習の成績評価

標語に置き換えて表示する。

看護学部の各領域の実習における成績評価については，定められた実習出席日数の４/５以上の出席が必要です。
出席日数を満たさない場合は，原則として実習の成績評価が行なわれないことになります。ただし，病気（医師の
診断書がある場合），忌引きなどやむを得ない理由により，欠席した場合には，学生の願い出及び教員の判断によ
り，補助実習等の対応をいたします。

項目 チェックポイント
評価基準と評価基準ごとの点数

優れている：４点 概ね良好である：３点 やや不十分である：２点 不十分である：１点
エビデンス・
判断資料

ゼミ活動と研究への
取り組み姿勢

ゼミでの発表資料，
課題レポート

ゼミでの発表資料，
課題レポート

ゼミでの発表資料，
卒業論文最終発表

卒業論文

卒業論文

卒業論文

卒業論文

卒業論文・作成物

卒業論文・作成物

卒業論文・作成物

卒業論文・作成物

ゼミ活動と
研究姿勢・発表

卒業論文の形式

卒業論文・
卒業制作

ゼミ活動と研究への取り組み
姿勢が積極的であり，発表
や課題の内容は優れている

ゼミ活動と研究への取り組み
姿勢は満足できるものであ
り，発表や課題の内容に優
れている点がある

ゼミ活動と研究への取り組み
姿勢はやや不十分であるが，
発表や課題に対する努力の
跡は見られる

ゼミ活動と研究への取り組み
姿勢が不十分であり、発表
や課題の内容には、さらなる
努力が必要である

研究と課題遂行力
研究と課題遂行力が優れて
おり，研究や課題の内容は
量的に際立っている

研究と課題遂行力は満足で
きるものであり，研究や課題
の内容は量的に十分である

研究と課題遂行力は満足で
きるものであるが，研究や課
題の内容は量的にやや不足し
ている

研究と課題遂行力に欠けると
ころがあり、研究や課題の内
容は量的に不足している

プレゼンテーション
発表技術、発表資料，論理
構成はいずれも優れている

発表技術，発表資料、論理
構成は概ね良好であり、優
れたものもある

発表技術，発表資料，論理
構成は満足できるものである
が，一部に不十分な点がある

発表技術、発表資料、論理
構成に不十分な点が多く、
さらなる努力が必要である

構成（章立て，形式）
構成はその分野の一般的な
ものに沿っており，論文の構
成として整っている

構成はその分野の一般的な
ものに概ね沿っている

構成はその分野の一般的な
ものに概ね沿っているが，不
十分な点がある

構成はその分野の一般的な
ものに沿っておらず，論文の
構成として整っていない

目的の妥当性
論文・制作における課題の
解決に向けた目的設定が適
切である

論文・制作における課題の
解決に向けた目的設定が概
ね適切である

論文・制作における課題の解
決に向けた目的設定に過小あ
るいは過大なものがある

論文・制作における課題の解
決に向けた目的設定が適切
ではなく，改善が必要である

方法の妥当性
設定した目的の解決に向けた
手段として適切な方法である

設定した目的の解決に向けた
手段として概ね適切な方法で
ある

設定した目的の解決に向けた
手段として概ね適切な方法で
あるが，過剰なものや不足
する点が目立つ

設定した目的の解決に向けた
手段として適切ではなく，改
善が必要である

結論の妥当性
設定した目的と方法から導か
れる結論として妥当なもので
ある

設定した目的と方法から導か
れる結論として概ね妥当なも
のである

設定した目的と方法から導か
れる結論として概ね妥当だ
が，一部に齟齬がある

設定した目的と方法から導か
れる結論として妥当なもので
はなく，改善が必要である

完成度
卒業論文・制作物として完成
度が高く，優れている

卒業論文・制作物として満足
できるものであり，優れた部
分がある

卒業論文・制作物として概ね
満足できるものであるが，一
部に不十分な点がある

卒業論文・制作物として満足
できるものではなく，改善が
必要である

論理性
論理性が高く，理路整然とし
ている

論理性は概ね良好である 論理性は概ね満足できるも
のであるが，一部に齟齬が
みられる

論理性が不十分であり，読
者が論文を理解するために
努力を要するものである

誤字・脱字 誤字・脱字はほぼない 誤字・脱字がわずかにある 誤字・脱字がやや多い 誤字・脱字が多い

書法（引用，図表，
参考文献）

書法は書式に従ったものであ
り，引用や図表，参考文献
に過不足がない

書法は書式に従ったものであ
り，引用や図表，参考文献
に過不足がほぼない

書法は書式に概ね従っている
ものの、引用や図表，参考
文献にやや不足する，あるい
は過剰なものがある

書法は書式に従っていない，
あるいは、引用や図表，参
考文献に不足するものや過
剰なものが多い
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３）成績に関する質問日
　　J-portに開示された前学期の成績評価に質問等がある場合は，各学期の初めに設けられた「成績に関する質問日」

に，所定の「成績評価に関する質問票」を用いて授業科目担当者に質問することができます。詳しい日程等は，各学
期の初めに，J-port等に掲示します。

　　なお，質問の理由が明確に記入されていない質問票や，受付期限を過ぎた質問票は一切受け付けないので注意して
ください。

　　※様式は，大学ホームページの「学生生活」の各種届出・様式ダウンロードからダウンロードすること。

　　　　●算出例

科　　　目 単位数 評　価 GP 単位数×GP
基礎演習 １ 優 ３ １×３＝ 3.0
英語ａ １ 良 ２ １×２＝ 2.0
哲学概論 ２ 秀 ４ ２×４＝ 8.0
日本国憲法 ２ 不 ０ ２×０＝ 0.0
統計学 ２ 可 １ ２×１＝ 2.0
情報リテラシー演習 ２ 欠 ０ ２×０＝ 0.0
総合情報学概論 ２ 秀 ４ ２×４＝ 8.0

合　　　計 － －

GPA ＝ ＝
　（４）対象科目
　　　　全学共通科目，学科専門科目の全てを対象とするが，教職課程科目，保健師課程科目は対象外とする。
　　　　また，本学以外の大学（農大，放送大学等）で修得した単位（１年次入学・編入学前の認定単位，単位互換科

目の単位）も対象外とする。
　（５）GPAの確認方法
　　　　成績開示期間中，J-portの“成績照会”から確認することができる。
　（６）GPAの ｢総合評価表｣
　　　　算出されたGPAは，下表を参照し，目安としてください。

GPA 総　合　評　価
3.5 ～ 4.0 大変優秀な成績です。
3.0 ～ 3.4 優秀な成績です。
2.0 ～ 2.9 平均的な成績です。
1.0 ～ 1.9 努力を要する成績です。

０～ 0.9 より一層の努力を要する成績です。

　（８）成績不振者に対しての指導（退学勧告）について

３）成績に関する質問日

当該年度のＧＰＡが 1.0 未満の学生を対象に，年度末に保護者を交えてクラス（ゼミ）担任による面談指導
を実施します。なお，この退学勧告に強制力はなく，学修計画改善のための指導を目的とします。

　（７）ＧＰＡによる履修登録単位数の緩和
通算ＧＰＡが 3.0 以上の時，次学期の履修登録単位数の上限を緩和します。

　（３）GPA算出方法
　　　　GPA＝（科目の単位数×GP）の合計／履修登録科目の単位数の合計
　　　　　＊小数点第２位を四捨五入
　　　　　＊分母の総単位数には，不合格科目（評価が ｢不｣，｢欠｣）の単位数を含む
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４）欠席，遅刻等の対応

３）不正出席をした場合
・該当学生は，その授業の単位をその学期に取得できない。

　　　○不正出席の事例
　　　　①教員が通知するコード（確認キー）を，LINEやメール等により通知してもらい，教室外から不正に出席登

録する。
　　　　②友人に出席カードを提出させる。
　　　　③点呼の際，友人に返事をさせる。

　病気等で授業を欠席した場合，「欠席」として取扱う。ただし，事由によって，公欠的な取扱いとなる場合もあ
るので，当ページの「7．欠席時の対応」または大学ホームページの「授業を欠席したとき」を確認すること。　
　交通機関の遅延による遅刻や欠席の場合は，遅延証明書を添えて授業担当教員に報告する。
　授業中に勝手に教室を出ることを禁ずる。体調不良など，やむをえず退出する場合は，必ず教員に報告してから
退出する。

２）出席確認の方法
（１）J-portの出席登録機能を利用する授業の場合
　　　①ノートパソコンやスマートフォンを用意し，確認キー（数字４桁）を入力できる状態に準備しておく。なお，

携帯電話等を忘れた場合は，授業担当教員に申し出ること。
　　　②授業開始後10分以内に，授業担当教員から伝えられた確認キー（数字４桁）を入力する。
　　　③他の方法（出席カード，小テスト，実習室の出席管理システム，先生独自の出席管理システムなど）を，抜

き打ちで併用することもある。
　　　④J-portで出席登録をしているが，併用した他の方法で出席の確認ができない学生は，不正出席とみなす。
　　　⑤携帯電話を機種変更したり，パスワードをまちがえ，複数回ログインに失敗したりすると，J-portへログイ

ンできなくなる場合があります。授業開始の前に学生教務課に立ち寄って，登録しなおすこと。
（２）J-portの出席登録機能を利用しない授業の場合
　　　　授業担当教員の指示に従う。
　　　※くわしい出席登録方法は「J-port利用ガイド」を確認してください。

　１）出席確認の徹底
　　　全授業で原則，毎回出席確認をする。
　　　原則として，開講数の2/3以上の出席がない学生は，成績評価の対象としない。

６．授業の出席管理
　学生のみなさんが，授業に遅刻せずに出席することが，大学において学問を学ぶための必須の条件であり，その上で
成績評価をします。
　ついては，授業の出席状況の確認を徹底するので，以下の実施事項をよく読み，授業を受講してください。また，各
授業の第１回目に，成績評価の方法や遅刻，欠席の取扱い等について授業担当教員から説明があるので，その指示に
従ってください。
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７．欠席時の対応
１）公欠的な取扱いとなる場合

　以下の事由により授業を欠席した場合，公欠的な取扱いをするので，忘れずに手続きをしてください。なお，
公欠的な取り扱いとした授業については，原則として補講は行わず，授業担当教員が当該授業日に相当する学習を
課すものとします。

事　由 証明者 添付書類等

課外活動（大学が許可した強化指定部の公式戦等） 部長
顧問等 開催要項等

個人資格による課外活動（全国大会，国際大会レベルの
大会へ出場)

学部長

①大会要項，②本人の出場を証
明する書類，③その他（連盟の
推薦書・出場依頼書等）等
※学生教務課に相談すること

忌引（３親等まで）
※1親等: 連続7日 2親等 : 連続3日，3親等: 1日

保護者 死亡に関する書類（会葬通知等）

学校保健安全法に規定されている感染症による出席
停止

治癒証明書の写し
※医務室にも提出

裁判員候補者に指名され，裁判所に出頭•職務従事
した場合

不要

不要 裁判所発行の通知文書等

その他，教務委員長が適当と認めた場合

教職課程履修学生の実習や課外活動への参加
看護学科の学生の実習への参加

教務委員長
学科長

教職課程主任

※学生教務課に相談すること
必要に応じて指示する
必要に応じて指示する

（1） 「欠席届」の提出
　・大学 HP 「様式ダウンロード」から「欠席届」をダウンロードする。
　・必要事項を記入し，証明者に署名・捺印をしてもらう。 事由により， 証明書類を添付する。
　・欠席届は，欠席日の前後１週間以内に学生教務課に提出する。
　※課外活動の公式戦等への参加で欠席する人数が多い場合， 別途課外活動団体から配慮を依頼するので，欠席届
　　の提出は不要とする。
　※教職課程の学生が実習や課外活動への参加により欠席する場合は，教職課程から配慮を依頼する。
　※看護学科の学生が実習により長期欠席する場合は，別途学科から配慮を依頼する｡

（2） 欠席した授業の課題等の確認方法
　授業前日まで ( 欠席することがわかった時点 ) に，授業担当教員に以下の要領でメールをして，返信メールで課題
等の内容を受取る。
　メールを送信しない場合は，公的な取り扱いとしないので注意してください。
　・件名 :「【公欠届】 授業科目名・学籍番号・氏名」
　・本文 : 欠席日，時限， 授業科目名，学籍番号，氏名，メール送信理由 ( 欠席理由、 課題有無 ) を入力する。
　・授業担当教員のメールアドレスは，各授業科目のシラバスの「教員 Email」 で確認する。

（3） 注意事項
　・個人資格による公欠的な取り扱いを希望する場合は，原則として欠席する日の 1 ヶ月前までに必要書類を添付し
　　て学生教務課へ申請すること。
　・公欠的扱いの場合は，評価の際に欠席が不利にならないように取扱うこととするが，公欠的扱いと出来る回数は，
　　通常の欠席と合わせて１授業につき全日程の1/3回までとする。 なお，集中授業等で全日程の1/3回以上欠
　　席せざるを得ない場合は，授業担当教員に相談すること。
　・欠席届について質問がある場合は，学生教務課で確認すること｡
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　上記「公欠的な取扱いとなる場合」の事由以外の理由で授業を欠席した場合は，公欠的な取扱いとしません。

　なお，授業を欠席することが事前にわかっている場合，公欠的な取扱いをしないが，欠席日の前日までに，授
業担当教員に以下の要領でメールをして，欠席することを事前に伝えること。
　ただし，授業当日以降のメールは受け付けません。
　・件名：「【欠席届】授業科目名・学籍番号・氏名」
　・本文：欠席日，時限，授業科目名，学籍番号，氏名，メール送信理由（欠席理由、課題有無）を入力する。
　・授業担当教員のメールアドレスは，各授業科目のシラバスの「教員 Email」で確認する。

２）公欠的な取扱いとならない場合

公公欠欠的的な取取扱扱いいととななららなないい欠欠席席理理由由のの例例 
・学校保健安全法に規定されている感染症以外の病欠，怪我 
・就職活動 
・サークル活動  など 
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１）教育研究上の目的
　総合情報学部総合情報学科は，建学の精神「未来を切り拓く」及び教育理念「現代実学主義」の精神に基づき，
急速に進展する情報社会の将来を見据え，情報社会に貢献できる優れた情報収集，処理，分析及び発信能力をもっ
た人材の育成を目指す教育及び情報学に関する研究を行う。

　　（東京情報大学学則　第２条第２項の別表第１より）

２）教育目標及び育成する人材像

東京情報大学

総合情報学部総合情報学科

学系

３）学位授与の方針【ディプロマポリシー】
　　　東京情報大学は，以下のような学士力を身につけ，卒業要件単位数を修得した学生に対して，卒業時に学士の学
位を授与する。

１．学士課程教育の目的および方針

東京情報大学
知識・理解

汎用的技能

態度・志向性

　建学の精神「未来を切り拓く」，教育理念「現代実学主義」を念頭に，日々進化する情報技術を利活用し社会に
貢献できる人材を育成する。

　複雑化する情報社会に対応するために必須とされる情報通信技術・データサイエンスに関する基礎を学び，
加えて情報の応用・活用を通じて社会の様々な課題に対する解決能力を身につけるための実践的な教育を行
う。情報通信技術を多様な専門分野の知識と融合させることにより，情報の高度な利活用ができる「情報の創
り手・使い手」となる人材を育成する。

《情報システム学系》
　システム開発，情報ネットワーク，情報セキュリティなどに関する基礎技術からゲーム・エンタテインメン
ト，IoT，人工知能システムなどの先端技術について研究し，新しい情報分野で活躍していくために必要な知識
と技術について学ぶ。企業活動のサポート，セキュリティ問題に関する分析と解決方法の提案，人々の利便性
向上やゲーム・エンタテインメントの提供など，多種多様な情報システムを設計・構築・運用する能力を有
する人材を育成する。
《データサイエンス学系》
　数理科学を基礎にしたデータ分析の基礎技術を学び、生命・環境・人間の行動の理解と課題解決のための
応用技術を学ぶ。その過程を通じてデータサイエンスの専門性を修得することにより、高度な情報技術を駆使
し、生命・環境・人間の行動に関する課題解決に資するとともに、社会の要請に応え得るデータサイエンティ
ストを育成する。

《情報メディア学系》
　情報メディア学に関する学びをとおして，情報を表現し伝達するための知識や技術を学ぶ。その過程を通じ
て，生活者の利便性向上のための情報の提供，情報メディアを活用した表現活動など，多様な情報を創造，運用
する能力を有する人材を育成する。

《教職課程》
　情報に関する専門的知識および技術とその背景を理解し，コミュニケーション能力に優れた情報の教員を
育成する。数学に関する専門的知識と実学としての数学を理解し，コミュニケーション能力に優れた情報技術
に強い数学の教員を育成する。

1. 専門分野（情報学・看護学）の知識および情報通信技術、データの利活用技術に関す
　る基本的知識を体系的に理解できる。
1.コミュニケーション能力を高め，自らの意見を論理的・効果的に伝えることができる。
2. 情報モラルを遵守し，情報を適切に収集，分析及び活用することができる。論理的・効
　果的に伝えることができる。
3. 社会人として必要な基礎的な知識と幅広い教養を身につけている。

1. 社会人として必要な自己管理能力，協調性，統率力，倫理観，規律性を身につけ、社会
　の発展に貢献できる。
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総合的な学習経験と
創造的思考力

総合情報学部総合情報学科
知識・理解

汎用的技能

態度・志向性

総合的な学習経験と
創造的思考力

学系
《情報システム学系》
知識・理解

汎用的技能

態度・志向性

総合的な学習経験と
創造的思考力

《データサイエンス学系》
知識・理解

汎用的技能

態度・志向性

総合的な学習経験と
創造的思考力

1. 変化する社会に柔軟に対応し，主体的に新たな課題を発見し，これまでに獲得した知
　識・技能，態度などを総合的に活用してその課題を解決することができる。

1. 情報科学、データ科学、情報メディアについての豊かな知識を身につけている。
2. 高度かつ専門的なデータ科学の知識及び技術を身につけている。
3. 高度かつ専門的な情報通信技術の知識及び技術を身につけている。

1. 情報工学における基礎的な知識を身につけ，社会の要請にこたえるために，情報工学
　の基本的な技術を活用できる。
2.システム開発分野，ネットワーク・セキュリティ分野，人工知能分野のいずれか1つ以
　上の分野の応用について理解する能力と関連分野の基礎知識を有している。

1. 全般的な情報に関する知識と技能を用いて社会に貢献できる。
2. 常に新しい知識・技術を吸収し，学習を続ける意欲を持っている。
3. 技術者，研究者あるいは教育者として自覚を持ち，高い倫理観を身につけている。

1. 数理科学，統計学，情報科学における基礎的な知識・技術を身につけ活用できる。
2. 数理情報分野，生命科学・心理学・環境科学のいずれかの分野の応用について理解
　する能力と関連分野の基礎知識を有している。
3. データの処理と分析に関する基礎的な知識を持ち，実社会で活用できる能力を身に着
　けている。
1. 数理科学，統計科学，情報科学を利用し，データサイエンス分野の発展に貢献できる。
2. 生命科学・心理学・環境科学のいずれかの分野においてデータを利活用することを
　通して現代社会の課題解決に貢献できる。
3. 他者との高いコミュニケーション能力を有し，論理的な議論ができる。
1. データサイエンスに関する専門知識を用いて社会に貢献できる。
2. 生命・環境・人間の行動について常に問題意識を持ち、解決策を模索する意欲を持っ
　ている。
3. 技術者，研究者あるいは教育者として自覚を持ち，高い倫理観を身につけている。
1. 自分自身の成長について高い意欲を持ち，自主的・総合的に学習できる。
2. 自然、社会、文化に対して幅広い教養を持ち，高い情報分析技術を持つことで情報社会
　に対応できる。
3. データサイエンスの学びを総合的に活用することにより，自ら課題を設定し，実社会で
　の問題解決策が導ける。

1. 技術者，研究者あるいは教育者として，情報システムの開発・運用を通じて情報技術
　の発展に貢献できる。
2.セキュリティを考慮した情報ネットワークシステムの開発・運用を通じて，情報ネット
　ワーク技術の発展に貢献できる。
3. 人工知能技術を利用したシステムの開発・運用を通じて人工知能技術の発展に貢献
　できる。
4. 他者との高いコミュニケーション能力を有し，論理的な議論ができる。

1. 自分自身の成長について高い意欲を持ち，自主的・総合的に学習できる。
2. 自然，社会，文化に対して幅広い教養を持ち，高い情報技術を持つことで情報社会に対
　応できる。
3. 情報システムの学びを総合的に活用することにより，自ら課題を設定し，実社会での問
　題解決策が導ける。

1. 柔軟な課題解決能力を備えた情報のプロフェッショナルとして，人にやさしい情報社会
　の実現に貢献できる能力を身につけている。
2. 地域連携等を通じて，実社会で新たな価値が創造できるようになる。

1. 情報社会の分析・企画・立案をすることができる。

1. 情報社会の変化に対応すべく，幅広く自律的に学ぶ姿勢を身につけている。
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学則第14条第３項に定める「授業科目の履修方法及び単位の修得に関することについては，
本学則に定めるもののほかは，別に定める」とは，本書のこの部分を指します。
また，総合情報学部履修規程に関する内容も掲載しています。

総合情報学部の学修について
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4）教育課程編成・実施の方針【カリキュラムポリシー】

汎用的技能

態度・志向性

総合的な学習経験と
創造的思考力

《情報メディア学系》
知識・理解 1. 社会生活の向上に向けた新たな情報を創造するための情報メディアの基礎的な知識・

　技術を身につけ活用できる。
2. メディア分野，経営情報分野へのいずれか一つの分野の応用について理解する能力と
　関連分野の基礎知識を有している。
1. 情報の表現者，分析者として，情報メディア学，人文社会科学にもとづいた新たなコン
　テンツの創造を通じて，情報メディア分野の発展に貢献できる。
2. 他者との高いコミュニケーション能力を有し，論理的な議論ができる。

1. 自分自身の成長について高い意欲を持ち，自主的・総合的に学習できる。
2. 自然，社会，文化に対して幅広い教養を持ち，高い情報創造力と表現力を持つことで情
　報社会に対応できる。
3. 情報メディアの学びを総合的に活用することにより，自ら課題を設定し，実社会での問
　題解決策が導ける。

1. 情報創造のための情報メディアに関する専門知識を用いて社会に貢献できる。
2. 情報の表現者あるいは分析者として自覚を持ち，高い倫理観を身につけている。

汎用的技能

態度・志向性

総合的な学習経験と
創造的思考力

《教職課程》
知識・理解 1. 教科と教職に関する基本的な知識を体系的に理解し，実学を重視した専門知識を有し    

　ている。
1. 生徒に基礎的な知識・技能を習得させ，思考力，判断力，表現力等及び主体的に学習
　に取り組む態度を育む指導力を有している。
2. 学校現場で活かすことができる授業実践力および学級経営能力を有している。
3. キャリア教育を含む進路指導と，多様な問題や課題を抱えた生徒に対応できる指導が
　できる。

1. ICT を用いた効果的な授業や適切なデジタル教材の開発・活用の基礎力・指導力を
　有している。

1. 自らの資質向上に不断に取組む，学び続ける力を有している。
2. 教員としての職業モラルと職務遂行能力及びコミュニケーション能力を有している。

東京情報大学
「未来を切り拓く」という建学精神と「現代実学主義」という教育理念に基づき，自らのキャリアを確立
するための教育を実現するために，情報を活かして新しい未来を切り拓く人材育成を目指して総合情報学
部に情報システム学系，数理情報学系，社会情報学系を置く。さらに科学的根拠に基づいた適切なケアが
提供できる人材育成を目指して看護学部に看護学科を置き，教育課程を編成する。
教育理念である「現代実学主義」の精神に基づき，急速に進展しつつある情報社会，少子高齢社会の将来
を見据えることができるための現代実学科目を設置する。各学部において，実践的な実学教育のカリキュ
ラム体系を構築し，学生自身が主体的にかつ計画的に学び，実社会で活用できる能力を身につけていくこ
とを教育方針とする。
全学共通科目は，学生として必要とされる知識と教養を養うとともに，学習方法および国際的に通用する
基礎的なコミュニケーション能力の習得を目指す。
各学部の「基礎科目」は，当該学部で学修する知識や技能を体系的に身につけるために，学部の特性に応
じた基礎教育を行う。
各学部の「専門教育科目」は，各々の専門的知識や学問的方法を体系的に学び，問題解決方法や問題の本
質を見抜く洞察力や判断能力，社会や地域をサポートするための実践的能力を身につける。最終的に，そ
れまで身につけてきた知識，技能・技術を集大成し，社会の発展に積極的に貢献できる人材を目指す。
総合情報学部総合情報学科
　総合情報学部総合情報学科では，情報学の幅広い専門知識と専門科目を身につけるために，共通基礎科目，
情報基礎科目，キャリアデザイン科目を設置する。

1. 共通基礎科目を，「基礎演習」，「総合基礎」，「知識創造」，「実用語学」に分類する。
2.「基礎演習」では，総合情報学部で学修する知識や技能を体系的に身につけるために，学習動機付けを促進し，
コミュニケーション能力や創造的な思考力・理解力を育むために，参加型少人数授業を実施する。
3.「総合基礎」では，高度な科学技術知識を総合的に習得し，これを情報社会で活用できるようになるために必
　要な教養的知識や基礎知識について身につける。
4.「知識創造」では，初年次教育における「基礎演習」での学びに加えて，学部・学科の教育内容に興味を持たせ，
　その後の教育プログラムにうまく乗せていくために，体験型学習による能動的で自律的・自律的な学習態
　度への転換を促す授業を実施する。さらに，クリティカルシンキングやコミュニケーション能力など大学で
　学ぶための思考方法についても習得する。
5.「実用語学」では，「全学共通科目」で学んだ，基礎的なコミュニケーション能力に加えて，情報社会に通用す
　る基礎的コミュニケーション能力を，コンピュータおよびビジネス分野に限定して習得する。
6. 情報基礎科目では，情報化社会を生きていくために必要となる，情報、およびデータサイエンスに関する基
　礎的な知識を身につける。
7. キャリアデザイン科目では，キャリア支援を実施するとともに，インターンシップも支援していく。
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学系
《情報システム学系》
　情報システム学系では，社会のニーズに応える情報システムを構築するために，情報システムに対する深い
関心と理解を持ち，その構成要素と要素技術に関する知識を学び，これらの統合によりシステムとして纏めあ
げていく技術を学ぶ必要がある。これらを実現するために，専門教育科目を「専門基礎科目」，「専門応用科目」，
「卒業研究」に分類する。また，教職課程の高校一種「情報」免許取得を可能とする。

1. 専門基礎科目を，「共通」，「情報システム」，「データサイエンス」，「情報メディア」に区分する。
2. 専門基礎科目に配当する「共通」科目では，情報システム学系を学んでいくために，「総合情報学」の導入教育
　や「情報システム学系」の入門科目を設置する。
3. 専門基礎科目に配当する「情報システム」科目では，コンピュータ全般にわたる基礎知識，ソフトウエアおよ
　びプログラミングに関する基礎的な能力，情報通信に関する基礎知識，情報システムの基礎知識，環境を対
　象としたデータ解析・応用の基礎知識を習得する。
4. 専門応用科目に配当する「情報システム」科目では，情報システムの開発・運用，情報ネットワークシステム
　の開発・運用，人工知能やビッグデータ技術を利用した応用システムの開発・運用に関する技術を習得する。
5. 情報システム学に関連する幅広い分野の知識と技術の習得を奨励するために，「データサイエンス」，「情報
　メディア」の専門基礎科目および専門応用科目を，自由選択科目として選択・履修できるようにする。
6.「卒業研究」では，情報システムの学びを総合的に活用し，自ら課題を設定し，理論と実践を融合し，実社会で
　の問題解決策を個別指導により考察し，卒業論文として纏める。
7. 教職課程では，情報社会に積極的に参画する能力と態度を養う分野，情報を効果的に活用する科学的な考え
　方を養う分野，および，情報モラル，知的財産の保護，情報の安全等に対する実践的な情報活用力を養う分野
　を学ぶ。さらに，多様化する情報社会において，その変化と学校現場を取り巻く状況を踏まえ，柔軟に対応で
　きる専門的知識を身につけたコミュニケーション能力の高い教員としての資質を備えた人材を育成する。
《データサイエンス学系》
　データサイエンス学系では，数理的手法とコンピュータ技術を駆使して合理的かつ効率的に解決できる実
践的な能力を習得する必要がある。これを実現するために，専門教育科目を「専門基礎科目」，「専門応用科目」，
「卒業研究」に分類する。また，教職課程の中高一種「数学」免許取得を可能とする。

1. 専門基礎科目を，「共通」，「情報システム」，「データサイエンス」，「情報メディア」に区分する。
2. 専門基礎科目に配当する「共通」科目では，「総合情報学」全体の導入教育や，「データサイエンス学系」の入門
　科目を設置する。
3. 専門基礎科目に配当する「データサイエンス」科目では，データサイエンス全般にわたる基礎知識，数理情報
　学の基礎となる数学の諸分野の基礎知識，コンピュータを用いて数理的な処理を行うための基礎知識と技
　術を習得する。あわせて、心理学、生命科学、環境科学の基礎知識を習得する。
4. 専門応用科目に配当する「データサイエンス」科目では，より高度な数学的知識を学ぶと共に，統計学やデー
　タサイエンス等に関する専門的，実践的，かつ多様な知識を習得し，情報社会における様々な問題を合理的
　かつ効率的に解決するための総合的な知識と技術を習得する。
5. データサイエンスに関連する幅広い分野の知識と技術の習得を奨励するために，「情報システム」，「情報メ
　ディア」の専門基礎科目および専門応用科目を，自由選択科目として選択・履修できるようにする。
6.「卒業研究」では，教員の指導のもとで，研究課題を設定し，データサイエンス学系での学びを総合的に活用
　し，さらに進んだ知識と技術の習得に努め，学んだ知識と技術を主体的に実践し，その結果を真摯に考察し，
　新たな知見を生み出すことに挑戦する。そして，その最終成果を卒業論文として纏める。
7. 教職課程では，数学の代表的分野，生命・環境・人間の行動の各現象に関わる「情報」を，コンピュータを用
　いて数理的に扱う分野，および，情報モラル，知的財産の保護，情報の安全等に対する実践的な情報活用力を
　養う分野を学ぶ。さらに，多様化する情報社会において，その変化と学校現場を取り巻く状況を踏まえ，柔軟
　に対応できる専門的知識を身につけたコミュニケーション能力の高い教員としての資質を備えた人材を育
　成する。

　総合情報学部総合情報学科では，情報学の幅広い専門知識と専門科目を身につけるために，共通基礎科目，
情報基礎科目，キャリアデザイン科目を設置する。

1. 共通基礎科目を，「基礎演習」，「総合基礎」，「知識創造」，「実用語学」に分類する。
2.「基礎演習」では，総合情報学部で学修する知識や技能を体系的に身につけるために，学習動機付けを促進し，
　コミュニケーション能力や創造的な思考力・理解力を育むために，参加型少人数授業を実施する。
3.「総合基礎」では，高度な科学技術知識を総合的に習得し，これを情報社会で活用できるようになるために必
　要な教養的知識や基礎知識について身につける。
4.「知識創造」では，初年次教育における「基礎演習」での学びに加えて，学部・学科の教育内容に興味を持たせ，
　その後の教育プログラムにうまく乗せていくために，体験型学習による能動的で自律的・自律的な学習態
　度への転換を促す授業を実施する。さらに，クリティカルシンキングやコミュニケーション能力など大学で
　学ぶための思考方法についても習得する。
5.「実用語学」では，「全学共通科目」で学んだ，基礎的なコミュニケーション能力に加えて，情報社会に通用す
　る基礎的コミュニケーション能力を，コンピュータおよびビジネス分野に限定して習得する。
6. 情報基礎科目では，情報化社会を生きていくために必要となる，情報、およびデータサイエンスに関する基
　礎的な知識を身につける。
7. キャリアデザイン科目では，キャリア支援を実施するとともに，インターンシップも支援していく。
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《情報メディア学系》
　情報メディア学系では，社会のニーズに応える社会情報を構築するために，情報メディアに対する深い関心
と理解を持ち，情報表現，情報分析，経営情報、メディア文化に関する知識を学び，これらの統合により新たな
価値の創造ができるよう学ぶ必要がある。これらを実現するために，専門教育科目を「専門基礎科目」，「専門応
用科目」，「卒業研究」に分類する。

1. 専門基礎科目を，「共通」，「情報システム」，「データサイエンス」，「情報メディア」に区分する。
2. 専門基礎科目に配当する「共通」科目では，情報メディア学系の導入教育として，「総合情報学」や「情報メ
　ディア学系」の基礎演習を設置する。
3. 専門基礎科目に配当する「情報メディア」科目では，情報メディア全般にわたる基礎知識，映像・音響，CG
　に関する基礎的な技術，メディア文化，経営学の基礎知識を習得する。
4. 専門応用科目に配当される「情報メディア」科目では，映像表現，音響技術，CG 技術，メディア文化，経営学
　に関する専門的知識と技術を習得する。
5. 情報メディア学に関連する幅広い分野の知識と技術の習得を奨励するために，「情報システム」，「データサ
　イエンス」の専門基礎科目および専門応用科目を，自由選択科目として選択・履修できるようにする。
6.「卒業研究」では，情報メディア学の学びを総合的に活用し，自ら課題を設定し，理論と実践を融合し，実社会
　に対応できる情報表現能力や問題解決能力を個別指導により養い，卒業論文として纏める。

《教職課程》
1. 情報モラル，コミュニケーションを重視した全学共通基礎科目，学科基礎科目を配置する。
2. 教科に関する一般的包括的内容を扱う科目に加えて，実学を重視した情報基礎科目，専門基礎科目の学修を
　通じて，情報及び情報技術が果たす役割や影響を理解する力と情報モラル，知的財産の保護，情報の安全等
　に対する実践的な態度を身につけ，情報活用の実践力を養う。
3. 単位の実質化および厳格な成績評価を前提として，教職課程において修得すべき単位を卒業所要単位とし
　て位置付ける。　　　
4. 学校インターンシップによる学校現場の理解増進と，自らの教職への適性の確認を行う。　
5. 情報通信技術に関する専門教育を経た上で，教科指導法を履修することによって，デジタル教材の開発・活
　用の基礎力・指導力を備える。　　
6. 卒業研究遂行を通した先端的な技術・研究の理解と，自主性および積極性を涵養する。
7. 千葉県および千葉市教育委員会と連携して，県下の中学校及び特別支援学校 ( 県立及び市立 ) での参観実
　習等を体験する機会を提供する。　　　
8. 情報社会に積極的に参画する能力と態度を育成する「マルチメディアと表現及び技術」「情報通信ネットワー
　ク」，情報を効果的に活用する科学的な考え方を養う「情報システム」「コンピュータ及び情報処理」を学ぶ。
9.「代数学」「幾何学」「解析学」を基礎として，生命・環境・人間の行動の各現象に関わる「情報」を数理的に扱
　う「確率論，統計学」およびコンピュータを用いて各現象における問題を解く「データサイエンス」を学ぶ。

《情報システム学系》
　情報システム学系では，社会のニーズに応える情報システムを構築するために，情報システムに対する深い
関心と理解を持ち，その構成要素と要素技術に関する知識を学び，これらの統合によりシステムとして纏めあ
げていく技術を学ぶ必要がある。これらを実現するために，専門教育科目を「専門基礎科目」，「専門応用科目」，

「卒業研究」に分類する。また，教職課程の高校一種「情報」免許取得を可能とする。

1. 専門基礎科目を，「共通」，「情報システム」，「データサイエンス」，「情報メディア」に区分する。
2. 専門基礎科目に配当する「共通」科目では，情報システム学系を学んでいくために，「総合情報学」の導入教育
　や「情報システム学系」の入門科目を設置する。
3. 専門基礎科目に配当する「情報システム」科目では，コンピュータ全般にわたる基礎知識，ソフトウエアおよ
　びプログラミングに関する基礎的な能力，情報通信に関する基礎知識，情報システムの基礎知識，環境を対
　象としたデータ解析・応用の基礎知識を習得する。
4. 専門応用科目に配当する「情報システム」科目では，情報システムの開発・運用，情報ネットワークシステム
　の開発・運用，人工知能やビッグデータ技術を利用した応用システムの開発・運用に関する技術を習得する。
5. 情報システム学に関連する幅広い分野の知識と技術の習得を奨励するために，「データサイエンス」，「情報
　メディア」の専門基礎科目および専門応用科目を，自由選択科目として選択・履修できるようにする。
6.「卒業研究」では，情報システムの学びを総合的に活用し，自ら課題を設定し，理論と実践を融合し，実社会で
　の問題解決策を個別指導により考察し，卒業論文として纏める。
7. 教職課程では，情報社会に積極的に参画する能力と態度を養う分野，情報を効果的に活用する科学的な考え
　方を養う分野，および，情報モラル，知的財産の保護，情報の安全等に対する実践的な情報活用力を養う分野
　を学ぶ。さらに，多様化する情報社会において，その変化と学校現場を取り巻く状況を踏まえ，柔軟に対応で
　きる専門的知識を身につけたコミュニケーション能力の高い教員としての資質を備えた人材を育成する。

《データサイエンス学系》
　データサイエンス学系では，数理的手法とコンピュータ技術を駆使して合理的かつ効率的に解決できる実
践的な能力を習得する必要がある。これを実現するために，専門教育科目を「専門基礎科目」，「専門応用科目」，

「卒業研究」に分類する。また，教職課程の中高一種「数学」免許取得を可能とする。

1. 専門基礎科目を，「共通」，「情報システム」，「データサイエンス」，「情報メディア」に区分する。
2. 専門基礎科目に配当する「共通」科目では，「総合情報学」全体の導入教育や，「データサイエンス学系」の入門
　科目を設置する。
3. 専門基礎科目に配当する「データサイエンス」科目では，データサイエンス全般にわたる基礎知識，数理情報
　学の基礎となる数学の諸分野の基礎知識，コンピュータを用いて数理的な処理を行うための基礎知識と技
　術を習得する。あわせて、心理学、生命科学、環境科学の基礎知識を習得する。
4. 専門応用科目に配当する「データサイエンス」科目では，より高度な数学的知識を学ぶと共に，統計学やデー
　タサイエンス等に関する専門的，実践的，かつ多様な知識を習得し，情報社会における様々な問題を合理的
　かつ効率的に解決するための総合的な知識と技術を習得する。
5. データサイエンスに関連する幅広い分野の知識と技術の習得を奨励するために，「情報システム」，「情報メ
　ディア」の専門基礎科目および専門応用科目を，自由選択科目として選択・履修できるようにする。
6.「卒業研究」では，教員の指導のもとで，研究課題を設定し，データサイエンス学系での学びを総合的に活用
　し，さらに進んだ知識と技術の習得に努め，学んだ知識と技術を主体的に実践し，その結果を真摯に考察し，
　新たな知見を生み出すことに挑戦する。そして，その最終成果を卒業論文として纏める。
7. 教職課程では，数学の代表的分野，生命・環境・人間の行動の各現象に関わる「情報」を，コンピュータを用
　いて数理的に扱う分野，および，情報モラル，知的財産の保護，情報の安全等に対する実践的な情報活用力を
　養う分野を学ぶ。さらに，多様化する情報社会において，その変化と学校現場を取り巻く状況を踏まえ，柔軟
　に対応できる専門的知識を身につけたコミュニケーション能力の高い教員としての資質を備えた人材を育
　成する。
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　（４）選択科目の履修
　　　①各学系で，選択科目に指定している科目の中から，各学系が定めた単位数を選択履修してください。
　（５）外国人留学生の履修
　　　① 外国人留学生は，「日本語ａ～ｄ」を必修とし，必修科目・外国語の単位数とします。なお，「英語ａ～ｄ」

を単位修得した場合は，２単位まで選択必修科目・外国語の単位にします。
　　　② 授業科目表の科目名に「（※）」が付記されている科目は，外国人留学生対象科目です。積極的に履修してく

セット履修，ステップ履修科目については，56ページ，88ページに掲載しています。

ださい。
　（６）セット履修，ステップ履修科目について

２．授業科目の履修及び進級・卒業要件について
１）総合情報学部の履修について

　　２～４年次生は，その年度に受講したい科目の全て（前期・後期科目とも）を登録します。
　　なお，１年次は前期・後期，各学期毎に登録します。後期科目の履修については，９月のガイダンス時に説明しま

す。
　　授業科目を履修するうえで，以下のことに注意してください。また，５）卒業要件に掲載している各学系の卒業所

要単位数も確認しながら履修してください。
　（１）必修科目の履修
　　　①各学系で，必修科目に指定している科目は，必ず選択履修してください。
　　　②１年次配当の必修科目を３年次までに単位修得できない場合は，４年次に進級できません。
　（２）選択必修科目の履修
　　　①全学基礎科目／スポーツに配当されている「スポーツ演習ａ～ｄ」の中から，必ず１科目（１単位）を選択履

修してください。
　　　②専門基礎科目において，各学系が選択必修と指定している科目から，各学系が定めた単位数を選択履修してく

ださい。なお，所定の単位数を超えて修得した単位数は，選択科目の専門基礎の単位数とします。
　　　③専門応用科目において，情報システム学系は選択必修と指定している科目から，学系が定めた単位数を選択履

修してください。なお，所定の単位数を超えて修得した単位数は，選択科目の専門基礎の単位数とします。
　（３）選択必修科目（外国語）の履修（２年次）
　　　①全学基礎科目／外国語及び共通基礎科目／実用語学に配当されている以下の科目から，必ず１組（２単位）を

選択履修してください。
　　　　・「中国語ａ・ｂ」   ・「ハングル・韓国語ａ・ｂ」
　　　　・「コンピュータ英語ａ・ｂ」  ・「ビジネス英語ａ・ｂ」
　　　②各クラスの履修者数が40名を超えた場合，抽選により履修者数を制限する場合があります。抽選方法等は，

J-portのシラバス及び初回の講義で確認してください。
　　　③外国人留学生は母国語の科目を履修することはできません。
　　　　※外国人留学生とは、本学の「外国人留学生試験」を受験して入学した留学生が対象となります。
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　　　②１年次配当の必修科目の単位を全て修得済であること。
　　　　なお，３年次編入学生に対しては，②の要件は適用されません。

　３）年間履修単位数（ＣＡＰ制）
　　１年間及び各学期に履修できる上限単位数を，以下のとおり設定しています。これは，上記の単位制に基づき，単
位を修得するためには，授業の他に授業外学修（予習や復習）の時間を確保する必要があり，履修単位数が多くなる
とそれに比例して授業外学修の時間も多くなることを防ぐための制限です。
例えば，講義科目を20単位修得するには，１週間に20時間の授業と40時間の授業外学修をすることになります。

　　【履修登録単位数の上限】
　　　・１年間に履修登録できる単位数の上限･･･48単位〈52単位，１年次生50単位〉
　　　・各学期に履修登録できる単位数の上限･･･26単位〈28単位〉
　　　※前期で26単位履修登録した場合，後期は22単位までしか履修できません。
　　　※１年間開講する科目（通年科目）は，単位数を２分し，各学期の登録単位数としてカウントします。
　　　※集中授業は，夏季は前期，冬季は後期としてカウントします。
　　　※〈　〉内の単位数は，前学期までの通算GPAが3.0以上の時に履修登録できる上限単位数を表します。
　
４）進級要件
　　２年次から３年次および３年次から４年次への進級，ならびに卒業するために，それぞれ要件が定められています。
この要件を満たすように履修登録をし，単位修得するようこころがけてください。なお，要件を満たしていても休学
した場合は翌年度は原級となります。
　（１）１年次から２年次への進級

の修得単位数が６単位に満たない者，または当該年度のGPAが1.0未満の者には，年度末に指導を行います。
２年次への進級の際には要件はありませんが，１年次終了時に修得単位数が25単位に満たない者あるいは後期

　（２）２年次から３年次への進級
入学後の２年間（休学期間を除く）で，修得単位が50単位に満たない者は，３年次に進級することができませ
ん。

　（３）３年次から４年次への進級
　　　３年次終了の時点で，以下の要件を満たさない者は，４年次に進級することができません。

①修得単位が90単位以上であること。

　２）単位制
　　単位制とは，学則第11条から第14条の規定に基づき，各入学年度の教育課程によって定められた全ての授業科目に
一定の基準で単位数を定め，その授業科目を履修し，学修の成果を試験等により評価し，合格することで，所定の単
位を修得していく制度です。
　　単位計算の基準は以下のとおりです。

区　分 授業時間 授業外学習時間 単位数
講　義 ２時間×１５週 ４時間×１５週 ２単位

演　習 ２時間×１５週 １時間×１５週 １単位

外国語 ２時間×１５週 １時間×１５週 １単位

＊授業時間は毎週１回を標準とする。
＊時間割上の１時限は90分授業であり，上記の２時間とみなされる。
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５）卒業要件
　　学則及び総合情報学部履修規程により，卒業に必要な単位数が，以下のとおり学系ごとに定められています。

　　《情報システム学系》

　　《データサイエンス学系》

　　《情報メディア学系》

NOTICE

　外国人留学生は，「日本語ａ～ｄ」と「英語ａ～ｄ」の両方が履修できます。「英語ａ～ｄ」は，２単位
まで選択必修科目・外国語の単位とすることができます。
※「外国人留学生」とは，本学の「外国人留学生入試」を受験して入学した留学生が対象となります。

卒業要件単位数

合計
◎必修科目 ○選択必修科目 △選択科目

現代
実学 外国語

4 4 2 1 -
54 19 51

10 19 3 11 1 2 8 8 8 ※ 43

外国語スポーツ知識
創造

基礎
演習

総合
基礎

情報
基礎

専門
基礎

専門
応用

卒業
研究

専門
基礎

専門
応用

総合
基礎

キャリア
デザイン

専門選択
(基礎･応用)

124

（1）キャリアデザイン科目（※）は専門選択の単位とする。
（2）実用語学の「日本語総合演習」は専門選択・総合基礎の単位とする。
（3）選択必修科目・専門基礎の卒業要件である8単位を超えて修得した単位は、専門選択の単位とする。
（4）選択必修科目・専門応用の卒業要件である8単位を超えて修得した単位は、専門選択の単位とする。
（5）専門教育科目の自由選択科目を履修し修得した単位は，他学系履修として取扱い10単位まで専門選択の単位とする。
（6）他学科履修において修得した単位は、8単位まで専門選択の単位とする。

卒業要件単位数

合計
◎必修科目 ○選択必修科目 △選択科目

現代
実学 外国語

4 4 2 1 4
49 27 48

10 13 - 11 1 2 24 - 4 ※ 44

外国語スポーツ知識
創造

基礎
演習

総合
基礎

情報
基礎

専門
基礎

専門
応用

卒業
研究

専門
基礎

専門
応用

総合
基礎

キャリア
デザイン

専門選択
(基礎･応用)

124

（1）キャリアデザイン科目（※）は専門選択の単位とする。
（2）実用語学の「日本語総合演習」は専門選択・総合基礎の単位とする。
（3）選択必修科目・専門基礎の卒業要件である24単位を超えて修得した単位は、専門選択の単位とする。
（4）専門教育科目の自由選択科目を履修し修得した単位は，他学系履修として取扱い10単位まで専門選択の単位とする。
（5）他学科履修において修得した単位は、8単位まで専門選択の単位とする。

卒業要件単位数

合計
◎必修科目 ○選択必修科目 △選択科目

現代
実学 外国語

4 4 2 1 -
38 13 73

10 6 - 11 1 2 10 - 8 ※ 65

外国語スポーツ知識
創造

基礎
演習

総合
基礎

情報
基礎

専門
基礎

専門
応用

卒業
研究

専門
基礎

専門
応用

総合
基礎

キャリア
デザイン

専門選択
(基礎･応用)

124

（1）キャリアデザイン科目（※）は専門選択の単位とする。
（2）実用語学の「日本語総合演習」は専門選択・総合基礎の単位とする。
（3）選択必修科目・専門基礎の卒業要件である10単位を超えて修得した単位は、専門選択の単位とする。
（4）専門教育科目の自由選択科目を履修し修得した単位は，他学系履修として取扱い10単位まで専門選択の単位とする。
（5）他学科履修において修得した単位は、8単位まで専門選択の単位とする。
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６）進級・卒業者発表
　　学年末試験の結果を受けて２～４年次生を対象に進級・卒業判定を行い，上記の要件を満たした者を進級・卒業者

として３月中旬に発表します。発表日および発表場所は，J-portで連絡します。

７）卒業見込証明書の発行
　　卒業見込証明書は，４年次４月の履修登録の結果を踏まえて，卒業見込判定を行い，卒業要件を満たした学生にだ

け５月中旬頃から証明書自動発行機で発行します。

８）学士の学位
　　卒業要件を満たした者に対しては，学士（総合情報学）の学位を授与します。

９）９月卒業
　　本学に４年以上在学したものの，所要の卒業単位を修得できずに留年した者が，前期科目の履修と単位の修得を

日付けで卒業することができます。

　　学則に基づき，在学中に極めて優秀な成績を修めた者には ｢学業成績優秀賞｣ を，極めて優秀な卒業論文（卒業制

の部門においても，特に抜群の成果を挙げた者には，｢スポ－ツ・文化賞｣ を授与して表彰します。
　　表彰は，該当者の学位記授与式の際に行います。

３．教育課程
１）授業科目の分類

　（１）授業科目は，以下の科目群に分類されます。

全学共通科目 全学基礎 現代実学 （必修）
 スポーツ （選択必修）
 外国語 （必修／選択必修／選択）

共通科目  共通基礎科目  基礎演習 ）修必（
 総合基礎 人文 ）択選（

社会 ）択選（
自然 ）択選（
特別講義 ）択選（

 知識創造 （必修）
 実用語学 ）択選／修必択選（

 情報基礎科目 ）修必（
 キャリアデザイン科目 ）択選（

專門教育科目 専門基礎  共通 ）修必（
 情報システム ）択選（
 データサイエンス ）択選（
 情報メディア 
 教職課程

）択選（
）択選（

 専門応用  情報システム ）択選（
 データサイエンス  ）択選（
 情報メディア ）択選（

 卒業研究 ）修必（

　　　　※以上の他に，放送大学および千葉県内私立大学との単位互換科目が開講されています。
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２）授業科目のナンバリング
　授業科目の学修段階や順序を表し，教育課程の体系化を明示するために，各授業科目を以下の分類ごとにコード
化しています。このことを「ナンバリング」といい，３）授業科目表の科目№欄に番号（コード）を掲載しています。

番号（コード）の分類方法 
ＩＩ １００－１ ０１
①  ②  ③ ④ 

明説のドーコ名ドーコ類分
① 学部学科コード（2 桁）

② 学問領域（3 桁）

 UC：大学共通 
ＩＩ：総合情報学科 
100：情報基礎 
200：スポーツ 
300：外国語 
400：学習・コミュニケーション技術と実践
501：人文科学 
502：社会科学 
503：自然科学 
504：特別講義
601：情報科学
602：知能情報・システム開発 
603：通信・ネットワーク 
604：IoT/ゲーム 
701：数理科学 
702：統計学
703：データサイエンス基礎 
704：データサイエンス応用 
801：メディアデザイン 
802：メディア文化 
803：経営情報
901：教育の理論と実践
902：教科教育法
1：基礎科目・主に 1 年次に配当 
2：初級科目・主に 2 年次に配当 
3：中級科目・主に 3 年次に配当 
4：上級科目・主に 3・4 年次に配当 
①～③の分類ごとに 01 から連番 

③ レベル（1 桁）

④ 通し番号（2 桁）

　（２）授業科目は，卒業の要件として修得しなければならないか否かにより，次のように分類されます。
　　学系ごとに必選区分が異なるので，注意してください。
　　　必修科目………必ず修得しなければならない授業科目
　　　選択必修科目…特定の科目の中から選択して必ず修得しなければならない授業科目
　　　選択科目………自由に選択して修得する授業科目
　　　自由選択科目…学系ごとに定められた単位数を上限に卒業要件として認められる授業科目。
　　　　　　　　　　上限を超えて修得した授業科目の単位数は，卒業要件として認定されない。
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科目区分 科目No.授業科目の名称
年

次

学

期 数
位
単

学系別必選区分 教　職

担当者
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学

◎

全
学
基
礎

　樋口　大輔
　小早川　睦貴
　川勝　英史
＊木村　昌史
＊小岩　義典
＊須賀　孝之
＊鈴木　敏彦
＊平塚　聖敏
＊渡辺　俊一
　井関　文一
　早稲田　篤志
　石井　政弘
＊原　朗
＊齊藤　修司

　髙橋　洋平
＊太田　美智子
＊渡邉　啓之
＊更科　加代子
＊中尾　由美子
＊松堂　啓子
＊本間　章郎
＊藪内　聡子
＊矢野　剛
＊水戸　俊介
＊渡邊　正明
＊林　晃喜
＊飯塚　由樹
＊飯塚　由樹
＊崔　甲伊
＊崔　甲伊
　茂住　和世
＊今川　　和

情報リテラシー演習

情報社会とAI

スポーツ演習a
スポーツ演習b
スポーツ演習c
スポーツ演習d
英語a
英語b
英語c
英語d

中国語a
中国語b
ハングル・韓国語a
ハングル・韓国語b
日本語a(※)
日本語b(※)
日本語c(※)
日本語d(※)

現代実学

スポーツ

外国語

1

1

1
1
1
1
1
1
1
1

2
2
2
2
1
1
1
1

F

F

F/L
F/L
F/L
F/L
F
L
F
L

F
L
F
L
F
L
F
L

2

2

1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1

◎

◎

○
○
○
○
◎
◎
◎
◎

○
○
○
○
◎
◎
◎
◎

◎

◎

○
○
○
○
◎
◎
◎
◎

○
○
○
○
◎
◎
◎
◎

◎

◎

○
○
○
○
◎
◎
◎
◎

○
○
○
○
◎
◎
◎
◎

◎

◎

○
○
○
○
◎
◎
◎
◎

◎

○
○
○
○
◎
◎
◎
◎

UC100-101

UC100-102

UC200-101
UC200-102
UC200-103
UC200-104
UC300-101
UC300-102
UC300-103
UC300-104

UC300-201
UC300-202
UC300-203
UC300-204
UC300-105
UC300-106
UC300-107
UC300-108

３）授業科目表
　　　全学共通科目

【備考】
（１）授業科目の名称欄の（※）は外国人留学生対象科目を表す。また，（◇）は教職課程履修者対象科目を表す。
（２）学系別必選区分欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，－は履修不可科目，空欄は学系ごとに指定した単位まで自由選択可
　　　能な科目を表す。
（３）教職欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，＊は推奨科目を表す。
（４）担当者の前の＊は非常勤講師を表す。
（５）DS応用基礎欄の記号は，数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）に該当する必修科目（◎），選択科目（○）を
　　　表します。当該科目を履修し修了要件を満たすことで，本教育プログラムの修了者として認定されます。
　　　修了要件　必修科目：26単位、選択科目：10単位以上 合計：36単位以上
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科目区分 科目No.授業科目の名称
年

次

学

期 数
位
単

学系別必選区分 教　職

担当者
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学

基
礎
教
育

（専任教員）
＊小須田　健
　田邊　昭雄
＊白井　雅彦
＊竹内　英世
＊關　晶子
＊坂口　太助
＊足立　加勇
　小早川　睦貴
＊花村　征志
＊宮原　均
＊宮原　均
＊伊藤　幸郎
＊宮原　均
R5休講
＊細田　満和子
　圓岡　偉男
　鈴木　英男
　蔵岡　誉司
　釣井　達也
＊福室　康介
　蔵岡　誉司
＊篠原　　徹
＊平塚　聖敏
＊福室　康介
　蔵岡　誉司
＊篠原　　徹
＊福室　康介
＊近藤　弘美
　富田　瑞樹
＊木村　昌史
　石井　政弘
　吉武　幸恵
　花田　真樹
　岸本　頼紀
　早稲田　篤志
　鈴木　英男
　肥後　利朗
＊伊藤　幸郎
＊西川　マキ
＊秋元　大輔
　茂住　和世
　中島　淳
＊中尾　宏
　西村　明
　河野　義広
　岸本　頼紀

基礎演習
哲学概論
レポートと文章作法

歴史学
文化人類学
心理学概論
法学概論

日本国憲法
経済学概論
情報法
市民活動論
人権・ジェンダー
社会学概論
基礎数学入門

基礎数学a

基礎数学b

生命倫理
環境学
数理科学
健康科学

特別講義a
特別講義b
特別講義c

知識創造の方法

基礎演習
総合基礎

知識創造

人文

社会

自然

特別講義

1
1
1

1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

1

1

1
1
1
1

1

F
F
F/L

F
L
L
F

F
F
L
F
F
L
F

F

L

L
F
L
F

F

1
2
2

2
2
2
2

2
2
2
1
1
2
2

2

2

2
2
2
2

2
2
2

2

◎
△
△

△
△
△
△

△
△
△
△
△
△
△

△

△

△
△
△
△

△
△
△

◎

◎
△
△

△
△
△
△

△
△
△
△
△
△
△

◎

◎

△
△
△
△

△
△
△

◎

◎
△
△

△
△
△
△

△
△
△
△
△
△
△

△

△

△
△
△
△

△
△
△

◎

◎

◎

◎

◎

II400-101
II501-101
II501-102

II501-103
II501-104
II501-105
II502-101

II502-102
II502-103
II502-104
II502-105
II502-106
II502-107
II503-101

II503-102

II503-103

II503-104
II503-105
II503-106
II503-107

II504-001
II504-002
II504-003

II400-106

◎

◎

◎
◎
◎

　　　共通科目
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科目区分 科目No.授業科目の名称
年

次

学

期 数
位
単

学系別必選区分 教　職

担当者
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学

情報基礎

キャリアデザイン

＊國府方　麗夏
＊渡邉　啓之
＊林　晃喜
＊更科　加代子
＊中尾　由美子
　髙橋　洋平
　高橋　洋平
＊水戸　俊介
＊太田　美智子
＊藪内　聡子
　池田　幸代
　樋口　大輔
＊中尾　宏
　早稲田　篤志
　釣井　達也
＊伊藤　幸郎
＊小出　英範
　堂下　浩
　吉澤　康介
　小早川　睦貴
　佐野　夏樹
＊吉富　公彦
＊木村　昌史
＊鈴木　敏彦
＊伊藤　幸郎
　佐野　夏樹
　川勝　英史
＊伊藤　幸郎
＊鈴木　俊彦
＊吉富　公彦
　井関　文一
　ﾏｯｷﾝ ｹﾈｽｼﾞｪｰﾑｽ
　朴　鍾杰
　早稲田　篤志
＊海老原　亨
＊平塚　聖敏
　小早川　睦貴
　井関　文一
　茨木　正治
　髙橋　洋平
　河野　義広
　樋口　大輔
　ﾏｯｷﾝ　ｹﾈｽｼﾞｪｰﾑｽ
　茂住　和世
　茂住　和世
　茂住　和世

コンピュータ英語a
コンピュータ英語b

ビジネス英語a
ビジネス英語b

経営と情報

コンピュータ概論

情報分析基礎

統計学

プログラミング入門

キャリアデザインa

キャリアデザインb

インターンシップ

日本の社会と生活文化(※)
ビジネスコミュニケーション(※)
リクルートコミュニケーション(※)

2
2

2
2

1

1

1

1

1

2

3

3

2
2
3

F
L

F
L

L

L

L

F

F

L

F

F
L
F

1
1

1
1

2

2

2

2

2

2

2

2

2
2
2

○
○

○
○

◎

◎

◎

◎

◎

△

△

△

△
△
△

○
○

○
○

◎

◎

◎

◎

◎

△

△

△

△
△
△

○
○

○
○

◎

◎

◎

◎

◎

△

△

△

△
△
△

◎

◎

◎

II300-201
II300-202

II300-203
II300-204

II100-101

II100-102

II100-103

II100-104

II100-105

II400-201

II400-301

II400-302

II400-202
II400-203
II400-303

◎

◎

【備考】
（１）授業科目の名称欄の（※）は外国人留学生対象科目を表す。また，（◇）は教職課程履修者対象科目を表す。
（２）学系別必選区分欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，－は履修不可科目，空欄は学系ごとに指定した単位まで自由選択可
　　　能な科目を表す。
（３）教職欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，＊は推奨科目を表す。
（４）担当者の前の＊は非常勤講師を表す。
（５）DS応用基礎欄の記号は，数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）に該当する必修科目（◎），選択科目（○）を
　　　表します。当該科目を履修し修了要件を満たすことで，本教育プログラムの修了者として認定されます。
　　　修了要件　必修科目：26単位、選択科目：10単位以上 合計：36単位以上

基
礎
教
育

実用語学
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科目区分 科目No.授業科目の名称
年

次

学

期 数
位
単

学系別必選区分 教　職

担当者
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学

専
門
基
礎

　専任教員
（各学系担当者）
（各学系担当者）
　鈴木　英男
　花田　真樹
　早稲田　篤志
＊伊藤　幸郎
＊平塚　聖敏
＊小出　英範
ﾏｯｷﾝ ｹﾈｽｼﾞｪｰﾑｽ
　岸本　頼紀
　斎藤　卓也
　早稲田　篤志
＊北風　和久
＊海老原　亨
＊平塚　聖敏
　田中　啓介
　鈴木　英男
　花田　真樹
　永井　保夫
　大見　嘉弘
　永井　保夫
　大見　嘉弘
　宇田川　佳久
　岸本　頼紀
　宇田川　佳久
　岸本　頼紀
　宇田川　佳久
　大城　正典
　斎藤　卓也
　村上　洋一
＊北風　和久
＊平塚　聖敏
＊渡辺　俊一
　宇田川　佳久
　大城　正典
　斎藤　卓也
　村上　洋一
＊北風　和久
＊平塚　聖敏
＊渡辺　俊一
　井関　文一
　井関　文一

総合情報学概論
学系基礎演習a
学系基礎演習b
情報システム学概論
IT基礎技術論

プログラミング基礎
プログラミング基礎演習

情報ネットワーク概論

アルゴリズムとデータ構造a

アルゴリズムとデータ構造b

システム設計論a

システム設計論b

プログラミング応用a
プログラミング応用a演習

プログラミング応用b
プログラミング応用b演習

情報通信システム論a
情報通信システム論b

共通

情報システム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
1
2
1
1

1
1

1

2

2

2

2

2
2

2
2

2
2

F
L
F
L
L

L
L

L

F

L

F

L

F
F

L
L

F
L

2
1
1
2
2

2
1

2

2

2

2

2

2
1

2
1

2
2

◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎

◎

○

○

○

○

◎
◎

◎
◎

○
○

◎
◎
◎
－
△

◎
◎

－

△

△

◎
◎
◎
－

－

△

△

◎
◎

◎

◎

◎

△
△

△
△

◎
◎

△

△

II400-102
II400-103
II400-204
II601-101
II601-102

II601-103
II601-104

II603-101

II601-201

II601-202

II602-201

II602-202

II601-203
II601-204

II601-205
II601-206

II603-201
II603-202

△

◎

△

　　　専門教育科目
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学則第14条第３項に定める「授業科目の履修方法及び単位の修得に関することについては，
本学則に定めるもののほかは，別に定める」とは，本書のこの部分を指します。
また，総合情報学部履修規程に関する内容も掲載しています。

総合情報学部の学修について
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総
合
情
報
学
部
の
学
修
に
つ
い
て



科目区分 科目No.授業科目の名称
年

次

学

期 数
位
単

学系別必選区分 教　職

担当者
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学

専
門
基
礎

　森口　一郎
　花田　真樹
　村上　洋一
　森口　一郎
　花田　真樹
　村上　洋一
　岸本　頼紀
　花田　真樹
　藤原　丈史
　宇田川　佳久
＊木村　昌史
　永井　保夫
　鈴木　英男
＊篠原　　徹
＊渡辺　俊一
＊篠原　　徹
＊渡辺　俊一
＊篠原　　徹
　釣井　達也
＊篠原　　徹
　釣井　達也
　佐野　夏樹
＊鈴木　聡
　川勝　英史
　藤原　丈史
＊平塚　聖敏
　藤原　丈史
　川勝　英史
　吉澤　康介
　蔵岡　誉司
　蔵岡　誉司
＊福室　康介
＊福室　康介
　釣井　達也
　釣井　達也
＊渡辺　俊一
　早稲田　篤志
　佐野　夏樹
　佐野　夏樹
　山口　豊
　小早川　睦貴
　小早川　睦貴
　山口　豊

Unix論a

Unix論b

情報システムアーキテクチャ

データベース論

人工知能a
ドローン工学
情報数学a

情報数学b

離散数学a

離散数学b

推測統計学

情報分析応用

データサイエンス概論
データ処理論

代数学a
代数学b
幾何学a
幾何学b
解析学a
解析学b
確率論
ネットワークとセキュリティ
データベース管理システム
多変量解析
臨床心理学概論
認知心理学
心理学研究法
心理アセスメント論

情報システム 

データサイエンス

2

2

2

2

2
2
1

2

1

2

1

2

1
2

2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2

F

L

F

L

L
F
L

F

L

F

L

F

L
L

F
L
F
L
F
L
L
L
L
L
F
F
L
F

2

2

2

2

2
2
2

2

2

2

2

2

2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

○

○

△

△

○
△
△

△

△

△

－

－
－
△

△

△

△

－

△

◎

◎

○

○

○

○

◎
△

○
○
○
○
○
○
○
△
△
△
○
△
△
△

－

△

△

△

△

○

－
△

△
△
△
△
△
△
△

◎

＊

＊

＊

＊

◎

◎
△

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

△

II601-207

II601-208

II602-203

II602-204

II602-205
II604-201
II701-101

II701-201

II701-102

II701-202

II702-101

II702-201

II703-101
II703-201

II701-203
II701-204
II701-205
II701-206
II701-207
II701-208
II701-103
II703-102
II703-202
II702-202
II704-201
II704-202
II704-203
II704-204

△

◎

◎

◎

△

△

△
△
△

【備考】
（１）授業科目の名称欄の（※）は外国人留学生対象科目を表す。また，（◇）は教職課程履修者対象科目を表す。
（２）学系別必選区分欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，－は履修不可科目，空欄は学系ごとに指定した単位まで自由選択可
　　　能な科目を表す。
（３）教職欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，＊は推奨科目を表す。
（４）担当者の前の＊は非常勤講師を表す。
（５）DS応用基礎欄の記号は，数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）に該当する必修科目（◎），選択科目（○）を
　　　表します。当該科目を履修し修了要件を満たすことで，本教育プログラムの修了者として認定されます。
　　　修了要件　必修科目：26単位、選択科目：10単位以上 合計：36単位以上
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科目区分 科目No.授業科目の名称
年

次

学

期 数
位
単

学系別必選区分 教　職

担当者
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学

専
門
基
礎

　山口　豊
　山口　豊
　小早川　睦貴
　原田　恵理子
　村上　洋一
　未定
　村上　洋一
　富田　瑞樹
　富田　瑞樹
　富田　瑞樹
　朴　鍾杰
　堂下　浩
　植田　寛
　藤田　修平
　藤田　修平
　藤田　修平
　西村　明　
　西村　明　
　西村　明
　松下　孝太郎
　安岡　広志
　中島　淳
　松下　孝太郎
　安岡　広志
　中島　淳
　玉川　博章
　中島　淳
　西村　明
　未定
　小須田　健　
　未定
　未定
　髙橋　洋平
　圓岡　偉男
　樋口　大輔
　池田　幸代
　樋口　大輔
　堂下　浩
＊森山　賢一
　田邊　昭雄
＊田子　健
　原田　恵理子
＊角田　哲哉
＊森山　賢一
　原田　恵理子
＊江島　顕一

人間関係論
心理データ解析

学校心理学
分子生物情報学
計算生物学概論
生命情報学
環境情報論
地理情報システムa
地理情報システムb
画像情報論
情報メディア概論
映像メディア表現
映像表現基礎Ⅰ
映像表現基礎Ⅱ
ドキュメンタリー制作入門
音響メディア論
サウンドデザイン
音響技術Ⅰ
コンピュータグラフィックス基礎

コンピュータグラフィックス論
コンピュータグラフィックス演習
Webデザイン演習
ゲーム制作基礎
情報メディア論
視覚デザイン論
知覚心理学
文化社会論
コミュニケーション論
マスメディア論
社会心理学
海外事情
社会調査法
経営学概論
経営組織論
マーケティング論
国際経済と金融概論
教育原理
教職概論
教育制度論
教育心理学
特別支援教育
教育課程編成論
道徳教育の理論と方法

データサイエンス

情報メディア

教職課程

2
2

2
1
2
2
2
2
2
2
1
1
1
2
2
1
2
2
2

1
3
2
2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2

L
F

L
L
F
L
L
F
L
L
L
L
L
F
F
L
L
F
L

L
L
F
F
L
L
L
L
F
F
L
L
F
L
F
L
F
L
F
F
F
L
L
L

2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

△
△

－

△

△
△
△
△
△

△

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

△
○

△
○
○
△
△
○
△
○
－

○

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

△
△

△

△
◎
○
○
○
○
○
△
△
△

○
△
△
△
○
△
△
△
△
△
△
△
△
○
○
△
○
－
－
－
－
－
－
－

◎

◎
△

◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

II704-205
II704-206

II704-207
II704-101
II704-208
II704-209
II704-210
II704-211
II704-212
II704-213
II802-101
II801-101
II801-102
II801-201
II801-202
II801-103
II801-203
II801-204
II801-205

II801-104
II801-301
II801-206
II801-207
II801-105
II801-208
II801-209
II802-201
II802-202
II802-203
II802-204
II802-205
II802-206
II803-101
II803-201
II803-202
II803-203
II901-101
II901-102
II901-201
II901-202
II901-203
II901-204
II901-205
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学則第14条第３項に定める「授業科目の履修方法及び単位の修得に関することについては，
本学則に定めるもののほかは，別に定める」とは，本書のこの部分を指します。
また，総合情報学部履修規程に関する内容も掲載しています。

総合情報学部の学修について
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総
合
情
報
学
部
の
学
修
に
つ
い
て



科目区分 科目No.授業科目の名称
年

次

学

期 数
位
単

学系別必選区分 教　職

担当者
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学

専
門
応
用

＊齋藤　諭
＊富樫　春人
＊森山　賢一
＊秋元　大輔
　田邊　昭雄
　原田　恵理子
　原田　恵理子
　田邊　昭雄
　肥後　利朗
　原田　恵理子
　田邊　昭雄
　肥後　利朗
　原田　恵理子
　田邊　昭雄
　肥後　利朗
　原田　恵理子
　田邊　昭雄
＊鈴木　二正
＊大橋　真也
＊大串 一彦
＊大串 一彦
　肥後　利朗
　肥後　利朗
　田邊　昭雄
　原田　恵理子
　肥後　利朗
　永井　保夫
　大見　嘉弘
　河野　義広
　永井　保夫
　河野　義広
　井関　文一
　岸本　頼紀
　岸本　頼紀
　井関　文一
　森口　一郎
　井関　文一
　森口　一郎
　河野　義広
　大見　嘉弘
　河野　義広
　大見　嘉弘
　大城　正典

総合的な学習の時間の理論と方法
特別活動の理論と方法
教育方法論
ICTを活用した教育の理論と方法
生徒指導・進路指導論
教育相談論
教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

教職実践演習(中・高)

情報と職業

情報科教育法a
情報科教育法b
数学科教育法a
数学科教育法b
数学科教育法c
数学科教育法d
学校インターンシップ

Webシステムプログラミング
Webシステムプログラミング演習 

システムプログラミング
システムプログラミング演習
ネットワークセキュリティ論
ソフトウェア工学a
ソフトウェア工学b
ネットワークプログラミングa
ネットワークプログラミングa演習
ネットワークプログラミングb
ネットワークプログラミングb演習
サイバーフィジカルシステムa

サイバーフィジカルシステムb

言語処理論

情報システム

3
3
2
2
3
3

3･4

3･4

4

3

3
3
3
3
3
3
2

3
3

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

3

3

F
L
L
L
F
L

L

F

F
L
F
L
F
L

F
F

L
L
L
F
L
F
F
L
L
F

L

L

1
1
2
2
2
2
3

2

2

2

2
2
2
2
2
2
2

2
1

2
1
2
2
2
2
1
2
1
2

2

2

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

－

◇

◇

◇
◇
－
－
－
－
◇

◎
◎

○
○
△
○
○
○
○
○
○
○

○

△

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇

◇

－

－
－
◇
◇
◇
◇
◇

－
－
－
－
－
－
－

－

－

－

－
－
－
－
－
－
－

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎

◎

◎
◎

◎

△
△

△
△
△
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎

◎

◎
◎
◎
◎
◎

II901-301
II901-302
II901-206
II901-207
II901-303
II901-304
II901-305

II901-401

II901-402

II901-306

II902-301
II902-302
II902-303
II902-304
II902-305
II902-306
II901-208

II601-301
II601-302

II602-301
II602-302
II603-301
II604-301
II604-302
II603-302
II603-303
II603-304
II603-305
II604-303

II604-304

II604-305

専
門
基
礎

教職課程

【備考】
（１）授業科目の名称欄の（※）は外国人留学生対象科目を表す。また，（◇）は教職課程履修者対象科目を表す。
（２）学系別必選区分欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，－は履修不可科目，空欄は学系ごとに指定した単位まで自由選択可
　　　能な科目を表す。
（３）教職欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，＊は推奨科目を表す。
（４）担当者の前の＊は非常勤講師を表す。
（５）DS応用基礎欄の記号は，数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）に該当する必修科目（◎），選択科目（○）を
　　　表します。当該科目を履修し修了要件を満たすことで，本教育プログラムの修了者として認定されます。
　　　修了要件　必修科目：26単位、選択科目：10単位以上 合計：36単位以上
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科目区分 科目No.授業科目の名称
年

次

学

期 数
位
単

学系別必選区分 教　職

担当者
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学
　ﾏｯｷﾝ ｹﾈｽｼﾞｪｰﾑｽ
　ﾏｯｷﾝ ｹﾈｽｼﾞｪｰﾑｽ
　大城　正典
　大城　正典
　鈴木　英男
　早稲田　篤志
　花田　真樹
　佐野　夏樹
＊内田　治
　藤原　丈史
　藤原　丈史
　川勝　英史
　川勝　英史
　鈴木　英男
　蔵岡　誉司
＊渡辺　俊一
　鈴木　英男
　小早川　睦貴
　小早川　睦貴
　山口　豊
　山口　豊
　山口　豊
　田中　啓介
　田中　啓介
　田中　啓介
　富田　瑞樹
　富田　瑞樹
　朴　鍾杰
　朴　鍾杰
　朴　鍾杰
　朴　鍾杰
　藤田　修平
　植田　寛
　見上　裕昭
　伊藤　敏朗
　西村　明
　未定
　中島　淳
　圓岡　偉男
　未定
　未定
　茂住　和世
　池田　幸代
　堂下　浩
　樋口　大輔

人工知能b
人工知能c
ゲームプログラミングa
ゲームプログラミングb
暗号理論a
暗号理論b
情報通信ネットワーク論
データマイニング
応用統計学
データ解析システム
データ可視化法
数値計算プログラミング
最適化理論
計算機数論
整数論
微分方程式論
符号理論
心理学実験Ⅰ
心理学実験Ⅱ
心理アセスメント演習
メンタルヘルスケア演習
メンタルヘルスケア論
生命情報学演習
生命情報解析学
生命情報解析学演習
環境解析論
環境調査演習

環境リモートセンシング
物体・画像認識演習
パターン認識と機械学習
映像制作論a
映像制作論b
身体表現
スクリーンライティング
感性音響学
音響技術Ⅱ
出版メディア論
現代社会学
情報政治学
ジャーナリズム論
異文化コミュニケーション論
マーケティング・コミュニケーション論
金融論
経営戦略論

情報システム

データサイエンス

情報メディア

3
3
3
3
2
3
3
3
3
3
3
3
3
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

3
3
3
2
3
3
2
3
2
3
3
3
3
3
3
3
3

F
L
F
L
L
F
F
L
F
F
L
F
L
F
L
F
F
F
L
L
L
F
F
F
L
F
L

L
F
F
L
F
F
F
F
L
F
L
F
L
L
F
F
F

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
2
1
2
1
2
1

2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

○
△
△
△
○
○
△
△
△
△
△

△

△

△

△
△

△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△

△
△
△

△
△
△
△

△

△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△

△
＊
＊
△

＊

△
△
△
△
△
＊
△
＊
＊

II602-303
II602-304
II604-306
II604-307
II603-203
II603-306
II603-307
II703-301
II702-301
II703-302
II703-303
II703-304
II703-305
II703-203
II701-209
II701-301
II701-302
II704-301
II704-302
II704-303
II704-304
II704-305
II704-306
II704-307
II704-308
II704-309
II704-310

II704-311
II704-312
II704-313
II801-210
II801-302
II801-303
II801-211
II801-304
II801-212
II802-301
II802-302
II802-303
II802-304
II802-305
II803-301
II803-302
II803-303

◎
△

◎

◎
△

△

専
門
応
用
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学則第14条第３項に定める「授業科目の履修方法及び単位の修得に関することについては，
本学則に定めるもののほかは，別に定める」とは，本書のこの部分を指します。
また，総合情報学部履修規程に関する内容も掲載しています。
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科目区分 科目No.授業科目の名称
年

次

学

期 数
位
単

学系別必選区分 教　職

担当者
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学

　　〇ステップ履修科目

　　〇看護学部看護学科の他学科履修

科目区分 科目名 学年 学期
専門基礎（情報メディア）
専門基礎（情報メディア）

映像表現基礎Ⅰ
映像表現基礎Ⅱ

1
2

L
F

専門基礎（情報メディア）
専門応用（情報メディア）

音響技術Ⅰ
音響技術Ⅱ

2
2

F
L

専門応用（データサイエンス）
専門応用（データサイエンス）

心理学実験Ⅰ
心理学実験Ⅱ

3
3

F
L

卒業研究
卒業研究

卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

3
4

総合情報学部の学生が看護学部の科目を履修したい場合は履修登録期間内に学生教務課に申し出ること。
対象となる授業科目は以下の科目区分内の科目です。
・専門基礎科目-健康支援と社会生活の仕組み
・統合領域（卒業論文ゼミナール、統合実習を除く）
※科目の詳細はP133－134に記載の看護学部の授業科目表を確認してください。  

　　〇セット履修科目

科目区分 科目名 学年 学期
専門基礎（情報システム）
専門基礎（情報システム）

プログラミング基礎
プログラミング基礎演習

1
1

L
L

専門基礎（情報システム）
専門基礎（情報システム）

プログラミング応用a
プログラミング応用a演習

2
2

F
F

専門基礎（情報システム）
専門基礎（情報システム）

プログラミング応用b
プログラミング応用b演習

2
2

L
L

専門応用（情報システム）
専門応用（情報システム）

ネットワークプログラミングb
ネットワークプログラミングb演習

3
3

L
L

専門応用（情報システム）
専門応用（情報システム）

Webシステムプログラミング
Webシステムプログラミング演習 

3
3

F
F

専門応用（情報システム）
専門応用（情報システム）

ネットワークプログラミングa
ネットワークプログラミングa演習

3
3

F
F

専門応用（情報システム）
専門応用（情報システム）

システムプログラミング
システムプログラミング演習 

3
3

L
L

　堂下　浩
　堂下　浩
　樋口　大輔
　池田　幸代
（専任教員）
（専任教員）
（専任教員）

経営ケーススタディ
中小企業論
マーケティング戦略論
ブランドマネジメント論
専門演習
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

情報メディア 3
3
3
3
2
3
4

F
L
L
L
L

2
2
2
2
1
4
6

◎
◎
◎

◎
◎
◎

△
△
△
△
◎
◎
◎

II803-304
II803-305
II803-306
II803-307
II400-207
II400-304
II400-401

卒業研究

専
門
応
用

【備考】
（１）授業科目の名称欄の（※）は外国人留学生対象科目を表す。また，（◇）は教職課程履修者対象科目を表す。
（２）学系別必選区分欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，－は履修不可科目，空欄は学系ごとに指定した単位まで自由選択可
　　　能な科目を表す。
（３）教職欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，＊は推奨科目を表す。
（４）担当者の前の＊は非常勤講師を表す。
（５）DS応用基礎欄の記号は，数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）に該当する必修科目（◎），選択科目（○）を
　　　表します。当該科目を履修し修了要件を満たすことで，本教育プログラムの修了者として認定されます。
　　　修了要件　必修科目：26単位、選択科目：10単位以上 合計：36単位以上
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科目区分 科目No.授業科目の名称
年

次

学

期 数
位
単

学系別必選区分 教　職

授　業　概　要
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学

◎

全
学
基
礎

情報リテラシー演習

情報社会とAI

スポーツ演習a
スポーツ演習b
スポーツ演習c
スポーツ演習d
英語a

英語b

英語c

英語d

中国語a

中国語b

ハングル・韓国語a

現代実学

スポーツ

外国語

1

1

1
1
1
1
1

1

1

1

2

2

2

F

F

F/L
F/L
F/L
F/L
F

L

F

L

F

L

F

2

2

1
1
1
1
1

1

1

1

1

1

1

◎

◎

○
○
○
○
◎

◎

◎

◎

○

○

○

◎

◎

○
○
○
○
◎

◎

◎

◎

○

○

○

◎

◎

○
○
○
○
◎

◎

◎

◎

○

○

○

◎

◎

○
○
○
○
◎

◎

◎

◎

◎

○
○
○
○
◎

◎

◎

◎

UC100-101

UC100-102

UC200-101
UC200-102
UC200-103
UC200-104
UC300-101

UC300-102

UC300-103

UC300-104

UC300-201

UC300-202

UC300-203

大学生として，講義や演習を履修していく上で不
可欠なコンピュータ利用技法およびデータ分析
の基礎を学ぶ。文書作成，表計算やグラフ作成，プ
レゼンテーション，インターネットを用いたコミ
ュニケーションと情報収集・発信，画像・音声の
利用と処理，コンピュータとネットワークの基本
的な仕組みの理解，コンピュータ社会に関わる諸
問題など幅広く学ぶことで，問題解決のための基
礎的素養を身につけることを目指す。

今日の情報社会の基礎的教養である，情報モラ
ル，データ処理，AI 等の基礎について講義を行う。
また，情報セキュリティやプログラミングについ
ての基礎知識を学習する。この講義を通して，情
報社会における基礎的教養やモラルやセキュリ
ティの基礎を提供する。
健康管理と生涯スポーツ学習を目的とし，屋内外のスポーツ
種目を実施する。いずれの時間で受講してもかまわないが，ス
ポーツ種目により，開講時間が異なる。ボールスキル ( バスケ
ットボール，フットサル )，ラケットスキル ( テニス，バドミントン
)，トレーニング，さらに冬季集中スキー or スノーボードなどで
ある。1 単位選択必修，a ～ d まで最大 4 単位受講可能。
中学・高校で培ってきた英語力をさらに向上させ
ることにより，実践的な運用力ならびに専門的なト
ピックを英語で理解・表現するための応用力習得
の基盤形成を共通目標とする。プレイスメントテス
トの結果に基づきクラス分けを行い，初級クラスで
は基礎的な語彙・文法事項を集中的に学び直し，
中級・上級クラスでは社会問題や先端技術に関す
る英語文献を取り上げながら，語彙・文法力と４技
能の向上をバランス良く目指していく。
中学・高校で培ってきた英語力をさらに向上させ
ることにより，実践的な運用力ならびに専門的なト
ピックを英語で理解・表現するための応用力習得
の基盤形成を共通目標とする。プレイスメントテス
トの結果に基づきクラス分けを行い，初級クラスで
は基礎的な語彙・文法事項を集中的に学び直し，
中級・上級クラスでは社会問題や先端技術に関す
る英語文献を取り上げながら，語彙・文法力と４技
能の向上をバランス良く目指していく。
グローバル化が進み，近年 TOEIC テストは企業の
人事採用や昇進・昇格の要件として活用されてお
り，年々需要が高まってきている。この授業では，
TOEIC あるいは TOEIC BRIDGE に焦点を当て，
実社会でも役立つ基礎的な英語力と知識を身につ
けていく。通訳訓練法のシャドーイングやクイック
レスポンス，スラッシュリーデイングなども取り入
れ，語彙力向上，4 技能のバランスの取れた向上を
目指し，双方向の授業をしていく。
TOEIC の入門編といえる TOEIC BRIDGE の形
式，とくにリスニングとリーディングの形式に慣
れ，実際の公開テストにおいて一定以上の点数が
とれることを目標とする。授業では英語の 4 技能
をバランスよく身につけるよう指導していく。公
開テストで大学生としての平均点をクリアする
には授業だけでなく，みずから自習することも大
事になってくる。自発的に自習する習慣を身につ
けてほしい。
中国語を初めて学ぶ人を対象に，発音の基礎，ロ
ーマ字による表記法と基本構文を習得させ，置き
換え練習及び会話への応用を中心に基本的な会
話力を養成する。

「中国語 a」で習得した発音の基礎，ローマ字による
表記法と基本構文の理解をより定着させるため，置
き換え練習及び応用会話を中心に行い，中国語によ
る基本的なコミュニケーション能力を養成する。

韓国語は日本に一番近い隣国で話されている言語である。日本
語に比べ，母音子音ともに数が多いため，発音や文字（ハング
ル）を覚えるのに，ある程度時間がかかるし，努力も必要になる。
ただ，一度文字と発音をマスターしてしまうと，語順は日本語と
同じなので，割合速く進むことができるはずで，自己紹介をはじ
め，身の回りの事柄を簡単に表現する練習をしていきたい。

４）授業概要

【備考】
（１）授業科目の名称欄の（※）は外国人留学生対象科目を表す。
（２）授業科目の名称欄の（◇）は教職課程履修者対象科目を表す。
（３）必選区分欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，－は履修不可科目，空白は学系ごとに指定した単位数まで自由選択を表す。
（４）教職欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，＊は推奨科目を表す。
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科目区分 科目No.授業科目の名称
年

次

学

期 数
位
単

学系別必選区分 教　職

授　業　概　要
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学

◎

ハングル・韓国語b

日本語a(※)

日本語b(※)

日本語c(※)

日本語d(※)

基礎演習

哲学概論

レポートと文章作法

歴史学

文化人類学

心理学概論
法学概論

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
1

L

F

L

F

L

F

F

F/L

F

L

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

○

◎

◎

◎

◎

◎

△

△

△

△

△

○

◎

◎

◎

◎

◎

△

△

△

△

△

○

◎

◎

◎

◎

◎

△

△

△

△

△

◎ ◎

UC300-204

UC300-105

UC300-106

UC300-107

UC300-108

II400-101

II501-101

II501-102

II501-103

II501-104

「ハングル・韓国語 a」で習得したことを土台に
して，読む，聞く，話す，書く力を伸ばしていく。語
彙を増やし，動詞や形容詞の活用を習得すること
によって，口頭であるいは文章で，自分の言いた
いことを表現できるようにしていきたい。また，
韓国語を学ぶことを通じて，韓国の人々の心に少
しでもふれていけるように心がけたい。

語彙力増強，及び，日本語を用いた資料の作成や
論述文の書き方などを身に付けることを目指す。
そのための基礎的なスキルからその応用まで、既
習の日本語の知識を踏まえながら，幅広く学び，
大学生として必要な日本語の表現力・発信力を
高めていく。
文章読解や要約を通して専門的な文章が読める
ようになることや正確に書く力をつけるための
練習を積む。また，文章のテーマを発展させた内
容についての理解を話し合いを通じて日本社会
や文化についての理解・興味関心を深めていく。

日本語を用いた資料の作成や状況に応じて話す
ことを通じ，プレゼンテーションにおける構成
や、会話のストラテジ―をより意識した表現力・
発信力を身につけることを目指す。また，語彙力
を高めるとともに，間違いやすい文法・表現に留
意して、正確な運用ができるようにする。

本演習科目では，初年次教育を実施する科目とし
て位置付けており，少人数のクラスにおいて，履
修計画の確認・指導をはじめ、大学の施設（図書
館，情報サービスセンター等）を理解し，今後の学
修におけるそれらの活用法を学ぶ。さらに，レポ
ートの書き方などを含む，コミュニケーション能
力（読む，書く，聞く，話す，問う）の向上を図るた
めの基礎を学ぶ。

文章読解や要約を通して，文と文の関係、段落間
の関係などレポートを書くために必要な基礎知
識を学ぶ。また，伝える相手にとってわかりやす
い表現、正確な文法，根拠を伴う意見をどう発信
するかなどについて意識させ，日本語レベルの向
上につなげる。

哲学的世界概念の変遷というテーマで，古代から現代
にいたる哲学的思索の変遷をたどり，哲学的思索の固
有性がどのようなところにあるのか，その一端を理解
してもらう。

大学生としてまず必要になるレポートや論文の
作成に必要な事柄をワークブック形式の教科書
を通じて学習する。同時に，そうした学習を通じ
て将来的にあらゆる場面で必要となる的確な文
章力，表現力の基礎を養う。ここで使用する教科
書は，4年次における卒業論文執筆の際に役立つ
ものとして選定している。

本講義は，歴史の中でも日本の近代史（明治～大
正～昭和 20 年）を中心とした講義である。歴史
（近代史）上の出来事について単に暗記するので
はなく，特に日本がかかわった様々な戦争や軍隊
に関する問題に注目し，ある出来事が「なぜ起こ
ったのか＝過程・原因」，「その後どのようになっ
たのか＝結果・影響」を「考える」ことを中心に進
めていく。
本科目は，自分とポピュラーカルチャーとの関係
を問い直すことを目標とするものである。主に論
点としてとりあげるのは，人々が社会や共同体の
在り方をどのように認識しており，マンガ・アニ
メ作品は，その認識を作品にどう反映してきた
か，という問題である。その問いを通して自分が
幼い頃からごく自然に接してきたものとの関係
を考え直すことは，現在自分が身を置いている文
化というものとは何か，ということに対する興
味・関心を必然的に生み出すものである。そして，
その興味・関心は，文化の中での人間の行動とは
どういうものなのか，そして，それはどうすれば
捉えうるものなのか，というさらなる問題意識を
生み出すことであろう。

外国語

基礎演習

人文

全
学
基
礎

基
礎
教
育

総
合
基
礎

【備考】
（１）授業科目の名称欄の（※）は外国人留学生対象科目を表す。
（２）授業科目の名称欄の（◇）は教職課程履修者対象科目を表す。
（３）必選区分欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，－は履修不可科目，空白は学系ごとに指定した単位数まで自由選択を表す。
（４）教職欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，＊は推奨科目を表す。
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科目区分 科目No.授業科目の名称
年
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学
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位
単

学系別必選区分 教　職

授　業　概　要
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学

◎

◎

◎

心理学概論

法学概論

日本国憲法

経済学概論

情報法

市民活動論

人権・ジェンダー

社会学概論

基礎数学入門

基礎数学a

基礎数学b

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

L

F

F

F

L

F

F

L

F

F

L

2

2

2

2

2

1

1

2

2

2

2

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

◎

◎

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

◎

◎

◎

II501-105

II502-101

II502-102

II502-103

II502-104

II502-105

II502-106

II502-107

II503-101

II503-102

II503-103

人の心について知ることは，社会の中でより良く
生きていくために重要な要素である。本講義では
心理学の様々な領域について，それぞれどのよう
な内容を対象としているかについて説明する。心
について幅広い知識を得ることで，生活の様々な
側面に心理学的な知見が生きていることを知り，
心理学的な見方を持つための基礎を身につける。

法は，ビジネス社会，商品交換社会，情報化社会な
どと称される現代社会において重要な社会規範
の一つである。法が社会において担っている役割
を学び，自由・平等な社会における法規範の効力・
限界，及びあるべき姿を「私法」領域を中心に判例
など実際の事件も利用して考察する。
日本で最重要な法である日本国憲法を，日本で生
活する我々が知らないわけにはいかない。日本国
憲法は，その成立から 60年が経ち，最近憲法改
正の議論も盛んである。本講義では，この憲法に
どのようなことが書かれていて，どのようなこと
が問題となっているかを学習する。
講義では，経済理論の初学者向けにアレンジした
教養の経済学を紹介する。古典派経済学のアダム
スミスやリカードなどの経済学から今日の経済学
に至るまでの理論的な発展の流れを理解する。特
に，｢新古典派経済学｣や｢マルクス経済学｣，「ケイ
ンズ経済学」など主要な理論を紹介していく。な
お，本講義では折に触れて今日的な課題である「財
政・金融危機」など具体的な問題も取り上げる。
情報化が進む今日の社会の中で，「情報」が法律上
どのように法的位置にあるか，また，どのような
法律上の問題があるのかを考えます。技術情報
（特許やトレードシークレット）の保護やその取
得，利用を中心にした問題と，インターネット上
で取引されるコンテンツやコンピューター・ソ
フトウェアの保護，インターネット利用にかかわ
る法律問題を中心に，新しい事例を紹介しながら
講義します。
本科目では地域社会におけるさまざまな市民活動・住民活
動・当事者活動・ボランティア活動の実際を紹介し，情報
発信としてのこれらの役割や，社会の中で果たす役割につ
いて考える。その中で，実践的側面から具体的な参加の手
法，プログラム開発の手法などを学び，市民としての学生が
ボランティア論の構築に向けて歩みだすことができる体験
学習を促す。ゲストスピーカーからの，エンパワメントによ
る市民活動，情報活用発信としての市民活動，地域活性化と
市民活動など，地域社会の変化について考える。
現代社会に残る様々な差別を通して，保健医療福
祉の専門職として理解しておくべき人権やジェ
ンダーに関わるテーマについて考えていく。障害
者の人権に関する歴史的な背景，障害当事者の活
動，障害者差別撤廃・解消活動の推進と現状と今
後の課題について学ぶ。
本講義は，社会学の基礎概念，および，社会学史の
解説をとおして社会理解の基礎付けを行う。同時
に事例として現代社会の社会問題を取り上げ，複
合的な社会理解を促したい。

基礎数学入門では、代数学，幾何学、解析学および
確率統計学の基礎について、具体例を含めてその
理論を深く学ぶ。これらを学ぶことで，数学を基
礎とする数理科学，情報科学，社会科学への理解
が一層深まり，基礎数学を学ぶことの面白さを体
感できる。
様々な初等関数 (多項式関数，三角関数，指数関
数，対数関数 )の基本的特徴を学習する。また，本
講義で紹介する内容は後期開講予定の基礎数学
bで取り扱う微分・積分を理解するための必須項
目である。授業は黒板での演習を行いながら，計
算問題を中心に講義を進める。
前期開講予定の基礎数学aでの学習内容を踏まえ
て，微分積分学の基礎を学習する。関数の極限，微
分の計算とその応用，不定積分・定積分の計算と
その応用までを，演習を行いながら解法を中心に
講義を進める。

人文

社会

自然

基
礎
教
育

総
合
基
礎
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報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
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礎

情

報

数

学

◎

◎

◎

生命倫理

環境学

数理科学

健康科学

特別講義a

特別講義b

特別講義c

知識創造の方法

コンピュータ英語a

コンピュータ英語b

ビジネス英語a

ビジネス英語b

1

1

1

1

1

2

2

2

2

L

F

F

F

F

F

L

F

L

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

△

△

△

△

△

△

△

◎

○

○

○

○

△

△

△

△

△

△

△

◎

○

○

○

○

△

△

△

△

△

△

△

◎

○

○

○

○

I503-104

II503-105

II503-106

II503-107

II504-001

II504-002

II504-003

II503-108

II300-201

II300-202

II300-203

II300-204

生命科学の進展に伴い，誕生する前から死に到る
まで，私たちのいのちへさまざまな先進技術の介
入が行われる時代になった。クローン技術や究極
の個人情報であるゲノム配列情報等が容易に入
手できる時代に，個々の事象のはらむ倫理的問題
に対する洞察や幅広い検討が追いついていない
のが実情である。本講義では，始めに先端生命科
学のトピックスを分かり易く紹介し，そこから生
じる命の尊厳を脅かす危惧について考える。健
康，医療を生命倫理の立場から捉え，一般人をも
巻き込む生命科学の技術に対する深い洞察力と
豊かな人間観を養うことを目指す。
生態系とは何か，生命が地球環境の形成にどのよ
うに関わってきたかを生命と環境の相互作用か
ら理解し，地球上における人間と環境との関わり
について概説する。

多くの自然現象から生命現象，社会現象に至るま
で，全く別の現象に見えても数理的な観点を通して
みると，類似性や普遍性が見いだされる現象は多
い。本講義では自然科学全般に横たわるこうした現
象を例に挙げながら数理モデル化し，そこから導き
出される興味深い結果について紹介していく。
各分野専門家によるオムニバス形式で，スポー
ツ，健康，保健，医療，さらにはコンディショニン
グ等にかかわる問題をテーマにして知識・理解
を深める。また，自分自身がスポーツを行う場合
や指導する場合は " 生かせる知識 " であり，日本
スポーツ協会の指導員資格にも関連し，医学的知
識，栄養等のテーマも講義する。

幅広い興味関心のもとで学生として十分な教養
を身につけることを目標とする総合基礎科目を
より充実させるという観点から，本学の学びとは
比較的縁は薄いが「おもしろい」領域，多数の領域
にまたがる複合的な研究，あるいは必ずしも「学」
として熟していないが注目を集めている分野な
どを随時，取り上げていく。なお，学外資金による
寄付講座的なものについても，ここで開講する。

少人数のチームの中で能動的に学び，得た知識を
応用・活用し，新たな知を創造する経験を通じて，
議論する力と問題解決する力を育む。協働学習を
ベースに，身近なテーマや企業の経営課題、社会課
題など様々な課題に主体的に取り組んで学び合
い、その成果を発表し合うこと、またそれらの過程
を振り返ることによって，実践的な学びを深める。

コンピューターの基本操作や関連用語について
英文で取り上げた専用テキストを用いて，語彙・
文法だけでなく専門的なトピックを英語で理解・
表現するための力を養成することを目的とする。

情報学の関連領域における諸概念・研究動向を
題材とした英文を読解しながら，これまで培って
きた英語力を実践的かつ学際的な需要に対応で
きるレベルまで発展させることを目的とする。
特定の業界・職種に限定することなく広範なビ
ジネス場面を想定して，自己紹介，英文メール作
成，アポイントメントの取得，ビジネスディスカ
ッションなどで求められる実践的なビジネス英
語を基礎から学ぶ。４技能を総合的に向上させる
ことを目的とする。
ビジネスコミュニケーションで用いられる総合的
な英語力の更なる養成を目指し，自分の意見を英
語で伝える機会に慣れることで，作法に従って臆
せず臨むことができるようになることを目的とす
る。また，適宜 TOEIC L&R/Bridge の問題演習を
実施し，さらなるインプット学習を奨励する。

特別講義

知識創造

実用語学

自然基
礎
教
育

総
合
基
礎

【備考】
（１）授業科目の名称欄の（※）は外国人留学生対象科目を表す。
（２）授業科目の名称欄の（◇）は教職課程履修者対象科目を表す。
（３）必選区分欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，－は履修不可科目，空白は学系ごとに指定した単位数まで自由選択を表す。
（４）教職欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，＊は推奨科目を表す。
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Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学

◎

◎

◎

◎

◎

情報基礎

キャリアデザイン

経営と情報

コンピュータ概論

情報分析基礎

統計学

プログラミング入門

キャリアデザインa

キャリアデザインb

インターンシップ

日本の社会と
生活文化(※)

ビジネスコミュニ
ケーション(※)

リクルートコミュ
ニケーション(※)

1

1

1

1

1

2

3

3

2

2

3

L

L

L

F

F

L

F

F

L

F

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

◎

◎

◎

◎

◎

△

△

△

△

△

△

◎

◎

◎

◎

◎

△

△

△

△

△

△

◎

◎

◎

◎

◎

△

△

△

△

△

△

II100-101

II100-102

II100-103

II100-104

II100-105

II400-201

II400-301

II400-302

II400-202

II400-203

II400-303

企業を経営していく上で必要不可欠な経営資源とし
て，従来から言われていた「ヒト，モノ，カネ」に加え
て，「情報」が挙げられるようになった。今日の企業は
業種や規模のいかんを問わず，PC，コンピュータ，イ
ンターネット，とその他各種の情報システム等々の

「ICT（Information and CommunicationTech-
nology，情報通信技術）」を，程度の差こそあれ，何ら
かの形で利用している。場合によっては，ICT なしで
は企業活動が成り立たない企業や業界もある。 本講
義は「経営に必要とされる情報の在りかた」，「職業人
が共通に備えておくべき ICT の基礎知識」のうち，
純粋な技術論を除いた分野の基礎を幅広く学ぶ。  
現在のＩＴ社会で常識として知っておいて貰い
たいコンピュータ全般の技術や利用方法の基礎
を学習する。
様々な種類のデータを取り上げ，必要最小限の技術を
習得することで，データ処理の基本を身につけるとと
もに、データ処理に必要なセンスの獲得を目指す。
データの背後にある情報を引き出すための方法と
して統計的手法がある。統計的手法はあらゆる分野
で活用されており，研究活動におけるデータ処理の
技法としても活用されている。本講座では統計的手
法の基礎知識を習得することをねらいとする。具体
的には，記述統計学と呼ばれる分野を講義する。
本授業は Python 言語を用いて，コンピュータプ
ログラミングを概観する。さらにユーザ定義関数
や標準入出力を用いる基本的なプログラミング
の仕組みを学習する。

本学の「総合的キャリア教育」の一環として、将来
の進路選択に向けて「自分を知る」ことに重点を置
いて授業を進める。自分の進路を主体的に選択し，
その実現に向けて行動する積極性が重要になる。
授業の主要な目的は、下記のとおりである。
・進路選択のための知識・情報を得る。
・就職活動全体の流れを理解する。
・自己分析の基礎を学ぶ。
・就職活動に主体的に取組む意識を高める。
本学の「総合的キャリア教育」の一環として，将来
の職業選択に向けて「社会と自分をつなげる」こ
とに重点を置いて授業を進める。自分の職業を主
体的に選択し，その実現に向けて行動する積極性
が重要になる。授業の主要な目的は，次の２点で
ある。1. 社会および企業が求める人材の基礎的能
力を実践的に理解し，それに必要な能力を体得す
る。2. 企業等が求める人材を判断する就職試験を
意識して，必要な能力を高める。

本科目は，本学のキャリア支援を目的としたキャ
リアデザイン科目のひとつである。インターンシ
ップ受入企業での就業体験に加えて，「事前講座」

「マナー講座」「振り返りグループワーク」「成果報
告会」などの事前事後のフォローアップを通じて

「職業観の育成」「キャリアデザイン」「専門教育へ
のフィードバック」などへの展開を目指す。

日本の経済・社会・文化や日本人の行動・習慣
などについて学ぶことで留学生の社会文化能力
をさらに高めることを目指す。卒業後日本での就
職を考えている留学生にとっての「日本について
の一般常識」を学ぶ。知らないことばかりでなく，
知っているつもりのことを正確に理解すること
で，一人一人の留学生の日本社会の中での実質的
行動をより確かにするものにつなげる。
留学生が卒業後，日本企業に就職したり，日本人
相手にビジネスを行う際のビジネス日本語，ビジ
ネス文化，及び日本人のコミュニケーションスタ
イルについて学ぶ。授業では講義のほか，学生同
士のロールプレイを通じて，日本語によるコミュ
ニケーション力の向上のための実習を行う。

卒業後日本人学生と同様に就職活動をして企業に
就職することを目指す留学生が，日本独特のシス
テムである就職活動についての知識とスキルを身
につけることを目的とする。授業では就職活動の
流れに沿いながら，外国人にとって特異であるも
のに気付かせ，なぜそのようなことが求められる
のかについての文化的な側面を考察していく。
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年
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位
単

学系別必選区分 教　職
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デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学

△

◎

△

◎

◎

◎

◎

△

△

総合情報学概論

学系基礎演習a

学系基礎演習b

情報システム学概論

IT基礎技術論

プログラミング基礎

プログラミング
基礎演習

情報ネットワーク
概論

アルゴリズムと
データ構造a

アルゴリズムと
データ構造b

システム設計論a

1

1

2

1

1

1

1

1

2

2

2

F

L

F

L

L

L

L

L

F

L

F

2

1

1

2

2

2

1

2

2

2

2

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

○

○

◎

◎

◎

－

△

◎

◎

－

△

△

◎

◎

◎

－

－

△

△

II400-102

II400-103

II400-204

II601-101

II601-102

II601-103

II601-104

II603-101

II601-201

II601-202

II602-201

本講義では，総合情報学を「情報システム」「デー
タサイエンス学」「情報メディア学」という３つの
側面から理解するために，総合情報学科を構成す
る３つの学系の教員から各分野の概略について
オムニバス形式により包括的に学ぶ。

学系で学ぶ動機付けをする。各学系の学びの特色
を題材として，少人数のグループによる活動を通
して，コミュニケーション（話す，書く，聞く，問
う）能力を高め，協調性や責任感等を養う。プレゼ
ンテーションを通して，コミュニケーション（聞
く，話す）を高めるための基礎を学ぶ。
各学系が用意するテーマを題材として，少人数の
グループによる活動を通して，コミュニケーショ
ン（話す，書く，聞く，問う）能力を高め，協調性や責
任感等を養う。プレゼンテーションを通して，コミ
ュニケーション（聞く，話す）を高めるための基礎
を学ぶ。あわせて、将来の職業や今後の大学での学
びを意識し，研究室選択のための準備を行う。

本講義では、情報システム学について，以下の２点
を中心として説明する．
1. まず，情報システム学系についての学びと特徴
について述べる。
2. 次に，情報システム学系の 3 つの研究室につい
てその学びと研究の特徴について紹介する。
IT パスポート試験は情報処理技術者試験のレベル
1 の国家試験である。内容は企業等で働く人が持
つべき IT 基礎知識を問うものであり，ステラテジ
系（戦略），マネジメント系（管理），テクノロジ系
（技術）の 3つの分野から，基本的知識につき，幅広
く出題される。本科目では，IT パスポート試験向け
の模擬試験等を用いた講義を通して，IT パスポー
ト資格の取得を目指す。また，IT パスポートと同等
以上の資格を既に持っている学生に対しては，よ
り上位の資格である基本情報技術者資格，応用情
報技術者資格を目指すための学習を行う。
本講義は、演習科目の「プログラミング基礎演習」と
セットで、プログラミングの最も基本的な構造化プ
ログラミングの理解を目指し，２年次以降で取り扱
うプログラミング科目のための基礎作りを行う。

本講義は、演習科目の「プログラミング基礎演習」
とセットで，プログラミングの最も基本的な構造
化プログラミングの理解を目指し，２年次以降で
取り扱うプログラミング科目のための基礎作り
を行う。

本講義では，ネットワークの基礎知識、利用者と
して知っているべき技術的内容やセキュリティ
上の知識を，幅広く学ぶ。また，ネットワークやセ
キュリティの設定や確認の実習を通して実用的
な知識を学ぶ。本講義の内容は，多くの情報処理
系の資格試験（IT パスポート，基本情報技術者試
験など）の必要知識の一部を成すものである。

本講義では，情報処理の基本であるアルゴリズム
とデータ構造について学習する。講義内容として
は，構造化プログラミング，フローチャート，配
列，リスト，スタック，木構造，待ち行列，ソートア
ルゴリズム，探索アルゴリズムを具体例を通じて
取り上げ学習する。
本講義では，実用的なアルゴリズムとデータ構造
とその実装の具体例について学習する。主とし
て，ハッシュ，文字列操作，ファイル操作，再帰処
理，グラフ探索，最短経路問題，バックトラック，
計算量による評価を取り上げ学習する。
インターネット時代の情報システムの設計・構築・
管理法について理解を深め，Ｗｅｂベース情報シ
ステム（Ｗｅｂアプリケーション）を実現する設
計・構築・管理法を習得する。まず，情報システム
の設計思想の変遷を概説し，情報システムの重要
性やシステム開発モデルを理解する。次に，インフ
ラ設計やアプリケーション設計などの設計の流れ
やシステムの分析設計法について学ぶ。

専
門
基
礎

共通

情報システム

【備考】
（１）授業科目の名称欄の（※）は外国人留学生対象科目を表す。
（２）授業科目の名称欄の（◇）は教職課程履修者対象科目を表す。
（３）必選区分欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，－は履修不可科目，空白は学系ごとに指定した単位数まで自由選択を表す。
（４）教職欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，＊は推奨科目を表す。
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用
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数

学
◎

△

△

△

△

◎

◎

システム設計論b

プログラミング応用a

プログラミング
応用a演習

プログラミング
応用b

プログラミング
応用b演習

情報通信システム論a

情報通信システム論b

Unix論a

Unix論b

情報システムアー
キテクチャ

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

L

F

F

L

L

F

L

F

L

F

2

2

1

2

1

2

2

2

2

2

○

◎

◎

◎

◎

○

○

○

○

△

△

△

△

△

△

-

△

△

II602-202

II601-203

II601-204

II601-205

II601-206

II603-201

II603-202

II601-207

II601-208

II602-203

この講義では 1 年後期科目「プログラミング基礎」
をうけて，現代的なソフトウェア開発において中核と
なる考え方「オブジェクト指向」を基本から学んでい
く。言語は引き続き Java を用いる。今日，応用的な
ソフトウェア作成を行うためには，オブジェクト指向
は欠かせないものとなっている。毎回，予習を前提に
該当回の学習事項を説明し，課題を中心とした基本
演習を行う。最終試験は平常試験として実施する。
この講義は「プログラミング応用 a」とセットで，現
代的なソフトウェア開発において中核となる考え
方「オブジェクト指向」を基本から学び，主に演習を
通じて理解を深め実力を付ける。言語は Java を用
いる。今日，応用的なソフトウェア作成を行うため
には，オブジェクト指向は欠かせないものとなって
いる。毎回，「プログラミング応用 a」で学んだ内容
に関する課題を中心とした演習を行う。
この講義では 2 年前期科目「プログラミング応用
a」をうけて，現代的なソフトウェア開発において中
核となる考え方「オブジェクト指向」の基本と応用
的な知識・技術を学んでいく。今日，応用的なソフ
トウェア作成を行うためには，オブジェクト指向は欠
かせないものとなっている。毎回，予習を前提に該
当回の学習事項を説明し，課題を中心とした演習
を行う。最終試験は平常試験として実施する。言語
は引き続き Java を用いる。
この講義は「プログラミング応用 b」とセットで，現
代的なソフトウェア開発において中核となる考え
方「オブジェクト指向」を基本から学び，主に演習を
通じて理解を深め実力を付ける。今日，応用的なソ
フトウェア作成を行うためには，オブジェクト指向
は欠かせないものとなっている。毎回，「プログラミ
ング応用 b」で学んだ内容に関する課題を中心とし
た演習を行う。
現在，インターネット上の事実上の標準プロトコル
である TCP/IP は，コンピュータネットワークを勉
強 す る 上 で 非 常 に 重 要 な 位 置 を 占 め て お り，
TCP/IP の理解無くしてコンピュータネットワーク
を理解することはできないと言っても過言ではな
い状況にある。この講義では，その TCP/IP プロト
コルを中心にして，基礎から応用までを講義する。

情報通信システム論ａに引き続き，TCP/IP の応用，
さらにアプリケーション層でのインターネットア
プリケーションのプロトコルの動作原理とその基
本的な考え方を講義する。
電子メール，Web ブラウザ，Web アプリケーショ
ンはどのようにして動作するかを明らかにすると
ともに，セキュリティ，P2P ネットワーク，リアルタ
イム通信についても言及する。
3 年での研究室（主にネットワーク・セキュリティ，シ
ステム開発，データ解析系）を選択するための準備とし
て，後期の UNIX 論 b とのセットで，Linux とネットワ
ークの基本的な技術と知識を学習する。この授業では
主に Linux の標準認定資格である LPIC-101 を中心に
講義および演習を行う。具体的には，Linux の簡単なコ
マンド，シェルの使用，主要なファイルとその構造，テ
キスト編集とその処理，ネットワーク接続を学ぶ。
3 年での研究室（主にネットワーク・セキュリティ，シ
ステム開発，データ解析系）を選択するための準備と
して，前期の UNIX 論 a とのセットで Linux とネット
ワークの基本的な技術と知識を学習する。この授業
では主に Linux の標準認定資格である LPIC-102
を中心に講義および演習を行う。具体的には，Linux
の各種ネットワークサービス利用，ランレベル，プロ
セス管理，簡単なシェルスクリプトを学ぶ。 
情報システムの仕組みについて構造に着目した設計
や実装について学ぶ。データ構造や構造化言語，シス
テム構造，ネットワーク構造など，情報システムについ
て構造的側面から学び，各専門知識が情報システム
全体のどこに位置づけられるかについて学ぶことで，
情報システム全体と要素技術の関連について学ぶ。

インターネット時代の情報システムの設計・構
築・管理法について理解を深め，Web ベース情
報システム（Web アプリケーション）を実現する
設計・構築・管理法を習得する。まず，情報シス
テムの設計思想の変遷を概説し，情報システムの
重要性やシステム開発モデルを理解する。次に，
インフラ設計やアプリケーション設計などの設
計の流れやシステムの分析設計法について学ぶ。

専
門
基
礎

情報システム
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情
報
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ス
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Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学
△

◎

◎

◎

△

△

◎

＊

＊

＊

＊

◎

◎

△

◎

データベース論

人工知能a

ドローン工学

情報数学a

情報数学b

離散数学a

離散数学b

推測統計学

情報分析応用

データサイエンス
概論

データ処理論

代数学a

2

2

2

1

2

1

2

1

2

1

2

2

L

L

F

L

F

L

F

L

F

L

L

F

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

△

○

△

△

△

△

△

－

－

△

◎

◎

○

○

○

○

◎

△

○

－

△

△

△

△

○

－

△

II602-204

II602-205

II604-201

II701-101

II701-201

II701-102

II701-202

II702-101

II702-201

II703-101

II703-201

II701-203

本講義では，人工知能の基礎として，AI の歴史、
推論，探索を中心として学ぶ。さらに、機械学習の
入門としての基本的な概念についても説明する。
本講義で扱う内容は，ドローンの飛行原理，ドロ
ーン墜落落下時の衝撃力，バッテリの危険性，操
縦練習方法，新しい航空法による規制、保険加入，
関連する資格試験，電波法などである。これら内
容は，将来，ドローン操縦士及びドローン運行管
理士を目指す人にとっても重要な項目となる。 

情報数学は日常の必要性にその起源を持ってお
り，きわめて実用性が高く，広く社会で活用され
ている。この講義では，情報数学を，社会を読み解
き世界を認識するための数理として紹介する。ま
ず，起こり得る事象の数え上げのごく簡単な例を
説明する。さらに，それを使って確率現象をとり
あげる。次に数列について学習する。

情報数学 a を受けて，情報数学 b では，まず，スカ
ラーとベクトルについて説明する。次に，行列の基
本について説明し，最終的には，行列の演算，行列
式，連立 1 次方程式，固有値問題までを 学習する。

離散数学 a・b では論理的思考の基盤となる離
散数学の基礎的な内容 ( 集合と論理，関係と写像，
代数系，順序集合と束，グラフ理論 ) を学習する。
離散数学 a ではこの中から「集合と論理，関係と
写像，代数系」を取り上げる。

離散数学 a・b では論理的思考の基盤となる離
散数学の基礎的な内容 ( 集合と論理，関係と写像，
代数系，順序集合と束，グラフ理論 ) を学習する。
離散数学 b ではこの中から「関係，順序集合， グ
ラフ理論」を取り上げる。

統計的検定と推定の計算方法を理解して，実デー
タに適用できる能力を身につける。

データ解析のための統計的方法について，Office
系ソフトウェアおよび統計解析専用ソフトウェ
アを使いながら学習する。理論を学ぶだけでな
く，現実のデータを自分で解析しながら，統計的
考え方と統計手法の適用場面を習得する。

データサイエンスはひとつの分野ではなく，複数
の分野の知識および技術を複合的に結びつけ，デ
ータをさまざまな角度から処理・分析すること
で問題解決に活かすものである。本講義では，デ
ータサイエンスを具体例とともに紹介し，その社
会的な意義と 重要性を俯瞰的に解説する。
現実世界に存在する大量のデータを統計的，ネッ
トワーク科学的に分析する事で，データに潜む数
学的構造を明らかにする事が，データサイエンス
の基本中の基本である。本講義では，まず現実世
界のデータに見られる代表的な数学的構造や，デ
ータを処理するためのアルゴリズムを学ぶ。それ
を踏まえ，できるだけ実践的な状況を仮定して，
テキストデータの加工などによく使われるスク
リプト言語 Python を用い，データの入手と加工
の技法を学ぶ。
素朴集合論の基本を理解し，代数学を学ぶための
基礎を身につける。講義に演習を織り交ぜながら
理解を深める。また、初等整数論を題材に代数学の
考え方に慣れることを目指す。

データベースはコンピュータシステム上でデー
タを効率的に管理するためには必須の知識・技
術であり，近年における多種多様で大量のデータ
に対する処理・分析の必要性の高まりを受け，さ
らに重要度を増している。本講義では，データベ
ースの必要性から，データベースの種類・構造，
データベース設計といった基礎から，リレーショ
ナルデータベースにおける情報検索等の具体的
な操作までを実習を通して学ぶ。

専
門
基
礎

情報システム

データ
サイエンス

【備考】
（１）授業科目の名称欄の（※）は外国人留学生対象科目を表す。
（２）授業科目の名称欄の（◇）は教職課程履修者対象科目を表す。
（３）必選区分欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，－は履修不可科目，空白は学系ごとに指定した単位数まで自由選択を表す。
（４）教職欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，＊は推奨科目を表す。
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デ
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タ
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エ
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ス

情
報
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ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学

△

△

△

◎

◎

◎

◎

◎

◎

△

代数学b

幾何学a

幾何学b

解析学a

解析学b

確率論

ネットワークと
セキュリティ

データベース管理
システム

多変量解析

臨床心理学概論

認知心理学

心理学研究法

2

2

2

2

2

1

1

2

2

2

2

2

L

F

L

F

L

L

L

L

L

F

F

L

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

－

－

△

○

○

○

○

○

○

△

△

△

○

△

△

△

△

△

△

△

△

II701-204

II701-205

II701-206

II701-207

II701-208

II701-103

II703-102

II703-202

II702-202

II704-201

II704-202

II704-203

平面幾何を中心に図形問題を見直し様々な証明
法や問題解決の手掛かりの掴み方を確認する。さ
らに問題演習を通じ模範解答作成，板書の実習を
行う。

平面図形問題を中心に，三角関数やベクトルを用
いた様々な問題解決の手掛かりの掴み方を確認す
る。さらに空間図形にも発展させ，関数による図形
表示や偏微分を用いた図形の捉え方を確認する。

主に講義形式で行うが，問題演習を授業および時
間外学習によって行い，実践力を高める。

主に講義形式で行うが，問題演習を授業および時
間外学習によって行い，実践力を高める。

授業は講義形式で行うが，適宜時間外学習として
の演習課題を交えながら実施し，これを通して実
践力を身につける。
本講義では、ネットワークの基礎知識、利用者と
して知っているべき技術的内容やセキュリティ
上の知識を，幅広く学ぶ。また、ネットワークやセ
キュリティの設定や確認の実習を通して実用的
な知識を学ぶ。本講義の内容は，多くの情報処理
系の資格試験（IT パスポート，基本情報技術者試
験など）の必要知識の一部を成すものである。

データベースはコンピュータシステム上でデー
タを効率的に管理するためには必須の知識・技
術であり，近年における多種多様で大量のデータ
に対する処理・分析の必要性の高まりを受け，さ
らに重要度を増している。本講義では，データベ
ースの必要性から，データベースの種類・構造，
データベース設計といった基礎から，リレーショ
ナルデータベースにおける情報検索等の具体的
な操作までを実習を通して学ぶ。
統計学的手法の総称である。予測，次元削減，分類
を中心に理論を理解し，手法を実際のデータに適
用できる技術を身に付ける。ソフトウェアは Excel
を中心にすすめるが，Rや SPSSにも言及する。

「臨床心理学」はクライアント（来談者）の有する否
定的な心身症状や特定行動に対して，心理支援を
行うための知識・技法・倫理などを探求する学問
である。また，心理支援は医療・産業・教育・福祉・
司法など幅広い領域にわたっている。私たちは生
きていく中で，心の葛藤や人間関係の悩みを抱え，
人生の課題に翻弄されることもある。課題は解決
されることが望ましいが，その解決は容易でない場
合もある。ここに「臨床心理学」を学ぶ意義がある。
「臨床心理学」の学びを通じて，「いかに生きるか」
を考え，悩み解決の支援方法への気づきも可能と
なる。本授業では「臨床心理学」の重要な理論を紹
介しながら，心理的課題やその対応にも触れる。こ
のことは、深層心理学、認知心理学，行動科学を通
し、「本来的自己・社会的自己とは何か」を考えるこ
とにもつながり，情報化社会での心理的葛藤の問
題解決力を向上させるだろう。
人の心の働きを「情報処理」という観点から理解し
ようとするのが認知心理学です。人は感覚器官から
様々な情報を取り入れ，その取り入れた情報を貯
蔵したり加工しながら巧みに環境に適応していま
す。この講義では日常的な行動や心理現象がどの
ような情報処理に支えられているのかを，実験や心
理学的モデルをみていきながら学びます。

心は目に見えず手で触れることもできません。心理
学的に心を捉えるためには，客観的で科学的な方
法に従う必要があります。この講義では、こうした心
理学的な考え方や手法について実習を交えながら
学びます。

代数学 aで学んだ集合の知識を前提として、集合
に演算が導入された代数構造について学ぶ。その
中から群を取り上げて，その代数的性質を学ぶ。
時間外学習としての演習を通して，代数学の思考
法を身につける。

専
門
基
礎

データ
サイエンス
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学

△

△

△

心理アセスメント論

人間関係論

心理データ解析

学校心理学

分子生物情報学

計算生物学概論

生命情報学

環境情報論

地理情報システムa

2

2

2

2

1

2

2

2

2

F

L

F

L

L

F

L

L

F

2

2

2

2

2

2

2

2

2

△

△

△

△

△

△

△

△

○

△

○

○

△

△

○

II704-204

II704-205

II704-206

II704-207

II704-101

II704-208

II704-209

II704-210

II704-211

本授業は，人間関係を豊かにし，健康的なメンタル
ヘルスを支援していくアプローチ法について臨床
心理学的視点から講義演習していく。私たちは，自
己表現の難しさから，周りからの支援をあきらめる
ことがある。結果として，人間関係を否定的なもの
と認知し，自らのメンタルヘルスを悪化させてしま
う。そこで，まず自らのメンタルヘルスや対人関係
の心理特性を心理テストによって測定し，自らの心
理課題に気づき，その後，各種グループアプローチ
法を学び，演習することで，自己表現やコミュニケ
ーション能力を高めていく。このことは，情報社会
において柔軟に課題を解決する力ともなる。演習後
は結果をまとめ，報告書を作成し提出する。
人の心を知ることは，ストレスを減少させ，人間関
係を良好にしていく。そのことは容易ではないが，
心理学は，そのような課題に応える学問である。
そこで、本授業では人の心を知るために，心理指標
のデータ解析方法を紹介する。具体的には，心理実
験や心理調査を通じて，心理指標データを収集し、
統計的手法を用いて解析していく。特に，認知心理
学と臨床心理学に関するデータ解析方法が中心と
なる。
学校における全ての子ども ( 児童生徒 ) の成長・
発達への支援を意図するだけでなく，学校コミュニ
ティへの援助に関する理論を理解することを目指
す。「個人 (としての子ども )」ではなく「環境の中に
いる個人 (子ども )」を重視し，子どもを取り巻く援
助者がどのような援助を行うことができるのかを
重視した講義を行う。そして，児童生徒 ( 個人 ) へ
の働きかけだけでなく，学級・学校環境や教師と
の関係調整，学校内外の支援システムづくり(集団
) など，教育現場で支援できる技法を習得しなが
ら，アプローチの工夫を検討する。
本授業では，さまざまな生命現象を分子レベル
（核酸とタンパク質）で理解することを目的とし，
核酸や遺伝子の構造，遺伝情報の複製や伝達（転
写及び翻訳），タンパク質の合成，タンパク質の構
造と機能，遺伝子発現の調節等について概説す
る。
本授業では，生命情報学の成り立ちから現在利用されて
いる技術まで，そして基本的なデータの取り扱い方につい
て理解することを目的とする。また，特にゲノムを中心とし
たデータ形式や解析ツール等の基礎について概説する。

本授業では，情報科学の視点や技術を用いて生命
現象の解明や生命科学の発展に挑む生命情報学
（バイオインフォマティクス）について概説する．授
業では，生命情報学の歴史や近年の研究，また特に
タンパク質を中心として，生命情報学で扱うデータ
や解析ツール等について説明する。
自然環境に関する現象を解析・記述・推定し，現
象の変化を予測するための手法を学ぶ。講義で
は，主に生物・生態系に関する概念や現象につい
て紹介する。コンピューター実習では，表計算ソ
フトを用いて基本的な解析およびシミュレーシ
ョンを実行する方法について実践的に学び，生
物・生態系に関する理論や現象についての理解
を深める。
地理情報システムは，あらゆる地理空間情報を地
図上に表示しながら，その属性をデータベースと
して管理できるシステムである。地形・地質・気
温・生物の分布や，土地利用・道路・鉄道・人口
の分布などの，様々な環境データを解析し，その
結果を公開することもできる。講義では，業界標
準ソフトウェアのArcGIS を用いて，その概念と
技術を習得する。

心理臨床の場において，人のこころを理解してい
くことは重要なことである。このことは，情報社
会において柔軟に課題を解決する力ともなる。そ
のために，心理学においては，信頼性と妥当性を
有す心理特性把握の方法がある。それが心理検査
法である。本授業は，特に臨床心理学において必
要とされる心理検査法を学習する。取り上げる心
理検査法について，背景理論、検査内容，測定の仕
方、解釈の理解を深める。

専
門
基
礎

データ
サイエンス

【備考】
（１）授業科目の名称欄の（※）は外国人留学生対象科目を表す。
（２）授業科目の名称欄の（◇）は教職課程履修者対象科目を表す。
（３）必選区分欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，－は履修不可科目，空白は学系ごとに指定した単位数まで自由選択を表す。
（４）教職欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，＊は推奨科目を表す。
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学
地理情報システムb

画像情報論

情報メディア概論

映像メディア表現

映像表現基礎Ⅰ

映像表現基礎Ⅱ

ドキュメンタリー
制作入門

音響メディア論

サウンドデザイン

2

2

1

1

1

2

2

1

2

L

L

L

L

L

F

F

L

L

2

2

2

2

2

2

2

2

2

－

△

◎

○

○

○

○

○

△

△

○

－

II704-212

II704-213

II802-101

II801-101

II801-102

II801-201

II801-202

II801-103

II801-203

画像の入力方法，画像の統計的性質，画像の強調
と復元方法，画像の特徴抽出と領域分割の方法そ
して，画像生成方法などに関する基礎的事項を実
習し，体験する。これにより，ディジタル画像情報
処理の原理，手法の理解を高める。

本講義では，社会における広義の情報メディアに関
わる学域について，以下の２点を中心として説明す
る。まず，広義の情報メディアに関連する学びと特
徴について述べる。次に，情報メディア学系の 3つ
の研究室についてその学びと研究の特徴について
オムニバス形式により紹介する。
1895 年のリュミエール兄弟のシネマトグラフに始
まる映像メディアの歴史を振り返り，テクノロジー
の進歩とそれに伴う映像表現の変容を辿ります。そ
の上でデジタル化とネットワーク化がもたらした
21 世紀の映像メディア作品とその表現を紹介しま
す。そして、この授業ではさまざまな作品を紹介し
ますが，その背後にある多様な世界観についても
考察します。
今や各国のテレビ局ではなく，動画共有プラット
フォームである YouTube が国境を越えて，世界
中の視聴者を獲得する時代となりました。この授
業では YouTube にふさわしい映像コンテンツ
の企画を考えて、グループで作品制作を行うこと
を通して，撮影やノンリニア編集，録音といった
映像制作に関する基礎的な技術を習得し、現在の
映像メディアについての理解を深めます。
「映像表現」あるいは「表現」とは何でしょうか。この抽
象的な問いに対して，写真を手がかりにして，多様な
写真表現を分類した上で，それぞれの表現を模倣す
ることから始めます。次に写真が単独で存在するとい
うより、「テーマ」を導入し写真集や写真展という形で
表現を生み出していることから，「テーマ」と個々の写
真／ショットの関係を考えていきます。そして、最終的
には個々の写真／ショットの表現に注意しながら，一
つのテーマのもとで，複数のショット（あるいは静止
画〕を組み合わせて，短編の映像作品を制作すること
を通して、映像表現に関する理解を深めていきます。
ディスカバリーやナショナルジオグラフィックといっ
たテレビ番組を見ればわかるように，ドキュメンタリ
ー映画やテレビ番組は国境を越えて世界中に配給
され，巨大化するメディア産業の重要なコンテンツ
となっています。その一方で，（個人や少人数で制作
された）政治性を帯びた作品はデジタルの時代に入
り、新しい映像表現を生み出し，（20世紀には劇映
画ばかりであった）カンヌやヴェネツィアを始めとす
る国際映画祭でも取り上げられ，大きな注目を集め
るようになりました。また、私たちの生活に目を移せ
ば，写真や動画を撮り，文章を書いて，他者とウェブ
上で自らの経験を共有するといった〈ドキュメンタリ
ー的な表現活動〉は日常の一部となり，YouTube
では個人的な出来事や人生を語るチャンネルが人
気を集めています。このように拡散する〈ドキュメン
タリー表現〉をどう考えればいいのか，その多様性
に注目しつつ，これまでのドキュメンタリー映画の歴
史を振り返り、そこにヒントを求めながら、一学期を
かけて「私」あるいは「私」を取り巻く世界に関するド
キュメンタリー映画の企画を考えていきます。
パソコンにおける音響・音楽情報の処理を通じて音響メ
ディア表現の基礎を学ぶ。音の基本的な知覚特性と，音
メディアの基本的な特性を理解したうえで，その活用技
術と効果的な表現手法について演習も交えて習得する。

まず，音という物理現象を理解するために必要な
知識を学んだ後，社会と音との関わりを様々な視
点から捉えることによって，その現状を理解す
る。また，様々な分野での音デザインの実例を学
ぶことによって，そこでの指針および問題点を検
討する。

地理情報システムは，あらゆる地理空間情報を地
図上に表示しながら，その属性をデータベースとし
て管理できるシステムである。本講義は，前期の地
理情報システム a で習得した知識・技術に加え，
応用的解析技術の習得を目標とする。総合演習で
は，地理情報システムを用いた課題の設定・解析
と，結果の公表のプロセスを経験し，地理空間情報
処理の実践力を養う。

専
門
基
礎

データ
サイエンス

情報メディア
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デ
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サ
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ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学

◎

◎

△

◎

音響技術Ⅰ

コンピュータグラ
フィックス基礎

コンピュータグラ
フィックス論

コンピュータグラ
フィックス演習

Webデザイン演習

ゲーム制作基礎

情報メディア論

視覚デザイン論

知覚心理学

文化社会論

2

2

1

3

2

2

1

2

2

2

F

L

L

L

F

F

L

L

L

L

2

2

2

1

1

2

2

2

2

2

△

△

○

△

△

△

○

△

△

△

△

△

△

△

△

△

II801-204

II801-205

II801-104

II801-301

II801-206

II801-207

II801-105

II801-208

II801-209

II802-201

コンピュータグラフィックスの講義および演習を行
う。講義および演習は 2 次元コンピュータグラフィ
ックスと 3 次元コンピュータグラフィックスに分け
て行われ，基礎理論の講義と基礎技術の演習を行
う。これらを通して，コンピュータグラフィックスと
情 報メディアの関わり，コンピュータグラフィクス
の基礎理論及び基礎技術を理解する。

実写では撮影不可能な映像をコンピュータとクリ
エイターの力でリアルに表現するコンピュータグ
ラフィックス。その基本には実写映像の制作で培わ
れた理論，知識，技術がふんだんに用いられてい
る。本講義では実写技術との関連を重視しながら，
様々な技術の限界を超えていく可能性に満ちたコ
ンピュータグラフィックスについて多角的に取り上
げ学んでいく。
コンピュータグラフィックスによる図形処理やシミ
ュレーションに関する講義及び演習を行う。さらに，
Web プログラミングとコンピュータグラフィック
スとの融合に関する講義及び演習を行う。これらを
通して，コンピュータグラフィックスを Web 上で
表現する方法と技術を理解・習得する。
WEB サイトを「自ら作るもの」としてとらえられ
るように既存サイトの XHTML・CSS ソースコ
ードを段階的に紹介する。HTML エディタや画像
処理のソフトウェアを使用し ,WEB サイトにお
ける表現技術や制作技法を学ぶ。また , この科目
の習得によってインターネット上での自己表現
と課題発表実施におけるプレゼンテーション能
力の向上を図る。

コンピュータ・ゲームのしくみを学び，制作を行う
上で必要な技術を身につける。古今東西様々なゲ
ームが存在するが，大きく九つの種類に分類するこ
とができる。またゲームの内部で用いられる汎用性
の高い処理パターンが数多く存在する。これらを学
習したのち自分で企画しデザインしたオリジナル・
ゲームを制作する。

現代社会は高度に発達した多様なメディアと分か
ちがたく結びつき，私たちが生きるこの世界や社
会の理解はメディア表象を通して行われる。この講
義では「ドキュメンタリー」に焦点を当てて，それが
ありのままに出来事や事実を伝えるジャンルでは
なく，劇映画と同様にフィクション性を持ち，特定の
意図のもとで現実を再構成する表現手法であるこ
とを踏まえ，その方法論を社会，政治，テクノロジー
との関係を通して理解していく。そしてドキュメンタ
リーがいかなる社会問題や政治，文化現象を扱っ
てきたのか，またその表象が社会にいかなる影響
を与えたのかについて考察する。

人間の視覚メカニズムや視覚心理をベースにして，
事実や概念を巧みに可視化し，デザインすることに
よって正確かつ付加価値をともなった情報伝達を
行う方法について学ぶ。形状や形態，配置や質感，
色彩や陰影のもたらす効果を理解し，創造的かつ
論理的なコンテンツを発信していく術を習得する。
この授業では，人間の知覚様相のうち，CG や映像
メディアと関係の深い聴覚と視覚の知覚心理学に
ついて学ぶ。さらにそれらが相互に影響し合って知
覚内容を作り出していることを学ぶ。最初に，音や
光の物理的要因と心理的要因の対応関係について
学ぶ。人間の聴覚・視覚の生理的な仕組みを学ん
だあと，人間が聴覚・視覚によってどのように外界
を認識しているかを学ぶ。
社会と文化は相互に規定し合う。また個人，家族，地域，共同
体，組織，自治体，国家，と，それぞれの規模において相互に絡
み合う。また，昨日と今日は同じではない。とすれば空間的だけ
でなく，時間的にも，その諸相は複雑多岐にわたる。このような
多様性の存在を踏まえ，本講義では近代の日本を西欧のもの
でない既存の言葉，考え方，感じ方を使って，人々の意識に迫
った研究例を示しつつ，日本社会を理解するだけでなく，そこ
に隠されている「西欧的なもの」を読み取ることを目指す。

現代のオーディオ技術および機器の基礎を学び、それら
の性能や音質を分析的に理解したうえで使いこなすた
めの知識を身につける。さらにオーディオ技術およびメ 
ディアに関わる社会的問題や著作権管理を理解する。

専
門
基
礎

情報メディア

【備考】
（１）授業科目の名称欄の（※）は外国人留学生対象科目を表す。
（２）授業科目の名称欄の（◇）は教職課程履修者対象科目を表す。
（３）必選区分欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，－は履修不可科目，空白は学系ごとに指定した単位数まで自由選択を表す。
（４）教職欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，＊は推奨科目を表す。
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数

学

◎◎

コミュニケーシ
ョン論

マスメディア論

社会心理学

海外事情

社会調査法

経営学概論

経営組織論

マーケティング論

国際経済と
金融概論

教育原理

2

2

2

2

2

1

2

2

2

1

F

F

L

L

F

L

F

L

F

L

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

△

△

△

△

△

○

○

△

○

－

○

◇

△

◇

II802-202

II802-203

II802-204

II802-205

II802-206

II803-101

II803-201

II803-202

II803-203

II901-101

マス・メディアとネットメディアとの連続性を重視して，
マス・メディアの組織，過程・作用，政治社会現象と
の関係などを検討素材にして，マス・メディア及びネッ
トメディアに対する見方・考え方の確立をめざす。具
体的には，コミュニケーションの「受け手」，「送り手」の
枠組みをもとに，それらとメディアとの関連をふまえ
て，社会学・歴史学（メディア史）・政治学・社会心理
学の視点からネットメディアの実相を探求することまで
を射程に入れてマス・メディアの諸相を明らかにする。
メディアからの情報がどのように私たちに影響を与
えるのか。そのメカニズムを人のこころの動きから
明らかにしていこうとするのが，メディア・コミュニ
ケーションにおける社会心理学的考察である。その
ひとつの手掛かりとして，「世論」（よろん・せろん）
および説得・ステレオタイプなどを取り上げ，その
働きを考える。講義前半は，世論研究の概論および
その作用を社会学的社会心理学のアプローチを加
えて（世論調査がいつ行われ，そのワーディングや
質問の配列にどのような社会的変数が影響を与え
ているのかを探る），講義後半は社会心理学の諸概
念のうち，説得，ステレオタイプが個人，集団，そし
てメディアを介してどのように機能するかを考える。
現在のグローバル化は，メディアや文化等のグロ
ーバル化を押し進め，情報も国を超えて流通して
いる。さらに，世界各地ではそれぞれの社会問題や
グローバルな社会問題が起きている。この授業で
は，海外で起きている様々な出来事に関心を持ち
世界情勢を様々な観点から考えることを目的とす
る。各地域の社会・文化・メディアの特色などを
理解し，海外主要国の歴史的背景や問題の本質を
領域横断的な視点で捉え，自分自身の考えや意見
を客観的な視点から他者に伝達する能力の習得を
目指す。
社会調査の基礎構築を目指す。具体的には、実際の社会
的問題意識に基づいて調査設計を行い，収集したデー
タに対しコンピュータによる集計・解析を実施する。社
会調査の意義を理論・実習の両面から正確に理解する。

経営学の基本的なフレームワークについて講義す
る。経営学の関心は，企業活動にまつわるあらゆる
トピックに及び非常に多岐にわたるが，本講義で
は，経営学を理解するための土台づくりに重点を置
き，基本的な考え方や用語を具体的な事例を交え
ながら解説を加えていく。

企業や行政組織 , 非営利組織などの組織とそれら
を取り巻く環境との関係性に注目する。特定環境下
における認知と戦略的意思決定 , 組織の構築に関
する一連の理論について学ぶ。また組織が積極的
に環境に影響を与える存在としての側面について
も理解する。さらにマネジメントの視点から , 組織
メンバーの行動について理解する。

マーケティングの基本的な理論とその応用を講義
する。マーケティングの考え方は，製品やサービス
だけでなく地域などにも適用可能であり，その応用
範囲はきわめて広い。本講義においては，最新の理
論と事例を織り交ぜながら，マーケティングに対す
る理解を深めることを目的とする。
講義では，現代の世界経済に多大な影響を及ぼした 1970
年の 2 つのニクソンショックに注目し，東アジア経済の発
展とグローバルな金融システムの進展について学習する。
そして、ブレトン・ウッズ体制とスミソニアン体制の崩壊後
における国際金融システムの進展を学習しながら，サブプ
ライム危機とリーマンショックに至る経緯を講義する。
本講義は「教育とは何か」「教育は何のためにあるのか」に
ついて，その要点を分かりやすく講述し，今後の教育学に
関する学習の基礎的土台を構築するものである。このため
に，本講義の内容としては，教育の本質論，教育の目的論，
教育の制度論，教育の内容と方法論，教育の経営論とした。

コミュニケーションという概念は，広範で様々な意味
で用いられる日常的な概念である。けれども，それが
ゆえ，その理解が曖昧になっているのも事実でもあ
る。本講義は，そのようなコミュニケーションについ
てその本質的な分析を行い，あらためて，コミュニケ
ーションを考察したい。その上でコミュニケーション
にまつわる問題を具体的な事例を通して考察する。

専
門
基
礎

情報メディア

教職課程
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ス

情
報
メ
デ
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情
報
シ
ス
テ
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Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学
◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

教職概論

教育制度論

教育心理学

特別支援教育

教育課程編成論

道徳教育の理論と
方法

総合的な学習の
時間の理論と方法

特別活動の理論と
方法

教育方法論

1

2

2

2

2

2

3

3

2

F

F

F

L

L

L

F

L

L

2

2

2

2

2

2

1

1

2

－

－

－

－

－

－

－

－

－

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

II901-102

II901-201

II901-202

II901-203

II901-204

II901-205

II901-301

II901-302

II901-206

教育の社会的制度的なシステムを学び，学校教育
が成立する基礎を理解し，法的・制度的・社会的
な視点から学校教育と教員のあり方を考えること
ができるようになる。

ICT社会における今日の学校教育において，児童・
青年期の発達や学習過程を理解し，教育的支援を
必要とする子どもへの理解を深め，その対応を考
えることはきわめて重要である。本講では，広く教
育に関わる心理学的知見を取り扱っていく。発達と
教育，学習のメカニズム，学習過程や動機づけなど
教育心理学の基礎知識を習得する。また，教授法，
評価法，教育上の困難を持つ子どもの理解（学習
障害やADHD等）なども取り扱いながら，具体的
な教育場面と関連づけて検討していく。将来教師
を目指す学生は，教育の現状を考える新たな視点
として「心理学的な見方や考え方」を培う。

道徳教育は，学齢期にある青少年に対して道徳性
を身に付けさせることを目標とする種々の教育の
総称である。道徳性は，社会的，時代的背景により
さまざまな議論がされてきたが，現在では，非常に
幅広い概念としてとらえられており，特定の価値観
や理念に基づくものとは考えられていない。そうし
た観点から，道徳教育の歴史や法的な規制，学校教
育における道徳授業の方法だけにかぎらず，家庭
や地域社会とのかかわりやカウンセリング，人権教
育とのかかわりなど，道徳に関連するさまざまな話
題を取り上げ，検討し，授業のあり方を考察する。ま
た，指導案の作成と教材研究を行い，模擬授業を通
して実践的な指導力が身につくようにする。

特別支援教育における変遷，インクルーシブを含
めた特別支援教育に関する制度や仕組みを学び，
学校教育で支援するため基礎的知識と方法を理解
する。同時に，合理的配慮に基づいた ICT の活用
について学ぶ。そして，学校教育において組織的な
支援体制のもと，個別の指導・教育支援計画に基
づいて特別支援教育コーディネーターを中心に各
関係機関や家庭との連携のあり方と支援について
考えることができるようになる。
本講義は学校における教育課程の基本的知識並びに
編成の方法について習得する。したがって，教育課程
とは何か，教育課程の歴史，教育課程編成の意義，要
素，学習指導要領，等について取り上げる。このことを
踏まえて，教育課程編成の実際並びに評価について学
ぶ。

課題発見・解決能力，論理的思考力，コミュニケー
ション能力など，今，求められる力の向上を図る。そ
のために対話型グループワーク，ケースメソッド，
ディスカッション，研究発表等をとおして，それらの
力を体験的に理解し培っていく。また，その目的達
成のために，各教科等にこだわることなくカリキュ
ラム・マネジメントの考え方を十分に理解して，横
断的・総合的に学習を進めることができるように
する。
特別活動は，自主的実践的な態度や社会性の育成
などを目指し，全ての教師がかかわる教育活動で
ある。本講義では，中学校・高等学校における特別
活動の教育課程上の位置づけや内容，人間形成に
おける特別活動の教育的意義や役割，指導方法
（学級活動・ホームルーム活動の指導案・生徒会
活動実施案・学校行事実施案等の作成）について
学習する。
学校生活の大部分を占める授業は生徒にとって大
きな意味と役割を有している。そこで本講義は，学
校教育における学習指導の展開について，特にわ
かる授業に焦点化し，理論と実践の両面から考察し
ていく。さらに今日の教育の方法，技術においての
情報機器及び教材の活用の観点から，視聴覚メディ
アと教育に関する理解も深めていくこととしたい。

教職の意義，教員の役割・職務内容，教員として必
要な資質能力・力量，教員採用試験の動向等々につ
いて授業を行う。併せて，グループ討議・発表の時
間も設けたい。

専
門
基
礎

教職課程

【備考】
（１）授業科目の名称欄の（※）は外国人留学生対象科目を表す。
（２）授業科目の名称欄の（◇）は教職課程履修者対象科目を表す。
（３）必選区分欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，－は履修不可科目，空白は学系ごとに指定した単位数まで自由選択を表す。
（４）教職欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，＊は推奨科目を表す。
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年
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学
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デ
ー
タ
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ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学
◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

ICTを活用した教育
の理論と方法

生徒指導・進路指
導論

教育相談論

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

教職実践演習
(中・高)

情報と職業

情報科教育法a

2

3

3

3･4

3･4

4

3

3

L

F

L

L

F

F

2

2

2

3

2

2

2

2

－

－

－

－

－

－

－

－

◇

◇

◇

◇

◇

◇

－

－

◇

◇

◇

◇

－

◇

◇

◇

II901-207

II901-303

II901-304

II901-305

II901-401

II901-402

II901-306

II902-301

生徒指導・進路指導は教科指導と並んで学校にお
ける教育活動の根幹をなすものです。そこでは，あ
らゆる教育活動をとおして，自己管理能力を育成す
ることが求められています。本授業においては，そ
のために必要な基本的な知識の修得を図ると同時
に，より実践的な力の育成を目指し，でき得る限り
体験的な活動をとおして，児童生徒や保護者への
具体的対応について学びます。ケースメソッド，対
話型グループワークなどアクティブラーニングの
手法を取り入れて，知識の定着を図り，問題解決能
力を高めることをめざします。

４年次で実施する実習校での教育実習と本学での
事前指導・事後指導からなる科目である。大学で
修得した教職関係科目の基礎的理論を基に，教育
実習を通して自らの適格性を具体的，実践的に検
証させ，教員として必要な資質能力・実践的指導
力をさらに高められるよう授業を進めていく。

情報社会の現在，学校では，いじめ（ネットいじめ
含む）・不登校・非行・学級崩壊・特別支援教育・
中途退学など問題が山積している。いずれも教師
による早期発見や早期対応がきわめて重要であ
り，教育相談の果たす役割は非常に大きい。スク
ールカウンセラーやスクールソーシャルワーカ
ーなどの専門家とチームで子供達を支援するこ
とが求められている。その中で教師は，心理発達
的視点を重視しつつ，カウンセリング，予防的・
開発的教育といった教育相談に関わる基礎知識
が必須のものとされている。本講では，教育相談
の理論背景や歴史的経緯，扱う問題や課題の専門
的知識等を学び，体験やディスカッションを通し
て支援方法を検討する。

本演習はこれまでの学修について履修カルテを活
用して振り返り，教員として必要な資質能力の最終
的な確認と補填をおこなう。これまでの学びのまと
め（教職課程）として，「教科の指導力」「生徒理解や
学級経営」「使命感や責任感，教育的愛情」「社会性
や対人関係能力」という4つの柱を重視する。

４年次で実施する実習校での教育実習と本学での
事前指導・事後指導からなる科目である。大学で
修得した教職関係科目の基礎的理論を基に，教育
実習を通して自らの適格性を具体的，実践的に検
証させ，教員として必要な資質能力・実践的指導
力をさらに高められるよう授業を進めていく。

高度に情報化・通信化された社会において，職業
と自己形成，社会と職業との緊密な関係の展開方
向について，講義を通じて理解を深めていく。そ
の上で，学生自身が自己の職業観を形成し，社会
における役割と責任を自覚することができるよ
う促し，生涯学習の観点に立ったキャリア形成が
できるような取組みを提示していく。
科学技術の発展にともない，社会が国際化・情報
化へと急激に変化する中で，次代を担う高校生に
は，「情報及び情報技術を活用するための知識と技
能を習得させ，情報に関する科学的な見方や考え
方を養うとともに，社会の中で情報及び情報技術が
果たしている役割や影響を理解させ，社会の情報
化の進展に主体的に対応できる能力と態度を育て
る。」ことが求められている。情報科の教科目標を踏
まえ，「知識基盤社会」といわれる時代に適切に対応
することができる能力・態度を育成するにはどうす
ればよいか，学生とともに考えながら講義を進め
る。また，実際の授業事例を取り上げ，授業で使用
する教材を紹介しながら，指導案作成，模擬授業を
実施し，具体的な指導方法について講義する。

一人一台タブレット端末の活用が始まり，学校では
日常的に ICTを活用している。そこで本講義は，教
育現場における ICT の活用の歴史的経緯，現状，
今後の方向性を解説し，教育の情報化に加えて，タ
ブレット等端末の効果的な活用を「個別最適な学び
と協働的な学び」「主体的・対話的で深い学び」を
関連させて理解しつつ、具体的な ICT活用事例を
紹介し，実際の指導場面に活かせるよう実践的，体
験的な学修機会を設けることとする。

専
門
基
礎

教職課程
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年
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デ
ー
タ
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ィ
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報
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Ｄ
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応
用
基
礎

情

報

数

学

△

△

△

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

△

△

△

△

情報科教育法b

数学科教育法a

数学科教育法b

数学科教育法c

数学科教育法d

学校インターン
シップ

Webシステム
プログラミング

Webシステムプロ
グラミング演習 

システムプログラ
ミング

システムプログラ
ミング演習

3

3

3

3

3

2

3

3

3

3

L

F

L

F

L

F

F

L

L

2

2

2

2

2

2

2

1

2

1

－

－

－

－

－

－

－

◇

◇

◇

◇

◇

◇

－

－

－

－

◇

◎

◎

○

○

II902-302

II902-303

II902-304

II902-305

II902-306

II901-208

II601-301

II601-302

II602-301

II602-302

教員としての資質を養うとともに数学科の指導理
論と指導技術を習得する。「数学科教育法ａ」では主
として指導案の作成，模擬授業の実施，検討・評価
という繰り返しの中で，教員としての豊かな人間性
と，数学に対する専門知識，さらに数学教育に関す
る深い認識を養う。また，指導案作成時に教材の紹
介をし，教材を活用した指導方法も養う。

教員としての資質を養うとともに数学科の指導
理論と指導技術を習得する。「数学科教育法ｂ」で
は学習指導要領への理解と各単元，テーマにおけ
る教材研究を中心に数学の専門知識をいっそう
確実にし，数学教育を自在に展開する力をはぐく
む。

本講義では，演習科目の「Web システムプログラ
ミング演習」とセットで，情報システムの代表的な
形態である Web システムの設計，開発に必要な
知識と技術の修得を行う。具体的には，Web シス
テムの基本的な仕組みの理解，データベース（DB）
の設計・構築，およびその DB を利用する Web
システムの開発を行う。

教職課程を履修している学生が，連携校における情報
科目や学校運営のサポートを行い，現場での体験を通
して教職に就くために必要な実践的指導力の向上を図
る。また，体験前に事前指導として，実習を行う学校の
概要や担当する授業科目に理解を深め，生徒や教員に
対しての接し方のマナー等について指導する。体験中
は，中間まとめとして，ふりかえりを行い，学生各自の課
題と対応策を明確にする。体験終了後は，報告会におい
て一人ひとり報告を行うとともに，レポートを提出する。

教員としての資質を養うとともに数学科の指導理
論と指導技術を習得する。「数学科教育法ｃ」では，
指導案の作成，模擬授業の実施，検討・評価という
繰り返しのほか，数学史にも目を向け，数学の専門
知識および数学教育に関する認識の深化をはか
る。
教員としての資質を養うとともに数学科の指導理
論と指導技術を習得する。「数学科教育法ｄ」では，
各単元，テーマごとに具体的な教材を取り上げ，そ
れらの考察から学習指導要領のねらいに対する理
解を深め，創意工夫にみちた授業展開を行う力を
育てる。

本演習科目では，講義科目の「Web システムプロ
グラミング」とセットで，主に実習を通して情報シス
テムの代表的な形態である Web システムの設計，
開発に必要な知識と技術の修得を行う。具体的に
は，Web システムの基本的な仕組みの理解，デー
タベース（DB）の設計・構築，およびその DB を利
用する Web システムの開発を行う。

本講義では，演習科目の「システムプログラミング演
習」とセットで，先進的なシステム開発に必要な専門
知識・技能を修得する。具体的には，Web API の活
用と設計，開発フレームワークの基礎知識，オープン
ソースソフトウェアの活用，クラウド開発，開発管理
などに取り組むことで，技術者に必要なコミュニケー
ションスキル，システム開発スキルを修得する。

本演習科目では，講義科目の「システムプログラミ
ング」とセットで，主に実習を通して先進的なシステ
ム開発に必要な専門知識・技能を修得する。具体
的には，Web API の活用と設計，開発フレームワ
ークの基礎知識，オープンソースソフトウェアの活
用，クラウド開発，開発管理などに取り組むことで，
技術者に必要なコミュニケーションスキル，システ
ム開発スキルを修得する。

共通教科「情報」および専門教科「情報」の授業に
おける実際の教材，授業実践について事例をもと
に学び，それぞれの授業の目的，教材の効果につい
て理解し，教科の理念に則って適切な教材研究が
できるようになることを目指します。また，生徒が各
科目で学習する知識・技能を習得させるとともに，
主体的な学習活動（いわゆるアクティブ・ラーニン
グ）の視点を活かした授業設計ができるようになる
ことを目標とします。

専
門
基
礎

専
門
応
用

教職課程

情報システム

【備考】
（１）授業科目の名称欄の（※）は外国人留学生対象科目を表す。
（２）授業科目の名称欄の（◇）は教職課程履修者対象科目を表す。
（３）必選区分欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，－は履修不可科目，空白は学系ごとに指定した単位数まで自由選択を表す。
（４）教職欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，＊は推奨科目を表す。
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科目区分 科目No.授業科目の名称
年

次

学

期 数
位
単

学系別必選区分 教　職

授　業　概　要
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学

△

△

△

△

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

ネットワークセキ
ュリティ論

ソフトウェア工学a

ソフトウェア工学b

ネットワークプロ
グラミングa

ネットワークプロ
グラミングa演習

ネットワークプロ
グラミングb

ネットワークプロ
グラミングb演習

サイバーフィジ
カルシステムa

サイバーフィジ
カルシステムb

言語処理論

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

L

F

L

F

F

L

L

F

L

L

2

2

2

2

1

2

1

2

2

2

△

○

○

○

○

○

○

○

○

△

II603-301

II604-301

II604-302

II603-302

II603-303

II603-304

II603-305

II604-303

II604-304

II604-305

ソフトウェア工学の基本的な考え方と知識を体系
的に学び，「安心・安全」なソフトウェアを設計・作
成・保守する力を強化することを目的とする。ソフ
トウェア開発プロセス，ソフトウェアライフサイク
ル，プロセスの標準化，要求分析からテスト工程・
保守まで一貫した流れを学ぶ。 
ソフトウェア工学の基本的な考え方と知識を体
系的に学び，「安心・安全」なソフトウェアを設計・
作成・保守する力を強化することを目的とする。
ソフトウェア品質管理，ＰＭＢＯＫなどの開発工
程管理，リスク管理，人的管理などのソフトウェ
ア開発の管理者に必要な技術と知識を学ぶ。      

情報社会における基盤技術であるインターネット技術
は，ネットワークの構築・運用とアプリケーション開発
に大別される。
この演習では，ネットワークシステムの管理者およびネ
ットワークアプリケーションの作成者を育成することを
目標に，実際にシステムを構築しながら学習を進める。
受講者は仮想マシン (VMWare) 上に専用の Linux
システムをインストールして，自らが管理者となって
様々な設定を行いサービスを提供する訓練を行う。
この演習はより理解度を深めるために，１回２コマの連
続授業となっている。
授業では毎回出席を取るので，遅刻，欠席（サボり）は
厳禁である。

情報社会の基盤技術の一つであるインターネット技術
は，ネットワークの構築・運用とアプリケーション開発
に大別される。
この授業ではネットワーク管理者およびネットワークア
プリケーション開発者を育成することを目標に，実際に
システムを構築しながら学習を進める。
受講者は Linux システムを実際にインストールし，自
らが管理者となってさまざまな設定やサービス提供す
る訓練を行う。
この演習はより理解度を深めるために，１回２コマの連
続授業となっている。
情報社会の基盤技術の一つであるインターネット技
術は，ネットワークの構築・運用とアプリケーション
開発に大別される。
この授業ではネットワーク管理者およびネットワーク
アプリケーション開発者を育成することを目標に，実
際にシステムを構築しながら学習を進める。
受講者は Linux システムを実際にインストールし，自
らが管理者となってさまざまな設定やサービス提供
する訓練を行う。
この演習はより理解度を深めるために，１回２コマの
連続授業となっている。

情報社会における基盤技術であるインターネット技術
は，ネットワークの構築・運用とアプリケーション開発
に大別される。
この演習では，ネットワークシステムの管理者およびネ
ットワークアプリケーションの作成者を育成することを
目標に，実際にシステムを構築しながら学習を進める。
受講者は仮想マシン (VMWare) 上に専用の Linux
システムをインストールして，自らが管理者となって
様々な設定を行いサービスを提供する訓練を行う．
この演習はより理解度を深めるために，１回２コマの連
続授業となっている。
授業では毎回出席を取るので，遅刻，欠席（サボり）は
厳禁である。

サイバーフィジカルシステム a に引き続き、サイバ
ーフィジカルシステムの開発について学習する。具
体的には、機械学習を用いた統計処理，その分析
結果をフィードバックする Web システムを開発す
る技術を学ぶ。また，ビッグデータを扱うためのデ
ータベースを設計する技術を習得する。

現実空間と仮想空間を相互連携させたサイバーフ
ィジカルシステムの開発について学習する。具体的
には，マイクロコンピュータと各種センサを用いた
センシングおよびオープンデータの活用，取得した
データの可視化を行うシステムを開発する技術を
学ぶ。

コンピュータシステムのセキュリティ問題につい
て，物理的側面，ソーシャルエンジニアリング的側
面，ソフトウェア的側面から解説したい。
ソフトウェア的側面では，近年急速に普及しつつあ
るネットワーク (LAN，インターネット ) 上でのセキ
ュリティホールとその防御法について講義する。
セキュリティを向上させるには，逆に攻撃者 ( クラ
ッカー ) の攻撃手段を熟知することが必要不可欠
であるので，その点についても詳しく講義したい。

専
門
応
用

情報システム

105

学則第14条第３項に定める「授業科目の履修方法及び単位の修得に関することについては，
本学則に定めるもののほかは，別に定める」とは，本書のこの部分を指します。
また，総合情報学部履修規程に関する内容も掲載しています。

総合情報学部の学修について

67

総
合
情
報
学
部
の
学
修
に
つ
い
て



科目区分 科目No.授業科目の名称
年

次

学

期 数
位
単

学系別必選区分 教　職

授　業　概　要
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学

△

△

△

◎

△

◎

◎

△

＊

△

＊

＊

△

＊

言語処理論

人工知能b

人工知能c

ゲームプログラミ
ングa

ゲームプログラミ
ングb

暗号理論a

暗号理論b

情報通信ネット
ワーク論

データマイニング

応用統計学

データ解析システム

データ可視化法

3

3

3

3

3

2

3

3

3

3

3

3

L

F

L

F

L

L

F

F

L

F

F

L

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

○

△

△

△

○

○

△

△

△

△

△

II604-305

II602-303

II602-304

II604-306

II604-307

II603-203

II603-306

II603-307

II703-301

II702-301

II703-302

II703-303

2 年前後期の「プログラミング応用 a」「同 b」およ
び 3年前期の「ゲームプログラミング a」をうけて，
オブジェクト指向に基づくソフトウェア設計を行う
上で必要な考え方と方法論の基礎を 3D ゲームソ
フトウェアを題材として学ぶ。プログラミング言語
としてはC++を使い，3Dプログラミングの基本
も学習する。また，どのようにデザインすれば優れ
たゲームソフトウェアを作成できるのか，その方法
を学習する。最終試験は定期試験として実施する。

本講義では，人工知能bに引き続き、人工知能の
応用などについて学ぶ。具体的には，データ収集，
データ推移予測，モデルの評価，自然言語処理，ロ
ボットや自動制御などについて学ぶ。

2年前後期の「プログラミング応用 a」「同 b」をう
けて，ゲームソフトウェアを例に，ソフトウェア
の設計と作成を行う上で必要な考え方と方法論
の基礎を学ぶ。内容的には，C 言語を使って２ D
シューティングゲームを作成する。最終試験は定
期試験として実施する。

本講義では現代暗号理論の応用分野や現代暗号
分野に属するプロトコル、耐量子計算機暗号といっ
た発展分野について学ぶ。

本講義では，整数論と計算量理論を基礎とする現
代暗号理論のプリミティブとその役割を概観し，各
暗号アルゴリズムのプログラミングについて学ぶ。

本講義では，情報通信ネットワークに関する基礎知
識・基礎理論と応用技術の習得を目指す。前半は，
情報通信ネットワークの基本技術である各層のプ
ロトコルに関する理解を深め，その後，通信性能や
通信品質に関する理解を深める。後半は，近年目覚
ましい発展を遂げている無線通信で用いられてい
るネットワーク技術（無線 LAN，無線 PAN，移動体
通信（4G・5G），近距離無線，IoT 向け無線通信
（LPWA）など）に関する理解を深める。

データの解析を行うには，データの収集から蓄積，
前処理，分析，モデリング，検証などさまざまなプロ
セスを経ることになる。この各プロセスにおいては，
アプリケーション，ツール，ライブラリなどのソフト
ウェアだけでなく，ネットワーク，コンピュータなど
のハードウェアも含めた多くの技術を活用したシス
テムが必要となる。本講義では，データ解析におけ
るアプリケーションシステムに関連したさまざまな
知識および技術について実例を通して解説する。
データ分析においてはさまざまな分析手法を用い
るが，そのなかでもデータをグラフなど視覚的に
表し，その特徴を捉えることは分析の基本となる。
データの種類や量，目的によった適切な視覚化の
技法を用いることで，データに潜んでいる有用な
知見や関係性を明らかにすることができる。本講義
では，人間の視覚認知の基礎からはじめ，基礎的な
グラフからビッグデータ等複雑なデータに対する
視覚化といった手法を実際の演習を通して学ぶ。

大量のデータから規則を導き出すデータマイニン
グについて，具体的な方法論を学習する。また，実
際のビジネスの現場における活用について考える。
アンケート調査について，その計画と実施および収
集したデータの解析を行うことができる能力が身に
付いていること。

本講義では，人工知能 aに引きつづき，人工知能
の基礎を学ぶ。具体的には，機械学習，深層学習、ソ
フトコンピューティング，AI システムなどについて
の基礎的な知識を学ぶ。

専
門
応
用

情報システム

データ
サイエンス

【備考】
（１）授業科目の名称欄の（※）は外国人留学生対象科目を表す。
（２）授業科目の名称欄の（◇）は教職課程履修者対象科目を表す。
（３）必選区分欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，－は履修不可科目，空白は学系ごとに指定した単位数まで自由選択を表す。
（４）教職欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，＊は推奨科目を表す。

最初にプログラミング言語の構文を厳密に定義す
るための形式的記述法を学ぶ。次に，コンパイラと
インタプリタの機能・構造・機構について基本を
学ぶ。また，Java 言語や C++ 言語の処理に必要
な中間言語と仮想マシンの役割りについて理解を
深める。
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科目区分 科目No.授業科目の名称
年

次

学

期 数
位
単

学系別必選区分 教　職

授　業　概　要
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学

△

△

△

△

△

＊

△

＊

＊

◎

◎

◎

◎

数値計算プログラ
ミング

最適化理論

計算機数論

整数論

微分方程式論

符号理論

心理学実験Ⅰ

心理学実験Ⅱ

心理アセスメント
演習

メンタルヘルス
ケア演習

メンタルヘルス
ケア論

3

3

2

2

3

3

3

3

3

3

3

F

L

F

L

F

F

F

L

L

L

F

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

2 △

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

II703-304

II703-305

II703-203

II701-209

II701-301

II701-302

II704-301

II704-302

II704-303

II704-304

II704-305

整数論の中心的な話題である素数の理論につい
て，代数学的な側面から学ぶ。授業は講義形式で行
うが，演習課題を交えながら実施し，これを通して
数学的思考力を身につける。

本講義では，整数，素数，公倍数，公約数、Euclid 
algorithm，類，原始根といった整数論の基本的事
項と計算機を用いた整数論について学ぶ。

本講義では基礎的な心理学実験を通じて，日常現
象の観察だけでは分からない心の働きについて詳
しく知る。そのために，受講者が自ら実験者，被験者
となって実験，観察、調査を行う。

本講義では基礎的な心理学実験を通じて，日常現
象の観察だけでは分からない心の働きについて詳
しく知る。そのために，受講者が自ら実験者，被験者
となって実験，観察、調査を行う。

初等的な微分方程式を中心に，その解法や，解の
性質について学んでいく。

本講義では，符号の数理として，情報量，圧縮符号，
誤り訂正符号，通信路容量などを学ぶ。

心理臨床の場において，心理支援を実施していく
ためには，クライアントの心理アセスメントが必要
である。このアセスメントに大きな役割を果たすも
のが，長期にわたって開発され，信頼性と妥当性の
検討されてきた各種心理検査法である。そこで，本
授業では「心理アセスメント論」の授業で学んだ知
能検査，メンタルヘルス検査，パーソナリティ検査
を中心に取り上げ，実際に受講者が心理検査を実
習体験し，検査方法や解釈を学んでいく。授業時間
前半に検査法の概略を説明し，後半に検査法を実
習する。その後，実習の結果をまとめ，報告書を作
成し提出する。

心理臨床の場において必要とされる具体的な心理
支援方法に関する基礎的知識を取り上げる。本授業
では「臨床心理学概論」「メンタルヘルスケア論」で
取り上げた心理支援方法やカウンセリング技法を
紹介し，受講者はモデリング，ロールプレイ，ワー
ク、更にはクライアントとしてのセラピー体験など
の実習を通じて，技法の理解と取得を進めていく。
実習することで，心理支援方法を体験的に理解し，
将来の心理臨床の学びに役立つものとなる。
本授業は実習ごとに課題があり、受講者はその課
題の結果をまとめ、報告書を提出する。
現代は｢ストレス社会｣の側面がある。悪性ストレス
は，心ばかりでなく身体にも否定的な影響を与え，
生活習慣病や精神疾患の原因の一つになる。また，
思春期・青年期におけるメンタルヘルス不調や不
登校，退学，ゲーム依存，自傷行為などの問題、成
人期以降における休職、抑うつ，アルコール・薬物
依存，自殺などの問題もその背後に悪性ストレスの
影響を考えていく必要がある。　
そこで，本授業は，いかにして健康なメンタルヘル
スを維持していくことができるか，臨床心理学の知
識を基に，心理支援方法としてのカウンセリングや
セラピーの理論と技法を講義から学んでいく。更
に，自己の生き方についてもカウンセリング・セラ
ピーとの関連で考察する。

近年注目されている機械学習においても，最適化
理論などの応用数学が用いられている。本講義で
は，Python による演習を交えながら，数理最適化
の基礎について学ぶ。この上で，機械学習において
利用されている最適化理論についても理解を深め
る。

専
門
応
用

データ
サイエンス

△

△

△

△

◎

△

◎

◎

△

言語処理論

人工知能b

人工知能c

ゲームプログラミ
ングa

ゲームプログラミ
ングb

暗号理論a

暗号理論b

情報通信ネット
ワーク論

データマイニング

応用統計学

データ解析システム

データ可視化法

数値計算プログラ
ミング

3

3

3

3

3

2

3

3

3

3

3

3

3

L

F

L

F

L

L

F

F

L

F

F

L

F

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

○

△

△

△

○

○

△

△

△

△

△

II604-305

II602-303

II602-304

II604-306

II604-307

II603-203

II603-306

II603-307

II703-301

II702-301

II703-302

II703-303

II703-304

物理現象や生態系の現象，社会現象などの様々な
数理モデルの数値シミュレーションを行う場合，最
終的にはコンピュータによる数値計算処理が必要
となる。本講義では，連立 1 次方程式の数値解法，
数値積分，常微分方程式の数値解法，さらに非線形
方程式の数値解法の考え方や具体的なアルゴリズ
ム構成法，留意点などについて習得する。また，受
講者自らプログラミングを行うことにより，学習の
理解を深める。
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科目区分 科目No.授業科目の名称
年

次

学

期 数
位
単

学系別必選区分 教　職

授　業　概　要
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学
生命情報学演習

生命情報解析学

生命情報解析学
演習

環境解析論

環境調査演習

環境リモートセン
シング

物体・画像認識演習

パターン認識と
機械学習

映像制作論a

映像制作論b

3

3

3

3

3

3

3

3

2

3

F

F

L

F

L

L

F

F

L

F

1

2

1

2

1

2

1

2

2

2

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△△

II704-306

II704-307

II704-308

II704-309

II704-310

II704-311

II704-312

II704-313

II801-210

II801-302

本授業では，主にゲノム情報を中心とする生命情
報解析において代表的な解析ツールやデータベー
スの取り扱い方について理解することを目的とす
る。また，特に Linux 環境下での解析やファイル操
作，R 言語によるデータの図示化について習得す
る。

本講義では生態系（ecosystem）をひとつのシス
テムと考え，その構成要素のひとつである植物・
植生と環境要因との相互作用について現地実習を
通して学ぶ。また，地理情報システムやリモートセ
ンシングでの解析に必要な環境情報の抽出方法
や，GPS・UAV などの機器を用いた調査・解析
手法を，現地実習をとおして習得する。

本講義では生態系（ecosystem）をひとつのシス
テムと考え，その構成要素のひとつである植物・
植生に着目しながら，その組成や構造，維持・更新
機構，環境要因との関係について概説する。コンピ
ュータ演習では R を用いた植物・植生データの解
析手法について学ぶ。

衛星搭載センサーから地表面，海洋などの地球環
境が観測され，環境研究に利用されてきた。ここで
は，環境情報システムのエンドユーザとして，衛星
情報処理ソフトウエアを利用し，衛星観測データの
取り扱い手法について学習し，環境に関する研究
へ利用可能な形態とする手法を学習する。特に、本
学において受信処理する MODIS データの環境研
究への利用手法を学習する。

画像処理・画像認識用の Python 言語ライブラリ
である OpenCV を用いて静止画や動画を処理す
る演習授業である。画像情報論やパターン認識の
講義で学んだ理論を基に実際のディジタル画像に
適用し実習する。また，基本アルゴリズムを組み合
わせることで目的とする一つのソフトウェアを構築
する演習を行う。

現実世界にある 3 次元の物体の形状情報をコンピ
ュータ内に表現するモデリングやディスプレイなど
に表示できる 2 次元の画像の変換作業，そして時
間に伴う対象世界の変化をアニメーションなどに
ついて学習を行う。実際にコンピュータを用いて目
的の画像を生成・加工する段階で必要となる基本
的事項を習得する。
映像制作論Ⅰは映像表現基礎Ⅰ，Ⅱの内容を踏ま
えた上グループワークで作品制作に取り組みま
す。ヒッチコックの映画と『映画術 ヒッチコック／
トリュフォー』を参照しながら，ダイヤローグ（台
詞）を用いることなく，映像だけでストーリーを語
ること、観客の感情に働きかけることを目標とし，
サスペンスやホラーといったジャンルの短編映画
を制作していきます。
2000 年代に入って映像制作は急速にデジタル化
し，ノンリニア編集だけでなく，ミラーレス一眼，
GoPro（アクションカメラ），ドローン，360 度カメ
ラといった撮影機器が登場し、さらにコロナ禍では
ライブ配信が普及しました。こうした新しい映像コ
ンテンツ，映像メディアの可能性を作品制作を通し
て考察します。

本授業では，生命情報解析に必要とされる生命現
象や遺伝に関する理解，そしてグローバル規模で
展開されている解析プロジェクトやデータベース
等について理解することを目的とする。また，特に
次世代シーケンサーから得られる配列情報を中心
とした解析ツールやデータベースの取り扱い方に
ついて説明する。

専
門
応
用

データ
サイエンス

情報メディア

【備考】
（１）授業科目の名称欄の（※）は外国人留学生対象科目を表す。
（２）授業科目の名称欄の（◇）は教職課程履修者対象科目を表す。
（３）必選区分欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，－は履修不可科目，空白は学系ごとに指定した単位数まで自由選択を表す。
（４）教職欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，＊は推奨科目を表す。

△

△

△

＊

△

＊

＊

数値計算プログラ
ミング

最適化理論

計算機数論

整数論

微分方程式論

符号理論

心理学実験Ⅰ

心理学実験Ⅱ

心理アセスメント
演習

メンタルヘルス
ケア演習

メンタルヘルス
ケア論

生命情報学演習

3

3

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

F

L

F

L

F

F

F

L

L

L

F

F

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

2

1

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

II703-304

II703-305

II703-203

II701-209

II701-301

II701-302

II704-301

II704-302

II704-303

II704-304

II704-305

II704-306

本授業では，生命情報学で扱う大量のデータから
生物学的意味を見出すための解析ツールやデータ
ベースについて習得する。また特にタンパク質のデ
ータを中心として，Python を用いた基礎的なバイ
オインフォマティクス解析手法を習得する。
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科目区分 科目No.授業科目の名称
年

次

学

期 数
位
単

学系別必選区分 教　職

授　業　概　要
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学

△

△

△

身体表現

スクリーンライ
ティング

感性音響学

音響技術Ⅱ

出版メディア論

現代社会学

情報政治学

3

2

3

2

3

3

3

F

F

F

L

F

L

F

2

2

2

2

2

2

2

△

△

△

△

△

△

△

II801-303

II801-211

II801-304

II801-212

II802-301

II802-302

II802-303

「映画」は映画館の銀幕だけでなく，テレビやコン
ピュータモニター，スマートフォンといった多様
な二次元の平面で鑑賞されるようになりました。
また「映画」は，テクノロジーの進歩によって，新
しい表現を次々と生み出してきました。その一方
で、ストーリーに関していえば，1920年代のサ
イレント映画から現在の３Ｄアニメーション映
画に至るまで大きな変化があったとは言えませ
ん。この授業では時代を超えて変わることのない
ストーリーテリングの技法を考察します。また，
「映画」においては小説のように内面を語ったり，
演劇のように台詞だけに頼って書くことはでき
ません。「映画」特有のシナリオの書き方について
も実践を通して学んでいきます。
音や音楽に対しての定量的かつ再現性のある感性
評価方法について学ぶ。また、音や音楽によって人
間の感性に働きかける技術や手法について学ぶ。
スマホ，テレビ，パソコンなど，現代のメディア機器
で使用される音響技術について，その原理と仕組
み，適用できる範囲を学ぶ。また，それらの音響技
術のソフトウェアによる実現方法を，実習を交えて
学ぶ。また，録音および再生におけるマイクロホン
およびスピーカの取り扱いについて，実習および
実演を交えて学ぶ。
出版の基礎概念，現代に至る出版産業の発展の経
緯を学び，その特徴，可能性，課題を具体的かつ専
門的に理解する。編集の仕事，印刷・製本のプロセ
ス，さらに読者の開拓に至るまでを多くの事例から
学ぶ。またパソコン，ケータイ，インターネットの普
及により，現代人の読む行為に大きな変化が起き
ているが，これに対する現代の出版メディアの取り
組みを取り上げる。
現代社会を理論と現実の 2 つの視角から全体とし
て理解してゆく。情報社会と呼ばれる現代社会では
あるが，その背後には生きた人間の生活がある。現
代社会は，多くの社会問題を抱えている。本講義で
は、日本社会の根底にある問題について理論と事例
の検討を加える。
情報の生産流通消費を個人が行えるようになって，
情報過多と情報疎外が同時に到来する時代となっ
た。「知らないことは許されない」時代となった。し
かし，情報の管理統制ははたして個々人の「自由」
において行えるものなのであろうか。「知らないこ
とは許されない」のは，誰のために，なぜなのか。そ
こには情報それ自体ではなく情報を扱う人や組織・
集団が関与している。このようなメカニズムを，情
報を構成する言語・シンボルの機能に着目して，
政治（人が人を動かすことで価値を「動かす」，これ
を「政治」と本講義では呼ぶ）を動態的に捉える。具
体的には，現代日本の政治を，政治学，政治経済
学，マス・コミュニケーション論，行政学，政治過程
論，の視点から概説する。

身体表現といえば，バレエ，ダンス，パントマイム，
サーカスといった一連のパフォーマンスを思い浮
かべるかもしれません。しかし，演劇や映画はもち
ろんのこと，司会や朗読などにおいても身体は重
要な役割を果たしています。ある人物の固有の身
体がもたらす魅力はデジタル時代においても変わ
ることはないでしょう。また、私たちは日常生活にお
いて，身体を通して他者と非言語的なコミュニケー
ションを行っています。この授業ではそうした日常
的な身体表現（パフォーマンス）を考察することか
ら始め，演劇やダンス，朗読の課題に取り組むこと
を通して，身体が生み出す多様な表現とその可能
性について学びます。

専
門
応
用

情報メディア
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学則第14条第３項に定める「授業科目の履修方法及び単位の修得に関することについては，
本学則に定めるもののほかは，別に定める」とは，本書のこの部分を指します。
また，総合情報学部履修規程に関する内容も掲載しています。
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科目区分 科目No.授業科目の名称
年

次

学

期 数
位
単

学系別必選区分 教　職

授　業　概　要
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学
ジャーナリズム論

異文化コミュニケ
ーション論

マーケティング・
コミュニケーション論

金融論

経営戦略論

経営ケーススタディ

中小企業論

3

3

3

3

3

3

3

L

L

F

F

F

F

L

2

2

2

2

2

2

2

△

△

△

△

△

△

△

II802-304

II802-305

II803-301

II803-302

II803-303

II803-304

II803-305

多国籍化・多文化化が進む今日の社会において
は，お互いを尊重しながら良好な関係を築くための
コミュニケーションが欠かせない。この講義では，
国，地域，言語，ジェンダー，世代など「異文化性」を
感じる相手とのコミュニケーション全般を対象とす
る。まず自分の文化を認識することから始め，文化
とコミュニケーションの関係性を多様な視点から考
える。文化背景の異なる人々と接触し関係を築く過
程でどんなことが起こるのかを具体的事例から学
び，異文化コミュニケーションに必要な柔軟で積極
的な態度と方法を身につける。
マーケティングの基本的な理論と関係性の構築に
ついて講義する。マーケティングの考え方は，製品
やサービスだけでなく地域などにも適用可能であ
り，その応用範囲はきわめて広い。本講義において
は理論と事例を織り交ぜながら，マーケティングに
対する理解を深めることを目的とする。そのうえで
様々な関係主体との双方向のコミュニケーション
のあり方や重要性について学ぶ。
講義では、金融の基礎的な知識を固めるために，経
済活動における金融システムの位置付けや金融市
場の機能について学習する。さらに我が国におけ
る金融市場発展の歴史を制度的側面を含めて理解
する。また，我が国における金融制度を理解した上
で，その課題と展望を俯瞰する。併せて，消費者金
銭教育の必要性と方法についても説明する。

経営戦略論の代表的な理論やフレームワークにつ
いて講義を行う。今日の企業が直面する戦略上な課
題は多岐にわたり，さまざまな切り口による研究が
行われている。それらの中から特徴的な事例を複数
取り上げ，経営戦略に関する理解を深めていく。さら
に，事例についての体系化，一般化，概念化を行う。
経営・経済の環境変化に応じながら，企業は柔軟に
ビジネスモデルを対応させている。講義では，企業
が経営革新を遂げて成功した事例や，失敗した事例
などを取り上げ学習する。具体的には，成功してケー
ススタディとして，日本人による食への意識変化に
順応することができず一時は倒産しながらも再生を
遂げた飲食関連企業や，失敗したケーススタディと
して，規制緩和により新規参入を急ぎ過ぎて失敗し
た航空業界のベンチャー企業などを取り上げる。
中小企業のメカニズム，発展段階別マネジメントの
あり方，資金調達の導入，株式公開といった観点か
ら確立することを目指す。前半は講師による中小企
業の経営に関する講義，後半は受講生を幾つかのグ
ループに分けた上で各グループが発表を行い、具
体的なケーススタディ（成長を遂げた企業の成功事
例や，一方で成長機会を捉えることが出来なかった
失敗事例）を通して中小企業が利益成長を遂げる鍵
について議論・考察する。

ジャーナリズムはマス・メディアだけにあるのでは
ない。ソーシャルメディアにもその機能が求められ
ているのは，違法行為を自らの情報をさらしてまで
開示しようとする人たちが顕在化したことからも明
らかであろう。また，だからといってマス・メディア
の持っている法規制や倫理をそのまま声高に求め
ることを求めているのではない。情報の収集と編集
および公開といった過程に「公益」が価値として求
められることを，マスメディアとくに新聞がその歴
史の中で培ってきた。反面人々の噂やフェイクニュ
ース，スキャンダル記事を用い，同時に権力の愛玩
犬として力と資金のある強者に阿って「戦争と災害
で大きくなった」という負の側面も持っているのが
新聞などのマス・メディアである。ソーシャルメデ
ィアをより公益性をもたせるために，マスメディア
の持っている（た）ジャーナリズム性を歴史，理論，
比較を通じて明らかにすることを本講義の目的と
する。

専
門
応
用

情報メディア

【備考】
（１）授業科目の名称欄の（※）は外国人留学生対象科目を表す。
（２）授業科目の名称欄の（◇）は教職課程履修者対象科目を表す。
（３）必選区分欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，－は履修不可科目，空白は学系ごとに指定した単位数まで自由選択を表す。
（４）教職欄の◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目，＊は推奨科目を表す。
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科目区分 科目No.授業科目の名称
年

次

学

期 数
位
単

学系別必選区分 教　職

授　業　概　要
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
メ
デ
ィ
ア

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｓ
応
用
基
礎

情

報

数

学
マーケティング
戦略論

ブランドマネジ
メント論

専門演習

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ

3

3

2

3

4

L

L

L

2

2

1

4

6

△

△

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

II803-306

II803-307

II400-207

II400-304

II400-401

企業におけるマーケティング戦略を，ケーススタデ
ィ形式で講義する。今日の企業活動においてマーケ
ティングの果たす役割はますます大きくなってきて
おり，日本経済の停滞や市場のグローバル化などの
要因によって，企業間の競争が激しさを増している
ことなどが，その背景にある。このため，マーケティ
ング戦略の基本的なスタンスを整理した上で，先進
的な事例を紹介しながらマーケティング戦略構築の
プロセスを説明する。

企業には , 自社の経営理念と事業戦略に基づいて
管理されるべき企業ブランドがある。一方で , 市場
で顧客との接点となるべく生み出される製品ブラ
ンドがある。この 2 つの視点に基づいて , ブランド
マネジメントのあり方について理解する。

本演習科目では，３年次からのゼミ選択を意識さ
せ，希望する研究室へ所属し、ゼミの学びについて
理解させる。また，卒業研究に必要な専門的知識・
技術の基礎を理解させる。最終的に研究室やゼミ
で必要となる学びを確認、又は履修計画を策定し，
各自が希望しているゼミを理解して選択できるよ
うにする。

各ゼミの教員のもとで卒業論文を視野に入れた研
究活動を行う。あわせて，ゼミでの学びをとおして
興味のある知識や技術を複合的に習得すると共に
企業や組織の中で多様な人々とともに仕事を行っ
ていくうえで必要である社会人基礎力を身につけ
る。これにより，自律的・主体的に学習する意欲を
引き出す人材を養成する。

３年次の卒業研究Ⅰを通して身につけた幅広い思考
能力や応用能力をもとにして，卒業研究の成果を卒
業論文として纏める。少人数演習形式で，各ゼミの教
員のもとで，研究をおこない，必要な専門知識や社
会人として要求される総合力を身に付ける。卒業論
文でおこなった研究内容を主催する卒業論文発表会
において発表し，質疑応答の技術を習得する。

専
門
応
用

情報メディア

卒業研究

111

学則第14条第３項に定める「授業科目の履修方法及び単位の修得に関することについては，
本学則に定めるもののほかは，別に定める」とは，本書のこの部分を指します。
また，総合情報学部履修規程に関する内容も掲載しています。
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４．学系制
１）総合情報学部総合情報学科の教育体系

　総合情報学部総合情報学科は，教育目標及び人材育成の目的を達成するために３つの学系（「情報システム学系」
「データサイエンス学系」「情報メディア学系」）を設置しています。また，各学系には，専門の研究分野に分けて
研究室を設置しています。2年次後期から研究室に所属しますが，その研究室が必要とする専門的な基礎・応用の
知識・技術が修得できるように履修モデルを設けています。

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期～３，４年 履修モデル

共通

いずれかの学系を選択し所属する
所属を希望する研究室の
履修モデルを参考に授業
科目を履修する

いずれかの研究室を選択し所属する
（複数教員指導体制）
３年次から指導教員のゼミに所属する

基礎教育

情報システム学系
（ヒトとモノの融合による，
総合的な情報システムを学ぶ）
高校一種「情報」免許取得可

AI・システムデザイン研究室 AI・システムデザイン

ゲーム・IｏT研究室

ネットワーク・セキュリティ研究室

ゲーム・IｏT

ネットワーク・セキュリティ

メディアデザイン研究室 メディアデザイン

メディア文化研究室

経営情報研究室

メディア文化

経営情報

情報メディア学系
（情報とメディアで新しい価
値を創る）

中高一種「数学」免許取得可

データサイエンス学系
（データに埋もれた知識を解
  き明かし，価値ある未来を
  創るための方法を学ぶ）

データサイエンス基盤研究室

生命・環境科学

データサイエンス基盤

生命・環境科学研究室

心理学研究室 心理学

　（１）学系選択について
　　　１年次前期（７月頃）に，所属する学系を希望調査し，後期から学系に所属します。
　　　※学系ごとに授業科目の必選区分が違うので，授業科目表で確認してください。
　（２）研究室選択について
　　　２年次前期（６～７月）に所属する研究室を希望調査し，後期から研究室に所属します。
　　　※研究室ごとに必要な知識・技術が異なります。履修モデルを参考に履修登録してください。
　（３）ゼミ（指導教員）選択について

２年次後期（11～12月）に研究活動の指導を受ける指導教員を希望調査し，３年次前期からゼミに所属します。
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２）学系別科目配当表
　　《情報システム学系》

年次 学期 ◎必修科目 〇選択必修科目 △選択科目 ◇教職科目自由選択科目
１ 前期 情報ﾘﾃﾗｼｰ演習

情報社会とAI
英語a
英語c
日本語a(※)
日本語c(※)
基礎演習
知識創造の方法
統計学
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ入門
総合情報学概論

英語b
英語d
日本語b(※)
日本語d(※)
経営と情報
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ概論
情報分析基礎
学系基礎演習a
情報ｼｽﾃﾑ学概論
IT基礎技術論
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ概論
学系基礎演習b
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用a
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用a演習

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用b
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用b演習
専門演習

Webｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
Webｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習 
卒業研究Ⅰ（通年）

卒業研究Ⅱ（通年）

ｽﾎﾟｰﾂ演習a
ｽﾎﾟｰﾂ演習b
ｽﾎﾟｰﾂ演習c
ｽﾎﾟｰﾂ演習d

ｽﾎﾟｰﾂ演習a
ｽﾎﾟｰﾂ演習b
ｽﾎﾟｰﾂ演習c
ｽﾎﾟｰﾂ演習d

中国語a
ﾊﾝｸﾞﾙ・韓国語a
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ英語a
ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語a
ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造a
ｼｽﾃﾑ設計論a
情報通信ｼｽﾃﾑ論a
Unix論a

中国語b
ﾊﾝｸﾞﾙ・韓国語b
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ英語b
ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語b
ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造b
ｼｽﾃﾑ設計論b
情報通信ｼｽﾃﾑ論b
Unix論b
人工知能a
暗号理論a
ｿﾌﾄｳｪｱ工学a
ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞa
ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞa演習
ｻｲﾊﾞｰﾌｨｼﾞｶﾙｼｽﾃﾑa
人工知能b
暗号理論b

ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習
ｿﾌﾄｳｪｱ工学b
ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞb
ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞb演習
ｻｲﾊﾞｰﾌｨｼﾞｶﾙｼｽﾃﾑb

哲学概論
ﾚﾎﾟｰﾄと文章作法
歴史学
法学概論
日本国憲法
経済学概論
市民活動論
人権・ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ
基礎数学入門
基礎数学a
環境学
健康科学
ﾚﾎﾟｰﾄと文章作法
文化人類学
心理学概論
情報法
社会学概論
基礎数学b
生命倫理
数理科学
情報数学a
推測統計学
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ論
情報ﾒﾃﾞｨｱ論

日本の社会と生活文化(※)
情報ｼｽﾃﾑｱｰｷﾃｸﾁｬ
ﾄﾞﾛｰﾝ工学
情報数学b
情報分析応用
心理ﾃﾞｰﾀ解析
Webﾃﾞｻﾞｲﾝ演習
ｹﾞｰﾑ制作基礎
社会調査法
計算機数論
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝa
ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(※)
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ論
多変量解析
人間関係論
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ基礎

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝb
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ（通年）
ﾘｸﾙｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(※)
ｹﾞｰﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞa
情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸ論
応用統計学
ﾃﾞｰﾀ解析ｼｽﾃﾑ
符号理論
ﾊﾟﾀｰﾝ認識と機械学習
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ演習
ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ論
言語処理論
人工知能c
ｹﾞｰﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞb
ﾃﾞｰﾀﾏｲﾆﾝｸﾞ
ﾃﾞｰﾀ可視化法

教職概論

教育原理

教育制度論
教育心理学
学校ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ（通年）

特別支援教育
教育課程編成論
道徳教育の理論と方法
教育方法論
ICTを活用した教育の理論と方法

総合的な学習の時間の理論と方法
生徒指導・進路指導論
情報と職業
情報科教育法a
教育実習Ⅰ（通年）

特別活動の理論と方法
教育相談論
情報科教育法b

教育実習Ⅰ（通年）
教職実践演習(中・高)

離散数学a
確率論
分子生物情報学
映像ﾒﾃﾞｨｱ表現
映像表現基礎Ⅰ
音響ﾒﾃﾞｨｱ論
経営学概論

離散数学b
代数学a
幾何学a
解析学a
臨床心理学概論
認知心理学
心理ｱｾｽﾒﾝﾄ論
計算生物学概論
地理情報ｼｽﾃﾑa

ﾃﾞｰﾀ処理論
代数学b
幾何学b
解析学b
心理学研究法
学校心理学
生命情報学
環境情報論
地理情報ｼｽﾃﾑb
画像情報論
数値計算ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
微分方程式論
心理学実験Ⅰ
ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽｹｱ論
生命情報学演習
生命情報解析学
環境解析論
物体・画像認識演習

最適化理論
心理学実験Ⅱ
心理ｱｾｽﾒﾝﾄ演習
ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽｹｱ演習
生命情報解析学演習
環境調査演習
環境ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ

映像表現基礎Ⅱ
ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ制作入門
音響技術Ⅰ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論
ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ論
経営組織論
国際経済と金融概論
ｽｸﾘｰﾝﾗｲﾃｨﾝｸﾞ

ｻｳﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ
視覚ﾃﾞｻﾞｲﾝ論
知覚心理学
文化社会論
社会心理学
海外事情
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論
整数論
映像制作論a
音響技術Ⅱ
映像制作論b
身体表現
感性音響学
出版ﾒﾃﾞｨｱ論
情報政治学
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論
金融論
経営戦略論
経営ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ
現代社会学
ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾞﾑ論
異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論
中小企業論
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略論
ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論

後期

２ 前期

後期

後期

３

４

前期

前
後

【備考】
　授業科目名に（※）が付記されている科目は，外国人留学生対象科目を表す。
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学則第14条第３項に定める「授業科目の履修方法及び単位の修得に関することについては，
本学則に定めるもののほかは，別に定める」とは，本書のこの部分を指します。
また，総合情報学部履修規程に関する内容も掲載しています。

総合情報学部の学修について
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　　《データサイエンス学系》
年次 学期 ◎必修科目 〇選択必修科目 △選択科目 ◇教職科目自由選択科目
１ 前期 情報ﾘﾃﾗｼｰ演習

情報社会とAI
英語a
英語c
日本語a(※)
日本語c(※)
基礎演習
基礎数学a
知識創造の方法
統計学
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ入門
総合情報学概論
英語b
英語d
日本語b(※)
日本語d(※)
基礎数学b
経営と情報
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ概論
情報分析基礎
学系基礎演習a
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習
情報数学a
ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ概論
学系基礎演習b
情報数学b

専門演習

卒業研究Ⅰ（通年）

卒業研究Ⅱ（通年）

ｽﾎﾟｰﾂ演習a
ｽﾎﾟｰﾂ演習b
ｽﾎﾟｰﾂ演習c
ｽﾎﾟｰﾂ演習d

ｽﾎﾟｰﾂ演習a
ｽﾎﾟｰﾂ演習b
ｽﾎﾟｰﾂ演習c
ｽﾎﾟｰﾂ演習d
離散数学a
推測統計学
確率論
分子生物情報学

中国語a
ﾊﾝｸﾞﾙ・韓国語a
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ英語a
ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語a
離散数学b
情報分析応用
代数学a
幾何学a
解析学a
臨床心理学概論
心理ﾃﾞｰﾀ解析
計算生物学概論
地理情報ｼｽﾃﾑa
社会調査法

中国語b
ﾊﾝｸﾞﾙ・韓国語b
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ英語b
ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語b
代数学b
幾何学b
解析学b
画像情報論

哲学概論
ﾚﾎﾟｰﾄと文章作法
歴史学
法学概論
日本国憲法
経済学概論
市民活動論
人権・ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ
基礎数学入門
環境学
健康科学

ﾚﾎﾟｰﾄと文章作法
文化人類学
心理学概論
情報法
社会学概論
生命倫理
数理科学
IT基礎技術論
ﾈｯﾄﾜｰｸとｾｷｭﾘﾃｨ

日本の社会と生活文化(※)
ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造a
Unix論a
情報ｼｽﾃﾑｱｰｷﾃｸﾁｬ
認知心理学
心理ｱｾｽﾒﾝﾄ論
計算機数論

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝa
ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(※)
ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造b
Unix論b
人工知能a
ﾃﾞｰﾀ処理論
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理ｼｽﾃﾑ
多変量解析
心理学研究法
人間関係論
学校心理学
生命情報学
環境情報論
地理情報ｼｽﾃﾑb
整数論
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝb
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ（通年）
ﾘｸﾙｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(※)
人工知能b
応用統計学
ﾃﾞｰﾀ解析ｼｽﾃﾑ
数値計算ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
微分方程式論
符号理論
心理学実験Ⅰ
ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽｹｱ論
生命情報学演習
生命情報解析学
環境解析論
物体・画像認識演習
ﾊﾟﾀｰﾝ認識と機械学習
人工知能c
ﾃﾞｰﾀﾏｲﾆﾝｸﾞ
ﾃﾞｰﾀ可視化法
最適化理論
心理学実験Ⅱ
心理ｱｾｽﾒﾝﾄ演習
ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽｹｱ演習
生命情報解析学演習
環境調査演習
環境ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ

教職概論

教育原理

教育制度論
教育心理学
学校ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

特別支援教育
教育課程編成論
道徳教育の理論と方法
教育方法論
ICTを活用した教育の理論と方法

総合的な学習の時間の理論と方法
生徒指導・進路指導論
数学科教育法a
数学科教育法c
教育実習Ⅰ（通年）
教育実習Ⅱ（通年）

特別活動の理論と方法
教育相談論
数学科教育法b
数学科教育法d

教育実習Ⅰ（通年）
教育実習Ⅱ（通年）
教職実践演習(中・高)

映像ﾒﾃﾞｨｱ表現
映像表現基礎Ⅰ
音響ﾒﾃﾞｨｱ論
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ論
情報ﾒﾃﾞｨｱ論
経営学概論

ｼｽﾃﾑ設計論a
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用a
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用a演習
情報通信ｼｽﾃﾑ論a
ﾄﾞﾛｰﾝ工学
映像表現基礎Ⅱ
ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ制作入門
音響技術Ⅰ
Webﾃﾞｻﾞｲﾝ演習
ｹﾞｰﾑ制作基礎
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論
ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ論
経営組織論
国際経済と金融概論
ｽｸﾘｰﾝﾗｲﾃｨﾝｸﾞ
ｼｽﾃﾑ設計論b
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用b
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用b演習
情報通信ｼｽﾃﾑ論b
ｻｳﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ基礎
視覚ﾃﾞｻﾞｲﾝ論
知覚心理学
文化社会論
社会心理学
海外事情
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論
暗号理論a
映像制作論a
音響技術Ⅱ
Webｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
Webｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習 
ｿﾌﾄｳｪｱ工学a
ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞa
ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞa演習
ｻｲﾊﾞｰﾌｨｼﾞｶﾙｼｽﾃﾑa
ｹﾞｰﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞa
暗号理論b
情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸ論

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ演習
ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習
ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ論
ｿﾌﾄｳｪｱ工学b
ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞb
ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞb演習
ｻｲﾊﾞｰﾌｨｼﾞｶﾙｼｽﾃﾑb

映像制作論b
身体表現
感性音響学
出版ﾒﾃﾞｨｱ論
情報政治学
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論
金融論
経営戦略論
経営ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ

言語処理論
ｹﾞｰﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞb
現代社会学
ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾞﾑ論
異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論
中小企業論
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略論
ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論

後期

２ 前期

後期

３ 前期

後期

前期

後期

４

【備考】
　授業科目名に（※）が付記されている科目は，外国人留学生対象科目を表す。
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　　《情報メディア学系》
年次 学期 ◎必修科目 〇選択必修科目 △選択科目 自由選択科目
１ 前期 情報ﾘﾃﾗｼｰ演習

情報社会とAI
英語a
英語c
日本語a(※)
日本語c(※)
基礎演習
知識創造の方法
統計学
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ入門
総合情報学概論
英語b
英語d
日本語b(※)
日本語d(※)
経営と情報
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ概論
情報分析基礎
学系基礎演習a
情報ﾒﾃﾞｨｱ概論

学系基礎演習b

専門演習

卒業研究Ⅰ（通年）

卒業研究Ⅱ（通年）

ｽﾎﾟｰﾂ演習a
ｽﾎﾟｰﾂ演習b
ｽﾎﾟｰﾂ演習c
ｽﾎﾟｰﾂ演習d

ｽﾎﾟｰﾂ演習a
ｽﾎﾟｰﾂ演習b
ｽﾎﾟｰﾂ演習c
ｽﾎﾟｰﾂ演習d
映像ﾒﾃﾞｨｱ表現
映像表現基礎Ⅰ
音響ﾒﾃﾞｨｱ論
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ論
情報ﾒﾃﾞｨｱ論
経営学概論
中国語a
ﾊﾝｸﾞﾙ・韓国語a
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ英語a
ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語a
情報分析応用
映像表現基礎Ⅱ
ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ制作入門
経営組織論
国際経済と金融概論
中国語b
ﾊﾝｸﾞﾙ・韓国語b
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ英語b
ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語b

哲学概論
ﾚﾎﾟｰﾄと文章作法
歴史学
法学概論
日本国憲法
経済学概論
市民活動論
人権・ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ

ﾚﾎﾟｰﾄと文章作法
文化人類学
心理学概論
情報法
社会学概論
基礎数学b
生命倫理
数理科学

日本の社会と生活文化(※)
ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造a
情報数学b
臨床心理学概論
認知心理学
心理ｱｾｽﾒﾝﾄ論
心理ﾃﾞｰﾀ解析

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝa
ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(※)
ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造b
人工知能a
ﾃﾞｰﾀ処理論
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理ｼｽﾃﾑ
多変量解析
心理学研究法
人間関係論
学校心理学
画像情報論
ｻｳﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ基礎
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝb
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ（通年）
ﾘｸﾙｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(※)
人工知能b
応用統計学
ﾃﾞｰﾀ解析ｼｽﾃﾑ
ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽｹｱ論
ﾊﾟﾀｰﾝ認識と機械学習
映像制作論b
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ演習
人工知能c
ﾃﾞｰﾀﾏｲﾆﾝｸﾞ
ﾃﾞｰﾀ可視化法
現代社会学
ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾞﾑ論
異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論
中小企業論
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略論
ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論

基礎数学入門
基礎数学a
環境学
健康科学

情報数学a
推測統計学
ﾈｯﾄﾜｰｸとｾｷｭﾘﾃｨ

音響技術Ⅰ
Webﾃﾞｻﾞｲﾝ演習
ｹﾞｰﾑ制作基礎
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論
ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ論
社会調査法
ｽｸﾘｰﾝﾗｲﾃｨﾝｸﾞ

視覚ﾃﾞｻﾞｲﾝ論
知覚心理学
文化社会論
社会心理学
海外事情
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論
映像制作論a
音響技術Ⅱ

身体表現
感性音響学
出版ﾒﾃﾞｨｱ論
情報政治学
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論
金融論
経営戦略論
経営ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ

IT基礎技術論
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎演習
離散数学a
確率論
分子生物情報学

ｼｽﾃﾑ設計論a
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用a
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用a演習
情報通信ｼｽﾃﾑ論a
Unix論a
情報ｼｽﾃﾑｱｰｷﾃｸﾁｬ
ﾄﾞﾛｰﾝ工学

ｼｽﾃﾑ設計論b
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用b
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用b演習
情報通信ｼｽﾃﾑ論b
Unix論b
代数学b
幾何学b
解析学b
生命情報学
環境情報論
地理情報ｼｽﾃﾑb
暗号理論a
整数論
Webｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
Webｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習 
ｿﾌﾄｳｪｱ工学a
ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞa
ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞa演習
ｻｲﾊﾞｰﾌｨｼﾞｶﾙｼｽﾃﾑa
ｹﾞｰﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞa
暗号理論b
情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸ論
ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習
ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ論
ｿﾌﾄｳｪｱ工学b
ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞb
ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞb演習
ｻｲﾊﾞｰﾌｨｼﾞｶﾙｼｽﾃﾑb
言語処理論
ｹﾞｰﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞb
最適化理論

離散数学b
代数学a
幾何学a
解析学a
計算生物学概論
地理情報ｼｽﾃﾑa
計算機数論

数値計算ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
微分方程式論
符号理論
心理学実験Ⅰ
生命情報学演習
生命情報解析学
環境解析論
物体・画像認識演習

心理学実験Ⅱ
心理ｱｾｽﾒﾝﾄ演習
ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽｹｱ演習
生命情報解析学演習
環境調査演習
環境ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ

後期

２ 前期

後期

３ 前期

後期

４ 通年

【備考】
　授業科目名に（※）が付記されている科目は，外国人留学生対象科目を表す。
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学則第14条第３項に定める「授業科目の履修方法及び単位の修得に関することについては，
本学則に定めるもののほかは，別に定める」とは，本書のこの部分を指します。
また，総合情報学部履修規程に関する内容も掲載しています。

総合情報学部の学修について
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教育目標及び
育成する人材像

履修モデル ＡＩ・システムデザイン ゲーム・ＩｏＴ ネットワーク・セキュリティ

年次 科目系列 授業科目
1 前期 全学共通科目 全学基礎科目 現代実学 ◎ 情報リテラシー演習(◎)　　　◎ 情報社会とAI(◎)    

スポーツ ○ スポーツ演習a(○)　　　○ スポーツ演習b(○)　　　○ スポーツ演習c(○)　　　○ スポーツ演習d(○)    
外国語 ◎ 英語a(◎) 　　◎ 英語c(◎)　　　◎ 日本語a(※)　　　◎ 日本語c(※)   

基礎科目 共通基礎科目 基礎演習 ◎ 基礎演習
総合基礎 △ 哲学概論 　　△ レポートと文章作法(◎)　　　△ 歴史学　　　△ 法学概論　　　△ 日本国憲法(◎)　　　△ 経済学概論  

△ 市民活動論 　　△ 人権・ジェンダー　　　△ 基礎数学入門　　　△ 基礎数学a　　　△ 環境学　　　△ 健康科学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※科目区分「総合基礎」から、後期科目と合わせて8単位修得すること

知識創造 ◎知識創造の方法
情報基礎 ◎ 統計学　　　◎ プロミラミング入門 

専門教育科目 専門基礎科目 ◎ 総合情報学概論　　　◇ 教職概論(◎) 
後期 全学共通科目 全学基礎科目 スポーツ ○ スポーツ演習a(○)　　　○ スポーツ演習b(○)　　　○ スポーツ演習c(○)　　　○スポーツ演習d(○)

                    外国語 ◎ 英語b(◎) 　　　◎ 英語d(◎)　　　◎ 日本語b(※)　　　◎ 日本語d(※)
 基礎科目 共通基礎科目 総合基礎 △ レポートと文章作法(◎)　　△ 文化人類学　　△ 心理学概論　　△ 情報法(◎)　　△ 社会学概論　　△ 基礎数学b　
△ 生命倫理　　△ 数理科学  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※科目区分「総合基礎」から、後期科目と合わせて8単位修得すること   

情報基礎 ◎ 経営と情報 　　◎ コンピュータ概論(◎)　　◎ 情報分析基礎
専門教育科目 専門基礎科目 ◎ 学系基礎演習a　　◎ 情報システム学概論　　◎ IT基礎技術論　　◎ プログラミング基礎(◎)

◎ プログラミング基礎演習(◎)　　◎ 情報ネットワーク概論(◎)　
△ 情報数学a　　△ 推測統計学　　△ コンピュータグラフィックス論 　　△ 情報メディア論(◎)
◇ 教育原理(◎)

2 全学共通科目 全学基礎科目 外国語 ○中国語ａ　　　○中国語ｂ　　　○ハングル・韓国語ａ　　　○ハングル・韓国語ｂ
基礎科目 共通基礎科目 実用語学 ○コンピュータ英語ａ　　○コンピュータ英語ｂ　　○ビジネス英語ａ　　○ビジネス英語ｂ

キャリアデザイン △キャリアデザインａ　　　△ 日本の社会と生活文化(※)　　　△ ビジネスコミュニケーション(※) 
専門教育科目 専門基礎科目 ◎ 学系基礎演習b　　　◎ プログラミング応用a(△)　　　◎ プログラミング応用a演習(△)　　　◎ プログラミング応用b(△)　　

◎ プログラミング応用b演習(△) 
● アルゴリズムとデータ構造a　● アルゴリズムとデータ構造b　● Unix論a　● Unix論b　　
△ 情報システムアーキテクチャ　　　△ 情報数学b　　　△ 情報分析応用　　　△ 多変量解析　　　△ 人間関係論   
△ コンピュータグラフィックス基礎(◎) 　　　△ 心理データ解析　　△ Webデザイン演習(△)　　　△ ゲーム制作基礎
△ 社会調査法　　◇ 教育制度論(◎)　　◇ 教育心理学(◎)　　◇ 特別支援教育(◎)　　◇ 教育課程編成論(◎)　　◇ 教育方法論(◎)
◇ 教育方法論(◎)　　◇ 道徳教育の理論と方法(◎)　　◇ ICTを活用した教育の理論と方法(◎)　　◇ 学校インターンシップ(◎)

△ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ演習(◎) 　      
◇ 総合的な学習の時間の理論と方法(◎)　　　◇ 特別活動の理論と方法(◎)　　　◇ 生徒指導・進路指導論(◎)　
◇ 教育相談論(◎)　　　◇ 教育実習Ⅰ(◎) 　　　◇ 情報と職業(◎)　　　◇ 情報科教育法a(◎)　　　◇ 情報科教育法b(◎)　　
◇ 教職実践演習(中・高)(◎) 　

専門応用科目

● システム設計論a(◎)
● システム設計論b(◎)
○ 情報通信システム論a(◎)
○ 情報通信システム論b(◎)
● 人工知能a
△ データベース論(◎)
△ ドローン工学
○ 暗号理論a(△)
△ 計算機数論

● システム設計論a(◎)
● システム設計論b(◎)
○ 情報通信システム論a(◎)
○ 情報通信システム論b(◎)
○ 人工知能a
▲ データベース論(◎)
▲ ドローン工学
● 暗号理論a(△)
▲ 計算機数論

○ システム設計論a(◎)
○ システム設計論b(◎)
● 情報通信システム論a(◎)
● 情報通信システム論b(◎)
○ 人工知能a
△データベース論(◎)
△ ドローン工学
● 暗号理論a(△)
△ 計算機数論

◎ Webシステムプログラミング(△)
◎ Webシステムプログラミング演習 (△)
● システムプログラミング(△)
● システムプログラミング演習(△)
● ソフトウェア工学a
● ソフトウェア工学b
● 人工知能b
○ 暗号理論b

△ ネットワークセキュリティ論(△)
△ 言語処理論
▲ 人工知能c(△)
△ ゲームプログラミングa
△ ゲームプログラミングb
△ 情報通信ネットワーク論
△ データマイニング
△ 応用統計学
△ データ解析システム
△ データ可視化法
△ 符号理論
△ パターン認識と機械学習

◎ Webシステムプログラミング(△)
◎ Webシステムプログラミング演習 (△)
○ システムプログラミング(△)
○ システムプログラミング演習(△)
○ ソフトウェア工学a
○ ソフトウェア工学b
● サイバーフィジカルシステムa
● サイバーフィジカルシステムb
○ 人工知能b
● 暗号理論b

▲ ネットワークセキュリティ論(△)
△ 言語処理論
△ 人工知能c(△)
▲ ゲームプログラミングa
▲ ゲームプログラミングb
△ 情報通信ネットワーク論
△ データマイニング
△ 応用統計学
△ データ解析システム
△ データ可視化法
▲ 符号理論
△ パターン認識と機械学習

◎ Webシステムプログラミング(△)
◎ Webシステムプログラミング演習 (△)
○ システムプログラミング(△)
○ システムプログラミング演習(△)
○ ソフトウェア工学a
○ ソフトウェア工学b
● ネットワークプログラミングa
● ネットワークプログラミングa演習
● ネットワークプログラミングb
● ネットワークプログラミングb演習
○ 人工知能b
● 暗号理論b
▲ ネットワークセキュリティ論(△)
△ 言語処理論
△ 人工知能c(△)
△ ゲームプログラミングa
△ ゲームプログラミングb
△ 情報通信ネットワーク論
△ データマイニング
△ 応用統計学
△ データ解析システム
△ データ可視化法
△ 符号理論
△ パターン認識と機械学習

卒業研究 ◎専門演習
3•4 基礎科目 キャリアデザイン △キャリアデザインｂ　　△インターンシップ　　△ リクルートコミュニケーション(※)

専門教育科目 専門基礎科目

専門応用科目

卒業研究 ◎卒業研究Ⅰ　　　◎卒業研究Ⅱ

　３）学系別履修モデル
　《情報システム学系》

システム開発，情報ネットワーク，情報セキュリティなどに関する基礎技術からゲーム・エンタテインメント，IoT，
人工知能システムなどの先端技術について研究し，新しい情報分野で活躍していくために必要な知識と技術について学
ぶ。企業活動のサポート，セキュリティ問題に関する分析と解決方法の提案，人々の利便性向上やゲーム・エンタテイ
ンメントの提供など，多種多様な情報システムを設計・構築・運用する能力を有する人材を育成する。

【備考】科目名の前の，◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目を表す。●および▲は当該研究室の推奨科目を表す。
　　　　また，◇は教職課程科目を表し，卒業要件上は選択科目として取り扱う。教職課程履修者のみ履修できる。
　　　　科目名の後の，（◎）は教職必修科目，（○）は教職選択必修科目，（△）は教職選択科目，（※）は外国人留学生用科目を表す。
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教育目標及び
育成する人材像

履修モデル データサイエンス基盤 生命・環境科学 心理学

年次 科目系列 授業科目
1 前期 全学共通科目 全学基礎科目 現代実学 ◎ 情報リテラシー演習(◎)　　　◎ 情報社会とAI(◎)    

スポーツ ○ スポーツ演習a(○)　　　○ スポーツ演習b(○)　　　○ スポーツ演習c(○)　　　○ スポーツ演習d(○)    
外国語 ◎ 英語a(◎) 　　◎ 英語c(◎)　　　◎ 日本語a(※)　　　◎ 日本語c(※)   

基礎科目 共通基礎科目 基礎演習 ◎ 基礎演習
総合基礎 ◎ 基礎数学a                        

▲ ﾚﾎﾟｰﾄと文章作法(◎)　　△ 歴史学　　　△ 法学概論　　　△ 日本国憲法(◎)　　　△ 経済学概論  
△ 市民活動論　　　△ 人権・ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ　　　△ 基礎数学入門　　　△ 健康科学        
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※科目区分「総合基礎」から、後期科目と合わせて4単位修得すること   

知識創造 ◎知識創造の方法
△ 哲学概論　　　△ 環境学 △ 哲学概論　　　▲ 環境学 ▲ 哲学概論　　　△ 環境学

情報基礎 ◎ 統計学(◎)　　　◎ プロミラミング入門 
専門教育科目 専門基礎科目 ◎ 総合情報学概論　　　◇ 教職概論(◎) 

後期 全学共通科目 全学基礎科目 スポーツ ○ スポーツ演習a(○)　　　○ スポーツ演習b(○)　　　○ スポーツ演習c(○)　　　○スポーツ演習d(○)
                    外国語 ◎ 英語b(◎) 　　　◎ 英語d(◎)　　　◎ 日本語b(※)　　　◎ 日本語d(※)
 基礎科目 共通基礎科目 総合基礎 ◎ 基礎数学b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※科目区分「総合基礎」から、後期科目と合わせて4単位修得すること
▲ レポートと文章作法(◎)　　　△ 文化人類学　　　△ 情報法　　　△ 社会学概論
   

情報基礎 ◎ 経営と情報 　　◎ コンピュータ概論　　◎ 情報分析基礎(◎)

△ 心理学概論　　　△ 生命倫理  
▲ 数理科学

△ 心理学概論　　　▲ 生命倫理  
△ 数理科学

▲ 心理学概論　　　△ 生命倫理  
△ 数理科学

専門教育科目 専門基礎科目 ◎ 学系基礎演習a　　◎ プログラミング基礎　　◎ プログラミング基礎演習　　◎ 情報数学a　　◎ データサイエンス概論(◎)
○ 離散数学a　　　○ 推測統計学(◎)　　　○ 確率論(◎) 　
△ IT基礎技術論　　
◇ 教育原理(◎)
△ ネットワークとセキュリティ　　　　　　 ○ 分子生物情報学　　　　　　　　　　　　○ 分子生物情報学   
　             2 全学共通科目 全学基礎科目 外国語 ○中国語ａ　　　○中国語ｂ　　　○ハングル・韓国語ａ　　　○ハングル・韓国語ｂ

基礎科目 共通基礎科目 実用語学 ○コンピュータ英語ａ　　○コンピュータ英語ｂ　　○ビジネス英語ａ　　○ビジネス英語ｂ
キャリアデザイン △キャリアデザインａ　　　△ 日本の社会と生活文化(※)　　　△ ビジネスコミュニケーション(※) 

専門教育科目 専門基礎科目 ◎ 学系基礎演習b　　　◎ 情報数学b
○ 情報分析応用　　　○ 代数学a(◎)　　　○ 幾何学a(◎)　　　○ 解析学a(◎)　　　○ 社会調査法     
△ 人工知能a　　　△ データ処理論(△)　　　△ 多変量解析(△)　            
◇ 教育制度論(◎)　　　◇ 教育心理学(◎)　　　◇ 特別支援教育(◎)　　　◇ 教育課程編成論(◎)　　  
◇ 道徳教育の理論と方法(◎) 　　◇ 教育方法論(◎)　　◇ ICTを活用した教育の理論と方法(◎)　　◇ 学校インターンシップ(◎)　

◇ 総合的な学習の時間の理論と方法(◎)　　　◇ 特別活動の理論と方法(◎)　　　◇ 生徒指導・進路指導論(◎)　　
◇ 教育相談論(◎)　　　◇ 教育実習Ⅰ(◎)　　　◇ 教育実習Ⅱ(◎)　　　◇ 教職実践演習(中・高)(◎)　　
◇ 数学科教育法a(◎)　　　◇ 数学科教育法b(◎)　　　◇ 数学科教育法c(◎)　　　◇ 数学科教育法d(◎)　　
                        

専門応用科目

○ 離散数学b
○ 代数学b(◎)
○ 幾何学b(◎)
○ 解析学b(◎)
△ アルゴリズムとデータ構造a(△)
△ アルゴリズムとデータ構造b(△)
△ Unix論a
△ Unix論b
△ 情報システムアーキテクチャ
△ データベース管理システム

△ 計算機数論
△ 整数論(△)

○ 計算生物学概論
○ 地理情報システムa
○ 画像情報論

△ Unix論a
△ Unix論b
△ データベース管理システム
△ 認知心理学
△ 人間関係論
△ 生命情報学
△ 環境情報論
△ 地理情報システムb
代数学b(◎)
幾何学b(◎)
解析学b(◎)

○ 臨床心理学概論
○ 心理データ解析
○ 画像情報論

△ アルゴリズムとデータ構造a(△)
△ 認知心理学
△ 心理学研究法
△ 心理ｱｾｽﾒﾝﾄ論
△ 人間関係論
△ 学校心理学
△ 生命情報学
△ 環境情報論
△ 地理情報システムb
社会心理学
代数学b(◎)
幾何学b(◎)
解析学b(◎)
△ 計算機数論

△ 人工知能b
△ 人工知能c
△ データマイニング
△ 応用統計学(△)
△ データ解析システム(△)
△ データ可視化法(△)
△ 数値計算プログラミング(△)
△ 最適化理論(△)
△ 微分方程式論
△ 符号理論
△ 物体・画像認識演習
△ パターン認識と機械学習

△ データマイニング
△ 応用統計学(△)
△ データ解析システム(△)
△ ﾃﾞｰﾀ可視化法(△)
△ 生命情報学演習
△ 生命情報解析学
△ 生命情報解析学演習
△ 環境解析論
△ 環境調査演習
△ 環境リモートセンシング
△ 物体・画像認識演習
△ パターン認識と機械学習
数値計算プログラミング(△)
最適化理論(△)

△ データマイニング
△ 応用統計学(△)
△ データ解析システム(△)
△ 心理学実験Ⅰ
△ 心理学実験Ⅱ
△ 心理アセスメント演習
△ メンタルヘルス演習
△ メンタルヘルス論
 データ可視化法(△)
数値計算プログラミング(△)
最適化理論(△)

卒業研究 ◎専門演習
3•4 基礎科目

専門教育科目
キャリアデザイン △キャリアデザインｂ　　△インターンシップ　　△ リクルートコミュニケーション(※)
専門基礎科目

専門応用科目

卒業研究 ◎卒業研究Ⅰ　　　◎卒業研究Ⅱ

【備考】科目名の前の，◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目を表す。●および▲は当該研究室の推奨科目を表す。
　　　　また，◇は教職課程科目を表し，卒業要件上は選択科目として取り扱う。教職課程履修者のみ履修できる。
　　　　科目名の後の，（◎）は教職必修科目，（○）は教職選択必修科目，（△）は教職選択科目，（※）は外国人留学生用科目を表す。

《データサイエンス学系》

数理科学を基礎にしたデータ分析の基礎技術を学び，生命・環境・人間の行動の理解と課題解決のための応用技術を学
ぶ。その過程を通じてデータサイエンスの専門性を修得することにより，高度な情報技術を駆使し，生命・環境・人間
の行動に関する課題解決に資するとともに，社会の要請に応え得るデータサイエンティストを育成する。
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学則第14条第３項に定める「授業科目の履修方法及び単位の修得に関することについては，
本学則に定めるもののほかは，別に定める」とは，本書のこの部分を指します。
また，総合情報学部履修規程に関する内容も掲載しています。

総合情報学部の学修について
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教育目標及び
育成する人材像

履修モデル メディアデザイン メディア文化 経営情報

年次 科目系列 授業科目
1 前期 全学共通科目 全学基礎科目 現代実学 ◎ 情報リテラシー演習　　　◎ 情報社会とAI    

スポーツ ○ スポーツ演習a　　　○ スポーツ演習b　　　○ スポーツ演習c　　　○ スポーツ演習d    
外国語 ◎ 英語a 　　◎ 英語c　　　◎ 日本語a(※)　　　◎ 日本語c(※)   

基礎科目 共通基礎科目 基礎演習 ◎ 基礎演習
総合基礎 △ 哲学概論　　　△ レポートと文章作法　　　△ 歴史学　　　△ 法学概論　　　△ 日本国憲法　　　△ 経済学概論    

△ 市民活動論 　　　△ 人権・ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ　　　△ 基礎数学入門　　　△ 基礎数学a　　　△ 環境学　　　△ 健康科学       
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※科目区分「総合基礎」から、後期科目と合わせて８単位修得すること   

知識創造 ◎知識創造の方法
情報基礎 ◎ 統計学　　　◎ プロミラミング入門 

専門教育科目 専門基礎科目 ◎ 総合情報学概論
後期 全学共通科目 全学基礎科目 スポーツ ○ スポーツ演習a　　　○ スポーツ演習b　　　○ スポーツ演習c　　　○スポーツ演習d

                    外国語 ◎ 英語b　　　◎ 英語d　　　◎ 日本語b(※)　　　◎ 日本語d(※)
 基礎科目 共通基礎科目 総合基礎 △ ﾚﾎﾟｰﾄと文章作法　　　△ 文化人類学　　　△ 心理学概論　　　△ 情報法　　　△ 社会学概論
△ 基礎数学b　　　△ 生命倫理　　　△ 数理科学　　　　 ※科目区分「総合基礎」から、後期科目と合わせて８単位修得すること

情報基礎 ◎ 経営と情報 　　◎ コンピュータ概論　　◎ 情報分析基礎
専門教育科目 専門基礎科目 ◎ 学系基礎演習a　　　◎ 情報メディア概論  

2 全学共通科目 全学基礎科目 外国語 ○中国語ａ　　　○中国語ｂ　　　○ハングル・韓国語ａ　　　○ハングル・韓国語ｂ
基礎科目 共通基礎科目 実用語学 ○コンピュータ英語ａ　　○コンピュータ英語ｂ　　○ビジネス英語ａ　　○ビジネス英語ｂ

キャリアデザイン △キャリアデザインａ　　　△ 日本の社会と生活文化(※)　　　△ ビジネスコミュニケーション(※) 
◎ 学系基礎演習b　　　△ 多変量解析  専門教育科目 専門基礎科目

△ コンピュータグラフィックス演習

専門応用科目

○ 映像表現基礎Ⅱ
○ ドキュメンタリー制作入門

△ アルゴリズムとデータ構造a
△ アルゴリズムとデータ構造b
△ 人工知能a
△ 情報数学b
△ データベース管理システム
△ 画像情報論
△ サウンドデザイン
△ 音響技術Ⅰ
△ コンピュータグラフィックス基礎
△ Webデザイン演習
△ ゲーム制作基礎
△ 視覚デザイン論
△ 知覚心理学

〇 情報分析応用
○ 経営組織論

△ データ処理論
△ 臨床心理学概論
△ 認知心理学
△ 心理学研究法
△ 心理アセスメント論
△ 人間関係論
△ 心理データ解析
△ 学校心理学
△ サウンドデザイン
△ 音響技術Ⅰ
△ コンピュータグラフィックス基礎
△ Webデザイン演習
△ ゲーム制作基礎
△ 視覚デザイン論
△ 知覚心理学
△ 文化社会論
△ コミュニケーション論
△ マスメディア論
△ 社会心理学
△ 海外事情
△ 社会調査法
△ マーケティング論

〇 情報分析応用
○ 経営組織論
○ 国際経済と金融概論
△ データ処理論
△ 臨床心理学概論
△ 認知心理学
△ 心理学研究法
△ 心理アセスメント論
△ 人間関係論
△ 心理データ解析
△ 学校心理学
△ マーケティング論

○ 映像メディア表現
○ 映像表現基礎Ⅰ
○ 音響メディア論
○ コンピューターグラフィックス論
○ 情報メディア論
△ 情報数学a
△ ネットワークとセキュリティ

○ 映像メディア表現
○ 映像表現基礎Ⅰ
○ 情報メディア論
○ 経営学概論

△ 推測統計学

○ 映像メディア表現
○ 経営学概論
○ 情報メディア論

△ 推測統計学

△ 人工知能b
△ 人工知能c
△ データマイニング
△ 応用統計学
△ データ解析システム
△ データ可視化法
△ パターン認識と機械学習
△ 映像制作論b
△ 身体表現
△ 感性音響学
△ 出版メディア論

△ メンタルヘルスケア論
△ 出版メディア論
△ 現代社会学
△ 情報政治学
△ ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾞﾑ論
△ 異文化コミュニケーション論
△ 金融論
△ マーケティング・コミュニケーション論
△ 経営戦略論
△ 経営ケーススタディ
△ 中小企業論
△ マーケティング戦略論
△ ブランドマネジメント論

△ メンタルヘルスケア論
△ マーケティング・コミュニケーション論
△ 金融論
△ 経営戦略論
△ 経営ケーススタディ
△ 中小企業論
△ マーケティング戦略論
△ ブランドマネジメント論

卒業研究 ◎ 専門演習

△ 映像制作論a
△ ｽｸﾘｰﾝﾗｲﾃｨﾝｸﾞ
△ 音響技術Ⅱ

3•4 基礎科目 キャリアデザイン △ キャリアデザインｂ　　△インターンシップ　　△ リクルートコミュニケーション(※)
専門基礎科目専門教育科目
専門応用科目

卒業研究 ◎卒業研究Ⅰ　　　◎卒業研究Ⅱ

《情報メディア学系》

メディア学に関する学びをとおして，情報を表現し伝達するための知識や技術を学ぶ。その過程を通じて，生活者の利
便性向上のための情報の提供，メディアを活用した表現活動など，多様な情報を創造，運用する能力を有する人材を育
成する。

【備考】科目名の前の，◎は必修科目，○は選択必修科目，△は選択科目を表す。●および▲は当該研究室の推奨科目を表す。
　　　　また，◇は教職課程科目を表し，卒業要件上は選択科目として取り扱う。教職課程履修者のみ履修できる。
　　　　科目名の後の，（◎）は教職必修科目，（○）は教職選択必修科目，（△）は教職選択科目，（※）は外国人留学生用科目を表す。
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５．教職課程
１）教職課程とは

２）取得できる免許状
　各学系で以下の免許状が取得できます。

学　科 学　系 中学校教諭一種免許状 高等学校教諭一種免許状

総合情報学科

情報システム学系 － 情報

データサイエンス学系 数学 数学

情報メディア学系 － －

３）東京情報大学総合情報学部教職課程における教員養成の目的及び方針

知識・理解 教科と教職に関する基本的な知識を体系的に理解し，実学を重視した専門知識を有している。

汎用的技能 生徒に基礎的な知識・技能を習得させ，思考力，判断力，表現力等及び主体的に学習に取り
組む態度を育む指導力を有している。
学校現場で活かすことができる授業実践力及び学級経営能力を有している。
キャリア教育を含む進路指導と，多様な問題や課題を抱えた生徒に対応できる指導ができる。

態度・志向性 自らの資質向上に不断に取組む，学び続ける力を有している。
教員としての職業モラルと職務遂行能力及びコミュニケーション能力を有している。

総合的な学習
経験と創造的
思考力

ICTを用いた効果的な授業や適切なデジタル教材の開発・活用の基礎力・指導力を有してい
る。

　教職課程とは，｢教育職員免許法」に基づいて，中学校・高等学校の教員免許状を取得するために必要な授業科
目を履修し，単位修得できるように設置された課程です。
　教職課程を修めようとする者は，学部に設置された共通科目及び専門教育科目の単位の修得の他に，必要な教職
関係科目の単位を修得しなければなりません。
　教職課程の履修を希望する者には，教員としての適格性，教職関係科目を充分に理解する能力，将来教職に就き
たいとする強い意志が要求されますので，いい加減な気持ちで教職課程を履修するようなことのないよう注意して
ください。

（１）教育研究上の目的
　　　総合情報学部教職課程は，教育意欲に溢れ，情報，数理及び社会に関する優れた専門知識をもち，学校現場
　　に対応できる柔軟な教育技能を身につけた教員を養成する。
　　（東京情報大学学則　第２条第２項の別表第１より）
（２）教育目標及び育成する人材像　
　　　情報に関する専門的知識及び技術とその背景を理解し，コミュニケーション能力に優れた情報の教員を育成
　　する。
　　　数学に関する専門的知識と実学としての数学を理解し，コミュニケーション能力に優れた情報技術に強い数
　　学の教員を育成する。
（３）入学者受入の方針【アドミッションポリシー】　　　　
　　①情報システムに関心を持ち，コンピュータに関わる技術を学ぶ意思の強い人，情報システムを学ぶ前提とな
　　　る基礎知識，特に数学・理科・情報等の科目に興味を持つ人，さらに習得した専門知識を教育に活かす意欲
　　　を持ち，積極的に生徒指導と教育に携わる意思をもつ人。
　　②数理情報学データサイエンスに関心を持ち、コンピュータやデータ分析に関わる技術を学ぶ意思の強い人，
　　　数理情報学データサイエンスを学ぶ前提となる基礎知識、特に数学・理科・情報等の科目に興味を持つ人，
　　　さらに習得した専門知識を教育に活かす意欲を持ち，積極的に生徒指導と教育に携わる意思をもつ人。
（４）学位授与の方針【ディプロマポリシー】
　　　大学，学部学科及び学系の学位授与の方針に定めらえた学士力に加え，以下のような教職課程の学士力を身
　　につけ，卒業要件単位数を修得し，教職課程の履修要件を満たした学生に対して，教員免許状授与の資格を与
　　える。

【備考】中学校教諭一種免許状（数学）取得希望者は，玉川大学と連携した「小学校教員養成特別プログラム」の受講により，
　　　　小学校教諭二種免許状を取得することが可能。（条件あり）
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　４）履修要件
　　　本学で免許状を取得するための必要な最低単位数は，以下のとおりです。

教科及び教職に関する科目 中学（一種） 高校（一種）

数
位
単
得
修
低
最

教
育
の
基
礎
的
理
解
に

関
す
る
科
目
等

教科及び教科の指導法に関する科目

教育の基礎的理解に関する科目 10 10

12 10

7 5

4 12

28 24

61 61

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び
生徒指導、教育相談等に関する科目

教育実践に関する科目

大学が独自に設定する科目

合　　　計

５）教職課程の受講手続

（５）教育課程編成・実施の方針【カリキュラム・ポリシー】
　　①情報モラル，道徳教育，コミュニケーションを重視した全学基礎科目，基礎教育科目を配置する。
　　②教科に関する一般的包括的内容を扱う科目に加えて，実学を重視した情報基礎科目，専門基礎科目の学修を
　　　通じて，情報及び情報技術が果たす役割や影響を理解する力と情報モラル，知的財産の保護，情報の安全等
　　　に対する実践的な態度を身につけ，情報活用の実践力を養う。
　　③単位の実質化及び厳格な成績評価を前提として，教職課程において修得すべき単位を卒業所要単位として　
　　　位置付ける。　　　
　　④学校インターンシップによる学校現場の理解増進と，自らの教職への適性の確認を行う。　　　
　　⑤情報通信技術に関する専門教育を経た上で，教科指導法を履修することによって，デジタル教材の開発・活
　　　用の基礎力・指導力を備える。　　　
　　⑥卒業研究遂行を通した先端的な技術・研究の理解と，自主性および積極性を涵養する。　　　
　　⑦千葉県及び千葉市教育委員会と連携して，県下の中学校，高等学校及び特別支援学校(県立及び市立)での参観
　　　実習等を体験する機会を提供する。　　　
　　⑧情報社会に積極的に参画する能力と態度を育成する「マルチメディアと表現及び技術」「情報通信ネットワ
　　　ーク」，情報を効果的に活用する科学的な考え方を養う「情報システム」「コンピュータ及び情報処理」を
　　　学ぶ。　　　
　　⑨「代数学」「幾何学」「解析学」を基礎として，生命・環境・人間の各現象に関わる「情報」を数理的に扱
　　　う「確率論，統計学」及びコンピュータを用いて各現象における問題を解く「データサイエンス」を学ぶ。

（１）基礎資格を得るため，学部を卒業することが最優先となります。
（２）「教科及び教職に関する科目」等の各科目区分に配当されている授業科目は，次ページから掲載しています。
（３）上記の他に，「教育職員免許法施行規則第66条の６」の定めにより，「日本国憲法」，「体育」，「外国語       
　　　コミュニケ－ション」，「数理，データ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作」の４分野から
　　　各２単 位以上の計８単位以上の修得が必要になります。
（４）中学校一種の免許状を取得する場合は，上記の他に「介護等体験」が義務付けされており，省令で定められ
　　　ている施設において，７日間の介護等の体験が必要になります。
（５）教職にかかわるガイダンス及び事前指導には必ず出席すること。
（６）取得する免許に関わる資格の検定に合格すること。
（７）各学年の継続判定に通過し，GPAが教職課程で定めた数値以上であること。
（８）教職課程受講条件に抵触した者，教職課程活動費を期日までに未納入の者や，教職課程履修にあたり，望ま
　　　しくない行為があった場合は教職課程の受講を中止する。

（１）受講登録・継続
　　　受講登録は１年次前期に行います。詳細は，４月に行われる「教職課程ガイダンス」で説明しますので，希
　　　望者は必ず出席してください。ガイダンスに関する日程等は，J-portで連絡します。ガイダンス時に配布す
　　　る教職課程受講届と志望理由書を，指定の期日までに学生教務課に提出し，受講手続きを行ってください。

　　　教職課程の受講継続を希望する学生は，受講継続条件に抵触しない限り，受講は引き続き継続します。
　　　なお，教職課程受講届を提出した後，教職課程の受講を取り止める場合は，教職課程受講取消届を必ず提出
　　　してください。
（２）科目の履修
　　　所定の期間内に受講登録を完了した者は，必ず期間内に教職課程科目の履修登録手続を完了してください。
（３）学系所属後
　　　1年次後期開始時に所属する学系が決定します。情報システム学系またはデータサイエンス学系に所属し，1
　　　年次前期のGPAが教職課程で定めた数値以上の学生に以後の教職課程科目の履修を認めます。
（４）履修料の納付
　　　教職課程の履修を希望する場合は，別途，教職課程活動費（１免許教科120,000円，中学「数学」，高校「数
　　　学」の２免許を履修しても１免許とみなします。※年度ごとの分納）が必要になります。なお，途中で履修
　　　を放棄する場合でも，一旦納入した履修料は返金できませんので注意してください。
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（１）受講登録・継続
　　　受講登録は１年次前期に行います。詳細は，４月に行われる「教職課程ガイダンス」で説明しますので，希
　　　望者は必ず出席してください。ガイダンスに関する日程等は，J-portで連絡します。ガイダンス時に配布す
　　　る教職課程受講届と志望理由書を，指定の期日までに学生教務課に提出し，受講手続きを行ってください。

　　　教職課程の受講継続を希望する学生は，受講継続条件に抵触しない限り，受講は引き続き継続します。
　　　なお，教職課程受講届を提出した後，教職課程の受講を取り止める場合は，教職課程受講取消届を必ず提出
　　　してください。
（２）科目の履修
　　　所定の期間内に受講登録を完了した者は，必ず期間内に教職課程科目の履修登録手続を完了してください。
（３）学系所属後
　　　1年次後期開始時に所属する学系が決定します。情報システム学系またはデータサイエンス学系に所属し，1
　　　年次前期のGPAが教職課程で定めた数値以上の学生に以後の教職課程科目の履修を認めます。
（４）履修料の納付
　　　教職課程の履修を希望する場合は，別途，教職課程活動費（１免許教科120,000円，中学「数学」，高校「数
　　　学」の２免許を履修しても１免許とみなします。※年度ごとの分納）が必要になります。なお，途中で履修
　　　を放棄する場合でも，一旦納入した履修料は返金できませんので注意してください。

　　教育実習は，４年次になって，中学校は原則として３～４週間，高等学校は２週間以上にわたり，現場での教
　育活動（教科指導及び生徒指導等）に参加することによって行われます。
（１）教育実習の履修の条件
　　　教育実習の履修は，以下の要件を満たした者に許可します。
　　①　３年次までに配当されている「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，中学（一種）取得希望者は12
　　　　　科目以上，高校（一種）取得希望者は１０科目以上を，３年次終了時までに修得済みであること。
　　②　｢教育職員免許法施行規則第66条の６」に定める必修科目を，３年次終了時までに修得済みであること。
　　③　教育実習までに，必要な「教育実習オリエンテーション」を全て受講済みであること。
（２）教育実習校
　　　実習希望者は，早い段階から（３年次になってから）中学校または高校へ出向いて予め依頼を行うなどして，
　　　実習校を確保することになります。自分で確保できない事情等がある場合は，大学と相談の上，実習校を決
　　　定します。
（３）教育実習の手続
　　　３年次から４年次にかけて行われる複数回のオリエンテーションの中で，具体的な手続について説明が行わ
　　　れます。教育実習を希望する者は，このオリエンテーションに必ず出席することが必要になります。

　　平成９年に「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律」が公布
　され，平成10年度以降に大学に入学した者には，小学校及び中学校の教諭の普通免許状を授与するための要件と
　して、障害者、高齢者等に対する介護，介助，これらの者との交流等の体験（「介護等の体験」）が加わりました。
　　具体的には，満18歳を過ぎてから免許状取得までの期間に，省令等で指定する施設で7日間の介護体験を行い，
　その体験を施設等の長から証明してもらうことにより，要件を備えることになります。
　　したがって，卒業時に，中学校の教員免許状を取得しようとする者は，４年次までに体験等を終えていなけれ
　ばなりませんが，本学では３年次以降になると，卒業研究や，就職活動，教育実習等で時間的余裕がなくなりま
　すので，原則として２年次終了までに体験を終えられるよう指導することにしています。
　　介護等の体験に関する説明会等は，１年次から始める予定にしていますので，希望者はJ-portを確認してくだ
　さい。

　　教育職員免許状の授与権者は，その大学が所在する都道府県の教育委員会であり，本学の場合は千葉県の教育
　委員会となります。
　　申請の方法には，大学が免許状の申請を一括して受付け学位記授与式当日に免許状が交付される「一括申請」
　と，個人が直接教育委員会へ申請する「個人申請」があります。
（１）一括申請
　　　免許状取得を希望する４年次生（ただし，卒業見込み者でかつ免許状取得見込み者に限る）に対し，12月上旬に，

７）介護等の体験の義務

８）免許状の申請・交付

　　　説明会を開催します。該当者は，配布される「教育職員免許状授与申請書」に所要事項を記入の上，手数料
　　　（千葉県収入証紙）を添えて，期日までに学生教務課へ提出します。大学がこれをまとめて県の教育委員会
　　　へ一括して申請し，審査を受けた後，該当者には，学位記授与式当日に学位記と同時に交付することになり
　　　ます。
（２）個人申請
　　　卒業後，居住する都道府県の教育委員会へ個人で申請し，交付を受ける方法です。詳しい内容は，該当の各
　　　教育委員会へ各自で問い合わせることになります。

６）教育実習
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　　教育実習は，４年次になって，中学校は原則として３～４週間，高等学校は２週間以上にわたり，現場での教
　育活動（教科指導及び生徒指導等）に参加することによって行われます。
（１）教育実習の履修の条件
　　　教育実習の履修は，以下の要件を満たした者に許可します。
　　①　３年次までに配当されている「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，中学（一種）取得希望者は12
　　　　　科目以上，高校（一種）取得希望者は１０科目以上を，３年次終了時までに修得済みであること。
　　②　｢教育職員免許法施行規則第66条の６」に定める必修科目を，３年次終了時までに修得済みであること。
　　③　教育実習までに，必要な「教育実習オリエンテーション」を全て受講済みであること。
（２）教育実習校
　　　実習希望者は，早い段階から（３年次になってから）中学校または高校へ出向いて予め依頼を行うなどして，
　　　実習校を確保することになります。自分で確保できない事情等がある場合は，大学と相談の上，実習校を決
　　　定します。
（３）教育実習の手続
　　　３年次から４年次にかけて行われる複数回のオリエンテーションの中で，具体的な手続について説明が行わ
　　　れます。教育実習を希望する者は，このオリエンテーションに必ず出席することが必要になります。

　　平成９年に「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律」が公布
　され，平成10年度以降に大学に入学した者には，小学校及び中学校の教諭の普通免許状を授与するための要件と
　して、障害者、高齢者等に対する介護，介助，これらの者との交流等の体験（「介護等の体験」）が加わりました。
　　具体的には，満18歳を過ぎてから免許状取得までの期間に，省令等で指定する施設で7日間の介護体験を行い，
　その体験を施設等の長から証明してもらうことにより，要件を備えることになります。
　　したがって，卒業時に，中学校の教員免許状を取得しようとする者は，４年次までに体験等を終えていなけれ
　ばなりませんが，本学では３年次以降になると，卒業研究や，就職活動，教育実習等で時間的余裕がなくなりま
　すので，原則として２年次終了までに体験を終えられるよう指導することにしています。
　　介護等の体験に関する説明会等は，１年次から始める予定にしていますので，希望者はJ-portを確認してくだ
　さい。

　　教育職員免許状の授与権者は，その大学が所在する都道府県の教育委員会であり，本学の場合は千葉県の教育
　委員会となります。
　　申請の方法には，大学が免許状の申請を一括して受付け学位記授与式当日に免許状が交付される「一括申請」
　と，個人が直接教育委員会へ申請する「個人申請」があります。
（１）一括申請
　　　免許状取得を希望する４年次生（ただし，卒業見込み者でかつ免許状取得見込み者に限る）に対し，12月上旬に，

　　　説明会を開催します。該当者は，配布される「教育職員免許状授与申請書」に所要事項を記入の上，手数料
　　　（千葉県収入証紙）を添えて，期日までに学生教務課へ提出します。大学がこれをまとめて県の教育委員会
　　　へ一括して申請し，審査を受けた後，該当者には，学位記授与式当日に学位記と同時に交付することになり
　　　ます。
（２）個人申請
　　　卒業後，居住する都道府県の教育委員会へ個人で申請し，交付を受ける方法です。詳しい内容は，該当の各
　　　教育委員会へ各自で問い合わせることになります。

科目
区分

各科目に含めることが
必要な事項 単位数 授業科目 配当

学年
配当
学期

単位数
履修方法等

必 選
区分
高 中

区分
高 中

目
科
る
す
関
に
解
理
的
礎
基
の
育
教

10

教育原理 1 L 2

教職概論 1 F 2

教育制度論 2 F 2

教育心理学 2 F 2

情報通信技術を活用した教
育の理論及び方法

ICTを活用した教育の
理論と方法 2 L 2

特別支援教育 2 L 2

教育課程編成論 2 L 2

び
及
法
導
指
の
等
間
時
の
習
学
な
的
合
総
，
徳
道

目
科
る
す
関
に
等
談
相
育
教
，
導
指
徒
生

道徳の理論及び指導法

中10
高8

道徳教育の理論と方法 2 L 2 中免のみ

総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習の時間の
理論と方法 3 F 1

特別活動の指導法 特別活動の理論と方法 3 L 1

教育の方法及び技術 教育方法論 2 L 2

生徒指導の理論及び方法 生徒指導・進路指導論 3 F 2 進路指導及びキャリア教
育の理論及び方法を含む

教育相談（カウンセリングに
関する基礎的な知識を含
む。）の理論及び方法

教育相談論 3 L 2

関
に
践
実
育
教

目
科
る
す

教育実習 中5
高3

教育実習Ⅰ 3・4 F/L 3 事前事後指導１単位含む

教育実習Ⅱ 3・4 F/L 2 中免のみ

教職実践演習 2 教職実践演習
（中・高） 4 L 2

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

科目区分 単位数 授業科目 配当
学年

配当
学期

単位数
必 選

大学が独自に設定する科目 中4※
高12※

学校インターンシップ 2 F/L ２

道徳教育の理論と方法 2 L ２ 高免のみ

※他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている単位数を含める

９）教育の基礎的理解に関する科目等

10）大学が独自に設定する科目

　　情報システム学系・データサイエンス学系共通

教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想

幼児、児童及び生徒の心身
の発達及び学習の過程
特別の支援を必要とする幼児，
児童及び生徒に対する理解

教職の意義及び教員の役割
・職務内容（チーム学校運
営への対応を含む。）
教育に関する社会的，制度
的又は経営的事項（学校と
地域との連携及び学校安全
への対応を含む。）

教育課程の意義及び編成の
方法（カリキュラム・マネ
ジメントを含む。）
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　　情報システム学系（高校一種　情報）

施行規則に定める科目区分等
授業科目 配当 

学年
配当 
学期 単位数 必 選

科目区分 各科目に含めることが必要な事項

目
科
る
す
関
に
法
導
指
の
科
教
び
及
科
教

項
事
的
門
専
る
す
関
に
科
教 情報社会・情報倫理

情報社会とＡＩ 1 F 2 ○

情報法 1 L 2 ○

コンピュータ・情報処理
（実習を含む。）

コンピュータ概論 1 F 2 ○

プログラミング基礎 1 L 2 ○

プログラミング基礎演習 1 L 1 ○

プログラミング応用a 2 F 2 ○

プログラミング応用a演習 2 F 1 ○

プログラミング応用b 2 L 2 ○

プログラミング応用b演習 2 L 1 ○

人工知能c 3 L 2 ○

情報システム
（実習を含む。）

データベース論 2 L 2 ○

システム設計論a 2 F 2 ○

システム設計論b 2 L 2 ○

Webシステムプログラミング 3 F 2 ○

Webシステムプログラミング演習 3 F 1 ○

システムプログラミング 3 L 2 ○

システムプログラミング演習 3 L 1 ○

情報通信ネットワーク
（実習を含む。）

情報ネットワーク概論 1 L 2 ○

情報通信システム論a 2 F 2 ○

情報通信システム論b 2 L 2 ○

暗号理論a 2 L 2 ○

ネットワークセキュリティ論 3 L 2 ○

マルチメディア表現・
マルチメディア技術 
（実習を含む。）

コンピュータグラフィックス基礎 2 L 2 ○

情報メディア論 1 L 2 ○

コンピュータグラフィックス演習 3 L 1 ○

Webデザイン演習 2 F 1 ○

情報と職業 情報と職業 3 F 2 ○

各教科の指導法（情報機器及び教材の活
用を含む。）

情報科教育法ａ 3 F 2 ○

情報科教育法ｂ 3 L 2 ○

必修単位を全て修得したうえで，合計24単位以上修得
※24単位を超えて修得した単位は「大学が独自に設定する科目」の修得単位数に含める

　11）教科及び教科の指導法に関する科目等
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学則第14条第３項に定める「授業科目の履修方法及び単位の修得に関することについては，
本学則に定めるもののほかは，別に定める」とは，本書のこの部分を指します。
また，総合情報学部履修規程に関する内容も掲載しています。
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　　データサイエンス学系（中学校一種　数学）

施行規則に定める科目区分等
授業科目 配当 

学年
配当 
学期 単位数 必 選

科目区分 各科目に含めることが必要な事項

目
科
る
す
関
に
法
導
指
の
科
教
び
及
科
教

項
事
的
門
専
る
す
関
に
科
教

代数学

代数学a 2 F 2 ○

代数学b 2 L 2 ○

整数論 2 L 2 ○

幾何学
幾何学a 2 F 2 ○

幾何学b 2 L 2 ○

解析学

解析学a 2 F 2 ○

解析学b 2 L 2 ○

最適化理論 3 F 2 ○

数値計算プログラミング 3 L 2 ○

「確率論，統計学」

統計学 1 F 2 ○

推測統計学 1 L 2 ○

確率論 1 L 2 ○

多変量解析 2 L 2 ○

応用統計学 3 F 2 ○

コンピュータ

情報分析基礎 1 L 2 ○

データサイエンス概論 1 L 2 ○

アルゴリズムとデータ構造a 2 F 2 ○

アルゴリズムとデータ構造b 2 L 2 ○

データ処理論 2 L 2 ○

データ解析システム 3 F 2 ○

データ可視化法 3 L 2 ○

各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を含む。）

数学科教育法ａ 3 F 2 ○

数学科教育法ｂ 3 L 2 ○

数学科教育法ｃ 3 F 2 ○

数学科教育法ｄ 3 L 2 ○

必修単位を全て修得したうえで，合計28単位以上修得
※28単位を超えて修得した単位は「大学が独自に設定する科目」の修得単位数に含める
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データサイエンス学系（高等学校一種　数学）

施行規則に定める科目区分等
授業科目 配当 

学年
配当 
学期 単位数 必 選

科目区分 各科目に含めることが必要な事項

目
科
る
す
関
に
法
導
指
の
科
教
び
及
科
教

項
事
的
門
専
る
す
関
に
科
教

代数学

代数学a 2 F 2 ○

代数学b 2 L 2 ○

整数論 2 L 2 ○

幾何学
幾何学a 2 F 2 ○

幾何学b 2 L 2 ○

解析学

解析学a 2 F 2 ○

解析学b 2 L 2 ○

最適化理論 3 L 2 ○

数値計算プログラミング 3 F 2 ○

確率論，統計学

統計学 1 F 2 ○

免許法施行規則に定める科目区分 科目系列・区分授業科目 配当 
学年

 単位数 必 選 備考

日本国憲法

体育

外国語コミュニケーション

数理，データ活用及び人工知能に
関する科目又は情報機器の操作

基礎（総合基礎・社会）・選択

全学共通（スポーツ）・選必

全学共通（スポーツ）・選必

全学共通（スポーツ）・選必

全学共通（スポーツ）・選必

全学共通（外国語）・必修

全学共通（外国語）・必修

全学共通（外国語）・必修

全学共通（外国語）・必修

全学共通（現代実学）・必修

日本国憲法 

スポーツ演習a 

スポーツ演習ｂ 

スポーツ演習ｃ 

スポーツ演習ｄ 

英語a 

英語b 

英語ｃ 

英語ｄ 

情報リテラシー演習

4科目中2科目
選択必修

1 2 ○

1 1

○

○

1 1 ○

○1 1

1 1

1 1 ○

1 1 ○

1 1

○

1 1

○

1 2 ○

推測統計学 1 L 2 ○

確率論 1 L 2 ○

多変量解析 2 L 2 ○

応用統計学 3 F 2 ○

コンピュータ

情報分析基礎 1 L 2 ○

データサイエンス概論 1 L 2 ○

アルゴリズムとデータ構造a 2 F 2 ○

アルゴリズムとデータ構造b 2 L 2 ○

データ処理論 2 L 2 ○

データ解析システム 3 F 2 ○

データ可視化法 3 L 2 ○

各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を含む。）

数学科教育法ａ 3 F 2 ○

数学科教育法ｂ 3 L 2 ○

数学科教育法ｃ 3 F 2 ○

数学科教育法ｄ 3 L 2 ○

必修単位を全て修得したうえで，合計24単位以上修得
※24単位を超えて修得した単位は「大学が独自に設定する科目」の修得単位数に含める

　12）「教育職員免許法施行規則第６６条の６」に定める科目
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学則第14条第３項に定める「授業科目の履修方法及び単位の修得に関することについては，
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また，総合情報学部履修規程に関する内容も掲載しています。
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学則第14条第３項に定める「授業科目の履修方法及び単位の修得に関することについては，
本学則に定めるもののほかは，別に定める」とは，本書のこの部分を指します。

看護学部の学修について
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本学則に定めるもののほかは，別に定める」とは，本書のこの部分を指します。

看護学部の学修について
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１．学士課程教育の目的および方針
　１）教育研究上の目的
　　	　看護学部看護学科は，建学の精神「未来を切り拓く」及び教育理念「現代実学主義」の精神に基づき，急速に進

む少子高齢社会を見据え，地域包括ケアシステムの中心的役割を担う情報活用と情報発信力に優れた看護職の育成
を目指す教育及び看護学に関する研究を行う。

　　（東京情報大学学則　第２条第２項の別表第１より）

　２）教育目標及び育成する人材像

　　　

東京情報大学
　建学の精神「未来を切り拓く」，教育理念「現代実学主義」を念頭に，日々進化する情報技術を利活用し
社会に貢献できる人材を育成する。

看護学部看護学科
　生命に対する畏敬の念としなやかな創造力を持ち，看護の対象を深く理解しながら援助できる基礎能力を
修得し，科学的根拠に基づいて適切なケアが提供できる看護職を育成する。
　また，情報リテラシーを修得し，高い倫理性を発揮しながら，看護にかかわる情報を実践的に活用・発信し，
保健医療福祉に関わる職業人と相補的にフォロワーシップ・リーダーシップ・アントレプレナーシップをと
りながら協働できる看護職を育成する。
　さらに，看護職としての社会的責任を自覚し，社会の発展に積極的に貢献し，生涯を通じて知識や技術を
習得しつづける看護職として教育する。

　３）学位授与の方針【ディプロマポリシー】
　　　東京情報大学は，以下のような学士力を身につけ，卒業要件単位数を修得した学生に対して，卒業時に学士の学

位を授与する。
　　　

東京情報大学
知識・理解 １．専門分野の知識を習得し，社会の中で活用することができる。

汎用的技能 １．	コミュニケーション能力を高め，自らの意見を論理的・効果的に伝えることができる。
2．情報を適切に収集，分析及び活用することができる。
3．社会人として必要な基礎的な知識と幅広い教養を身につけている。

態度・志向性 １．	社会人として必要な自己管理能力，協調性，統率力，倫理観，規律性を身につけている。
2．情報モラルを身につけ，ＩＣＴを利活用することができる。

総合的な学習経験と
創造的思考力

１．主体的に課題を発見し，その課題を解決することができる。

看護学部看護学科
知識・理解 １．看護学および看護実践に関する基礎的知識を有している。

2．看護実践を支え，発展させる科学的根拠に基づいた知識を有している。
3．地域医療・ケアに関わる情報活用と情報発信の基礎的知識を有している。

汎用的技能 １．	生命に対する畏敬の念としなやかな創造力を有し，地域で暮らす生活者への看護ケ
アに必要な基礎的技能を有する。
2．主体的学習と協同学習を推進していく技能を有する。
3．社会人としての幅広い教養とコミュニケーション能力を有する。

態度・志向性 １．	看護の対象である人々を個人，集団の視点からより深く理解することに関心が持てる。
2．患者・利用者の意思を尊重し，高い倫理性に裏付けられた援助が行える。
3．	保健医療福祉の職業人と相補的にフォロワーシップ・リーダーシップ・アントレプ
レナーシップをとりながら協働できる。

総合的な学習経験と
創造的思考力

１．	看護実践に必要な基礎的能力を修得し，科学的根拠に基づいた適切なケアを提供す
る能力を有する。
2．	情報リテラシーを修得し，利用者中心のケアに向けたチーム医療への高い関心を発
揮しながら，看護にかかわる情報を実践的に活用・発信できる能力を有する。
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看護職としての社会的責任を自覚して，社会の発展に積極的に貢献し，生涯を通じ
て知識や技術を習得しつづける能力を有する。

　4）教育課程編成・実施の方針【カリキュラムポリシー】
　　　

東京情報大学
「未来を切り拓く」という建学精神と「現代実学主義」という教育理念に基づき，自らのキャリアを確立
するための教育を実現するために，情報を活かして新しい未来を切り拓く人材育成を目指して総合情報学
部に情報システム学系，数理情報学系，社会情報学系を置く。さらに科学的根拠に基づいた適切なケアが
提供できる人材育成を目指して看護学部に看護学科を置き，教育課程を編成する。
教育理念である「現代実学主義」の精神に基づき，急速に進展しつつある情報社会，少子高齢社会の将来
を見据えることができるための現代実学科目を設置する。各学部において，実践的な実学教育のカリキュ
ラム体系を構築し，学生自身が主体的にかつ計画的に学び，実社会で活用できる能力を身につけていくこ
とを教育方針とする。
全学共通科目は，学生として必要とされる知識と教養を養うとともに，国際的に通用する基礎的なコミュ
ニケーション能力の習得を目指す。
各学部の「基礎科目」は，当該学部で学修する知識や技能を体系的に身につけるために，学部の特性に応
じた基礎教育を行う。
各学部の「専門教育科目」は，各々の専門的知識や学問的方法を体系的に学び，問題解決方法や問題の本
質を見抜く洞察力や判断能力，社会や地域をサポートするための実践的能力を身につける。最終的に，そ
れまで身につけてきた知識，技能・技術を集大成し，社会の発展に積極的に貢献できる人材を目指す。

看護学部看護学科
　看護学部では，しなやかでたくましい看護職を育成するために，自律と共創を基盤としながら，多様な人々
と新しい価値を作り出していける力を涵養していくカリキュラムとする。

全学共通の「全学基礎科目」，本学部の「基礎科目」，「専門基礎科目」，「専門科目」に区分し，情報活用・
発信力に優れ，科学的根拠に基づいた適切なケアが提供できる看護職を育成する。「基礎科目」には人間
や環境の理解に関する科目，「専門基礎科目」には看護学の基礎となる健康に関する科目，「専門科目」に
は看護学の基盤領域，実践領域，統合領域および保健師科目を設置する。
専門科目に配当する「象徴科目」では，学生がコア・コンピテンシ（情報活用・発信力，職業人としての
基礎力，現場から学ぶ力）を意図し各科目を関連付けて学修できるようにする。
臨地実習をはじめ，効果的で多様なアクティブ・ラーニングとなるような教育内容・教育方法とする。

２．授業科目の履修及び進級・卒業要件について
　１）履修に関して
　（１）学生に対する履修指導
　　　少クラス担任制を設け，学生の履修に関する履修指導を行いますが，履修相談は全教員が行います。
　（２）履修条件
　　　履修条件については次のとおりです。
　　①実習科目は，原則として，その実習に関連する講義演習科目を修得したものが履修できる。
　　② 基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ，高齢者看護学実習，地域看護学実習及び地域包括ケア実習を基本実習とし，母性看護学

実習，小児看護学実習，成人・高齢者看護学実習Ⅰ・Ⅱ及び在宅看護学実習，精神看護学実習は応用実習とし，
基本実習を修得したものが応用実習を履修することができる。

　　③統合実習及び保健師課程の実習は，原則として，基本実習，応用実習のすべてを修得したものが履修できる。

　２）外国語の履修について
　　 　外国語の履修は，英語ａ，ｂ，ｃ，ｄ（必修）から１単位を必ず履修すること，また，その他に中国語ａ，ｂ，

ハングル・韓国語ａ，ｂも履修できます。外国語は１単位 回の授業で，日本語ａ，ｂ，ｃ，ｄは外国人
留学生の履修科目です。また，保健師課程の学生は，英語２単位以上の履修が必要です。
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３）単位制
　（１）授業科目の履修は単位制となっています。

　単位制とは，各入学年度の教育課程によって定められた授業科目を履修し，所定の試験に合格し，その授業科
目に与えられている単位を修得していく制度です。

　（２）単位計算の基準は以下のとおりです。

区　分 授業時間 単位数
講義 １５時間または３０時間 １単位
演習 ２２．５時間または３０時間 １単位
実習 ４５時間 １単位

４）年間履修単位数（ＣＡＰ制）
　１年間に履修できる上限単位数を看護学部においては，46単位と設定しています。これは，単位制に基づき，単

５）進級要件

位を修得するためには，授業外学修（予習や復習）の時間を確保する必要があり，履修単位数が多くなるとそれに
比例して授業外学修の時間も多くなるので，これを防ぐために履修単位数を制限しています。

　　※履修登録できる単位数とは，あくまでも登録した科目の総単位数であり，修得できた総単位数ではありません。
※前期で26単位履修登録した場合，後期は20単位までしか履修できません。
※前学期までの通算GPAが3.0以上の時，年間履修登録上限単位数を緩和し，50単位（１年次は48単位）とします。

６）卒業要件

７）卒業者発表
　学年末試験の結果を受けて卒業判定を行い，上記の要件を満たした者を卒業者として３月中旬に発表します。発
表日および発表場所は，J-port等にて連絡します。

８）卒業見込証明書の発行
　卒業見込証明書は，４年次４月の履修登録の結果を踏まえて，卒業見込判定を行い，卒業要件を満たした学生に
だけ５月中旬頃から証明書自動発行機で発行します。

９）学士の学位
　　　卒業要件を満たした者に対しては，学士（看護学）の学位を授与します。

10）９月卒業

11）表彰

　本学に４年以上在学したものの，所要の卒業単位を修得できずに留年した者が，前期科目の履修と単位の修得を
もって卒業要件を満たした場合は，９月30日付けで卒業することができます。

　学則に基づき，在学中に極めて優秀な成績を修めた者には ｢学業成績優秀賞｣ を，極めて優秀な卒業論文（卒業
制作を含む）を作成した者には ｢卒業論文優秀賞（学長賞・小田賞）｣ を授与して表彰します。また，スポーツ・
文化の部門においても，特に抜群の成果を挙げた者には，｢スポ－ツ・文化賞｣ を授与して表彰します。

　　表彰は，該当者の学位記授与式の際に行います。

　３年次への進級は１，２年次配当の必修科目を全て修得することとします。進級判定は２年次末に行います。

※時間割上１時限は90分授業であるが，授業外等含め２時間とみなされる。
※授業は，概ね前期あるいは後期の15週をもって行なわれる。

　本学部の卒業要件は，以下のとおりです。
　本学部に４年以上在学し，必修科目１１０単位，全学基礎科目のスポーツ演習ａ～ｄ及び英語ａ～ｄから各１単位
以上，全ての選択科目から１２単位以上（全学基礎科目及び基礎科目から７単位を必ず修得）を修得し，１２４単位
以上を修得することです。
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２）授業科目の分類
　　○象徴科目

　「情報活用・発信力」「職業人としての基礎力」「現場から学ぶ力」を育成していくための象徴科目として，「看
護と情報Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」，「キャリアデザインとケアⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」を４年間かけて学びます。

　　○全学基礎科目
　「全学基礎科目」は，「数理・データサイエンス・ＡⅠ」科目としての「現代実学」と，「スポーツ」，「外国語」
で構成し，主に１・２年次に学びます。

　　○基礎科目
　「基礎科目」には，看護学を学ぶ基盤形成として，人間と環境を理解するための「人間理解」「環境理解」と
「科学的思考」に関する科目を主に１・２年次に学びます。

　　○専門基礎科目
　「専門教育科目（看護学科）」の「専門基礎科目」は，様々な健康状態にある人々を対象とする看護にとって重要
な要素である『健康支援と社会生活の仕組み』『健康現象の疫学と統計』『人体の構造と機能・疾病の成り立ちと回
復』に焦点を当てた科目を学びます。

　　○専門科目
　看護学の専門科目は，『基盤領域（象徴科目と基礎看護）』，『実践領域（成育看護と成人・高齢者看護と地域看
護）』，『統合領域』の３領域で構成されています。

　　○保健師科目
　　　保健師国家試験受験資格を得るために必要な科目が配置されています。

３）授業科目のナンバリング
　授業科目の学修段階や順序を表し，教育課程の体系化を明示するために，各授業科目を以下の分類ごとにコード
化しています。このことを「ナンバリング」といい，４）授業科目表の科目№欄に番号（コード）を掲載しています。

番号（コード）の分類方法 
ＮＮ １０１－１ ０１
①  ②  ③ ④ 

明説のドーコ名ドーコ類分
① 学部学科コード（2 桁） UC：大学共通 

NN：看護学部看護学科 
② 学問領域（3 桁） 100：情報基礎 

200：スポーツ 
300：外国語 
101：人間理解 
102：環境理解 
103：科学的思考 
201：健康支援と社会生活の仕組み 
202：健康現象の疫学と統計 
203：人体の構造と機能・疾病の成り立ちと回復 
311：象徴科目 
312：基礎看護 
321：成育看護 
322：成人・高齢者看護 
323：地域看護 
410：統合領域 
500：保健師科目 

③ レベル（1 桁） 1：基礎科目・主に 1 年次に配当 
2：初級科目・主に 2 年次に配当 
3：中級科目・主に 3 年次に配当 
4：上級科目・主に 3・4 年次に配当 

④ 通し番号（2 桁） ①～③の分類ごとに 01 から連番 
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単

数

情報リテラシー演習 UC100-101 1前 2 ◎ ◎ 村上　洋一，松下　孝太郎
情報社会とAI UC100-102 1前 2 ◎ ◎ 井関　文一
スポーツ演習ａ UC200-101 1前･後 1 〇 〇
スポーツ演習ｂ UC200-102 1前･後 1 〇 〇
スポーツ演習ｃ UC200-103 1前･後 1 〇 〇
スポーツ演習ｄ UC200-104 1前･後 1 〇 〇
英語ａ UC300-101 1前 1 〇 〇
英語ｂ UC300-102 1後 1 〇 〇
英語ｃ UC300-103 1前 1 〇 〇
英語ｄ UC300-104 1後 1 〇 〇
中国語ａ UC300-109 2前 1 △ △
中国語ｂ UC300-110 2後 1 △ △
ハングル・韓国語ａ UC300-111 2前 1 △ △
ハングル・韓国語ｂ UC300-112 2後 1 △ △
日本語ａ UC300-105 1前 1 △ △
日本語ｂ UC300-106 1後 1 △ △
日本語ｃ UC300-107 1前 1 △ △
日本語ｄ UC300-108 1後 1 △ △
コミュニケーション論 NN101-205 2前 1 ◎ ◎ 圓岡　偉男
哲学概論 NN101-101 1前 2 △ △ 小須田　健
生命倫理 NN101-103 1後 2 △ △ 近藤　弘美
心理学概論 NN101-104 1後 2 △ △ 小早川　睦貴
健康科学 NN101-102 1前 2 △ △ 石井　政弘，吉武　幸恵
日本国憲法 NN102-102 1前 2 △ ◎ 宮原　均
法学概論 NN102-101 1前 2 △ △ 宮原　均
情報法 NN102-104 1後 2 △ △ 宮原　均
人権・ジェンダー NN102-103 1前 1 △ △ 細田　美和子
文化人類学 NN102-105 1後 2 △ △ 足立　加勇
生命と情報 NN103-103 1後 2 △ △ 原　慶太郎
環境学 NN103-104 1前 2 △ △ 富田　瑞樹
基礎化学 NN103-102 1前 1 △ △ 田村　嘉廣
プログラミング入門 NN103-101 1前 2 △ △ 朴　鍾杰

ヘルスケアサービス論 NN201-102 1前 2 ◎ ◎ 松下　博宜
公衆衛生学 NN201-103 1後 2 ◎ ◎ 時田　礼子，金子　仁子，岸田　るみ

看護関係法規 NN201-206 2前 1 ◎ ◎
カウンセリング基礎 NN201-101 1前 1 ◎ ◎ 山口　豊
リハビリテーション論 NN201-205 2前 1 ◎ ◎ 松井　優子，山内　英樹
地域包括ケアと多職種連携 NN201-308 3前 1 ◎ ◎ 松下　博宜
保健福祉行政論 NN201-409 4後 1 ◎ ◎ 大久保　一郎
口腔健康論 NN201-204 2前 1 △ △ 大石　朋子，菊谷　武，田村　文誉

人間工学 NN201-207 2後 1 △ △ 福田　亮子
統計学 NN202-101 1前 2 ◎ ◎ 内田　治
看護情報と統計 NN202-102 1後 1 △ △ 内田　治
疫学・社会調査 NN202-203 2前 2 △ ◎ 内田　治
形態機能論Ⅰ NN203-101 1通 2 ◎ ◎ 石井　猛，青墳　信之　他
形態機能論Ⅱ NN203-102 1通 1 ◎ ◎ 齋藤　俊彦，市川　千秋 他
臨床栄養学 NN203-104 1後 2 ◎ ◎ 生魚　薫
臨床薬理学 NN203-207 2前 2 ◎ ◎ 田嶋　公人
臨床生化学 NN203-206 2前 2 ◎ ◎ 荒木　慶彦
病理学 NN203-105 1後 1 ◎ ◎
病態生理学 NN203-208 2後 1 ◎ ◎ ｵﾑﾆﾊﾞｽ
疾病と治療Ⅰ NN203-209 2前 2 ◎ ◎ ｵﾑﾆﾊﾞｽ
疾病と治療Ⅱ NN203-210 2後 1 ◎ ◎ ｵﾑﾆﾊﾞｽ
疾病と治療Ⅲ NN203-211 2後 1 ◎ ◎ ｵﾑﾆﾊﾞｽ
感染症学 NN203-103 1前 1 ◎ ◎ 鈴木　明子

看護と情報Ⅰ NN311-101 1後 1 ◎ ◎ 児玉　悠希，菅原　久純
看護と情報Ⅱ NN311-202 2後 1 ◎ ◎ 児玉　悠希，菅原　久純
看護と情報Ⅲ NN311-303 3前 1 ◎ ◎ 水野　芳子，児玉　悠希
看護と情報Ⅳ NN311-404 4後 1 ◎ ◎ 細川　満子　他
キャリアデザインとケアⅠ NN311-105 1前 1 ◎ ◎ 市川　香織，松下　博宣
キャリアデザインとケアⅡ NN311-206 2前 1 ◎ ◎ 市川　香織，松下　博宣
キャリアデザインとケアⅢ NN311-307 3前 1 ◎ ◎ 市川　香織，松下　博宣
キャリアデザインとケアⅣ NN311-408 4後 1 ◎ ◎ 市川　香織，松下　博宣

卒業・資格取得に必要な単位

29単位以上

14単位以上 14単位以上

象
徴
科
目

専
門
基
礎
科
目

必
修
科
目
2
7
単
位
を
含
む
2
7
単
位
以
上
を
履
修

必
修
科
目
2
9
単
位
を
含
む
2
9
単
位
以
上
を
履
修

健
康
現
象
の

疫
学
と
統
計

健
康
支
援
と

社
会
生
活
の
仕
組
み

人
体
の
構
造
と
機
能
・
疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復

基
盤
領
域

小計 27単位以上

環
境
理
解

科
学
的
思
考 小計

外
国
語

國府方　麗夏，矢野　剛

飯塚　由樹

崔　甲伊

茂住　和世

看 保

全
学
基
礎
科
目

現

現
代

実
学

学

必

修

科

目

5

単

位
、

ス

ポ

ツ

演

習

a

d

及

び

英

語

a

d

か

ら

各

1

単

位

以

上

履

修
、

全

1

4

単

位

以

上

履

修

左
記
の
卒
業
・
資
格
取
得
要
件
に
よ
り
選
択
し
た
科
目
以
外
の
選
択
必
修
科
目
及
び
選
択
科
目
か
ら
5
単
位
以
上
を
履
修

必

修

科

目

7

単

位
、

ス

ポ

ツ

演

習

a

d

及

び

英

語

a

d

か

ら

各

2

単

位

以

上

履

修
、

全

1

4

単

位

以

上

履

修

ス
ポ
ー
ツ

石井　政弘，原　朗

科目№ 配当年次 単位数 看護師 保健師

基
礎
科
目

専
門
科
目

人
間
理
解

科目
区分 授業科目の名称

担当教員
＊予定者含む、当該年度のシ

ラバス参照

　４）授業科目表
　　　授業科目は次の表のとおりです。
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左
記
の
卒
業
・
資
格
取
得
要
件
に
よ
り
選
択
し
た
科
目
以
外
の
選
択
必
修
科
目
及
び
選
択
科
目
か
ら
５
単
位
以
上
を
履
修

看護学概論 NN312-101 1前 2 ◎ ◎ 吉武　幸恵
ヘルスアセスメント論 NN312-102 1後 2 ◎ ◎ 児玉　悠希　他
看護技術論Ⅰ NN312-103 1前 2 ◎ ◎ 吉武　幸恵　他
看護技術論Ⅱ NN312-104 1後 2 ◎ ◎ 吉武　幸恵　他
看護過程論 NN312-205 2前 1 ◎ ◎ 児玉　悠希
基礎看護学実習Ⅰ NN312-106 1後 1 ◎ ◎ 吉武　幸恵　他
基礎看護学実習Ⅱ NN312-207 2後 2 ◎ ◎ 吉武　幸恵　他
看護倫理 NN312-308 3前 1 ◎ ◎ 藤井　博英
母性看護学概論 NN321-201 2後 2 ◎ ◎ 市川　香織
母性看護学方法論 NN321-302 3前 2 ◎ ◎ 市川　香織
母性看護学実習 NN321-303 3通 2 ◎ ◎ 市川　香織
小児看護学概論 NN321-204 2後 2 ◎ ◎ 山野内　靖子
小児看護学方法論 NN321-305 3前 2 ◎ ◎ 山野内　靖子
小児看護学実習 NN321-306 3通 2 ◎ ◎ 山野内　靖子
成人看護学概論 NN322-201 2前 2 ◎ ◎ 小島　善和　他
成人看護学方法論(急性期) NN322-303 3前 2 ◎ ◎ 小島　善和　他
成人看護学方法論(慢性期) NN322-202 2前 2 ◎ ◎ 小島　善和　他
成人・高齢者看護学実習Ⅰ（急性・回復期）NN322-304 3後 3 ◎ ◎ 小島　善和　他
成人・高齢者看護学実習Ⅱ（回復・慢性期）NN322-305 3後 3 ◎ ◎ 小島　善和　他
高齢者看護学概論 NN322-206 2前 2 ◎ ◎ 高栁　千賀子　他
高齢者看護学方法論 NN322-208 2後 2 ◎ ◎ 石井　優香　他
高齢者看護学実習 NN322-207 2前 2 ◎ ◎ 高栁　千賀子　他
精神看護学概論 NN323-201 2後 2 ◎ ◎ 藤井　博英
精神看護学方法論 NN323-302 3前 2 ◎ ◎ 藤井　博英
精神看護学実習 NN323-303 3通 2 ◎ ◎ 藤井　博英
在宅看護学概論Ⅰ NN323-104 1後 1 ◎ ◎ 細川　満子
在宅看護学概論Ⅱ NN323-205 2後 1 ◎ ◎ 細川　満子　他
在宅看護学方法論 NN323-306 3前 2 ◎ ◎ 細川　満子　他
在宅看護学実習 NN323-307 3後 2 ◎ ◎ 細川　満子　他
地域看護学概論 NN323-108 1後 2 ◎ ◎ 金子　仁子　他
地域看護学方法論 NN323-209 2前 2 ◎ ◎ 金子　仁子　他
地域看護学実習 NN323-212 2前 1 ◎ ◎ 岸田　るみ，金子　仁子，時田　礼子
地域包括ケア実習 NN323-111 1後 1 ◎ ◎ 細川　満子　他
学校保健論Ⅰ NN323-213 2後 1 △ ◎ 荒川　雅子
学校保健論Ⅱ NN323-214 2後 1 △ ◎ 荒川　雅子
産業保健論Ⅰ NN323-215 2前 1 △ ◎ 伊藤　美千代
産業保健論Ⅱ NN323-316 3前 1 △ ◎ 伊藤　美千代
公衆衛生看護活動論 NN323-210 2後 2 △ ◎ 金子　仁子　他
卒業論文ゼミナール NN410-410 4通 2 ◎ ◎ 看護学部専任教員
統合実習 NN410-409 4通 2 ◎ ◎ 看護学部専任教員
ヘルスケアマネジメント論 NN410-406 4前 1 ◎ ◎ 松下　博宜、細川　満子
災害看護論 NN410-407 4前 1 ◎ ◎ 小島　善和，中村　美鈴
国際看護論 NN410-304 3前 1 ◎ ◎ 藤屋　リカ
看護研究 NN410-305 3前 1 ◎ ◎ 吉武　幸恵
医療リスクマネジメント NN410-303 3前 1 △ △ 藤谷　克己
看護とグローバルヘルス NN410-101 1前 2 △ △ 松下　博宜
家族看護学 NN410-102 1後 1 ◎ ◎ 市川　香織　他
社会イノベーション論 NN410-408 4前 1 △ △ 松下　博宜

5単位
以上

公衆衛生看護活動方法論Ⅰ NN500-301 3後 1 ▲ ◎ 金子　仁子　他
公衆衛生看護活動方法論Ⅱ NN500-402 4前 2 ▲ ◎ 金子　仁子　他
公衆衛生看護管理論Ⅰ NN500-403 4前 1 ▲ ◎ 金子　仁子
公衆衛生看護管理論Ⅱ NN500-404 4後 1 ▲ ◎ 金子　仁子
公衆衛生看護学実習Ⅰ NN500-405 4通 3 ▲ ◎ 金子　仁子　他
公衆衛生看護学実習Ⅱ NN500-406 4通 1 ▲ ◎ 金子　仁子　他

小計 9単位

計(卒業及び資格取得に必要な単位数) 124単位以上 136単位以上

統
合
領
域

小計 78単位以上 84単位以上

保
健
師
科
目

必

修

科

目

9

単

位

を

履

修

専
門
科
目

必
修
科
目
7
8
単
位
を
含
む
7
8
単
位
以
上
を
履
修

必
修
科
目
8
4
単
位
を
含
む
8
4
単
位
以
上
を
履
修

基
礎
看
護

実
践
領
域

成
育
・
成
人
看
護

地
域
看
護

卒業・資格取得に必要な単位
科目№ 配当年次 単位数 看護師 保健師

科目
区分 授業科目の名称

担当教員
＊予定者含む、当該年度のシ
ラバス参照

【備考】
（１）◎は必修科目，〇は選択必修科目，△は選択科目，▲は選択科目（単位として認めるが卒業要件には含まない）を表す。
（２）配当年次の前は前期科目，後は後期科目，通は通年科目を表す。

※授業科目は卒業の要件として修得しなければならないか否かにより，次のように分類されます。
　必修科目・・・・・・・・必ず取得しなければならない授業科目
　選択必修科目・・・・・・特定の科目の中から選択して必ず修得しなければならない授業科目
　選択科目・・・・・・・・自由に選択して修得する授業科目

基
盤
領
域
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　　〇総合情報学部総合情報学科の他学科履修（看護学部学生の履修許可）

※修得した単位は，８単位まで選択科目の卒業要件に充てることができる。
※学期欄のＦは前期配当科目，Ｌは後期配当科目を表す。

科目区分 科目名
学

年

学

期

総合基礎

総合基礎

専門基礎（情報システム）

専門基礎（情報システム）

専門基礎（情報システム）

専門基礎（情報システム）

専門基礎（情報システム）

専門基礎（情報システム）

専門基礎（データサイエンス）

専門基礎（データサイエンス）

専門基礎（データサイエンス）

専門基礎（データサイエンス）

専門応用（情報システム）

専門応用（情報システム）

専門応用（データサイエンス）

専門応用（データサイエンス）

基礎数学a

基礎数学b

プログラミング基礎

プログラミング基礎演習

アルゴリズムとデータ構造a

アルゴリズムとデータ構造b

データベース論

人工知能a

情報数学a

情報数学b

離散数学a

離散数学b

人工知能b

人工知能c

物体・画像認識演習

パターン認識と機械学習

1

1

1

1

2

2

2

2

1

2

1

2

3

3

3

3

F

L

L

L

F

L

L

L

L

F

L

F

F

L

F

F
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ス
ポ
ー
ツ

外
国
語

情報リテラシー演習 1

1

2 講義や演習を履修していく上で必要なコンピュータとネットワークに関する利用技術
を学ぶ。文書作成，表計算およびグラフ作成，プレゼンテーション，インターネットを用
いたコミュニケーションと情報収集・発信，画像・ 音声の利用と処理，コンピュータと
ネットワークの基本的な仕組みの理解，コンピュータ社会に関わる諸問題など幅広く
学ぶ。

情報社会とAI 1 2 今日の情報社会の基礎的教養である，情報モラル，データ処理，AI 等の基礎について講
義を行う。また，情報セキュリティやプログラミングについての基礎知識を学習する。
この講義を通して，情報社会における基礎的教養やモラルやセキュリティの基礎を提
供する。

スポーツ演習ａ～ｄ 1 半期あるいは集中授業形式で行い、屋内外のスポーツ種目を実施する。
必修科目として開講するクラスではスポーツやトレーニングに関する理論、健康管理、
バドミントンやテニスなどの各種スポーツ実技を総合的に学ぶ。
選択科目として開講するクラスではバスケットボール，テニス，バドミントン，フット
サル、スキースノボなど種目によって分かれ，開講時間が異なる。
最大で a ～ d まで 4 単位受講可能。

1英語ａ 1 現在の医療現場に適した英語コミュニケーション能力を養成する。実践的な会話のリ
スニングと医療にまつわるリーディングを軸に，４技能を効率よく学ぶ。具体的には，

（１）看 護 の 現 場 で 求 め ら れ る 基 礎 的 な 英 語 語 彙・文 法 力 の 増 強
（２）関連文献の読解力・理解力の増強を目標とする。特に音声面での英語力の強化を
目指す。

1英語ｂ 1 現在の医療現場に適した英語コミュニケーション能力を養成する。実践的な会話
のリスニングと医療にまつわるリーディングを軸に，４技能を効率よく学ぶ。具体
的には，（１）看護の現場で求められる基礎的な英語語彙・文法力の増強（２）関連
文献の読解力・理解力の増強を目標とする。特に音声面での英語力の強化を目指
す。

1英語ｃ 1 看護の現場で使用する英語を中心に学ぶ。
様々な看護の場面で使用できる表現が学べるようなテキストを使用する。
看護に必要な語彙や表現を学び，臨床看護英語の基礎力を身につける。
日常会話，看護に関係する会話が身につくように、会話を中心としたテキストを使
用して，専門職者として患者の情報を適切に収集し，さらに，看護する側の考えや思
いを英語で正確に伝えられる能力（英語運用能力）を養成する。

1英語ｄ 1 看護の現場で使用する英語を中心に学ぶ。
様々な看護の場面で使用できる表現が学べるようなテキストを使用する。
看護に必要な語彙や表現を学び，臨床看護英語の基礎力を身につける。
日常会話，看護に関係する会話が身につくように，会話を中心としたテキストを使
用して，専門職者として患者の情報を適切に収集し，さらに，看護する側の考えや
思いを英語で正確に伝えられる能力（英語運用能力）を養成する。

1中国語ａ 2 中国語を初めて学ぶ者を対象に，発音の基礎，ローマ字による表記法と基礎構
文を習得させ，置き換え練習及び応用会話を中心に基本的会話力を養成し，中
国語によるコミュニケーション技術を修得することを目標とする。
　講義の方法は，講義形式と演習形式の併用とする。演習形式では，学生相互の
対話形式を取り入れ，会話の反復練習を中心に進めていく。　

1中国語ｂ 2 中国語ａを修了した学生を対象に，中国語ａで習得した発音の基礎，ローマ字による表
記法と基本構文をより定着させるために，置き換え練習及び応用会話を中心に学んで
いく。
　講義の方法は，講義形式と演習形式の併用とする。演習形式では，学生相互の対話形
式を取り入れ，会話の反復練習を中心に進めていく。　　

ハングル・韓国語ａ 2

1

1

2 1

韓国語は日本に一番近い隣国で話されている言語である。日本語に比べ，母音子音
ともに数が多く，発音や文字（ハングル）を覚えるのにある程度時間がかかり，努力
も必要になるが，一度文字と発音をマスターすれば，語順は日本語と同じなので，
割合速く進むことができる。自己紹介をはじめ，身の回りの事柄を簡単に表現する
練習をしていく。

ハングル・韓国語ｂ 「ハングル・韓国語ａ」で習得したことを土台にして，読む，聞く，話す，書く力を伸ばし
ていく。語彙を増やし，動詞や形容詞の活用を習得することによって，口頭であるいは
文章で，自分の言いたいことを表現できるようにする。また，韓国語を学ぶことを通じ
て，韓国の人々の心に少しでもふれていけるようにする。

日本語ａ 1 前半は，大学生活についての話題を扱いながら，よく使われる語彙を抽出して意味
と読み方を確認する。同時に，データ駆動学習として当該語彙のコロケーションを
学生自身に調べさせ，それらの語彙のコロケーションプリントを作成する。
後半は，作成したプリントを用いて，担当語彙のコロケーションについて発表をし
たり，タスクを解いたりする。また，その日に学習した語彙とそのコロケーション
を用いた作文を書く。
以上，読む，調べる，書く，発表する，Word に入力する，という言語活動を総合的に
学ぶ。（外国人留学生・帰国子女学生対象科目）
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1

1日本語ｂ 1 基礎的な日本語力，特に語彙力・発話力をスキルアップし，「聞く」「話す」面での日本語
運用能力の向上を目標とする。毎回授業の始めにシャドーイングによる発音練習を行
なう。それから，その日のテーマに沿った表現・語彙を学習し，ロールプレイによる会
話練習を行う。さらに毎回語彙拡大のため , テキストの会話内容に関連した語彙や，漢
字熟語についても学ぶ。

（外国人留学生・帰国子女学生対象科目）
1日本語ｃ 1 大学生活でよく行われる，PowerPoint を使用したプレゼンテーションが日本語でで

きるようになることを目指す。
単なるスキルの習得だけではなく，大学生の調査発表やレポートの基本である三部構
成や引用文献の提示なども含めて，アカデミックな日本語リテラシーとコンピュータ
リテラシーの融合と，アカデミックマインドの醸成を目指す。

（外国人留学生・帰国子女学生対象科目）

1日本語ｄ 1 日本語ｂでの学習を踏まえて，基礎的な日本語力，特に語彙力・発話力をスキルアップ
し，「聞く」「話す」面での日本語運用能力の向上を目標とする。毎回授業の始めにシャド
ーイングによる発音練習を行なう。それから，その日のテーマに沿った表現・語彙を学
習し，ロールプレイによる会話練習を行なう。さらに毎回語彙拡大のため , テキストの
会話内容に関連した語彙や，漢字熟語についても学ぶ。

（外国人留学生・帰国子女学生対象科目）

1

(2)
保健
師必
修

コミュニケーション論 2 コミュニケーションという概念は，広範で様々な意味で用いられる日常的な概念であ
る。しかしそれがゆえにその理解が曖昧になっているのも事実でもある。本講義は，そ
のようなコミュニケーションについてその本質的な分析を行い，あらためて，コミュニ
ケーションを考察したい。その上でコミュニケーションにまつわる問題を具体的な事
例を通して考察する。

2

2

哲学概論 1 哲学の起源をさかのぼるとき，知を求めること，知を求める人を指す言葉にたどり
着く。知への欲求，それは人間がもつ基本的な欲求かもしれない。しかし，哲学が求
めるものは，自明なものへの問い，根本的な事柄への問いとなる。存在するとは何
か，認識するとは何か，人間とは何か，いずれも簡単には答えのでないものである。
本講義では，西洋哲学の歴史を中心に概観する事を通して，これまでの知の営みと
しての哲学を考える。

生命倫理 1

21

生命科学の進展に伴い，誕生する前から死に到るまで，私たちのいのちへさまざまな先
進技術の介入が行われる時代になった。クローン技術や究極の個人情報であるゲノム
配列情報等が容易に入手できる時代に，個々の事象のはらむ倫理的問題に対する洞察
や幅広い検討が追いついていないのが実情である。本講義では，始めに先端生命科学の
トピックスを分かり易く紹介し，そこから生じる命の尊厳を脅かす危惧について考え
る。健康，医療を生命倫理の立場から捉え，一般人をも巻き込む生命科学の技術に対す
る深い洞察力と豊かな人間観を養うことを目指す。

心理学概論 人の心について知ることは，社会の中でより良く生きていくために重要な要素である。
本講義では心理学の様々な領域について，それぞれどのような内容を対象としている
かについて説明する。心について幅広い知識を得ることで，生活の様々な側面に心理学
的な知見が生きていることを知り，心理学的な見方を持つための基礎を身につける。　

2健康科学 1 健康に関する保健，医療，福祉等にかかわる問題をテーマにした知識を広め，理解を深
める。健康・ウェルネスの定義，社会的な健康，健康の意義と健康づくりの方法，栄養・
食生活と健康，身体活動と運動・体育と健康，休養と健康，健康管理システム，地域社会
と健康つくりなど，多方面から健康を科学的にとらえて理解する。

2日本国憲法 2 日本で最重要な法である日本国憲法は，その成立から 70 年以上経つ。本講義
では，この憲法にどのようなことが書かれていて，どのようなことが問題とな
っているかを学習する。そのことによって，社会に出て行くに当たって，当然知
っておくべき憲法に関する基本的な知識を習得することを目的としている。さ
らに，憲法を通して法的なものの見方や考え方を身につけることがねらいであ
る。

2法学概論 1 法は，ビジネス社会，商品交換社会，情報化社会などと称される現代社会において重要
な社会規範の一つである。法が社会において担っている役割を学び，自由・平等な社会
における法規範の効力・限界，及びあるべき姿を「私法」領域を中心に判例など実際の
事件も利用して考察する。

情報法 1 2

1 1

著作権法の主たる目的は著作物の創作者等の権利を保護することですが，他方著作
物が広く一般に利用されなければ文化の発展もありえず，したがって権利の保護と
利用との調和が図られている。しかし，コンピュータおよびネットワークに関する
IT（情報技術）とその環境の急速な発展を伴う今日の情報化社会においては，従来の
著作権制度がその姿を大幅に変えざるをえない状況にあることもまた事実である。
本講義では，著作権及び知的所有権に関する現代的問題について，具体的かつ実学
的に検討する。

人権・ジェンダー 現代社会に残る様々な差別を通して，保健医療福祉の専門職として理解しておくべき人権
やジェンダーに関わるテーマについて考えていく。障害者の人権に関する歴史的な背景，
障害当事者の活動，障害者差別撤廃・解消活動の推進と現状と今後の課題について学ぶ。

2文化人類学 1 文化人類学の歴史や理論よりも，実際に役に立つ文化人類学の思想を重視する。例え
ば，個人付き合いやビジネスにおける国際的人間関係に必要となる異文化への理解，ま
たは海外の発展計画や地域活性化計画における文化人類学の役割などに力をいれる。
また，自習研究を通して，すぐに役に立つ文化人類学のフィールド・ワークのノウハウ
を身につけることがねらいである。
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2

1

生命と情報 1 「生きている」ということはどのような状態をさすのだろうか？　そして「生命」とは何
だろうか？　これらの問いに対して「情報」という概念なしに答えることはできない。
本講義では，「情報」をキーワードに様々な側面から「生きていること」の特質について
考えていく。まず「情報」とは何かについて論じる。つづいて，生物における個体より上
位レベルでの情報交換（コミュニケーション），そして個体より下位レベルの問題であ
る脳の情報処理，遺伝情報，免疫システムなどについて概説し，受講者それぞれが「生き
ている」ということについて考えてもらう一助にしたい。　

2環境学 1 地球規模から地域までのそれぞれのスケールで起きている環境問題の背景と課題解決
の方途を概説する。地球スケールの課題としては，人口の急増にともなう自然資源の枯
渇や地球温暖化，オゾン層破壊などの現象，地域スケールでは，生物多様性の低下や大
気・水質汚染，廃棄物問題などが挙げられる。これらの問題が生じている原因と解決法
を解説し，人類が自然資源の恵みを永続的に享受し，健全で持続可能な社会を実現する
ためになすべきことを考える。

1基礎化学 1 医療の場で使用されている様々な医薬品，試薬，溶剤類などの化学物質や消毒薬の特性
を理解するための基礎として，物質の特性，分子構造，生体への影響の基礎を学ぶ。有機
・無機に関わらず，化学の基本を理解することで，臨床生化学，臨床栄養学および臨床薬
理学などの専門基礎科目の理解を深め，医療の場で使用されている多種の化学物質の
基礎を学ぶ。

2プログラミング入門 1 本授業は，Python 言語の基本的な使い方と，データを解析し可視化するために必要な
スキルを勉強する。
Python と科学計算のためのライブラリの使い方を理解できるようにする。

2

2

ヘルスケアサービス論 1 現代社会の看護サービスを含むヘルスケアのあり方は多様化，複雑化の一途をたどっ
ている。この科目では，①健康基盤（健康インフラストラクチャ，ソーシャル・キャピタ
ル，社会保障制度），②プラットフォーム（電子カルテ，学会，各種基準など），③医療組
織，④対患者・生活者インタラクションという階層ごとに，特徴，問題，過去の経緯，今
後の変化を概観する。また看護関連の多様なサービスにはイノベーションが巻き起こ
りつつある。サービス科学（Service Science）と呼ばれる先端領域の知見や人文学・哲
学的なアプローチを動員して，多面的に現代のヘルスケアサービスを捉えていく。

公衆衛生学 1

12

地域社会全体の健康課題を扱う公衆衛生学の理念と方法についての基礎的な知識と考
え方を学習する。環境や社会と健康との関連，人々が健康を維持･増進するための保健，
医療，福祉等の総合的な健康政策について理解する。また保健医療福祉（予防，治療，社
会復帰，社会参加）にかかわる制度や関連法案の概要について学び，医療職としての実
践に役立てられる力を身につける。

看護関係法規 保健師助産師看護師法を中心に看護実践および看護教育を支えている関係法規につい
て系統的に学習し，看護職の法的責任について考察する。保健師助産師看護師法の変
遷，看護職の法的責任，保健医療福祉に関連する法規，個人保護法等の看護に関連する
法規を解釈しながら看護職の役割について学ぶ。さらに医療事故事例・看護事故事例
の判例の解釈をしながら，医療過誤を通して看護職の責任を理解するとともに，国民と
ともに進める安全教育やシステムについて考える。

1カウンセリング基礎 1 何らかの悩みや問題を抱えた人あるいは抱えそうな人が問題の解決や処理に困難を感
じて援助を必要とする人との面接やグループワークを通した心理的相互作用によっ
て，行動の変容を試みる援助的プロセスであるカウンセリングの基礎を学ぶ。本講義で
は，看護職として必要なカウンセリングの基本理論，カウンセリングマインド，基本技
法について体験や経験を通して理解する。

1リハビリテーション論 2 リハビリテーションの理念と原則を踏まえて，医学および社会における包括的なリハ
ビリテーション，ならびに障害学の基本概念を習得することを目標とする。看護師に必
要な障害学の内容と評価・治療方法の要点，リハビリテーションのプロセス，各専門職
とリハビリテーションチーム医療のあり方，さらには保健・福祉行政における社会的
資源とリハビリテーションの関わり等についての基礎知識を理解する。

1地域包括ケアと多職
種連携

3 人々の生活や営みには，地域社会を超えて営まれるものがあるが，この授業では，地域
社会をベースとした（community-based) 保健医療福祉の具体的な営みについて，地
域での様々な連携・協働の実践事例を通して理解を深める。これまでの実習などで経
験してきた実践例を通しての学びをさらに発展させ，地域保健医療福祉の連携にとど
まらず，看護職が地域ケアにおける包括的協働の要を担っていくために何が必要か，果
たす役割やビジョンについて考える。

保健福祉行政論 4 1

2 1

社会福祉・社会保障の歴史，社会福祉の担い手，ライフサイクルと社会福祉，生活保護，
社会福祉の基礎を学ぶ。さらに，地域の健康課題の解決に必要な社会資源の開発，サー
ビスの評価調整，地方自治体等における行政施策の計画，実行，評価について，保健福祉
行財政の実際例をとおして学ぶ。これまで実習等で経験しながら得てきた知識を再統
合して深め，行政の中で実践・継続していくための基礎的能力について考える。

口腔健康論 口から食べること，口腔領域の機能と健康を守ることの重要性を理解し，生きがいのあ
る生活のために健康を維持・増進することについて口腔健康の視点から理解する。口
腔機能の役割と口腔衛生の向上の重要性を理解し，口腔健康に携わる関連職種が，それ
ぞれの立場で健康増進と維持のためにどのような役割を果たしているか実践例を通し
て具体的に学ぶ。

1人間工学 2 人間工学は，生活者としての人間の理解を深め，安全や安楽な「ものづくり」を追求する
学問である。この講義では，人間の日常生活行動に着目し，生活動作や生活姿勢，ボディ
メカニクスなどの理解を通じて，身近な道具に焦点を当てながら人間工学的な視点を
学ぶ。 
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2

1

統計学 1 データの背後にある情報を引き出すための方法として統計的手法がある。統計的手法
はあらゆる分野で活用されており , 研究活動におけるデータ処理の技法としても活用
されている。本講義では統計的手法の基礎知識を習得することをねらいとする。具体的
には , 記述統計学と呼ばれる分野を中心に講義する。

1看護情報と統計 1 看護分野における情報を量的情報と質的情報に分け，それぞれの情報に適した統計学
の手法を選択して，解析する方法を学ぶ。具体的には，定量情報の解析手法として，統計
グラフ，統計的仮説検定法，相関分析法を取り上げ，定性情報の解析手法として，テキス
トマイニングの手法と多変量解析法を紹介する。さらに，表計算ソフトによる統計解析
の方法と，統計解析専用のソフトウェアである SPSS と R の使い方も講義の中で紹介
する。

2疫学・社会調査 2 保健医療福祉対策を検討するうえでは，疫学調査や社会調査により対象地域の健康
現象や社会現象を人及び環境の両側面から調査し，その要因を明らかにしていく必
要がある。本講義では，疫学調査と社会調査の特性と基本的手法を学び，そこから得
られた情報の分析・活用方法について具体的事例を交えた講義により理解を深めて
いく。

(2)
保健
師必
修

2

1

形態機能論Ⅰ 1 生命活動を営む最小単位の細胞構造から，身体骨格を支え，バランスの取れた動きや知
覚をコントロールするしくみを総合的に理解する。また，体のすみずみまで血液を送る
しくみと身体に酸素を取り入れ，二酸化炭素を排出する内 (代謝 ) 呼吸と外呼吸のしく
みとして，肺でガス交換を行った血液が，体をどのように循環し，各臓器と器官，組織で
の代謝機能を理解する。さらに，血液の形成や免疫作用および恒常性を含めてヒトの身
体の総合的な理解を深める。

形態機能論Ⅱ 1

21

栄養物の摂取から消化・吸収・排便・排尿するまでのしくみと生体防御システム，ホ
メオスターシスとフィードバックのしくみから，ヒトの体が正常時にどのように働く
のかをホルモンと自律神経系の構造に関連づけて総合的に学び，体の形態から機能的
構成を理解する。また，受精から出産のしくみでは，受精と胎児の発生を理解する。ま
た，男女の生殖機能についても取り上げる。

臨床栄養学 人間の健康を維持・増進する総合科学の一分野として，食と健康をつなぐ人間栄養学
の基礎を学ぶ。本講義においては，栄養の基本的概念とその意義と各栄養素の代謝，生
理的意義，健康の維持・増進および疾病の予防・治療における栄養の役割などを理解
する。「食」の捉え方について，食糧の生産，流通と分配，社会経済問題までを含めて，広
く人間と栄養の関連について理解する。

2臨床薬理学 2 薬物がどのように生体に作用し，その効果が発揮されるかを，病態生理と関連付けて薬
の効くメカニズムを理解する。薬物作用の薬理学的基盤となる薬物の作用機序を中心
に，臨床で必要とされる薬理の基礎知識を習得し，薬物の有効性と安全性の双方を理解
したうえで適正使用していくための考え方を学ぶ。主な生活習慣病，がん・痛み，感染
症，脳・中枢神経系疾患，救命救急時，アレルギー・免疫不全状態，消化器疾患等で用い
られる代表的な薬の用法や，安全管理，薬害，薬剤師の役割について理解する。

2臨床生化学 2 生体を構成する成分の構造と性質についての基本的な事柄を理解する。細胞内におけ
る種々の代謝反応において，炭水化物，脂質，タンパク質・アミノ酸の物質代謝として
の同化と異化反応の代謝経路について学ぶ。さらに，エネルギー代謝も含めた酵素，ホ
ルモン，生体微量分子などの生理活性物質による生体調節機構について学ぶ。

1病理学 1 病気がどのような原因で起こるのかを知り，それによって生じる身体組織や細胞レベ
ルの変化を理解する。また，代表的な疾患については疫学，臨床症状，経過，治療なども
合わせて関連を学ぶ。
細胞の構造と機能，細胞の病変（退行性病変，進行性病変），循環器系の病変，炎症と免疫
反応，腫瘍（がんの疫学，良性腫瘍と悪性腫瘍，細胞異型と構造異型，転移と播種，がんの
発生原因）並びに，先天性異常，代謝異常，免疫応答，感染の病理病態について学ぶ。

1病態生理学 2 疾患に伴って生じた症状あるいは徴候について，その発生機序を体系的に学
ぶ。疾患の診断，治療法の選択，病状の経過観察の基盤であり，身体的なヘルス
アセスメントを行う基本となる。下記の自覚，他覚症状あるいは徴候を通して
理解する。
咳嗽，呼吸困難，胸痛，不整脈，チアノーゼ，ショック，腹痛，肥満・やせ・嚥下障
害，嘔気・嘔吐，吐血・下血，便秘・下痢，腹水，黄疸，貧血，出血傾向，リンパ節
腫脹，意識障害，頭痛，痙攣，運動麻痺・運動失調・歩行障害，めまい，しびれ，腰
痛，浮腫，排尿障害，睡眠障害，などの病態生理について学ぶ。

疾病と治療Ⅰ 2 2

2 1

傷病あるいは障害の成り立ちと経過，診断，治療法について，機能系統別に，内科的疾患
を中心に機能の変化をおこさせる機序とその経過として種々の病態について学ぶ。生
命維持機能に影響が大きい循環機能障害，呼吸機能障害，消化機能障害，腎・代謝機能
障害，脳・神経機能障害，造血機能障害を取り上げ，内科的疾患の侵襲を伴う治療法に
ついて触れる。

疾病と治療Ⅱ 外科的治療前 (術前 ) の身体的，心理的状態について理解し，手術中から術後に起こり
うる急激な変化に対応するために必要な知識について，総論と各論に分けて学ぶ。総論
では，手術侵襲と生体反応，麻酔法，救急処置法を学ぶ。各論では生殖機能障害（婦人
科），感覚器系機能障害（眼科，耳鼻科），生体防御機能障害（皮膚科），運動機能障害（整形
外科）について，病態，診断プロセス，治療法を学ぶ。

1疾病と治療Ⅲ 2 小児の代表的な疾患及び精神障害について，病気あるいは障害の成り立ちと経過，
診断，治療法を理解する。小児の疾患では，臨床経過，転帰，診断，治療法について学
ぶ。精神障害では，臨床経過，転帰，治療法（治療促進・阻害要因含め）について学
ぶ。
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学則第14条第３項に定める「授業科目の履修方法及び単位の修得に関することについては，
本学則に定めるもののほかは，別に定める」とは，本書のこの部分を指します。
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1

1

感染症学 1 細菌，ウイルス，真菌などの病原微生物の形態や増殖感染様式を理解す
る。また，市中感染とともに，医学の進歩と相まって増加してきた日和見
感染，院内感染についての理解を深める。感染予防，滅菌消毒の方法，効果
についても学び，感染症の治療の概要を理解する。
人獣共通感染症，寄生虫感染症，小児の感染症，母子感染，高齢者の感染
症，日和見感染，薬剤耐性菌，感染防御の基礎，感染・発症予防等について
学ぶ。

1看護と情報Ⅰ 1 看護職にとって「情報」とは何かを知り、保健医療分野における情報の「いかし方」と「ま
もり方」を学ぶことで基礎的な情報の扱い方を理解する。また、保健医療分野における
ICT、IoT、AI 等の活用事例を概観することで、他分野との融合により開かれる新たな看
護の形への探求心を育む。本学部の象徴科目として 1 年次から 4 年次にかけて開講さ
れる「看護と情報」の導入にあたる科目である。

1看護と情報Ⅱ 2 データサイエンスの視点に基づき、看護分野で扱う主なデータの種類や特徴につい
て学ぶ。また、実践的なデータの扱いとして、データ観察の方法、データ可視化の方法
等について学ぶことで、看護職におけるデータサイエンスの基礎的な教養を身につ
ける。

1

1

看護と情報Ⅲ 3 科学的根拠に基付いた看護実践を行うために必要な情報活用の実際を学ぶ。研究成果
を系統的に活用する看護過程や臨床判断の実際について臨床で多く経験する事例を基
に学習する。データベース，ビッグデータの利用，ガイドラインや指針などの活用につ
いて学び，エビデンスベースドナーシング，ナラティブアプローチの実際を演習を通し
理解する。

看護と情報Ⅳ 4

11

医療・看護に関わる電子データや診療システムの展望，ビッグデータを活用するヘル
スケア情報学，遠隔看護やオンライン診療の実際，利用可能な ICTの新しい技術など看
護と情報に関する諸課題や展望について広く見識を深める。また，情報社会において科
学的根拠に基付いた看護を実践するために必要な専門職としての能力や態度，職場環
境，文化などについて検討する。

キャリアデザインと
ケアⅠ

１年生を対象とする本象徴科目では本学部理念の「自律と共創」を「キャリアデザイン
とケア」という目的に沿って展開していく。看護技術以前に身につけておくべき社会人
基礎力として必要とされる，前に踏み出す力（アクション），考え抜く力（シンキング），
チームで働く力（チームワーク）を育むため，基本的なスタディスキルを身につけると
ともに，他者との対話とコミュニケーションについて，実践を通して学んでいく。また，
キャリアデザイン・カードの活用を促し，キャリアに対する意識を高め，自身のキャリ
アデザインにつなげていく。

1キャリアデザインと
ケアⅡ

2 ２年生を対象とする本象徴科目では，看護学を支える広い知識を通じて，看護実践能
力の土台を創る。看護実践の中でも特に重要なスキルとして「対話力」に注目し，実際
に対話の場に身を置くことによりアクティブ・ラーニングを進めてゆく。具体的に
は模擬インタビューを通して対話力を学び，同時にチーム活動を通して，リーダーシ
ップ，フォロワーシップについて考察し，チームの中での自己を振り返る機会とす
る。

1キャリアデザインと
ケアⅢ

3 ３年生を対象とする本象徴科目では，アカデミックライティングの基礎を固
め，論理的思考のスキルアップを図る。また，生涯教育としての看護教育を理解
し，看護体制や看護方式，クリニカルラダーやプリセプター制度といったキャ
リア支援体制についての理解も深める。さらに新卒看護師の経験や専門看護師
の経験についてゲストスピーカーから話を聞くことで，自己のキャリア選択の
幅を広げ，具体化させつつ，自己の方向性と可能性を追求していくことを主眼
とする。

1キャリアデザインと
ケアⅣ

4 最終学年の学生を対象とする本象徴科目では，実際に活躍している様々な分野
の看護職のキャリアデザインについて，ゲストスピーカーから話を聞く中で，キ
ャリアアデザインの拡がりや可能性について考え，自己のキャリアをデザイン
する際に深い洞察を加えることを主眼とする。また，これまでの実習や学習を統
合し，「地域で活躍する私のキャリアデザイン」として発表し，互いに共有してい
く。

2看護学概論 1 看護を学ぶ第 1歩として，看護学全体の基本的内容を学習する。看護の定義と看護の
構成要素である，人間，環境，健康，看護及びこれらの関連を理解する。看護の歴史的な
変遷や社会における看護の役割と機能，看護の実践を支える理論等を学習し，看護学
の本質を理解する。看護学の奥深さと豊かさを知り，自らの看護観を構築するための
手がかりとする。

ヘルスアセスメント論 1 2

1 2

看護の対象者が身体的・心理的・社会的側面を持つ統合体であることを理解し，その
人の健康状態をアセスメント（ヘルスアセスメント）する基礎を学ぶ。特に身体の生理
的な健康状態を客観的にアセスメント（フィジカルアセスメント）するための身体診察
の技法（フィジカルイグザミネーション）の基礎を系統的に学ぶ。また，複数の模擬事例
に対し，健康状態を身体的，心理社会的側面から推論することで，実践的なアセスメン
ト力を養う。

看護技術論Ⅰ 看護技術の意義，特徴を理解し，主概念である安全・安楽・自立を目指すことの重要性
および，看護の基本である人間関係技術を理解し，対象者との関係を築き発展させる能
力を身につける。また，生活行動が健康に及ぼす影響を理解し，生活行動援助に関する
基礎的な看護技術を修得する。
実習室での演習では，看護の基本的機能（環境調整，コミュニケーション，ボディメカニ
クス，倫理，安全・安楽）の活用を意識しながら，援助における原理・原則と具体的な留
意事項を修得する。
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2

2

看護技術論Ⅱ 1 看護技術論Ⅰの次のステップとして，治療，処置にかかわる基本的な看護技術の知識，
技術，態度を習得する。対象者にとって，治療，処置は身体的にも精神的にも苦痛や不安
を伴うこと，安全管理が重要であることを理解する。科学的根拠に基づいて，看護技術
を理解し，正確かつ安全に看護技術が実践できるように学習する。
演習では，科学的根拠に基づいた安全，安楽な技術，実践における注意，留意事項を取得
する。

1看護過程論 対象の個別性に合わせた看護を系統的，科学的に実施するために看護過程の意義，
構造（アセスメント，看護診断，計画立案，実施，評価），展開方法について学ぶ。講義
では，看護過程の基本的事項と必要性，および各種理論やアセスメント・看護技術
の活用の仕方を学習する。演習では，模擬事例を通して，対象にとって有効な一連
の看護過程の展開について学生が考え，実施する。

1基礎看護学実習Ⅰ 1 地域で生活していた看護の対象者が，患者として病院に入院して療養していること
に関心を向け，患者の生活習慣，価値観，社会の中で役割を持つ存在であることを意
識する。そして，この患者理解の過程で看護と看護における情報の結びつきについて
考察する。また，看護援助場面の見学や実践を通して，患者を取り巻く療養環境を多
面的に捉え，その人にとってよりよい療養環境や入院生活の中での援助の在り方に
ついて理解を深める。

2

1

基礎看護学実習Ⅱ 2 基礎看護学，看護過程論等で学んだ内容を活用し，対象者の生活行動に焦点を当てて看
護計画を立案，実施しながら，看護における基本的な問題解決過程を展開することにつ
いて体験する。このプロセスを通して看護を系統的に展開する方法と思考判断のプロ
セスの基本を身につける。実習内容は，対象者の療養環境を理解し，対象者を身体的，心
理的，社会的な側面から捉える。対象者の生活行動に焦点を当てて系統的に情報を整理
し，看護診断を検討し，計画立案・実践・評価し，看護過程の一連のプロセスをまとめ
て評価する。

看護倫理 3

23

看護倫理に関連する概念，歴史的背景，諸説を看護実践に結び付けて理解する。最近の
保健医療福祉をめぐる倫理的問題について，どう判断・行動するかグループ討議を行
いながら考える。看護実践の場で遭遇しやすい倫理的ジレンマを取り上げ，ディベート
学習により，事例に含まれる多様な価値観，複眼的な見方を理解し，倫理的原則，倫理規
定を活用した自己の判断の過程を学ぶ。

母性看護学方法論 母性看護の対象であるマタニティサイクルにある人々の看護について，身体的，心理
的，社会文化的な側面からウェルネスの視点を基盤に，ケアの実際や看護過程の展開を
学ぶ。また，妊産褥婦および新生児の生理的特徴の観察やケアに必要な看護技術は，実
践に近い形で習得する。さらに，思春期や性成熟期に必要な健康教育をリプロダクティ
ブヘルスの視点から実践する方法を学ぶとともに，不妊や多様な性のあり方，セクシュ
アリティへの理解も深める。事前学習課題を課し，講義と演習を効果的に配置したアク
ティブラーニングで自己学習を促す。

22母性看護学概論 いのちを育む土台となるリプロダクティブヘルスを中心概念に置き，生殖に関する生
理，妊娠・分娩のメカニズム，生殖における健康問題，リプロダクティブヘルスに関す
る法や施策・支援について取り上げる。リプロダクティブヘルスの視点から健康課題
に関心をもって関わる母性看護の態度や役割について理解する。講義を主体とし，視聴
覚教材の活用，グループワークを通して理解を深める。

2母性看護学実習 3 マタニティサイクルにある人々と新生児の身体的・心理的変化，および社会的特徴を
査定し，対象に応じた看護実践能力を養う。また，地域の中で生活する母性看護の対象
者を理解し，健康を保持増進するために必要な看護の実践とケアについて，実践を通し
て学ぶ。さらに，リプロダクティブヘルスの視点に基づく健康教育を企画・実施・評価
し，地域社会において母性看護が果たす役割を幅広く考察する。

2小児看護学概論 2 子どもとその家族を取り巻く現代社会の中で，成長発達を遂げる子どもの身体・心理 (
認知 )・社会的な特徴や小児医療の現状と課題を理解し，子どもとその家族が健やかに
こころとからだを育み，成長発達を維持・促進する為の知識と支援のあり方を学ぶ。小
児看護の対象と目的，子どもの権利，子どもを取り巻く社会環境，小児看護で用いられ
る理論，小児各期の成長発達と生活，栄養，安全と事故防止等について，講義及び視聴覚
教材の利用，グループワークを通して理解する。

2小児看護学方法論 3 子どもの成長発達を促進･維持しながらも，様々な局面におかれた健康障害を有する子
どもとその家族への健康回復に向けた看護，重篤な健康障害をきたし苦痛を伴う子ど
もと家族への看護，急激な健康障害をきたし苦痛を伴う子どもと家族への看護に必要
な看護技術を習得する。特に，現代の小児医療における長期療養児に対する支援のあり
方について学習する。

小児看護学実習 3 2 地域で生活する子どもと家族，その環境及び様々な場における小児看護の実際を知
り，看護に必要な基礎的能力を理解する。健康な子ども，障害をもち日常生活を送る
子ども，治療を要する子どもと，様々な健康レベルの子どもと家族の特徴と看護支援
について理解し，地域ケアにおける小児看護のあり方について考察する。

2成人看護学概論 2 成人期にある対象を広く深く理解し，成人看護に有用な理論ならびに概念を学修す
る。成人期にある対象の成長発達段階に応じた特徴や課題と健康障害の予防，回復，
維持に関連する概念，学習理論などを学修する。
主要な概念として，ストレス理論，危機理論，病みの軌跡の看護モデル，障害受容，
セルフマネジメント，自己効力理論，意思決定などを理解し，病気や障害とともに生
活することへの支援を学ぶ。
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学則第14条第３項に定める「授業科目の履修方法及び単位の修得に関することについては，
本学則に定めるもののほかは，別に定める」とは，本書のこの部分を指します。
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地
域
看
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成人看護学方法論
(急性期)

3

3

2

2 2

急激に健康状態が変化する成人期にある人とその家族を多面的・総合的に理解し，
ホメオスタシスを維持・回復するための看護援助に必要な基礎的知識・技術を習得
する。
急性疼痛マネジメント，周手術期看護，各機能の変化，複合的な全身機能の変化な
どの，急激に健康状態が変化する成人のホメオスタシスを維持・回復する援助を系
統的に行う基礎的技術について学ぶ。演習においては，実践的な看護技術に加え，
事例を用いた看護過程の展開を実施することにより，看護過程の流れを学修する。

成人看護学方法論
(慢性期)

慢性の経過をたどる疾患をもつ成人と家族が，傷病や障害に起因する健康障
害とともに生活していくプロセスや身体的・心理的・社会的特徴を理解する
とともに，病状をコントロールし，生活の調整や再構築を行いながら，QOL(
生命の質，生活の質，人生の質 ) の充実をめざすことを支援する看護の役割と
方法を学ぶ。がんとともに生活する人と家族の看護，神経難病とともに生活
する人と家族の看護，典型的な慢性病の症状マネジメントやリハビリテーシ
ョンなど慢性期看護のエッセンスについて学習する。演習においては，糖尿
病の看護事例を用いた看護過程の展開を実践し，関連した看護技術の実践も
学修する。

3成人・高齢者看護学
実習Ⅰ（急性・回復
期）

急性期にある人 ( 成人・高齢者 ) は，突然の病気や慢性疾患の急性増悪などにより，
短時間で健康状態が変化した状態にあったり，あるいは手術療法等による身体への
高い侵襲をうけ，生命の危機，激しい症状や不安・恐怖などの心身の苦痛を体験し
ている。この実習では，急性期にある人とその家族を多面的・総合的に理解し，健
康状態の変化を予測し，苦痛の緩和と健康を回復するために必要な看護を実践する
能力を養うとともに，急性期看護の役割について理解する。また急性期から在宅医
療への移行や地域包括ケアを視野に入れた看護の役割を学ぶ。手術室や救急外来な
どの専門治療領域見学実習により，急性期看護の特性を学び，多職種連携を通した
看護師の役割を学ぶ。

3成人・高齢者看護学
実習Ⅱ（回復・慢性
期）

3 慢性的な健康障害をもつ人（成人・高齢者）とその家族を対象とし，援助的人間関係
を築きながら，慢性の疾患や障害とともに生きる対象を理解し，必要な看護を実践す
る基礎的能力を養う。さらにセルフマネジメント支援に対する看護の役割について理
解を深める。また長期的なリハビリテーション (Re-Integration: 社会復帰 ) を必要と
する人とその家族をも対象とし，退院後の在宅医療への移行や地域包括ケアを視野に
入れた看護の役割を学ぶ。
病棟実習では慢性的な健康障害により入院加療を必要とする人々への看護を実践的に
学ぶ。高齢者施設実習では，生活の場で療養しながら生きる人々との関わりを通して，
対象を理解し，そこに必要な看護の役割を理解する。

2高齢者看護学概論 2

22

老年期にある人々の特徴を理解するために，老化現象が高齢者の身体面・心
理面・社会面に及ぼす影響について学ぶ。さらに，高齢者を取り巻く保健・
医療・福祉における課題の考察を通して，老年看護の目的と役割について理
解する。

高齢者看護学方法論 老化に伴う身体的・心理的・社会的な変化をふまえ，高齢者に生じやすい様々な生活
機能ならびに健康上における障害の特徴とそれらを予防することの意義について学
ぶ。さらに，老年看護の対象となる人々の特性に応じた適切な看護の方法と看護実践
に必要な基礎的知識・技術を習得する。

2高齢者看護学実習 2 病院や介護保険施設の療養環境を知り，そこに入院・入所する高齢者の特徴を生活の
視点からとらえ，その人に適した日常生活援助を提供する方法を修得する。高齢者の抱
える健康問題を多面的に捉え，老化による身体的・心理霊的・社会文化的要因からの
影響を考え，自立支援に向けたケア計画を立案し，実施・評価する。

2精神看護学概論 2 成長発達と心身機能の概要，こころの健康，精神保健・医療と社会，疾病と障害
の概要を踏まえ，人々の精神的健康の保持増進や，精神障害の回復を支えるため
に必要な精神医学や看護の概念モデルなど精神保健看護の概要について学ぶ。ま
た，援助関係を発展させるために必要な，コミュニケーションや対人関係の基礎
について学ぶ。

2精神看護学方法論 3 セルフケアの観点・精神症状などを踏まえて，様々な精神疾患を抱えた人たちの課題
を克服するための援助について学ぶ。また，プロセスレコード等を通して自己理解を
深める。地域における精神医療福祉の状況を学ぶ。

2精神看護学実習 3 精神障害を抱えた対象者やその家族に対する支援や，看護師の役割を理解し，看護実
践力を養う。地域で生活しながらデイケアに通所する精神障害者とともにプログラム
に参加し，精神障害者との交流し，プロセスレコードの検討を通して，自らのコミュ
ニケ―ション，対人関係の傾向を検討する。病棟実習では，治療環境の在り方について，
地域の就労支援，作業所等地域生活支援施設では，地域の中でのリハビリテーション
や精神障がい者の生活支援の実際を体験し，精神障がい者の社会参加，退院支援につ
いて考える。

在宅看護学概論Ⅰ 11 在宅看護の歴史を通して在宅看護の意義について学ぶ。また在宅において多様な価値
観・健康レベル・生活を背景とする人とその家族について理解し，その人々を支える
社会保障制度，社会資源や在宅ケアシステムおよび地域包括ケアシステムについて学
ぶ。さらに，その人らしい人生を送るための自助，互助，共助，公助の意義と方法に
ついて学ぶ。

在宅看護学概論Ⅱ 2 1 在宅看護の基本概念，機能，倫理について学ぶ。また在宅ケアにおける訪問看護の特
徴について認知症，難病，小児，精神障害者，終末期ケアなど広範囲にわたる看護活
動を通して学ぶ。さらに地域包括ケアシステム展開に向けて退院支援を中心に継続看
護の意義と方法について学ぶ。
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在宅看護学方法論 3

1

2

3 2

在宅療養者とその家族を単位とした地域・在宅での看護活動の展開方法と技術につ
いて学ぶ。家族の健康とヘルスケア機能をアセスメントする方法，訪問看護過程に
沿った面接技術，アセスメント方法，援助技術の基本，在宅療養者とその家族を支
える看護職同士，他職種・他機関との連携，社会資源ついて，その実際や活用方法
を学ぶ。訪問看護で用いられる在宅酸素療法・非侵襲的陽圧換気法・ストマケア・
胃瘻などへの看護ケア技術を学ぶ。

在宅看護学実習 在宅で療養する対象者やその家族への支援や看護の役割を理解し，看護実践力を養
う。訪問看護ステーションの看護活動への同行訪問を通して，在宅療養者とその家
族に対する訪問看護師の果たす役割や訪問看護事業の現状と課題，今後の方向性に
ついて考える。地域で疾患や障害を有しながら生活する人やその家族が，健康課題
解決のために活用できる施設や機関，組織の活用方法や関係機関・職種との連携方
法を学ぶ。在宅療養者の生活をチームで支えるために，地域ケアシステムにおいて
看護職が担う様々な役割，これからの看護職のあり方について考える。

2地域看護学概論 地域において生活する人々の健康とクオリティオブライフの向上を図るための実践科
学である地域看護について理解し，地域を基盤として行われている看護活動の全体像
と基本的な考え方を学ぶ。そのために，地域で暮らす様々な人々の暮らしや支援のあり
方について学ぶ。また，地域で働く看護職の役割・機能・活動の方法について学修する。

2地域看護学方法論 2 地域で看護を展開していく上で，地域で生活する人々の生活環境や生活状況を把握
し，地域で生活する人々の特性に合わせた看護活動方法，地区診断，健康教育，健康相
談について理解し，地域看護活動へ発展させる方略を学ぶ。授業では，地区診断方法
として，コミュニティアズパートナーズ，プリシードモデルの概略を学ぶとともに，
生活実態に基づく地区診断について事例を用いてグループで行う。地域看護実習に
おける地区踏査に向けてインタビュー方法を学び準備する。

(1)
保健
師必
修
(1)
保健
師必
修

1地域看護学実習 2

11

地域で看護を展開していく上で重要な地区診断の必要性を理解し，地域で生活
する人々の健康ニーズの把握方法について理解する。実習では，グループで事
前に収集した担当地区の統計資料分析するとともに，担当地区に赴き実際の状
況を歩きながら観察し，住民へのインタビューを行う。それから生活実態を把
握し，健康ニーズとそれを解決する方法を検討し発表する。

地域包括ケア実習 在宅で生活する様々なライフステージ，健康レベルの人々について理解するとともに
生活の多様性について理解する。また地域包括支援センター，訪問看護ステーション，
助産院，ボランティア等の活動の実際について見学・体験を通して人々の生活を支え
る活動を理解する。さらに地域包括ケアシステム推進するための看護職としてのあり
方について考察する。

学校保健論Ⅰ 2 学校保健の意義・歴史・現状と学校教育における学校保健の果たす役割，児童生徒の
健康問題と学校における養護教諭の活動を理解する。
授業内容は，学校保健の意義，児童生徒の発育・発達，健康診断，健康観察・保健指導，
疾病管理・感染症学校給食，養護教諭の活動の実際，特別支援教育について学ぶ。

学校保健論Ⅱ 2 学校保健活動の実際を学び，学校における児童生徒の健康課題について考える。
学校保健論Ⅰに引き続き，学校保健活動の実際を学び，学校における児童生徒の
健康課題について考える。
健康教育は学習指導要領における保健学習，学校における性教育，喫煙・飲酒・
薬物乱用防止教育について学ぶ。学校安全，学校での救急処置，健康相談，学校
環境衛生について理解する。

産業保健論Ⅰ 2 産業保健活動の理念と健康管理体制，我が国における産業保健の実態など，産業保健の
概要について講義し，事業者が推進する産業保健活動を支援する学際的なチームの一
員として活動する産業看護職の役割と職務について解説する。また，産業看護活動に必
要な労働生理，産業疲労，職業関連健康影響について概説するとともに，産業看護活動
の実際について紹介する。

産業保健論Ⅱ

公衆衛生看護活動論

3 産業保健・産業看護の展開方法の実際について学び，産業看護の専門性について考察
する。労働環境における「安全管理」と「女性労働者への健康支援」について理解を深め
る。また，産業看護のアセスメントについて，具体的な事例を使用して，個人，集団／組
織それぞれについて理解する。

2 公衆衛生看護活動の展開過程（地域診断，計画立案，実施，評価）と個人・家族・集
団･地域への支援方法および対象別公衆衛生看護活動の現状等について学習し，公衆
衛生看護活動の特性，機能，役割について理解する。

卒業論文ゼミナール 4 2 学生が主体的にテーマを設定し，研究計画書を作成する。卒業論文または研究計
画書のテーマの選択に当たっては，３年次までに卒業論文ゼミナール担当教員を
決定し，４年次からゼミごとに指導を受けながらテーマを深め，計画書または論
文の作成に取り組む。ゼミ担当教員は，各看護学領域ごとのグループ指導を原則
としているが，領域を超えたグループ指導をおこなうこともできる。また，希望
によりデータ収集・分析を行う調査研究，ケースレポートを作成することが出来
る。

1

1

(1)
保健
師必
修

1

(1)
保健
師必
修

1

(2)
保健
師必
修

2

統合実習 4 2 学生が主体的にテーマや実習領域を設定し，習得した知識や技術を統合し，最終実習
として自律的な看護実践を展開し，連携力，チームマネジメント力，自己研鑽力を強化
する。3 年後期に卒業論文ゼミナール担当教員を選択し，配置領域を調整後に決定す
る。実習方法は，これまでの実習施設の協力を得るが，テーマに沿った実習形態となる
ように柔軟に計画する。統合実習のテーマは，卒業論文のテーマと連動することがで
きる。

科目
区分 授業科目の名称

次
年
当
配 単位数

授業科目の概要
修
必

必
選

択
選
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統
合
領
域

保
健
師
科
目

ヘルスケアマネジメ
ント論

4

4

1 健康、医療に関わる人、モノ、カネ、情報を含む諸資源をいかに効果的にマネジメン
トしてゆくべきなのだろうか。本授業では、この問いに対して、マネジメント・サイ
エンスの視点から日本、アメリカ、カナダ等の医療・健康政策を概観し、微視的な視
点から日本国内の臨床現場の看護管理、医療管理を扱ってゆく。特に看護の立場か
ら、いかにヘルスケアをマネジメントしてゆくのか。その現状とあるべき姿、両者を
検討してゆく。この授業は、地域のヘルスケア（保健、医療、福祉）サービス全般を視
野に収めて、それら「全体のマネジメント」（ソフトシステムズ方法論）という視点か
らアプローチする。全体のマネジメントは患者（利用者）、看護師、経営者、管理者、行
政にとって重要な課題である。前半は、このような視点に立って、健康マネジメント
システム、目標管理、人材マネジメントシステム等を俯瞰する。卒後は、ヘルスケア
関連の多様な職種と連携して業務を行うことになるので、多職種連携・チーム医療
というテーマも扱う。後半は、入退院管理、地域包括ケアシステム、認知症患者の包
摂的ケア、多職種連携教育等を含めプラクティカルな内容に焦点を当てる。

1災害看護論 国内，国外で発生する災害が引き起こす社会，生活，健康への影響について学び，災害サ
イクルや活動の場，被災者特性に応じた看護の役割を理解する。
授業内容は，災害看護の定義，災害看護の基礎知識，災害サイクルに応じた看護，トリア
ージなどの看護技術，被災者に応じた看護，災害と心のケアを学び，災害看護について
グループワークで深め，災害発生時の専門職としての役割とチームの中での役割につ
いて考える。

1国際看護論 3 グローバル課題が引き起こす健康への影響について学び，個人と個人を取り巻く地
球環境全体をみる視点をもち，看護が多様なものであり，変化するものであることを
理解する。
国際看護の概念・歴史・理論，保健医療分野の開発理念の変遷と世界の健康課題，文
化を考慮した看護，国際協力の仕組みと看護職の活動，国際保健看護活動の実際につ
いて学び，異文化下における健康課題アプローチについて事例検討を行う。

(1)
保健
師必
修

13看護研究 看護研究の目的や意義，方法とプロセスについて，基礎的な内容を学習する。研究疑問
を明確にして研究方法の選定につなげていくプロセスを学び，研究のタイプやデザイ
ン，研究に必要なデータの収集方法と，研究における倫理的配慮の重要性について理解
と関心を深め，得られたデータを分析・考察する初歩的な方法について学ぶ。

医療リスクマネジメ
ント

3 医療安全とリスクマネジメントの概念，医療のリスクマネジメントプロセスとその実
践，起こりやすい医療事故とその対策について学ぶ。患者・市民とともに作り上げる医
療安全について考える。
医療安全に関する国の取り組み，医療事故の定義，事故発生のメカニズム，医療機関に
おける安全対策，事故分析と対策，患者家族との協働による取り組み，安全文化の醸成，
医療事故と安全対策，実際の事例を通して医療安全管理の基本について学ぶ。

看護とグローバルヘ
ルス

1 「地域ケア」はローカルな場のみならず，グローバルな場にも存在する。本演習で
は，グローバル社会における地域ケアの実態を，実際にカナダを訪問することによ
って深く学んでいくものである。この科目は，カナダのブロック大学と連携して，
オンタリオ州のキャンパスならびに周辺地域を舞台にして，①臨床実践英語の基
礎，②臨床トレーニング，③地域の看護・ヘルスケア関連施設，④在宅のチーム医
療などについてフィールド調査を交えながら学ぶ。約２週間の短期留学プログラム
を中心として，カナダへ行く前の臨床英語トレーニング，帰国後の報告会をもって
終了する。滞在はブロック大学から至近の一般カナダ人家庭にホームステイする。

家族看護学 1 健康問題，貧困，格差といった社会的問題を解決していくためには社会イノベーション
の視点と行動が必要である。社会イノベーションの主体者，つまり社会起業家として看
護師にはなにができ，なにをすべきなのかを議論してゆく。この科目では，イノベータ
やアントレプレナーとしての看護師に注目し，起業行動を分析していく。訪問看護ステ
ーション，代替的ケアシステム，生活支援サービスなど，看護サービス分野には多くの
起業家が活躍しつつある。変化・変革・イノベーションを起こすような起業家，イノベ
ータ的資質を強化するコンテンツも適宜提供していく。

社会イノベーション論 4 健康問題，貧困，格差といった社会的問題を解決していくためには社会イノベーション
の視点と行動が必要である。社会イノベーションの主体者，つまり社会起業家として看
護師にはなにができ，なにをすべきなのかを議論してゆく。この科目では，イノベータ
やアントレプレナーとしての看護師に注目し，起業行動を分析していく。訪問看護ステ
ーション，代替的ケアシステム，生活支援サービスなど，看護サービス分野には多くの
起業家が活躍しつつある。変化・変革・イノベーションを起こすような起業家，イノベ
ータ的資質を強化するコンテンツも適宜提供していく。

公衆衛生看護活動方
法論Ⅰ

3 公衆衛生看護学実習先の市の保健施設について管轄地区を対象に総合的，科学的な地
区診断を行い，対象地域の特性および健康ニーズを把握して，そのニーズに対応した
地区活動計画を立案し考察することにより，公衆衛生看護活動の展開方法を学習す
る。

公衆衛生看護活動方
法論Ⅱ

1

2

1

1

▲1

(2)
保健
師必
修

4 公衆衛生看護活動を行なう保健師として必要な知識，技法を学習する。公衆衛生看護活
動の対象である個人・家族・集団及び地域への支援方法としての家庭訪問，健康相談，
健康教育・グループ支援等について，その理論，展開方法及び実践的技法等を講義及び
演習により習得する。特に健康教育についてはある地域ある場面の設定の中で企画・
実施・評価の展開を行い，その技法を具体的に学ぶ。

▲2

専
門
科
目

(1)
保健
師必
修

公衆衛生看護管理論
Ⅰ

4 公衆衛生看護管理の理念・目的，管理の仕組み及び公衆衛生看護管理の具体的な対象
である組織・人材，社会資源管理，情報管理，予算管理，事業評価そしてリスクマネジ
メント及び健康危機管理について教授する。

▲1

科目
区分 授業科目の名称

次
年
当
配 単位数

授業科目の概要
修
必

必
選

択
選
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保
健
師
科
目

(1)
保健
師必
修

公衆衛生看護管理論
Ⅱ

4 公衆衛生看護活動におけるシステムづくり・施策化について，事例について演習を行
うことから学ぶ。また，公衆衛生看護管理における継続教育や管理活動の実際につい
て課題等を分析・検討することを通して，公衆衛生看護活動の今後の活動のあり方，
保健師の専門性等について研究的視点から教授する。

▲1

(3)
保健
師必
修

公衆衛生看護学実習
Ⅰ

4 行政機関としての県の保健所，市の保健施設等での実習を行うことにより，それぞれ
の機関が担う機能を学ぶとともに，地域社会で生活している人々の健康を護る活動，
公衆衛生の向上に寄与するための保健師としての必要な知識と技法（家庭訪問，健康
教育，グループ支援）を体験から学び，さらに保健師の持つ基本能力，行政能力，専門能
力のベースになる能力を実践を通して養う。特に行政保健師として技能として重要な
施策化について検討するため地区診断を行い，それぞれ事業を実施している意義を考
察する。

▲3

(1)
保健
師必
修

公衆衛生看護学実習
Ⅱ

4 産業現場や学校における保健活動の実際を知り，産業保健及び学校保健における保健
師の活動内容，役割及び機能を理解し，必要な技法等を習得するとともに，産業保健と
学校保健を含めた公衆衛生看護活動のあり方について考察する。
実習内容は産業保健現場の見学と，健診活動事業の見学実習，健康教育媒体の作成，小
中学校での学校保健実習を行い，最終日は産業保健，学校保健における保健師の役割
についてカンファレンスで深める。

▲1

専
門
科
目

科目
区分 授業科目の名称

次
年
当
配 単位数

授業科目の概要
修
必

必
選

択
選

【備考】単位数（選択）の▲は、単位として認めるが卒業要件には含まない選択科目を表す。
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　６）履修モデル
　　 　履修モデルは一例です。また，１年次に修得できない選択科目等においては，２年次以降にも修得できますので

卒業要件，履修条件に基づき履修して学びを深めてください。ただし，各年次に配当されている必修科目は，時間
割上，次年度以降の修得はかなり困難ですので，必ず配当年次に履修してください。
履
修
モ
デ
ル
【
看
護
師
】

こ
の

履
修

モ
デ

ル
は

一
例

で
す

。
年

次
１

年
次

２
年

次
３

年
次

４
年

次
前

期
後

期
前

期
後

期
前

期
後

期
前

期
後

期
科

目
科

目
名

単
位

科
目

名
単

位
科

目
名

単
位

科
目

名
単

位
科

目
名

単
位

科
目

名
単

位
科

目
名

単
位

科
目

名
単

位

看 護 基 礎 科 目

全 学 基 礎 科 目

基 盤 領 域 実 践 領 域

看 護 基 盤 科 目

◎
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

演
習

2
△

ス
ポ

ー
ツ

演
習

ｃ
1

◎
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
ショ

ン
論

1
◎

情
報

社
会

と
AI

2
△

英
語

ｂ
1

○
ス

ポ
ー

ツ
演

習
ａ

1
△

生
命

倫
理

2
〇

英
語

ａ
1

△
情

報
法

△
文

化
人

類
学

△
生

命
と

情
報

2 2 2
△

健
康

科
学

2
△

法
学

概
論

2
△

日
本

国
憲

法
2

△
人

権
・

ジ
ェ

ン
ダ

ー
1

△
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

入
門

2
△

基
礎

化
学

△
環

境
学

小
計

1 2 20
12

1

小
計

小
計
合
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3 2
1

1
0

0

◎
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
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基
礎

◎
統

計
学

1
◎

公
衆

衛
生

学
2

△
人

間
工

学
0

0
◎

保
健

福
祉

行
政

論
1

◎
ヘ

ル
ス

ケ
ア

サ
ー

ビ
ス

論
2 3 2

2 1

△
口

腔
健

康
論

1
1

1
◎

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
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1

1

0
0

0

◎
看

護
関
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法

規
1

小
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2
1

2
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0
0

◎
形

態
機

能
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【
通

年
】

2
◎

形
態

機
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【

通
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◎

臨
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1

2 1
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調
査

22
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0
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△
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◎
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目

○
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期

と
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け

て
実
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。

△
：
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択
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目
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目
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録
上

限
の
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単

位
ま

で
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可
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本
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の
教

育
理

念
，

方
針

に
沿

っ
て

各
自
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択

可
。

例

△
哲

学
概

論
2

△
心

理
学

概
論

2

24 2 1 1 2 1 3 1 2 6

統 合 領 域

看 護 応 用看 護 専 門 科 目

こ の う ち ４ 単 位

こ の う ち ４ 単 位
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履
修
モ
デ
ル
【
保
健
師
】

こ
の

履
修

モ
デ

ル
は

一
例

で
す

。
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必
修

科
目

○
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必
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選
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科
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選
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科
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め
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，
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間
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限
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単

位
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で
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修
可
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本

学
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の
教

育
理

念
，

方
針

に
沿

っ
て

各
自
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択

可
。
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目
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科
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例

単
位

科
目

名
単

位
科

目
名

単
位

科
目

名
単

位
科

目
名

単
位

科
目
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単

位
科

目
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単
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憲
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0
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0

0
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学則第14条第３項に定める「授業科目の履修方法及び単位の修得に関することについては，
本学則に定めるもののほかは，別に定める」とは，本書のこの部分を指します。
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　７）実習について
　（１）臨地実習基本方針
　　　 　臨地実習は，講義や演習によって修得した知識や専門的技術をもとに看護の対象との相互関係の中で学びなが

ら，看護実践に必要な基礎的能力を修得する授業です。
　　　 　臨地実習は看護師としての知識・技術・態度について，基本実習段階，応用実習段階，統合実習段階として段

階的に学びます。
　（２）各段階の実習配置および年次計画
　　　　各段階の実習配置と年次計画については，看護学実習（臨地実習）スケジュールに示しました。

　８）短期留学について
　　 　専門科目（統合領域）の選択科目「看護とグローバルヘルス（２単位）」では，短期留学を行います。時期は夏

季休暇中の３週間程度を予定しています。

看護学実習（臨地実習）スケジュ－ル
＊実習時期は変わることがあります。各年度ごとのガイダンスにて必ず確認してください。

年次 月 4 5 6 7 8 9
週 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 5

基本実習
段階

1
年
次

5
人
⁄

G

基礎
看護学
実習Ⅰ
1単位

2
年
次

5
人
⁄

G

高齢者看護
学実習
2単位

地域
看護学
実習
1単位

応用実習
段階

3
年
次

5
人
⁄

G

統合実習
段階

4
年
次

100人 統合実習 2単位
＊時期は各学生にて調整して行う

保健師
課程

公衆衛生看護学実習Ⅰ 3単位
公衆衛生看護学実習Ⅱ 1単位

母性看護学実習　2単位　＊グループローテーションにて行う。
小児看護学実習　2単位
成人・高齢者看護学実習Ⅰ（急性・回復期）3単位
成人・高齢者看護学実習Ⅱ（回復・慢性期）3単位

 精神看護学実習　2単位
在宅看護学実習　2単位

母性看護学実習(一部)
小児看護学実習(一部)
精神看護学実習(一部)

年次 月 1 2 3
週 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

基本実習
段階

1
年
次

5
人
⁄

G

2
年
次

5
人
⁄

G

基礎看護学
実習Ⅱ

2単位前半G

地域包括
ケア実習

基礎看護学
実習Ⅱ

2単位後半G

応用実習
段階

3
年
次

5
人
⁄

G

母性看護学実習(一部)

精神看護学実習(一部)

在宅看護学実習(一部)

統合実習
段階

4
年
次

100人

保健師
課程

　実習科目の詳細な内容について
は，「実習の手引き」を参照して
ください。
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４．取得できる資格と選抜方法
　１）看護師
　　 卒業要件に必要な単位（124単位以上）を修得し，全必修科目を取得することで，看護師国家試験受験資格が得

られます。厚生労働省所管の看護師国家試験に合格することで看護師免許が取得できます。

　２）保健師

　３）保健師課程の選抜方法

　保健師課程では，保健師課程を選択し，卒業要件に必要な単位（124単位）を修得し，且つ保健師の国家試験受
験に必要な疫学・社会調査２単位，学校保健論Ⅰ・Ⅱ，産業保健論Ⅰ・Ⅱ，公衆衛生看護活動論と保健師科目９単
位の履修が必要です。また必修単位としては養護教諭２種免許取得に必要なスポーツ演習２単位以上，英語２単位
以上，日本国憲法２単位の履修も必要で，保健師選択課程の最低必要単位は136単位になります。
　厚生労働省が行う保健師国家試験に合格することにより保健師免許が取得できます。また，保健師免許取得者
で，所定の単位（日本国憲法，体育，外国語コミュニケーション，情報機器の操作）を修得しているものは，都道
府県教育委員会に個人申請することで「養護教諭２種免許」の交付を受けられます。

　保健師課程の選抜は，まず３年次前期中盤に希望調査（選抜理由書含む）を行います。その後，面接試験を行
い，希望理由書，２年次までの成績を総合的に判断し，３年次前期終了までに選抜結果を発表します。
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学則第14条第３項に定める「授業科目の履修方法及び単位の修得に関することについては，
本学則に定めるもののほかは，別に定める」とは，本書のこの部分を指します。
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１．総合情報学研究科の目的及びポリシー
１）博士前期課程

　（１）博士前期課程 教育研究上の目的

　（２）博士前期課程 学位授与の方針（ディプロマポリシー）

　大学院総合情報学研究科博士前期課程においては，システム開発，ネットワーク，知能情報，環境情報，データ
サイエンスの各分野において研究開発や課題解決を推進する「情報システム系列」，メディア情報，経営・社会情報
の各分野において社会的な課題を解決する「社会情報系列」，保健医療福祉分野において医療現場での課題を解決
する「ヘルスケア情報系列」の３つの系列を柱として，各系列における高度な専門知識，および，技能を修得した研
究者や高度職業人を育成するとともに未来を切り拓く「総合情報学」の進展を目的とする。

　大学院総合情報学研究科博士前期課程においては，「情報システム系列」，「社会情報系列」，「ヘルスケア情報系列」
の３つの系列を有する総合情報学の専門分野において，次の専門知識・技能，研究・開発能力，研究の素養を身に付
け，総合情報学専攻で定める所定の単位を修得し，かつ，修士の学位論文及び最終試験に合格した学生に対して修了
を認定し，修士 ( 総合情報学 ) の学位を授与する。
　①総合情報学研究科の専門分野に応じた各系列の高度な専門知識と技能。
　②修得した高度な専門知識と技能をもとに，与えられた問題を論理的に思考して，自ら課題を発見・解決し，解決　
　　策を社会に発信する研究・開発能力。
　③修得した専門知識・技能や研究・開発能力により，多様化・複雑化する情報化社会における諸問題を的確に捉
　　え，主体性を持って問題解決に関与，貢献することができる研究の素養。
　　それぞれの系列に係わる専門知識・技能，研究・開発能力，研究の素養は次の通りである。

《情報システム系列》
　システム開発，ネットワーク，知能情報，環境情報，データサイエンスの各分野において，新たな技術や手法を研究・
　開発する研究者・技術者を目指して，専門知識・技能，思考力・問題解決力・情報発信力等の能力を身に付ける。
　それらの知識や能力を修得することで，高度で洗練された情報技術やシステムを提案する能力を持ち，情報化社会
　における諸問題の解決に関与，貢献することができる。

（専門知識・技能）
　情報学の応用分野において，新たな技術や手法を研究・開発する研究者・技術者として，情報分野における体系
　的な知識と専門分野における先端的知識を修得し，より良いシステムを提案する能力を持ち，課題を解決すること
　ができる。

（研究・開発能力）
　情報化社会の変化を論理的に分析する思考力と問題解決能力を備え，解決策を的確に発信することができる。

（研究の素養）
　情報を正確かつ論理的に分析すると共に，他人の考えを正しく理解した上で，自分の考えを正確かつ効果的に発信
　し，自らが主体的に未解決な課題に取り組むことができる。

《社会情報系列》
　メディア情報，経営・社会情報の各分野において，メディア情報学・経営学，およびその他の社会科学の領域をも
　とにした複眼的アプローチを学ぶことによって，それら諸学問領域の連携・融合を試みる。そこから得られた知識・
　思考様式・技術を使って，多様化する高度コミュニケーション社会における人間・社会の関係性を理解し，解決策
　を提案する能力を培い，社会的な課題を能動的に解決することができる。

（専門知識・技能）
　メディア情報学，経営学，およびその他社会科学の諸領域の先端的な知識・技能を習得する。そこから多角的な視
　点と，現象への複眼的なアプローチを得る。それによって，社会情報学を構成するメディア情報学その他の社会科
　学諸領域を統合的に把握できる枠組みを構築することができる能力を養う。 

（研究・開発能力）
　情報学に依拠した経営学やその他の社会諸科学の視座，およびメディア情報学によるメディアそのものの意味と機
　能をふまえた視座から，総合的な思考力と問題解決能力，および専門的な情報技術の習得による情報発信力を用
　いて，現実社会の複合的な諸問題について総合的な解決を得ることができる。

152



（研究の素養）
　異論を即座に否定し排除するのではなく，まず受容し，その後で，異論が発生した背景を可能な限り多角的な視点を
　もって探求し，自説との照合・比較・検討を行う。そこから，より高度な次元の問題解決策につなげることで，新た
　な課題の構築，設定，検討，解決に向けて進むことができる。

《ヘルスケア情報系列》
　社会構造の変化によって複雑・多様化する人々の健康ニーズに対して，保健医療福祉関連の専門職同志の情報の
　共有化とデータの活用は健康福祉社会を形成するための必須事項である。ヘルスケア情報系列では，保健医療福
　祉分野におけるヘルスケア情報のデータサイエンティストとして適切な能力と技能を身に付け，人々が安心できる
　健康福祉社会を形成するために必要な情報活用の専門家を育成する。

（専門知識・技能）
　保健医療福祉分野におけるヘルスケア情報とその学問的基盤に関連する情報科学技術を理解し、診療情報や医療
　看護情報などの医療データを的確な手法で解析すると共に，その解決策を分かりやすく提案する能力を生かして，
　医療現場における課題を能動的に解決する技能を修得する。

（研究・開発能力）
　科学的思考（エビデンス）に基づいたデータ活用によって健康福祉社会に貢献することができる能力を養うととも
　に，高度情報社会に求められるヘルスケア情報を，未来志向で管理運営，研究・開発することのできる能力を身に
　付ける。

（研究の素養）
　グローバル化する社会・文化の違いを尊重し，人々の多様な健康ニーズに対して高い倫理観をもって，能動的かつ
主体的に未知の課題に取り組む姿勢を養う。

　大学院総合情報学研究科博士前期課程のディプロマポリシーを達成するため，情報処理や情報科学に関連する研
究を推進していくための総合情報学や基礎知識を修得するための「基礎科目」を配置する。「情報システム系列」，「社
会情報系列」，「ヘルスケア情報系列」の３つの系列においては，それぞれの専門的特徴を活かした「専門科目」を編成
し，「修士特別研究」により，研究・開発能力を修得する研究指導，「修士特別演習」により，研究の素養を修得する口頭
発表や修士論文発表会などを行う。さらに，高等学校「情報」及び中学校・高等学校「数学」の教員免許状（専修）取得
者に対する教職専門科目を配置する。博士前期課程の修了の可否は，修了所要単位を修得し，かつ、必要な研究指導
を受けた上で，修士論文の審査と，最終試験の結果に基づいて判定する。知識・技能，思考力・問題解決力・情報発
信力等の能力及び主体的な態度の修得に関する科目編成の考え方は次の通りである。

（専門知識・技能）
　「基礎科目」において，データサイエンスの基礎技術や「システム情報系列」，「社会情報系列」，「ヘルスケア情報
　系列」の３つの系列に共通する基礎知識を理解する。「専門科目」において，３つの系列に関連する特論等の専門
　的知識を身につけるための授業科目を配置する。授業科目の配置においては，総合情報学部との連携を考え，総
　合情報学科の履修モデル（システム開発，ネットワーク，知能情報，環境情報，数理情報，メディアデザイン，経営
　イノベーション）との接続性を考慮した専門分野に体系化している。また，看護学部との連携においては，「ヘル
　スケア情報系列」に看護学科との接続性を考慮した科目を配置している。学生はそれらの科目群から幅広く受
　講科目を選択でき，体系的な専門知識・技術を修得する。成績は試験，レポート等に基づいて評価する。
　それぞれの系列に係わる「専門科目」の編成方針は次の通りである。

《情報システム系列》
　システム開発、ネットワーク，知能情報，環境情報，データサイエンスの専門的特徴を活かした専門科目の中から，選
　考する専門分野を中心として幅広く受講科目を選択し，体系的な専門知識・技術を修得する。

《社会情報系列》
　社会における情報現象の総体を理論的，実証的，歴史的に把握するために，社会学および社会コミュニケーション，
　メディア実践の専門領域から，そして，社会組織の意思決定の現実把握のために，経営学・組織論の多方面にわた
　る領域の専門領域から幅広く受講科目を選択し，メディアや社会情報の本質的理解と組織体の総合的な管理や意
　思決定についての体系的な専門知識，技術の習得を修得する。

《ヘルスケア情報系列》
　ヘルスケア情報の基盤となる講義および演習で構成し，ヘルスケア情報を扱う者に求められる優れたコミュニケー

　（３）博士前期課程 教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
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２）博士後期課程
　（１）大学院博士後期課程　教育研究上の目的

　（２）博士後期課程 学位授与の方針（ディプロマポリシー）

　大学院総合情報学研究科博士後期課程においては，システム開発，ネットワーク，知能情報，環境情報，データサイ
エンスの分野において研究開発や課題解決を推進する「情報システム系列」，メディア情報、経営・社会情報の分野に
おいて社会的な課題を解決する「社会情報系列」，保健医療福祉分野において医療現場での課題を解決する「ヘルス
ケア情報系列」の３つの系列を柱として，各系列における最先端かつ高度な専門性と卓越した発想・問題解決能力を
身に付け，当該分野を牽引し，新たな学術領域を開拓する教育者，研究者，および，技術者の育成を目的とする。

　ション能力と，高い倫理観に基づく学習を通して情報リテラシーに必要な知識・技術を修得する。
（研究・開発能力，研究の素養）
　「修士特別研究」においては，研究活動，修士論文の作成を通して，問題発見能力，柔軟な思考力，問題解決能力など
　の研究・開発能力を育成する。「修士特別演習」においては，口頭発表や修士論文発表会などで，研究成果や解決策
　を社会に発信する情報発信力，コミュニケーション能力などの研究の素養を修得し，また，学会参加，研究討論など
　の場を通して，専門的内容に関する説明や討論などを主体的に進めるための態度を修得する。

　大学院総合情報学研究科博士後期課程においては，「情報システム系列」，「社会情報系列」，「ヘルスケア情報系列」
の３つの系列を有する総合情報学の専門分野において，研究・教育機関の中核となる研究者等として活躍することを
目指して，次の専門知識・技能，研究・開発能力，研究の素養を身に付け，総合情報学専攻で定める所定の単位を修
得し，かつ，博士の学位論文の審査，最終試験に合格した学生に対して修了を認定し，博士 ( 総合情報学 ) の学位を授
与する。
　①総合情報学研究科の専門分野に応じた極めて高度な専門知識と技能。
　②高度な専門知識・技能と教養をもとに，与えられた問題を論理的に思考して，自ら課題を発見・解決し，独創的
　　な解決策を社会に発信する研究・開発能力。
　③多様化・複雑化する情報化社会における諸問題を的確に捉え，総合情報学分野の高度な研究者，技術者として，
　　主体性を持って問題解決に関与，貢献する研究の素養。

　（３）博士後期課程 教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　大学院総合情報学研究科博士後期課程のディプロマポリシーを達成するため，「情報システム系列」，「社会情報系
列」，「ヘルスケア情報系列」の３つの系列の博士前期課程で修得した専門知識や研究能力を基礎として，「博士特別研
究」により，極めて高度な専門知識，論理的で独創的な研究・開発能力を修得する研究指導，「博士特別演習」により，
研究成果や解決策を的確に社会へ発信する情報発信力，コミュニケーションなどの能力を養う口頭発表，博士論文発
表会や学会発表などを行う。また，総合情報分野において，情報化社会における諸問題を的確に捉え、独創的な考えで
研究活動の行う研究の素養を修得するための科目として「情報哲学」を配置する。博士後期課程の修了の可否は，修
了所要単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上で，博士論文の審査と，最終試験の結果に基づいて判定する。

　３）学位取得までの流れ
　（１）博士前期課程

　　

審査の区分 目　　　的 内　　　容
１年次審査

（１年次終了時） 総合的・専門的知識に関する審査 特論科目（１年次履修）の評価

２年次審査
（２年次前期） 研究計画の遂行に関する審査 修士論文計画の審査

〈修士論文の提出〉
修士論文審査

（２年次後期） 修士論文の完成度の審査 ①修士論文要旨の審査
②修士論文の審査

最終試験
（２年次終了時） 専攻学術の知識の確認 修士論文に対する口頭試問

〈修士（総合情報学）の学位授与〉
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　博士前期課程の学生は，情報システム系列，社会情報系列，ヘルスケア情報系列の中から専門とする系列を決めて入
学する。併せて，情報システム系列，社会情報系列を専門とした場合，各系列において更に専門性を目指す分野を決め
る。履修科目は，専門とする系列・分野を考慮し，指導教員と相談して選択する。履修科目は，基礎科目，専門科目で構
成する。修了要件は，34 単位以上で，・基礎科目（必修）2 単位，・基礎科目（選択）から 4 単位以上，かつ・基礎科目（選
択），専門科目（選択），教職科目から 24 単位以上，・専門科目（必修）8 単位を修得する必要がある（12. 教育課程参照）。

【履修モデル例】
・情報システム系列で、システム開発分野の専門性を目指す場合
　基礎科目　総合情報学総論，知能情報特論，データマイニング特論   ：6 単位
　専門科目　システム開発分野　　　　　　　　　　　     ：8 単位
　　　　　　ネットワーク分野　　　　　　　　　　　     ：4 単位
　　　　　　知能情報分野　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　：4 単位
　　　　　　データサイエンス分野　　　　　　　　　   　　　　：4 単位
　専門科目（修士特別研究，修士特別演習）　   　　　　　　　　　　　　：8 単位
・社会情報系列で，社会組織の意思決定分野の専門性を目指す場合
　基礎科目　総合情報学総論，情報社会理論特論，データマイニング特論  ：6 単位
　専門科目　メディア情報分野　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　：2 単位
　　　　　　経営・社会情報分野　　　　　　 　　　　　　　　　　　　：18 単位
　専門科目（修士特別研究，修士特別演習）　 　　　　　　　 　　　　　　　　：8 単位
・ヘルスケア情報系列で，データサイエンティストとして保健医療福祉分野の専門性を目指す場合
　基礎科目　総合情報学総論，ヘルスケア情報特論，データマイニング特論  ：6 単位
　専門科目　保健医療福祉分野　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　：10 単位
　　　　　　知能情報分野　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：2 単位
　　　　　　データサイエンス分野　　　　　　 　　　　　　　　　　　　：8 単位
　専門科目（修士特別研究，修士特別演習）　　　　　　　　　　　　　　   ：8 単位

　　博士後期課程の学生は，大学院総合情報学研究科博士後期課程のディプロマポリシーを達成するための科目（情
　報哲学，博士特別研究，博士特別演習）を修了要件として，10 単位修得する必要がある。

　（２）博士後期課程

　　

審査の区分 目　　　的 内　　　容

第１次審査
［基礎資格審査］
（１年次終了時）

問題設定能力の基礎審査
　①理論的知識の確認
　②方法論的知識の確認
　③関連する専門知識の確認

研究計画に対する評価・指導
　①博士論文計画書の審査
　②理論的知識に関する口頭試問
　③方法論的知識に関する口頭試問
　④専門領域に関する口頭試問

第２次審査
［博士候補者資格審査］

（２年次終了時）

問題設定能力および研究方法等の審査
　①研究内容の確認
　②実証能力の確認

研究経過報告に対する評価・指導
　①研究経過報告書の審査
　②博士予備論文（中間発表）の評価

第３次審査
［博士候補者資格審査］

（３年次前期）
研究内容の公開および審査

研究成果・論文内容に対する評価・指導
　①博士論文概要の審査
　②博士論文に関する研究発表内容
　　の審査（専攻内の研究発表会）

〈博士論文の提出〉
博士論文審査

（３年次後期） 博士論文の完成度の審査 博士論文の審査

最終試験
（３年次終了時） 専攻学術の学力の確認

　①専攻学術試験
　②外国語能力審査
　（博士論文英文要旨の審査）

〈博士（総合情報学）の学位授与〉

２．授業科目の履修及び単位認定
１）履修方法について
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２）単位認定について
　（１）成績評価基準

・履修した授業科目の成績評価は，原則として試験（筆記試験・論文・レポート・その他）により行う。
・成績評価基準，および成績証明書等の成績の表記は，下表のとおりとする。

　（２）GPA制度
学生の履修行動や学修意欲を高めることを目的として，GPA 制度を導入する。
・GPA 制度
　GPA とは，｢Grade Point Average｣の略で，授業科目の成績評価に対して点数（Grade Point）を与え，その点
　数に各科目の単位数を乗じた合計を，履修登録した科目の総単位数で割って算出した平均値のことである。こ
　の GPA は，学修への取り組みを質的に把握するための指標となり，学期ごとに比較することで，学修した成果
　を判断する目安となる。
・成績評価と GP

　（３）GPA算出方法
GPA＝（科目の単位数×GP）の合計／履修登録科目の単位数の合計
　　　＊小数点第２位下四捨五入
　　　＊分母の総単位数には，不合格科目（評価が ｢不｣，｢欠｣）の単位数を含む

　（４）対象科目
全ての科目を対象とする。

　（５）GPAの確認方法
成績開示期間中，J-portの“成績照会”から確認することができる。

　（６）GPAの ｢総合評価表｣
算出されたGPAは，下表を参照し，評価の目安とする。

判定
 

評価点 
成績原
簿表記 

成績証明
書表記 GP

 
成績評価内容

 
 

合格 
 

100 ～90点 秀 秀 4 到達目標を十分に達成し，非常に優れた成果を
おさめている 

89～80点 優 優 3 到達目標を十分に達成している 
79～70点 良 良 2 到達目標を達成している 
69～60点 可 可 1 到達目標を最低限達成している 

不合
格 

59点以下 不 表示せず 
 

0 到達目標を達成していない 
－ 欠 0 試験欠席・レポート未提出・出席不足 

成績評価 GP 評価点 備考 
秀 4 100 ～ 90 点  
優 3 89 ～ 80 点  
良 2 79 ～ 70 点  
可 1 69 ～ 60 点  
不 0 59 点以下  
欠 0 －  
認 － － 対象外とする 

成績評価基準とGP

GPA 総合評価 
3.5 ～ 4.0 大変優秀な成績です。 
3.0 ～ 3.4 優秀な成績です。 
2.0 ～ 2.9 平均的な成績です。 
1.0 ～ 1.9 努力を要する成績です。 
0 ～ 0.9 より一層の努力を要する成績です。 

３）単位の計算方法
　　　東京情報大学学則第13条の規定を準用します。
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　　　提出された計画書をもとに，２月には論文計画審査会（第１次審査）が行われます。

　２）研究経過報告書の提出
　　 　入学後２年間の研究経過等をまとめた研究経過報告書（様式任意）を，２年次の１月末までに担当の指導教授に

提出してください。
　　　それらをもとに，２月には研究経過報告会（第２次審査）が行われます。

　３）論文要旨の提出
　　 　論文作成の進捗状況を確認するため，論文内容の要旨（161ページ様式４）を，３年次の６月末までに担当の指

導教授に提出してください。
　　　それらをもとに，７月には論文要旨発表会（第３次審査）が行われます。

　４）論文発表会
　　　３年次生の11月には，博士論文の受理可否を審査するため，口頭による論文発表会（博士論文予備審査）を行います。
　　　なお，博士論文の審査にあたり，要件が設けられているので担当の指導教授に確認してください。

３．授業時間
　　授業時間は，原則として次のとおりです。

時　限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限
時　間 ９： ～ ～ ～

４．論文計画書の提出から学位論文審査の申請まで
　《博士前期課程》
１）修士論文計画書の提出

　各年度の授業科目の履修登録後，修士論文計画書（158ページ様式１）を学生教務課へ提出してください。
　（１）１年次生については，入学選考時に提出した研究計画書とは別に，あらためて指導教授と相談の上，様式１に

より再度提出すること。
　（２）２年次生については，予定する修士論文の題目を明記し，必ず副担当指導教員の欄に副査の教員氏名（予定）

も記入して提出すること。

２）学位請求論文の提出
学位の審査を受けようとする学生は，２年次の１月20日（20日が休日にあたる場合はその前日）までに，以下の

書類を学生教務課に提出しなければなりません。
　（１）修士論文審査申請書（160ページ様式２）１部
　（２）学位請求論文（和文または英文　和文表紙は161ページ様式３）正本１部・副本２部
　（３）論文内容の要旨（和文および英文　和文表紙は161ページ様式４）各３部

※要旨（和文・英文）は，同じ内容のデータもあわせて提出すること。（USBメモリー等を持参すること）
　（４）参考論文（必要に応じて１部）
　　　　※様式１～４は，大学のホームページからダウンロードすることが可能です。

３）論文発表会
　　　２年次の２月には，修士論文の最終判定に先立って，口頭による論文発表会を行います。

　《博士後期課程》
１）博士論文計画書の提出

　担当の指導教授と相談の上，１年次の１月末までに博士論文計画書（160ページ様式１）を学生教務課へ提出し
てください。

157

大学院総合情報学研究科

147

大
学
院
総
合
情
報
学
研
究
科



　　　以上の観点で審査を行い，以下の４段階で評価する。
　　　　A　優れた学位論文である
　　　　B　おおむね良好な学位論文である
　　　　C　いくつかの問題はあるが，学位論文として認定しうる
　　　　D　学位論文としての水準に達していない

２）最終試験実施要領
　　（１）提出された学位論文の内容についての質疑応答。
　　（２）学位論文作成にあたってどのような研究を行ったかについての質疑応答。
　　（３）研究成果のさらなる発展可能性についての質疑応答。
　　　この３つの観点で試験を行い，以下の４段階で評価する。
　　　　A　優れた研究が行われ，独力でのさらなる研究の発展が期待できる
　　　　B　おおむね良好な研究が行われたと認められる
　　　　C　不十分な点がいくつかあるが，一定程度の研究が行われたと認められる
　　　　D　適切な研究が行われたとはいいがたい
　学位論文審査と最終試験のいずれかまたは両者がＤであれば，不合格とする。

　５）学位請求論文の提出
　　 　論文の受理を認められた学生は，３年次の１月始めまでに，以下の書類とともに学位請求論文を学生教務課に提

出しなければなりません。
　（１）博士論文審査申請書（160ページ様式２）１部
　（２）学位請求論文（和文または英文　和文表紙は161ページ　様式３）正本１部副本２部
　（３）論文内容の要旨（和文および英文　和文表紙は161ページ　様式４）各３部
　　　　※要旨（和文・英文）は，同じ内容のデータもあわせて提出すること。（USBメモリー等を持参すること）
　（４）参考論文（必要に応じて１部）
　　　　※様式１～４は，大学のホームページからダウンロードすることが可能です。

５．課程修了の要件
《博士前期課程》
　　博士前期課程の修了要件は，以下のとおりです。　
　　①博士前期課程に2年以上在学すること。
　　②所定の授業科目について34単位以上を修得すること
　　③必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および最終試験に合格すること。
《博士後期課程》
　　博士後期課程の修了要件は，以下のとおりです。
　　①博士後期課程に3年以上在学すること。
　　②所定の授業科目について10単位を修得すること
　　③必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および最終試験に合格すること。

６．修士（総合情報学）の学位授与のための基準および方法（申し合わせ）
　１）学位論文（博士前期課程）（以下，「学位論文」とする）の審査基準
　　（１）学位論文作成のプロセス
　　　　　①先行研究の整理と問題設定は適切になされているか。
　　　　　②研究方法の選択・実行は適切になされているか。
　　（２）学位論文の構成
　　　　　①章立てを含めた論述の流れは適切であるか。
　　　　　②設定した問題の解明は的確・適切になされ，オリジナリティあるいは有効性が適切にまとめられているか。
　　　　　③注や図表処理，参考文献の適切な引用等も含めて，論述が的確でかつ分量的にも適切であるか。
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　３）最終試験
　　（１) 先行研究に基づく研究目的，研究の合理性あるいは独創性についての質疑応答。
　　（２）研究，調査あるいは実験方法等の再現性，適切性についての質疑応答。
　　（３）研究，調査あるいは実験結果等に基づいた仮説や結論の展開についての質疑応答。
　　以上の３つの観点で最終試験を行い，以下の４段階で評価する。
　　　Ａ　優れた研究が行われたと認められる。
　　　Ｂ　おおむね良好な研究が行われたと認められる。
　　　Ｃ　不十分な点が散見されるが，一定程度の研究が行われたと認められる。
　　　Ｄ　適切な研究が行われたとは言い難い。

　博士論文の審査と最終試験のいずれか，または，両者がＤであれば，不合格とする。

８．学　位
　本大学院博士前期課程修了者には修士（総合情報学）の学位を，博士後期課程修了者には，博士（総合情報学）
の学位を授与します。

７．博士（総合情報学）の学位授与のための要件及び方法（申し合わせ）

１）博士（総合情報学）の学位授与の要件

２）博士論文の審査
　　（１）博士論文の作成プロセス
　　　　①　先行研究が的確に参照され，研究の目的は合理的で独創性のあるものか。
　　　　②　研究，調査あるいは実験方法等が再現性を持ち，適切であるか。
　　　　③　研究，調査あるいは実験結果等に基づいた仮説や結論の展開は適切であるか。
　　（２）博士論文の構成
　　　　①　先行研究が的確に参照され，研究課題の背景や意義について適切に記述されているか。
　　　　②　研究目的の合理性，学術上あるいは応用面で社会に貢献することが適切に記述されているか。
　　　　③　研究，調査あるいは実験に関する計画や方法が適切に記述されているか。
　　　　④　研究，調査あるいは実験結果について，図表を用いて適切に記述されているか。
　　　　⑤　本文中における参考文献の引用と，参考文献リストが整合性を持っているか。
　　以上の観点で博士論文の審査を行い，以下の４段階で評価する。
　　　Ａ　優れた博士論文である。
　　　Ｂ　おおむね良好な博士論文である。
　　　Ｃ　いくつかの問題が散見されるが，博士論文として認定しうる。
　　　Ｄ　博士論文としての水準に達していない。

　博士（総合情報学）の学位授与は，東京情報大学大学院学則第１３条，１４条，及び１５条の規定に基づき，大学院研
究科委員会において承認された審査委員（３名以上）による博士論文の審査及び最終試験を行い，大学院研究科員会で
の審議によって，承認を得なければならない。

博士（総合情報学）の学位授与にあたっては，原則として以下の要件を満たしている必要がある。
　査読付き学術雑誌などに単著あるいは筆頭著者として２編以上の原著論文が掲載されているか，掲載予定で
あること。または，これに準ずる業績があること。
　また，論文博士においては，博士論文を提出する際に，原則として以下の要件を満たしている必要がある。
　査読付き学術雑誌などに単著あるいは筆頭著者として５編以上の原著論文が掲載されていること。または，
これに準ずる業績があること。
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９．９月修了
　所定の修業年限以上在学したものの，論文未完成または論文審査不可により留年した者が，翌年度の前期終了時

日付けで学位授与を受け
ることができます。

　大学院特別賞は，修了年次学生で，博士前期課程においては修士論文が極めて優秀な者，また博士後期課程にお
いては博士論文が学界または社会的に高い評価を得た者に，｢大学院特別賞」を授与して表彰します。
　表彰は，当該者の修了式において行います。

　（１）修士・博士論文計画書（様式１）
　　　

（A4版・縦）

（２）修士・博士論文審査申請書（様式２）

令和　　年　　月　　日
東京情報大学大学院
　総合情報学研究科委員長　殿

総合情報学研究科
　　　　年度入学（学籍番号　　　　　　）
氏名　　　　　　　　　　　　　　　印

修士・博士論文審査申請書
このたび，修士・博士（総合情報学）の学位を受けたいので，学位規則第　条の規定により，下記のとおり
関係書類を提出しますので，審査くださるようお願いいたします。

記
１．修士・博士請求論文　　　　　１編（正本１部，副本２部）
２．論文要旨　　　　　　　　　　　部

（A4版・縦）
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学 籍 番 号
学位 （専攻分野の名称）
学 位 記 番 号
学 位 授 与 の 日 付
学 位 授 与 の 要 件
学 位 論 文 題 目

論 文 審 査 委 員

論 文 内 容 の 要 旨

氏　　名 （ 本 籍 ）
フ リ ガ ナ

修士・博士（総合情報学）
第　　　　　号＊
令和　　年　　月　　日＊
学位規則第　条該当＊

主査
副査
副査

（A4版・縦）　　〈｢論文内容の要旨」の作成上の注意〉
　　　・＊については記入しない。
　　　・本文はワープロ打ちとする。（修士論文の場合は標題等を含め３枚以内）
　　　・図表は丁寧に記入するか，別に書いたものを貼り付ける。
　　　・研究目的，方法，結論がわかるように適宜章を分けるなどして，簡潔に述べる。

（４）論文内容の要旨（様式４）

（３）修士・博士請求論文表紙（様式３）

修士・博士請求論文（令和　　　年度）

タイトル：
指導教授　主査
　　　　　副査
　　　　　副査

総合情報学専攻　　　　　　　　　　系列
　　　学籍番号
　　　氏　　名

（A4版・縦・左綴じ・２穴）
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総合情報学総論
知能情報特論
情報社会特論
ﾍﾙｽｹｱ情報特論
ﾃﾞｰﾀﾏｲﾆﾝｸﾞ特論
分散・並列処理ｼｽﾃﾑ特論
画像情報特論
組込みｼｽﾃﾑ特論
ｳｪﾌﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ特論
ｿﾌﾄｳｪｱ工学特論
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ特論
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ特論 A
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ特論 B
暗号理論特論
ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ特論Ⅰ
ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ特論Ⅱ
人工知能ｼｽﾃﾑ特論
ｿﾌﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ特論
機械学習特論 A
機械学習特論 B
環境情報特論 A
環境情報特論 B
環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ特論
空間情報特論
環境ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ特論 A
環境ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ特論 B
数理科学特論 A
数理科学特論 B
情報数理特論 A
情報数理特論 B
複雑系情報科学特論
ﾃﾞｰﾀ解析特論
品質ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ特論
ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｯｸｽ特論
音響ﾒﾃﾞｨｱ情報特論
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ特論
映像情報特論
金融情報特論
社会情報特論Ⅰ
社会情報特論Ⅱ
ﾏｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ特論Ⅰ
ﾏｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ特論Ⅱ
会計情報特論
人的資源特論
経営情報特論
情報法学特論
ﾍﾙｽｹｱ情報管理特論
ﾍﾙｽｹｱ情報教育特論
診療情報学特論
ﾍﾙｽｹｱｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ特論
遠隔看護特論
修士特別研究
修士特別演習
情報教育学研究
教育心理学特論
教育内容方法学特論

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1･2
1･2
1
1
1

F
F
F
F
F
Ｌ
Ｌ
Ｆ
Ｌ
Ｌ
Ｆ
Ｆ
Ｌ
Ｌ
Ｆ
Ｌ
Ｆ
Ｌ
Ｆ
Ｌ
Ｆ
Ｌ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｌ
Ｆ
Ｌ
Ｆ
Ｌ
Ｆ
F
F
F
F
L
Ｌ
Ｆ
Ｆ
Ｌ
Ｆ
Ｌ
Ｆ
F
L
F
L
L
L
F
Ｌ

通年
通年

F
Ｌ
Ｆ

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇
〇

〇

◎
◎
◎

〇

〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

◎
◎
◎

2 単位必修

1 年次に履修す
ること

セット履修

セット履修
奇数年開講
セット履修
偶数年開講

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2

2

6
2

＊

＊

＊
＊

＊
＊

＊

＊

＊

＊

＊

花田　真樹　他
ﾏｯｷﾝｹﾈｽｼﾞｪｰﾑｽ
圓岡　偉男
金子仁子，小早川睦貴
佐野　夏樹
休講
井関　文一
大見　嘉弘
中尾　宏
宇田川　佳久
藤原　丈史
花田　真樹
花田　真樹
鈴木　英男
森口　一郎
森口　一郎
永井　保夫
ﾏｯｷﾝｹﾈｽｼﾞｪｰﾑｽ
佐野　夏樹
永井　保夫
原　慶太郎
原　慶太郎
富田　瑞樹
朴　　鍾杰
浅沼　市男
浅沼　市男
川勝　英史
川勝　英史
北風　和久
村上　洋一
休講
櫻井　尚子
休講
村上　洋一
西村　明
松下　孝太郎
伊藤　敏朗
堂下　浩
茨木　正治
茨木　正治
茨木　正治
茨木　正治
斎藤   隆
休講
池田　幸代
休講
金子　仁子
山口　豊
休講
松下　博宣
休講
各指導教員
各指導教員
松下　孝太郎
原田　恵理子
森山　賢一

基礎科目（選択），
専門科目（選択），
教職科目から 24 単位
以上を修得
※基礎科目（選択）は
　４単位以上修得

8 単位必修

教職課程履修者は 6
単位必修

教職課程履修
者のみ履修可

基
礎

情
報
シ
ス
テ
ム

社
会
情
報

教
職

共
通

へ
ル
ス
ケ
ア
情
報

専
門

共
通

シ
ス
テ
ム
開
発

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
知
能
情
報

環
境
情
報

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

経
営
・
社
会
情
報

保
健
医
療
福
祉

メ
デ
ィ
ア

  

情
報

科目
区分 系列 分野 年次 学期 必修 選択

単位数
情報 数学
教職授業科目 科目担当者

科目
区分 系列

＜博士後期課程＞

＜博士前期課程＞

※科目担当者の＊は非常勤講師を表す。
※教職欄の◎は必修科目，○は選択科目を表す。
※セット履修科目は，同時に履修すること。

共通 共通

分野

情報哲学
博士特別研究
博士特別演習

花田　真樹　他
各指導教員
各指導教員

1
1～3
1～3

L
通年
通年

2
6
2

年次 学期 必修 選択
単位数授業科目 科目担当者

備考 履修要件
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　１）取得できる免許状
　　　大学院総合情報学研究科で取得できる教員免許状の種類は，以下のとおりです。

　　　
専　攻 課　程 中学校教諭専修免許状 高等学校教諭専修免許状

総合情報学専攻 博士前期課程 数学 情報・数学

　２）免許状取得の要件
　　　①当該教科の中学校教諭または高等学校教諭の一種免許を取得していること。
　　　②当該免許状の教科に関する科目（下記表を参照）から 単位以上（必修６単位含む）修得していること。
　　　③修士の学位を有すること。

　教職課程科目〈令和３年度以降入学生〉

　３）履修の手続き
　　　教員免許状の取得を希望する場合は，入学時のガイダンス期間に学生教務課に問い合わせること。

免　許　状 科　　目　　名 授　業　科　目
単 位 数

履修方法等
必修 選択

情報 
（高校専修）

目
科
る
す
定
設
に
自
独
が
学
大

教科及び教科の指導法に関する科目

環境情報特論A 2

これらより
18単位選択
必修

環境情報特論B 2
環境リモートセンシング特論A 2
環境リモートセンシング特論B 2
空間情報特論 2
データベース特論 2
ウェブアプリケーション特論 2
組込みシステム特論 2
情報ネットワーク特論A 2
情報ネットワーク特論B 2
ネットワークセキュリティ特論Ⅰ 2
ネットワークセキュリティ特論Ⅱ 2
分散・並列処理システム特論 2
マルチメディア特論 2
ソフトウェア工学特論 2

教育の基礎的理解に関する科目 教育心理学特論 2

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及
び生徒指導、教育相談等に関する科目

教育内容方法学特論 2
情報教育学研究 2

数学 
（中学専修） 
（高校専修）

目
科
る
す
定
設
に
自
独
が
学
大

教科及び教科の指導法に関する科目

数理科学特論A 2

これらより
18単位選択
必修

数理科学特論B 2
暗号理論特論 2

2複雑系情報科学特論
2音響メディア情報特論
2画像情報特論
2人工知能システム特論
2情報数理特論A
2情報数理特論B
2ソフトコンピューティング特論
2データ解析特論

機械学習特論A
機械学習特論B

2
2

教育の基礎的理解に関する科目 教育心理学特論 2

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及
び生徒指導、教育相談等に関する科目

教育内容方法学特論 2
情報教育学研究 2
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１．願出が必要な施設利用について
　　 　以下の各種施設の利用は，団体（課外活動，ゼミ等）を対象としています。申請にあたっては，教員（顧問・部

長・指導教授等）の承認が必要になります。

１号館（本館棟）教室の利用について
①　学生教務課で利用を申し出る。
②　学生教務課にて教室の空き状況を確認し，仮予約をする。
③　HP書式集の「教室・体育館および学生会館共用施設利用願」をダウンロードし，必要事項を入力の上，学生

教務課に提出する。（原則１週間前）
④　教室を利用する。
　※利用可能時間：平日16:30～19:00，利用可能教室：原則として１号館の５階までの教室（授業の入っていない教室）
　※教卓の機器を使用する場合は，原則として担当教員の立会いが必要。（部長，顧問，ゼミ教員等）

４号館（総合情報センター）の利用について
①　学生教務課まで仮予約を申し出る。
②　HP書式集の「課外活動団体の総合情報センター使用願」をダウンロードし，必要事項を入力の上，学生教務

課（Ｂ 課外活動）に提出する。（原則１週間前）
③　施設を利用する。
　※利用可能施設：メディアホール，メディアサブホール

　　　※利用可能時間：平日16:30～19:00
　　　※教卓の機器を使用する場合は，原則として担当教員の立会いが必要。（部長，顧問，ゼミ教員等）

学生会館共用施設の利用について
①　学生教務課で利用を申し出る。
②　「学生会館共用施設予約表」に必要事項を記入して仮予約をする。
③　HP書式集の「教室・体育館および学生会館共用施設利用願」をダウンロードし，必要事項を入力の上，学生

教務課に提出する。（原則１週間前）
④　利用前に学生教務課にある「学生会館施設管理簿」に必要事項を記入し，鍵を受け取り，施設を利用する。

　※利用可能施設　会議室・和室・多目的ホール・学生会館前広場
　※利用可能時間　９:00～22:00

　※共用室については自由に使用できることとする。特定の団体が占有することがないよう利用する。占有の必要
がある場合は学生教務課（Ｂ 課外活動）に1ヶ月前までに相談する。

休日の活動について（課外活動）
①　HP書式集の「施設利用許可願（休日夜間届）」をダウンロードし，必要事項を入力の上，１号館１階警備室に

提出する。（原則２日前）
　　※提出する前に必ず担当教員の緊急連絡先と押印をもらってください。

合宿届
①　HP書式集の「課外活動団体合宿届」をダウンロードし，必要事項を入力の上，学生教務課（Ｂ 課外活動）に

提出する（原則１週間前まで）
　※合宿届未提出で事故に遭った場合，大学の保険が適用されませんのでご注意下さい。

注意事項
・施設利用に関しては，クラブ・サークル・研究室（ゼミ）単位で利用の許可を行っています。個人での利用は

原則できませんので，ご注意下さい。
◇書式集アドレスhttp://www.tuis.ac.jp/campus-life/download/
　書式集：情報大トップページ→学生生活→各種届出・様式ダウンロード→課外活動関連
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東京情報大学学友会組織図

会　長（学　長）

副会長（学部長）

会
員
役

議
会
者
表
代

総務部

員
会
別
特 総務部長

（学生部長）

員
会
正 総務部執行委員

委員長

翔風祭実行本部
翔風祭実行本部長

（学部長）

―

委員長

課外活動団体

部長・顧問

―

主将・幹事・代表

学科統一本部
学科統一本部長

（総合情報学科長）
（看護学科長）

―

委員長

監事

特別会員監事

正会員監事

◇文化部
◇運動部
◇同好会

員
会
別
特

全教職員

員
会
正

全学生

２．学友会
　　学友会は本学の学部学生及び教職員の全員をもって組織しています。課外活動をとおして会員相互の親睦と研鑚

を図ることにより自立と連帯の精神を養うとともに，本学の発展に寄与し，あわせて社会への貢献を果たすことを
目的としています。

　　有意義で，しかも潤いのある学生生活を送るためには，正課中の活動のほかに主体性をもって課外活動に取り組
むことが重要です。各人が学友会のいずれかの団体に所属し，学友会行事に積極的に参加してください。（詳しい
ことは別冊子「諸規則諸規程」のP.59「東京情報大学学友会規程」を参照）

◇特別会員：教職員
◆正 会 員：学部学生

　◎学友会オリエンテーション
　◎学友会レクリエーション大会
　　夏と冬の２回開催を予定しています。

学友会の会員

学友会の組織及び役員

学友会行事

■総務部
　　◇総務部長　　　　特別会員
　　◇総務部長補佐　　特別会員
　　◆総務部執行委員　正 会 員
　　　　 学友会の執行委員で，予算の編成，行事の企画運

営などにあたります。正会員から公募し「役員会
（特別・正会員で構成）」で承認します。

■課外活動団体
　　◇文化部部長　特別会員
　　◇運動部部長　特別会員　　◇同好会顧問　特別会員
　　◆文化部幹事　正 会 員　　◆運動部主将　正 会 員
　　◆同好会代表　正 会 員
　　　文化部，運動部，同好会が活動しています。

■翔風祭実行本部
　　◇翔風祭実行本部長　　特別会員
　　◇統括顧問　　　　　　特別会員
　　◇実行委員会委員長　　正 会 員
　　◇実行委員会副委員長　正 会 員
■学科統一本部
　　◆学科統一本部長　　　特別会員
　　◇統括顧問
　　◇委員会担当顧問
■監事　　　　　　　　　　特別会員
　　　　　　　　　　　　　正 会 員
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　◎翔風祭

動の成果を学内外に披露する貴重な機会です。この機会を積極的に利用しましょう。
2023年度は10 月21日（土），22日（日）の２日間にわたって開催します。翔風祭（学園祭）は日頃の教育研究活

　　　［主な内容］
　　　　　文化学術展（ゼミの研究発表，課外活動の作品展示など），特別企画（芸能人によるライブ，講演会，ス

テージ企画），模擬店
　◎卒業パーティー
　　　　「卒業パーティー」は，学友会が主催し，教職員・後援会（父母）・校友会（ ･ ）にもご参加いただき，

　　　　また，卒業生の負担軽減を行うため，参加費は無料とし，学友会予算及び大学関連団体からの寄付等で開催
していますので，卒業生（卒業年次生）は奮ってご参加ください。

学友会　役員一覧（2022年度実績）

役　　職　　名 職　名 氏　　名

会長 学 　 長 布広　　永示

副会長 学 部 長 藤井　　博英

総務部長 学生部長 朴　　　鍾杰

総務部長補佐（会計担当） 教 　 員 山口　　　豊

総務部長補佐（総合情報学科担当） 教 　 員 髙橋　　洋平

総務部長補佐（外国人留学生担当） 教 　 員 茂住　　和世

総務部長補佐（看護学科担当） 教 　 員 時田　　礼子

監事（外部専門家） 外部委員 佐野　　夏樹

監事 職 員 山本　　　孝

翔風祭実行本部長 学 部 長 圓岡　　偉男

統括顧問 教 員 樋口　　大輔

実行委員会担当顧問（総合情報） 教 員 マッキン  ケネスジェームス

教 員 高橋　　洋平

教 員 茂住　　和世

学科統一本部長（総合情報） 学 科 長 堂下　　　浩

学科統一本部長（看護） 学 科 長 細川　　満子

卒業パーティー担当顧問 教 員 森口　　一郎

〃

〃

教 員 藤田　　修平

実行委員会担当顧問（看護） 教 員 時田　　礼子

〃

教 員 山野内　靖子〃

〃

教 員 児玉　　悠希
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《学友会：２》
団　　体　　名 部　　長 活　動　内　容

総務部執行委員会
(gakuyu1) 朴　　鍾杰 学友会諸行事の企画・運営

翔風祭実行本部
(showsai) 圓岡　偉男 翔風祭の企画・立案・運営

課外活動団体一覧
（2022年度実績）

《文化系団体（部）：５》
団　　体　　名 部　　長 活　動　内　容

Wind Ensemble
(winden) 圓岡　偉男 コンサート活動

L.V.T（Laboratory of VideoTechnologies）
(lvt) 藤田　修平 映像作品の制作

軽音楽部
(keion) 西村　　明 ＬＩＶE活動

コンピュータ部
(computer) 村上　洋一 ゲーム用ソフトウエアの制作

Digi-Graph
(dgraph) 中島　　淳 CG技術の向上，資格取得

《運動系団体（部）：５》
団　　体　　名 部　　長 活　動　内　容

硬式野球部
(baseball) 朴　　鍾杰 千葉県大学野球連盟１部

サッカー部
(soccer) 山口　　豊 千葉県大学サッカー協会１部

バドミントン部
(badmin) 富田　瑞樹 関東学生バドミントン連盟３部 

千葉県学生バドミントン連盟１部

バレーボール部
(volly) 髙橋　洋平 関東学生バレーボール連盟

陸上競技部
(rikujyo) 石井　政弘 関東学生陸上競技連盟
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団　　体　　名 顧　　問 活　動　内　容

バスケットボール同好会 河野　義広 バスケットボールを中心とした活動

Roger rabbits 朴　　鐘杰 ダンスの練習，大会参加

イラストレーション同好会 中島　　淳 イラストの制作・発表

ディアバスター マッキン  ケネスジェームス サバイバルゲームを中心とした活動

B-HOBBY 鈴木　英男 ボードゲームの制作，テーブルゲームの
遊行・振興，会報の発行

情報ネットワーク，システムセキュリテ
ィ等の基礎知識と最新動向を学ぶ

FANTASISTA 吉澤　康介 フットサルを中心とした活動

留学生交流会 朴　　鍾杰 留学生相互の親睦活動

医療・福祉同好会 岸田　るみ
児玉　悠希

被災地支援，医療関係の勉強会 他

テニスサークル P-Easter 松下孝太郎 テニスを中心とした活動

Digi-Creation 西村　　明 PC音楽，３DCG，プログラミング等創作活動

Network and System Security 同好会 森口　一郎

バドミントン同好会 早稲田篤志 バドミントンを中心とした活動

茶道同好会 松下孝太郎 茶道を中心とした活動

キャンプを中心とした活動キャンプ同好会 松下孝太郎

※興味のある団体があった場合，顧問の先生にお尋ねください。

《同好会 ： 14》
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2024年卒 就職活動スケジュール

2024年卒

内定
就活準備期間
・自己分析　
・業界・企業研究
・インターンシップ
　への参加など

広報活動の解禁
・就活サイト　
・エントリーシート
　提出
・説明会への参加など

選考開始
・筆記試験　
・面接

就職活動について
　～就職活動の動向～
　 

　 　また，看護学部の学生の就職については，昨今の看護師不足・看護師の役割の多様化等に起因し，現在のところ就
職活動（病院等）は，売り手市場の中で推移しています。しかし，大学での学びや専門性，職場の特性を考慮したう
えでの就職（病院等）選びが必要となります。

　 　なお，国家試験合格が就職の大前提ですので，１年次から着実に学習を進めながら，自身の将来設計，ライフワー
クバランス等についても十分に考えることが重要です。

　　是非，今日から卒業後の就職について意識を高めつつ大学生活を充実させてください。

　～就職活動スケジュール～
　 　就職活動時期は，一般社団法人　日本経済団体連合会が，現在のルールを撤廃することを発表し，政府主導で決定

することとなりましたが，当面は現行のスケジュールを維持することが見込まれます。
2024年卒の就職活動スケジュール」です。

　 　１年次生にとっては，まだ先のことでイメージするのは難しいかもしれませんが，今から就職活動スケジュールの
動向をチェックし，将来の就職活動に役立ててください。

　 　東京情報大学には，みなさんの就職を全面的にサポートする体制が整っています。キャリア形成科目や就職支援行
事など積極的に参加し，キャリア課を最大限に活用してください。

　昨年の就職活動については, 新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け, 対面によるイベントの開催制限, 選考・インタ
ーンシップのWeb・オンライン化といった環境の変化がありました。オンラインを利用した就職活動では, 効率的に多くの
企業と出会えることや交通費が節約できるというメリットがある一方で, 企業の雰囲気が分かりづらいことや通信環境の
整備など対面とは異なる準備が必要になるというデメリットもあります。2024年卒以降の就職活動についてもオンライン
と対面の併用が見込まれ, 早めの対策が内定獲得の鍵となると考えられますので, 早いうちからご自身の進路について考
え対策を進めましょう。
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総合情報学部の総合的キャリア教育（Ｊナビ）
　Ⅰ　総合情報学部の総合的キャリア教育（Ｊナビ）について

（１）総合的キャリア教育の取組み
　総合情報学部では，キャリア形成系科目や就職支援行事などを体系的にとらえるために，総合的キャリア教育
としての全体像をまとめましたので，下記の表を参考にしてください。

　（２）総合的キャリア教育に期待できることは何か
　総合的キャリア教育では，様々な取組みを通して，皆さんに将来の自分をイメージしてもらい，自分にとって
の生きがい，職業人としてのやりがい，自立・独立，経済的安定，社会への貢献，ライフスタイルなど多種多様
な価値観を形成することに力を入れています。皆さんが，それぞれの目的（進路を決め，主には就職によって，
社会に巣立つこと）と目標（なりたい自分・なれる自分）を持ち，さらには理由付け（目標に到達するために何を
体得すべきなのかを考えること）を行い，行動できる人材となることを目標としています。

Ｊナビ（総合的キャリア教育）の目的と実施体制

目　　的
実施体制

人間性・社会性の強化
　主体性・コミュニケーション能力
　礼儀作法

専門教育及び基礎能力強化
　専門科目
　基礎学力
　資格取得

職業意義の醸成
　自立（経済的，精神的）
　成長（自己実現，社会貢献等）

就職支援
　自分を知り，自己の能力を高める
　社会を知る
　自分の成長を確認する
　社会と自分をつなげる

１年次

基礎演習 学系基礎演習ｂ

知識創造の方法

学系基礎演習ａ

入学前教育

専門演習

課題解決プロジェクト キャリアデザインｂ

キャリアデザインａ インターンシップ

２年次 ３年次 ４年次

大学基礎科目・学部基礎科目

専門科目

卒業研究（研究室活動）
（専門教育）（就職助言）

資格取得（スコーラ・資格取得講座）

ガイダンス・アセスメント

キャリア課（企業情報・就職情報の提供・進路相談・就職支援行事）

　総合情報学部では，すべての学生が大学生活のなかで「なりたい自分」や「なれる自分」について考え，「満
足いく進路（就職，進学など）選択」ができるように，「人間性・社会性の強化」・「現代実学主義をめざす専
門教育および基礎能力強化」・「職業意識の醸成」および「就職支援」を４本柱とする「Ｊナビ（総合的キャリ
ア教育）」を実施しています。ここに全体像を紹介しますので，是非，対象となるプログラムを活用してくださ
い。
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　　　① 「キャリアデザインａ」（共通キャリアデザイン科目，２年後期）は，自己分析，職業基礎力検査などにより 
「自分の成長を確認する」ことを中心に行います。またマナー講座などでは，ペアワークなど体験型学習も取
り入れコミュニケーション能力の基礎を身につけます。

　　　　　総合的に卒業後の進路決定に不可欠となるキャリア形成に必要なことを学びます。

　　　② 「キャリアデザインｂ」（共通キャリアデザイン科目，３年前期）は，「社会と自分をつなぐ」ことに達成目標
を置き，その実践について学びます。卒業後社会人として働く場を企業等に求めることになりますが，企業等
は求める人材を就職試験等で判断します。このため就職試験を一つの切り口として，基礎的学力，社会人常識，
ビジネスマナー，職業人意識などに関する就職基礎力の必要性を実践的に理解します。

「キャリアデザインａ」～自分の成長を確認する～　　（参考）
No. タ　イ　ト　ル
１ キャリアデザインａとは
２
３

マナーとコミュニケーション①　～社会人になること～

４
マナーとコミュニケーション②　～自己開示とフィードバック～

５
マナーとコミュニケーション③　～話のきき方～

６
マナーとコミュニケーション④　～社会人基礎力を考える～

７
マナーとコミュニケーション⑤　～長所と短所～

８
９

クリティカルシンキングを身につける①
クリティカルシンキングを身につける②
クリティカルシンキングを身につける③

ロジカルライティングを身につける③

ロジカルライティングを身につける①
ロジカルライティングを身につける②

内定者が「就職活動」を語る
将来に向けて行動する
「キャリアデザインａ」を今後に生かす

「キャリアデザインｂ」～社会と自分をつなぐ～　　（参考）
No. タ　イ　ト　ル
１ 社会と自分をつなぐために
２
３

就職活動のための情報収集

４
就職活動を理解する

５
自己分析Ⅰ　～自分の強みを生かした仕事選び～

６
自己分析Ⅱ　～自分の特徴を知ろう～
自己分析Ⅲ　～エントリーシートの基礎を知る１～

７ 自己分析Ⅳ　～エントリーシートの基礎を知る２～
８ 職業と業界を理解する
９ 筆記試験の目的と概要

筆記試験対策①－１　～ＳＰＩ攻略講座①～
筆記試験対策①－２　～ＳＰＩ攻略講座②～
一般常識模擬試験
卒業生が「仕事」を語る
就活身だしなみ講座
「キャリアデザインｂ」を今後に生かす

　（３）主なキャリア科目
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　　　③ ーナマ，究研業企，説概の会社報情（スンダイガ前事，は）年３，目科ンイザデアリャキ通共（」プッシンータンイ「
講座）を経て，就業体験を行い，体験報告会や報告書を作成します。この科目では「職業観の育成」，「キャリ
アデザインの構築」，「専門教育へのフィードバック」などの展開を目指します。

　　　　 （インターンシップとは，在学中に企業等において自らの専攻や将来のキャリアに関連した就業体験を行うこ
とです）

　　（４）　就職支援行事

No. タ　イ　ト　ル
１ 就職ガイダンス

就活スーツの選び方（スーツ販売）
秋冬インターンシップ講座
就職活動用証明写真学内撮影会
エントリーシート対策講座①～③
筆記試験対策～WEBテスト玉手箱型～
筆記試験対策～CAB・GAB模擬試験～
筆記試験対策～SPI模擬試験～
グループディスカッション力向上セミナーⅠ・Ⅱ
対面面接の理解
エントリーシート・履歴書の作成
面接練習（対面・Web）
グループディスカッション練習
学内業界セミナー事前講座
学内業界セミナー
就活スタートアップ講座
千葉県27大学合同開催「就活応援セミナー」
学内合同企業説明会
公務員直前対策講座

２
３
４
５
６
７
８
９

【後期】　～就職活動対策～　（参考）【前期】　～就活対策を知る～　（参考）
No. タ　イ　ト　ル
１ 公務員ガイダンス
２ 就職活動支援ガイダンス
３ 夏期インターンシップ講座
４ マナー講座

※ キャリア課では，上記の就職支援行事のほか，個別によるエントリーシート対策，履歴書添削，模擬面接，
就職相談・紹介を随時行っています。是非キャリア課を活用してください。
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看護学部のキャリア支援プログラム 
　Ⅰ　看護学部のキャリア支援プログラムについて　
　看護学部のキャリア支援プログラムは，「自律と共創」をキーワードとし，デザイン思考，経験学習，協同学習
を通して，看護職としての長い職業生活の準備と出発を支えます。
　１年次のチームビルディングから，職業人としての基礎力である「社会人基礎力」を養うプログラムが始まりま
す。看護学部の全教育課程が，地域で貢献する看護師づくりのプログラムとなっています。特に象徴科目「キャリ
アデザインとケア」では，１年次から４年次まで段階的に学びながら，看護職としてのキャリアを描いていきます。
さらに，１年次から看護師・保健師国家試験対策や就職準備に対して，看護学部教員とキャリア課が支援していき
ます。

（１）「キャリア支援プログラム」の全体像

（２）　キャリア支援プログラムに期待できることは何か
　　　①チームビルディングから始まるキャリア教育

　チームビルディングは大学生活に慣れていくための機会です。看護学部に入学した学友と共に４年後，卒業
に必要な単位を修めて卒業し，看護師国家試験・保健師国家試験合格を目標とします。チームビルディングは，
これから共に学ぶ仲間づくりの場でもあり，看護職として生涯学び続けるための基礎力をつけていく準備とし
て位置付けています。

　　　②全教育課程が看護師としてのキャリア教育
　看護学部の全教育課程が看護師としての基礎教育課程であり，キャリア教育の一部として位置付けています。
基礎科目や専門基礎科目は看護学を広く支える学問領域であり，専門科目である各看護学とともに重要です。
全教育課程が看護職として必要な素養を育み，生涯教育としての看護教育の基礎をなしています。

１年次

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

２年次 ３年次 ４年次

現場から学ぶ基
礎力をつけなが
ら，地域で暮ら
す人々や健康・
環境と看護の関
係を学ぶ。
初めての実習開
始。

実習や，実習準備
の演習や講義を通
して，地域で活躍
する看護師として
の軸をつくる。
応用実習で，看護
職としての可能性
を発見。

学生がテーマを
選び，統合実習
と卒業論文ゼミ
ナールで課題を
追及する。
統合科目を通し
て４年間の学び
を深める。

看護学を支える
広い知識を通し
て，看護実践力
の土台をつくる。
基本実習で看護
実践力の基礎を
固める。

主体的に学びなが
ら，看護師として
の職業意識を形成
し，自律性を養う。

象徴科目　【キャリアデザインとケア　Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ】

看護師・保健師
国家試験対策の支援

就職準備の支援

① 電子テキストで専門基礎科目・専門科目の自主学習を支援
② 2年～3年次では，低学年国家試験模擬試験による学習の動機付けを図る
③ 4年次では，国家試験対策模試，外部業者による補習講義を定期的に実施
④ 4年次の夏季休業期間・後期では，専任教員による補習講義を実施
⑤ 4年次では，ゼミ担当教員と学習支援委員が連携しながら，学習を支援

●病院等施設就職説明会（就職相談会）　●各種奨学金に関する相談・事務手続き
●職場訪問やインターシップ体験　　●就職準備講座
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ン
し
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す

看護実践の中で特に重要な
スキルとして対話力に注目
して，実際に対話の場に身を
置くことにより，アクティブ
ラーニングを進めていく。　

先輩看護師のキャリアを参
考にしながら，自己の方向性
と可能性を追及していく。ま
た，4年次の卒論作成準備と
して，アカデミック・ライティ
ング（学術的な文章作成技
法）の基礎を習得する。

キャリアに関する諸理論を
おさえると共に自己のキ
ャリア志向性を洞察する。
また，多様なキャリアを視
野におさめつつ，自己のキ
ャリアデザインを描き発
表する。
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　　（３）　象徴科目「キャリアデザインとケアⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」

【キャリアデザインとケアⅠ】1年前期（参考）

No. タ　イ　ト　ル
１ 大学で学ぶということとキャリア形成

コミュニケーションと看護、キャリアデザインカードを作る
「読む」こと①　文章の読み方、まとめ方
「読む」こと②　文章を読む視点と意見
「書く」こと①　レポート作成の基本
「書く」こと②　言葉の使い方、図表を読み取る
「書く」こと③　文章の要約
キャリアデザインを描くために～ドリーム・マップを描く～

２
３
４
５
６
７
８

主体的に学ぶ基礎力を養う。

【キャリアデザインとケアⅡ】2年前期（参考）

No. タ　イ　ト　ル
１ 対話とは何か
２ コミュニケーションの進化と深化
３ 対話によるポジティブな人間関係
４ ポジティブ心理学基礎
５ インタビュースキルの基礎
６ インタビューから関係性を深める
７ プレゼンテーションの方法
８ インタビュー結果のプレゼンテーションと講評

お互いを尊重しあう関係性の中（授業でのチーム活動や課外活動）から学びを深め，「人々ともに生きる」こと
を理解する。

【キャリアデザインとケアⅢ】3年前期（参考）

No. タ　イ　ト　ル
１ 職業人としての生きるとは
２ アカデミック・ライティング基礎その１
３ アカデミック・ライティング基礎その２
４ 生涯教育のキャリアサポート
５ 本学部卒業生による体験談（ゲストスピーカー）
６ 看護職の職業人としての生き方（ゲストスピーカー）
７ キャリアデザインとキャリアポートフォリオ
８ 私のキャリアデザインの方向性

様々な分野で活躍する看護職へのインタビューやモデル協力者へのインタビューの実際を通して，職業人とし
て生きることについて考える。

　象徴科目「キャリアデザインとケアⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」を４年間かけて段階的に学び，看護職としてのキャリア
デザインを描きます。1年次には，基礎看護学実習に加え，地域包括ケア実習を行い様々な場で活躍する専門職
等に出会い，看護について考える機会とします。２年次にはインタビュー経験を通して聴く力を育むと共に，看
護職としてのキャリアを積み上げることを理解します。3年次には，モデルとなる先輩看護師のキャリアを参考
にしながら，自己の方向性と可能性を追及していきます。4年次には，多様なキャリアを視野におさめつつ，
「地域で活躍する看護職としての私のキャリアデザイン｣についてプレゼンテーションを行います。
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【キャリアデザインとケアⅣ】4年後期（参考）

No. タ　イ　ト　ル
１ キャリア開発とクリニカルラダー
２ 地域で活躍している先輩のキャリアデザイン１
３ 地域で活躍している先輩のキャリアデザイン２
４ ストレスマネジメントについて考える
５ キャリアに関する理論
６ キャリアアンカーによる自己洞察
７ 「地域で活躍する私のキャリアデザイン」発表
８ 「地域で活躍する私のキャリアデザイン」発表

地域で活躍する看護職としての自分のキャリアを描く。

　　（４）　就職準備・支援行事

キャリア・アシスタント
　就職内定した４年生が，就活サポートを行っています。（ 月～２月）就職活動を終えたばかりの４年生と
接することで貴重な情報や経験を得ることができます。
　ぜひ，キャリア・アシスタントが企画するイベントなどに参加してください。

キャリア支援プログラム，学内・学外で行なわれる就職関連
イベント，就活生の活動報告など，役立つ情報を私たち学生
キャリア・アシスタントがリアルタイムに発信しています。

内定を獲得した４年生が中心となって，皆さんの就
職活動を応援する「学生キャリア・アシスタント」。
その候補生として，学生キャリア・アシスタントと
一緒に活動してみませんか！
学生キャリア・アシスタント候補生の詳細につい
ては、キャリア課までお問合せください。

　実習の他，職場訪問やインターシップ体験等を重ねながら，自分に合った就職先を決めていきます。キャリア
課では看護学部教員の協力により就職説明会や就職準備講座を開催します。また，必要に応じて奨学金に関する
相談や申請事務手続きを支援します。
　なお，キャリア課では，上記の就職支援行事のほか，個別・集団によるエントリーシート対策，履歴書添削，
模擬面接，就職相談・紹介を随時行っています。また，公務員試験対策講座も開催しているため，保健師を目指
している学生は，J-portのお知らせ（４月頃）をよく確認し，お申し込みください。
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Ⅰ　キャリア課の紹介
　 　キャリア課では，キャリア形成・就職に関する情報を収集・整理し，皆さんの資料として提供するとともに，進

　　 分，金 午前９時～午後５時

（１）就職相談は気軽に
　　 　就職活動は，進路選択の方向性や進め方が一人ひとリ異なるものです。キャリア課では，個々のニーズに合わ

せたきめ細かい対応を行うため，企業の採用経験者やキャリアアドバイザーなどのスタッフが常駐しています。
進路に関する不安や就職活動についてのアドバイス，採用試験対策（履歴書・エントリーシートの添削，模擬面
接）などの個別相談・指導にも応じています。

（２）キャリア課からの情報提供
　　 　企業からの求人票，会社案内，会社説明会情報をはじめ，先輩たちの就職活動記録など，就職活動に直接役立

つ資料を整備しています。その他にも，キャリア形成につながる資格取得関連の書籍や就職活動に関する資料・
書籍（自己分析，企業研究，筆記試験対策・面接対策など）を取り揃えるなど，就職活動をスムーズに行うため
の情報提供に努めています。

キャリア課を利用する

◎就職関連書籍・雑誌
　新聞や就職関連書籍，ビジネス雑誌の閲覧が可能。就職関連書籍は貸出可（１人３冊まで，期間は１週間）

（３）J-port（就職）
　　J-portにて，キャリア形成・資格取得・就職に関する情報発信を行っています。学内・学外で利用できます。
　　また，進路が決まった際の報告についてもJ-Portを利用し，４年生全員に報告をお願いしています。

（４）キャリア課掲示板
　 　学外のイベント情報（セミナー開催情報，合同

企業説明会・会社説明会開催情報，インターン
シップ情報，U・Iターン情報，資格取得対策講座
など），キャリア課に寄せられた求人情報や企業
情報，就職戦線に関する資料など，就職活動に役
立つ情報を掲示しています。
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資料コーナー
求人情報や企業説明会，インターンシップ
等の就職活動に関する案内を掲載してい
ます。ここでしか得られない耳寄り情報も
あるので，こまめにチェックしましょう！
※キャリア課掲示板は，１号館正面玄関
前および120教室前通路です。

個別相談ブース
履歴書やＥＳの添削，模擬面接や求人企
業の紹介など，学生一人ひとりに合わせ
た就職相談が受けられます。１人で悩ま
ず，まずは相談してみましょう！

フリースペース
求人票を見るのも良し，就活本を読むの
も良し，就活について話すのも良し，この
フリースペースを情報収集の場として活
用してください。ここに集まれば，きっと
就職仲間ができます！みんなで内定をつ
かみ取りましょう！

1 2 3

Ⅱ　キャリア課配置図
　　キャリア課資料室内の配置図と主な資料の設置場所は以下のとおりです。
　　不明な点はキャリア課スタッフまで気軽に声をかけてください。

　　<キャリア課の就職支援について>
　　キャリア課の就職支援について映像で公開しています。ホームページより，閲覧可能となっております。
　　以下，URLよりご確認ください。
　　　　https://www.tuis.ac.jp/recruit/support/event/ 
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進路に関する手続き及び就職状況について
Ⅰ　進路に関する手続き
（１）進路希望登録

≪実施手順≫

（２）最終的な進路に関する手続き
　卒業後の進路が確定した学生は，J-portを利用しての報告が必要となります。あなたの卒業後の進路として記
録される大事なデータとなりますので，必ず提出してください。

　　　①就職活動報告
　企業から内定を受けた学生や進学など，卒業後の進路が決定した学生は就職活動報告の登録が必要です。
登録方法はJ-Portにログインし，就職活動報告タブより，登録をお願いします。

　　　②就職活動アンケート
　皆さんの就職活動の体験を後輩の就職支援
に活用することを目的として，就職活動アン
ケートを実施しています。

　東京情報大学では, 就職, 進学に関わらずすべての3年次生を対象にJ-portにて進路希望登録をしていただきます。
進路希望登録をすることで, 求職登録が完了します。この求職登録は「職業安定法」によって義務付けられている行為
で, 登録することによって大学からの就職斡旋や推薦書の発行, 履歴書（本学指定）の無料配布など, 就職活動に必要
なサポートを受けることができます。また, 学生一人ひとりの希望に合わせた進路指導や企業情報の提供, 就職活動の
進捗状況に沿ったアドバイスなどのきめ細かいサポートにつながります。

１．J-port内「キャリア／就職に関する重要なお知らせ」より, キャリアデザインカードのデータをダウンロードする。
２．キャリアデザインカードに記入し, 各担当教員から指導を受ける。
３．キャリアデザインカードを基にJ-portにて「進路希望登録」を行う。
※作成したキャリアデザインカードはキャリア課に提出していただく必要はありませんが,履歴書を作成する際のベー
　スになりますのでご自身で大切に保管してください。
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情報・通信業
31.2％

サービス業
32.2％

小売業
9.4％

卸売業
6.4％

卸売業
6.4％ 産業別

情報処理・
通信技術者

45.1％

営業・販売

12.8％

事務
13.5％

職業別

その他　12.0％

官公庁・その他　6.8％

就職状況
　１）求人状況（求人社数　過去２年含む）

令和３年度業種別・職種別就職状況

令和元年度 令和２年度

〈総合情報学部〉 〈看護学部〉

7,8227,822 7,9937,993

令和３年度

8,1258,125

職業別

産業別

運輸業　1.5％

医療・福祉業　1.5％

不動産業　2.3％

金融保険業　2.3％

建設業　2.6％

製造業　3.8％

医療・福祉業　100％

警察・消防・自衛　2.3％

生産工程　3.4％ 

教員　1.5％

輸送・機械運転　0.8％

農業・漁業　0.8％

介護・福祉・医療　1.8％ 

建設・採掘　2.2％ 

接客・サービス　3.8％

介護・福祉・医療　100％ 
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資格取得対策について
Ⅰ　総合情報学部の資格取得について
（１）資格取得対策講座（スコーラ）

　　 

ています。
　　 　このスコーラは，皆さんの資格取得を専門的な教育指導を重点に行います。受講料は無料です。詳しくは各指

　総合情報学部では，特定の資格取得に向けて興味と意欲を持った方を支援する課外講座“スコーラ”を設置し

導担当教員へ問合せをし，是非，受講してください。
　　 　資格取得のメリットは⒈基礎知識および専門知識の一定の証明 2.学習習慣が身に付く 3.目標を設定し, 努力

して取得した資格は，就職活動にも大変有利になります。
スコーラ（Sciola）とはイタリア語で，英語のschoolとほぼ同じ意味です。

スコーラ分野 指導担当教員 主　な　目　標 主 な 活 動 内 容
コンピュータスコーラ 森ロ　一郎 ITパスポート

基本情報技術者
応用情報技術者
ＣＣＥＮＴ
ＣＣＮＡ

模擬試験の実施，試験区分別の対策講
座，夏期強化講座の開催など。また，
基本情報技術者で必要とされるJava，
Ｃ言語やWindows，UNIX，Cisco
ルータの操作方法などの実技。

講義スコーラ
IPA情報処理技術者集中 朴　　鍾杰 基本情報技術者試験の科目A試験免除

AIスコーラ マッキン  ケネスジェームス

マッキン  ケネスジェームス

Ｇ検定（ジェネラリスト検定） 日本ディープラーニグ協会が主催す
るAI検定であるG検定（ジェネラリス
ト）合格を目指す。合格に必要な知識
の講義，模擬試験と解説などを実施す
る。また，理解を深めるためにPCを用
いた演習も取り入れる。

Officeスコーラ Microsoft Office Specialist
Excel 2019
Microsoft Office Specialist 
Word 2019 

マルチメディアスコーラ 中島　　淳 CGクリエイター検定 過去問・予想問題の解説試験対策演習，
検定試験（学内受験）の実施等。
受講生には問題集・参考図書を貸与し
自宅学習も応援。

日本語・コミュニケー
ションスコーラ

茂住　和世 日本漢字能力検定準２級・２級
ビジネス能力検定（ジョブパス）２級・３級

どの学系であっても必要な，就職に役
立つ諸資格の取得を目指す。問題集や
参考図書の紹介・貸与，メールによる
指導も行う。（外国人留学生対象）

日本語能力試験Ｎ１・N2
BJTビジネス日本語能力テストJ2・J1

※受講については，各指導担当教員にお問い合わせください。

テキストを用いた試験範囲の講義，お
よび問題集を用いた試験問題解説を夏
季・春季休業期間に集中授業 (夏季4日
間，春季4日間程度)として実施する。

蔵岡　誉司数学スコーラ 実用数学技能検定（準２級） セミナー形式で高校数学の復習およ
び数検の過去問の解法を指導しなが
ら，実用数学技能検定試験の合格を
目指す。

本スコーラは基本情報科目A免除試験
に合格するためのスコーラである。そ
のためには，２年間決められた授業科
目を履修し，夏休みの集中講義を受け
る必要がある。科目A免除試験に合格
すれば，その後の１年間基本情報技術
者試験の科目A試験が免除され科目B
試験に集中できる。
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（２）その他 各種試験対策（キャリア課支援講座等）

Ⅱ　看護学部の看護師・保健師国家試験対策について
　　 　国家試験対策は主体的に各学生が１年次からの学習を進めていきます。

①　電子テキストで専門基礎科目・専門科目の自主学習を支援
②　2 年～ 3 年次では，低学年国家試験模擬試験による学習の動機付けを図る
③　4 年次では，国家試験対策模試，外部業者による補習講義を定期的に実施
④　4 年次の夏季休業期間・後期では，専任教員による補習講義を実施
⑤　4 年次では，ゼミ担当教員と学習支援委員が連携しながら，学習を支援

試験対策 内容 その他
公務員試験対策講座 対策講座の実施，

模擬試験実施
有料講座
公務員試験の第一関門である教養試験の突破を目
指し，基礎力を養うとともに，公務員試験問題の
特徴とその攻略法の会得に努めます。（全20回）
夏季休業期間中には専門試験対策の集中講座も実
施します。

日商簿記検定（３級） 対策講座の実施

秘書技能検定（２級） 対策講座の実施 有料講座
秘書技能検定は，「社会人基礎力」を証明する資格
です。
入社前に必ず身に付けておかなければならないビ
ジネスマナーや一般常識を，秘書技能検定の学習
により身につけます。

有料講座
日商簿記検定は会計の基本的な資格です。
会計の最も基本である商業簿記の知識が身につき、
就職活動をする学生だけでなく，ビジネスパーソンに
も必須の資格です。
賃借対照表や損益計算書など，財務諸表を理解するた
めの知識が身につきます。
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１．図書情報部の概要
　　情報サービスセンター（以下「センター」と称する）図書情報部では，本学における教育・研究に必要な図書，視
聴覚資料等の収集・整理・提供を行うとともに，様々な教育・研究活動の支援を行っています。

〈図書情報部〉（４号館・総合情報センター棟）

２．総合情報センター棟展開図

先端データ科学研究センター

図書館出入口

ヘルスケア実践研究センター

ラーニングコモンズ

ブースルーム

閲覧室

事務室ブースルーム

ミーティングコーナー

映像・音響研究室

マルチメディア・
　ワークショップ 応接室

通訳室

ホール2階席

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

開架集密書庫

閉架書庫

閉架書庫

講師控室

音響調整室

閲覧室

映写室
倉庫

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

メディア・サブ・ホール

メディア・ホール

クローク

情報ギャラリー

ステージ
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マンガ文庫

グループ視聴室

出入口

マルチメディア・
ワークショップ　

資格・就職コーナー

グループ学習室

医学・看護図書

ラーニングコモンズ

閲覧机

読書室

３．ライブラリー・エリア
　センター２～３階にあるライブラリー・エリアでは，図
書約 冊，雑誌約 タイトルのほか，DVDの視聴
覚資料を収集しており，これら資料の館内閲覧を自由に行
うことができます。
　センター所蔵の図書・雑誌は， 館内の蔵書検索用端末
（webOPAC）や，インターネットを通じて，学内外から
の検索が可能です。（OPAC２台・各種DB用６台）

館内は飲食や持ち込みを禁止しています。

■開館時間　　　平　日：９
　　　　　　　　土曜日： ～
■休館日
　①日曜日（一部，土曜日の休館あり）
　②国民の祝日
　③学校法人の創立記念日（３/６）
　④開学記念日
　⑤夏季・冬季の一定期間
　⑥その他（臨時に必要な場合）
■貸出期間
　①学部生：２週間以内 冊まで

冊まで
■貸出できない資料（館内閲覧のみ）
　①参考図書など「禁帯出ラベル」の貼ってある資料
　②雑誌（最新刊）③新聞④地図⑤視聴覚資料
■館内貸出のみ
　①DVD
※　夏休み・冬休み・春休みの長期休業期間中は貸出期間を延長し
た特別貸出を行っています。
　また，開館日・時間に変更が生じる場合があります。館内の掲示
やセンター図書情報部のホームページで確認して下さい。

ライブラリー・エリア（３階）

ライブラリー・エリア（２階）

　センターが保有する図書・資料は，一部の資料を除い
て，館外貸出を行っています。
図書の館外貸出は，学生証が必要となりますので，利用の
際は，必ず学生証を携帯してください。
　また，マルチメディア・ワークショップには学生が自由
に使うことができる本館棟の実習環境と同等のパソコン
（12台）を設置しています。

大型図書 和図書

図書検索端末

洋図書
集密書庫

ＷＣ

ＷＣ

文庫本コーナー

ＡＶコーナー

新着図書コーナー

地図コーナー
コピーコーナー

メディア・ホール上階

ミーティングコーナー
雑誌・紀要架 新聞架

新聞縮刷版

参考図書
閉架集密書庫

カウンター

情報検索
コーナー

事務室
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１．情報システム部の概要
〈情報システム部〉（１号館・本館棟）

２．情報システム部の各施設について

　情報システム部は，コンピュータ実習室や一般教室における教育機器等のハードウェアやネットワーク環境の整備
と保守管理を行っています。また，窓口での質問受付や講習会を通じて，情報教育をサポートしています。更に，学
籍・履修・成績・就職等のキャンパスライフを支える各種システムの運用支援も行っています。

：コンピュータ実習室
　及び情報システム部

■コンピュータ実習室等１号館（本館棟）全7室
・ 　コンピュータ実習室（Wndows10/ 台）

　コンピュータ実習室（Wndows10/ Linux 台）
コンピュータ実習室（Wndows10/ 台）
コンピュータ実習室（Wndows10/ 台）

　コンピュータ実習室（Wndows10/ 台）
コンピュータ実習室（Wndows10/ 台）
コンピュータ実習室（Wndows10/ 台）

① 無線 LAN が利用可能なエリアおよび，プリンターの利用について

PCサポートデスク

221
コンピュータ
実習室

1号館

3階

323
コンピュータ
実習室

322
コンピュータ
実習室

202
オープン
実習室

102
コンピュータ
実習室

　３号館以外で無線 LAN が利用できます。
　また，全実習室を始め，１号館（本館棟），２階食堂棟側ロビー，526・527ゼミ室前，４号館（総合情報セン
ター棟）メディア・サブ・ホール（802），２階マルチメディアワークショップ，６号館（学生会館ピオーネ）１階
ロビーには，プリンターが設置されていますので，無線及び情報コンセント接続したノートパソコンから印刷する
ことが可能です。無線接続する場合は大学ホームページの「学習交換情報・システム」からダウンロードできる情
報大ネットワークツールを利用すると便利です。

1階 2階

204
コンピュータ
実習室

203
コンピュータ
実習室

202
コンピュータ
実習室

情報システム部

188



② 一般教室の情報コンセントについて

④ 実習室のオープン利用について

⑤ サポートデスクについて

　ノートパソコンを必携化したことにあわせて，下記の一般教室にも「情報コンセント」と「電源」を設置し，講義
形式の授業においてもノートパソコンを利用できます。情報コンセントは，教室の机の１箇所に座席４～６席分をま
とめて設置してあるため，隣り合わせの人達と協力しあって積極的に利用してください。

　本学の情報教育システムを特徴づけるコンピュータ実習室の環境は，Windows10とLinux の二重ブート方式を採
用しており，見やすい22インチワイド液晶モニターとなっています。

　実習室については，授業のない時間帯に，原則として下記のとおり，オープン利用できます。なお，各実習室の利
用可能な時間帯は，各実習室の掲示やHP『コンピュータ実習室の利用状況』（URL：http://www.affrs.tuis.ac.jp/
infosys/open/index.php）で確認できます。
　また，次の注意事項を守って利用するようにしてください。
①静かに，携帯電話は室外で　②ゲームソフトの利用禁止　③喫煙・飲食厳禁　④紙の持ち出し厳禁

　操作方法に関する質問等に応じるため，学生相談員による「PCサポートデスク」を設置しています。困ったこと
が起きたら気軽に相談してください。
《PCサポートデスク》
　１号館２階　情報サービスセンター（情報システム部）
　※必携ノートPCの故障・修理については，学生教務課にご相談下さい。

建　物 フロア 教　室　番　号 情報コンセント 電　源

１号館（本館棟）

１階 ○ ○
２階 ○ ○
３階 ○ ○
４階 ○ ○

４号館（総合情報センター棟） １階
（メディアホール） ○ ○

○ ○

教室番号 PC設置台数 OS プリンタ台数 情報コンセント 電源
Windows10／ Linux ○ ○
Windows10／ Linux ○ ○
Windows10／ Linux ○ ○
Windows10／ Linux ○ ○
Windows10／ Linux ○ ○
Windows10／ Linux ○ ○
Windows10／ Linux ○ ○

コンピュータ実習室 月曜日～金曜日
午前９時～午後７時
午前９時～午後７時
午前９時～午後７時
午前９時～午後７時

　コンピュータ実習室 午前９時～午後９時
午前９時～午後７時
午前９時～午後７時

③ 情報教育システムと実習環境について
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３．利用に先立って

４．ネットワークの利用心得

東京情報大学ネットワーク利用ポリシー

　本学では，学生全員が快適にネットワークを利用できる環境を整備しており，国内外からのネットワーク情報を入
手したり，メール等で互いに連絡を取り合うことが可能ですが，ネットワーク利用者である学生の皆さんは，東京情
報大学ネットワーク利用ポリシーを十分に理解し，学術機関である大学の一員として品位とマナーをもって，ネット
ワークを利用するように心がけてください。

　本学では，ネットワークの利用に関する利用指針をまとめています。ネットワークの利用を始める前に，
これらを十分に理解することがトラブルに巻き込まれないために大切です。
　万が一，自分が実際に被害を受けてしまった場合や，おかしいと感じたときには，情報サービスセンター
情報システム部に出向いて相談するようにしてください。

ネットワーク利用によるトラブルに巻き込まれないために

東京情報大学アカデミックインターネットワーク専門委員会

　本学のAUP（Acceptable Use Policy）の骨子は以下の通りである。本学アカデミックインターネットワーク専門
委員会は，これらの事項に著しく逸脱したユーザーに対して直ちにネットワーク利用資格を停止し，その者に対して
適切な指導を施す。
　コンピュータネットワーク組織としての本学は，大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所

 Information Network）に加入してインターネット利用を可能としてい
る研究・教育をおこなっている学術機関である。それゆえに本学のネットワークユーザーは一般の商用プロバイダが
加入者に求める以上の一層の品位およびマナーが求められており，また社会からもそのように強く期待されてもいる。
　そのために本学のすべのユーザーは学術機関の一員として学術，教育，研究の発展に資する以下の範囲内でネット
ワークを利用することができる。ネットワーク活動における以下の基準に対する質問や具体的運用指針については
Webページで提供されているネットワーク利用の手引きを参照されたい。

人権の保護
　本学のユーザーはネットワーク活動を通じて，人種・性差・信条などによるいかなる差別にも与せず，プライバシ
の保護などあらゆる人権の保護に務めなければならない。これによって，差別釣発言や誹謗中傷などの言論による暴
力，性的虐待，通信内容の第三者への開陳などによる秘密の暴露などは厳しく禁止される。

知的所有権の尊重
　著作権・特許権・商標権・意匠権などの知的所有権の遵守に常に留意すること。著作物には文章，写真，音楽，デ
ザイン，プログラムなどが含まれ，著作者に無断でその著作物（その一部でも）の複製を作成・配布することは禁じ
られている。また，アイデアの盗用や勝手な改ざんについても許されていない。近年では，これらの権利の侵害に対
して法的責任が厳しく問われてきているので十分注意されたい。

　ネットワークを利用しようとする学生等は「ネットワーク利用申請書」を提出し，ユーザID及びパスワードが記
載された「ネットワーク利用許可証」の交付を受けなければなりません。
　EARTH情報教育システムでは，ユーザIDとパスワードを使って認証を受けなければ利用できません。この認証に
よって，システム全体のセキュリティを維持するだけでなく，利用者自身のプライバシーを守ることができるのです。
　パスワードは利用者の自己責任において管理し，定期的に変更しなければなりません。万が一，パスワードを失
念した場合は，情報サービスセンターでパスワード再発行手続きを行ってください。
　また，実習室のPCにログインしたまま席を離れた場合，アカウントを停止します。その場合は，アカウント再発
行が必要となり，ネットワーク講習会を受講する必要があります。アカウントの再発行には手数料として2,000円が
必要です。
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商用利用の禁止
　学術ネットワークを利用する本学のユーザーは，ネットワークをいかなる商用活動にも利用してはならない。ネッ
トワークを利用した商品の売買，アルバイトや求人・広告や斡旋活動などはすべて禁止する。

セキュリティの維持
　本学のネットワークの安全で安定的稼動を脅かし，通信やプライバシの漏洩につながるようなあらゆる行為は厳重
に禁止する。他人へのユーザーIDの譲渡，パスワードの漏洩が発覚した場合には直ちに利用資格を停止する。ユー
ザーは定期的にパスワードを変更し自らのプライバシとネットワークセキュリティを維持するように努めねばならな
い。またコンピュータを利用しているときには席を離れることを禁止する。ログアウトなど適切な措置を講じた後で
のみコンピュータから離れることができる。

学内での匿名・ハンドル名の禁止
　本学のユーザーは学内への電子メールの送信，学内でのWebページの作成または掲示板等への書き込みにおいて
は，常に氏名や学籍番号等の本人を特定できる情報を明記しなければならない。氏名や学籍番号等の署名のない匿名
またはハンドル名を使ったネットワーク活動は，学内においてはこれを禁ずる。
　ただし，システムのユーザー認証機能などにより，管理者が直ちにユーザーを認識できる場合は，そのシステム内
においてはこの限りでない。
　一方，学外のソーシャルメディアサービス等を利用する場合は，個人情報保護の観点から匿名やハンドル名の使用
を認める。

ソーシャルメディア利用の心得
　東京情報大学において学外のオープンなソーシャルメディア（facebook，twitterなど）を利用する場合は，全世
界のインターネットユーザーがアクセスできることを理解し，私的なやりとりは電子メールやクローズドなソーシャ
ルメディアを利用すべきであることを理解すること。また，ソーシャルメディアに限らず，Ｗｅｂ上に一度公開され
た情報は，削除するのが困難であることを認識し，ソーシャルメディア等を利用した情報発信にあたっては，以下を
遵守すること。
①東京情報大学の学生としての自覚と責任を持った発言を行うこと。
②基本的人権，著作権，プライバシー等各種法令や条例等を遵守すること。
③推測や伝聞に基づく不正確な情報ではなく，正確でかつ誤解を与えない情報発信を心がけること。
④社会通念に照らし，他のユーザーとトラブルが起きないように，冷静・誠実な対応を心がけること。
⑤	東京情報大学に関する重要施策の意思形成過程における情報（検討中の素案，それに対する個人的な意見等）など
機密情報を漏洩しないこと。
⑥反道徳的・非常識な行為をしないこと。
⑦教育・研究目的を逸脱した商業行為を目的とする情報を発信しないこと。
⑧特定の個人・団体への誹謗中傷，差別的な内容，猥褻な内容の情報を発信しないこと。

ネットワークマナーの厳守
　学術機関である本学のユーザーはネットワーク活動においては一層の節度と品位が求められている。Webページ
の作成や電子メールによる依頼においては，十分な注意を払って社会通念上適切な表現を工夫しなければならない。
他人の作成したWebページのリンクについては，電子メール等を通じてリンク依頼を行い作者の承諾を事前に受け
ることを原則とする。また，いたずらにネットワーク通信量を増加させるような行為（授業での利用を除く）は厳に
慎まねばならない。
　本学のネットワーク利用についてのこれらの指針は以下に説明する根拠に基づいている。
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コンピュータネットワークによるコミュニケーション
　コンピュータネットワークを利用した情報交換は私たちにとって今や欠くことのできないコミュニケーション手
段となっている。コンピュータネットワークを利用するものをユーザー，ネットワーク組織（およびその管理者）
が提供するユーザーに提供する様々な利便をネットワークサービスまたは単にサービスといい，本学でも様々な
サービスの充実をはかっている。
　本学でユーザーが利用できる情報交換のサービス形態は，次のように分類できる。
　・個人から個人へ。電子メール，ソーシャルメディアサービス等
　・個人から特定グループヘ。メーリングリスト，WWW，ソーシャルメディアサービス等
　・個人から不特定多数へ。WWW，ソーシャルメディアサービス等
　これら情報の到達範囲は現在では地球のほぼ全域をカバーするまでになってきている。コンピュータネットワー
クはかつて人類が手にすることのできた最強の情報通信メディアであり，時間・空間を超えたグローバルなコミュ
ニケーションを可能にしている。
　しかしながら以下に説明するように，コンピュータネットワークによるコミュニケーションは郵便や電話，さら
に新聞・テレビなどによる通信メディアとはその性質が異なり，本学のコンピュータネットワークを利用しようと
する者は本学の利用規定を遵守する場合に限ってのみそのユーザーとなることができる。

AUPと個人の責任
　個人がインターネットなどコンピュータネットワークを利用するためには，ネットワークサービスを提供してい
るネットワーク組織・団体に加入し，利用資格を得なければならない。本学を含めこれらのネットワーク組織では
そのユーザーに遵守させるべきネットワーク利用心得を定めている。これをAUP（Acceptable	Use	Policy）と
呼んでいる。
　ある個人がネットワークサービスを受けるためには，その個人がネットワーク組織が定めるAUPを尊重するこ
とをネットワーク組織が認定してはじめて可能となる。AUPから逸脱したネットワーク利用を行うユーザーに対
しては，それが属するネットワーク組織は利用制限や利用資格を剥奪することがある。ここに現在のコンピュータ
ネットワーク機構を利用したコミュニケーションの特性がある。
　従来の情報通信メディアである郵便・電話や出版を利用した場合，概してその個人だけの責任において活動する
ことができる。―方，情報の伝播力において優れているコンピュータネットワークを利用した活動は，新聞，テレ
ビなどのマスメディアで個人が活動するときのように，個人の責任範囲は微妙に制限される。端的に言えば，その
組織に属する個人の活動によって何らかの問題が発生した場合，その当人だけでなく，むしろその組織自体の管理
責任が問われることも少なくない。
　したがって，ユーザーがそのネットワーク活動においてなす様々な行為は完全にユーザー個人だけの責任におい
てなされているとは見なされ難く，対外的にはネットワーク組織に属するある個人として受け取られ易いことに注
意されたい。本学学生の電子メールアドレス（＊＊＊＊＠edu.tuis.ac.jp）を見ると誰もが了解するように，本学
のユーザーはネットワークドメイン名tuis.ac.jpで称される「東京情報大学」の一員であるとラベル付けされてお
り，決して個人単独の名の下でネットワーク活動を行うことはできないことがわかる。

AUPの必要性
　このようにしてネットワークユーザーは常にそれが属するネットワーク組織の管理下におかれている。ここで理
解すべきことは，AUPの遵守はネットワークユーザーの自由を維持するためのものであり，決してネットワーク
組織がユーザーのネットワーク活動を制限することにはないという点である。
　ネットワーク組織の緊密な協調・連携で世界規模のネットワークサービスを構築しているインターネットでは，
ネットワーク組織間の良好な関係の維持はネットワーク管理者にとって最優先の課題である。ひとたびネットワー
ク組織間の接続が絶たれたならば，ユーザーはいかなるネットワークサービスも受けることができない。あるユー
ザーが外部ネットワーク組織および個人にトラブルを与えた場合，多くの場合，その抗議はユーザーばかりでなく
そのユーザーの属するネットワーク組織の管理者に通知され，最悪の場合にはそのネットワーク組織に何らかの対
策がとられることがある。このことは，たとえ一握りのユーザーが引き起こした問題であってもネットワーク組織

ネットワーク利用ポリシーの根拠
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ばかりでなくそれに属するすべてのユーザーにとって致命的な支障にまで発展し得ることを意味する。
　こうしてネットワークサービスの安定供給とその享受というネットワーク管理者だけでなくあらゆるユーザーに
とっての一義的目的のために，AUPの厳守という全ユーザーの協力の必要性が浮止するのである。このAUP尊重の
協力機構なくしては定常的ネットワーク利用の達成は困難である。それゆえにAUPの遵守はユーザーの自由なネッ
トワーク活動を保証することになる。
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後援会・校友会
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後援会の活動
　　後援会は，本学に在学する学生の父母によって構成され，父母と大学との親睦化を図るとともに，在学生の勉学や
学生生活の充実のための諸活動を行うことを目的に，平成２年４月に発足しました。

　本学の卒業（修了）者を正会員，在職者・功労者等を賛助会員とする会ですが，在学生も“準会員”として組織に

　　主な活動内容は以下のとおりです。
　（１）後援会会報の発行
　（２）教職員と父母との交流親睦の促進
　（３）大学主催行事への助成
　（４）学友会への助成
　（５）学生の就職活動への助成
　（６）卒業記念品の贈呈

校友会の活動

加わっています。
　　４月現在の正会員は約１万３千人，主に以下の活動を行なっています。
　（１）会報及び会員名簿の刊行に関する事項
　（２）会員相互の扶助に関する事項
　（３）講演会及び研究会等の開催に関する事項
　（４）会員の慶弔及び表彰に関する事項
　（５）東京情報大学の後援及び相互の連絡に関する事項

１．後援会・校友会
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Ｑ＆Ａ（よくある質問）

Ｑ  　履修登録を忘れた場合はどうなりますか。
Ａ  　修学の意思がない者として，学則に基づき除籍される場合があります。

 　また，正しい履修登録が行われないと，定期試験等を受験できなくなることもあるので注意してください。
 毎年，定期試験期間になって初めて，履修登録の不備に気がつく学生が何人かいます。

Ｑ  　入学当初のカリキュラムが在学中に変更になることはありますか。
Ａ   　原則的にはありません。したがって，学生は入学年度に示されたカリキュラムを卒業まで履修することに

なります。
  　ただし，その後の入学者に対するカリキュラムが変更されると，学年進行につれて旧力リキュラムの履修

に影響を与えることがありますので，自分のカリキュラムの当該学年に配当されている科目は，当該年度内
で修得するよう心がけてください。

Ｑ  　不合格になった科目は，再履修して合格すれば不合格の表示は消えますか。
Ａ   　単位修得した科目は再履修できませんが，不合格になった科目については，再履修すれば再履修後の成績

に置き換えられます。
  　ただし，GPAは，不合格になった科目も含めて算出するため，値が低下する原因になるので，科目履修を

途中で放棄したり，始めから過剰な履修登録をするようなことのないよう注意してください。

Ｑ  　履修登録した科目を取り消すことはできますか。
Ａ   　各学期の履修登録・確認期間に取り消すことができます。

 　ただし，むやみに取り消しをして，進級要件や卒業要件が不足することもあるので，注意してください。

Ｑ  　授業に出席していたのに，履修登録し忘れていました。追加登録できますか。
Ａ  　履修登録（修正）期間以降の登録は認めていませんので，必ず期間内に確認してください。

Ｑ   「J-port」を使って，どんなふうに履修登録するのですか？
Ａ   「J-port」での履修登録は，簡単に言えばパソコンを使って行うWeb履修登録です。

  　科目のシラバスを閲覧しながら，各曜日・時限ごとに，履修できる科目の中から選択しながら履修登録す
ることができます。この「J-port」履修では，間違った登録をするとすぐにエラー表示がでたり，科目の選
択内容をその場で確認しながら登録できるので，登録ミスを防ぐことができます。登録内容は，印刷機能で
一覧表にして確認することもできます。また，登録した結果が進級要件や卒業要件に適っているかどうかも
その場で確認できるので，自分の思い違い，勘違いもなくなります。

  　必要な情報を検索しながら，勘違いや間違いのない履修登録を行うことができるのが，｢J-port」履修の
大きな特徴です。

 　操作方法の詳細については，別に配布される「J-port利用ガイド」で確認してください。

１．履修登録に関すること
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使って，指定期間内に，学内からのみ行うことができます。（データ伝送のトラブルを防ぐため）
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Ｑ   「J-port」を使って履修登録した後，登録内容を確認できる機会はありますか？
Ａ   　パソコンからの入力で行う「J-port」履修では，登録作業と確認作業が同時に行えます。履修したい科目

を全て登録した後「確定」ボタンを押すと，｢正常に登録されました｡」というメッセージが表示されます。
  正常に登録できていない場合は，｢エラーメッセージ」が表示されるので，もう一度登録し直して，正常な

登録が行われるまで作業を続けることになります。
  　また，｢

タ実習室の端末や必携ノートパソコンからはもちろんのこと，自宅などの学外からパソコンやスマートフォ
ン・携帯電話で，いつでも確認することができます。

Ｑ  　集中授業を履修したい場合はどうすればよいですか。
Ａ    「J-port」を使って通常の科目と同様に行うことになりますが，集中授業の科目は「J-port」の「履修登

録画面」の左下にまとめて表示されます。履修したい集中授業科目をその中から選択して登録してください｡
  なお，夏季に行う集中授業の「履修対象学期」は「前期」で，冬季に行う集中授業は「後期」で履修登録し

てください。また，複数の集中授業を履修する場合は，それぞれの日程を確認し，重複しないように登録し
てください。

Ｑ  　後期にも履修登録することはできますか？
Ａ   　総合情報学科の１年次は，後期科目の履修登録を後期の履修登録期間に行います。その他の学生について

は，後期にできるのは，履修登録ではなくて，正確に言うと履修の修正登録です。後期に配付される前期の
成績の結果によって，履修科目を「追加」しないと進級や卒業の要件を満たすことができなくなった場合な
どに行うのが後期の履修修正登録です。その場合ももちろん，後期から授業の始まる後期科目だけが対象と
なりますが，後期科目であっても，履修できない科目もあるので，注意してください。また，放送大学およ
び千葉県内私立大学との単位互換科目も履修修正登録の対象にはなりません。

Ｑ  　放送大学の授業を受けたい場合の履修登録の方法を教えてください。
Ａ   　本学が単位互換科目として指定する放送大学の授業科目の受講は，年度の後期（ 月）からです。履修を

希望する場合は，学生教務課窓口で申請手続きをしてください。
  　千葉県内私立大学との単位互換科目の履修を希望する場合も，放送大学と同様に学生教務課で履修登録手

続きを行ってください。ただし，県内私立大学の場合は，相手大学との所定の手続きを履修登録の期間より
前に行いますので，その手続きが行われていないと履修登録が無効になります。

  　いずれの場合も，受講を希望する場合は，４月の早い段階で学生教務課にその旨を申し出て，その後の手
続きについて確認してください。

  　なお，どちらの受講も履修料が必要になります。（県内私立大学との単位互換科目には，一部履修料が無
料のものもあります｡）
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Ｑ  　授業を受ける上で注意することはありますか？
Ａ  　授業を受ける上で、教員や他の履修者の妨げにならないよう、以下のことを注意する必要があります。

 　①私語を慎む　　　　②遅刻をしない　　　　③途中退室をしない
 　④飲食しない　　　　⑤私事をしない　　　　⑥レポート等の提出物の提出期限を遵守する

Ｑ  　交通事故に遭い，１ヶ月入院することになりました。どうしたらいいでしょうか。
Ａ   　交通事故や病気で入院し，３週間以上出席できなくなった場合は，学生教務課へ電話して（保護者が電話

だし，欠席した回数によっては，単位修得できない場合もあります。

Ｑ  　教科書販売期間に教科書を買い忘れてしまったのですが。
Ａ  　１号館１階のブックセンターで購入してください。在庫がない場合は注文することができます。

Ｑ  　平常試験と定期試験の違いはなんですか。
Ａ   　定期試験は，学期末に設定されている定期試験期間中に行う試験であり，試験専用の時間割で行うので注

意が必要です。また，定期試験を病気等で欠席した場合，追試験を受けることができます。一方，平常試験
は，授業担当者が授業内に行う試験で，試験日については，授業中あるいは掲示板で周知します。

Ｑ  　定期試験（追試験，再試験）に遅刻してしまいましたが、受験できますか。
Ａ   　

共の交通機関の遅延によるものであり，遅延証明書があれば，定期試験に限り，追試験を受けられます。

Ｑ  　どのように成績をつけたか確認することはできますか。
Ａ   　各授業科目のシラバスに「成績評価の方法」が掲載されているので確認してください。また，学期の初め

に「成績に関する質問」ができる期間を設定しています。この期間内に様式を大学のホームページからダウ
ンロードして，質問を記入し，学生教務課へ提出してください。約１週間後に質問の回答を返却します。な
お，記入内容によっては，受取らない場合もあります。

Ｑ  　授業に毎回出席していたのに，不合格でした。どうしてですか。
Ａ   　シラバスに各授業の評価の方法が記載されているので，確認してください。おそらく試験の点数やレポー

トの評価がよくなかったのではないでしょうか。授業に出席していただけで合格するとは限りません。

Ｑ  　他大学との単位互換で修得した単位は，卒業要件単位として認められますか。
Ａ   　千葉県内私立大学との単位互換で履修した単位は，在学中に通算

教育科目（選択）の単位として換算することができます。また，放送大学との単位互換で履修した単位は，
合計で
れも所定期間内に所用の履修登録手続きを済ませることによって初めて可能となります。

  　なお，放送大学および千葉県内私立大学との単位互換科目を履修できるのは，１年次から３年次までの学
生に限られています。

２．授業に関すること

３．試験に関すること

４．成績評価に関すること
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Ｑ＆Ａ（よくある質問）

Ｑ 	 　履修登録を忘れた場合はどうなりますか。
Ａ 	 　修学の意思がない者として，学則に基づき除籍される場合があります。
	 　また，正しい履修登録が行われないと，定期試験等を受験できなくなることもあるので注意してください。
	 毎年，定期試験期間になって初めて，履修登録の不備に気がつく学生が何人かいます。

Ｑ 	 　入学当初のカリキュラムが在学中に変更になることはありますか。
Ａ 	 	　原則的にはありません。したがって，学生は入学年度に示されたカリキュラムを卒業まで履修することに

なります。
	 	　ただし，その後の入学者に対するカリキュラムが変更されると，学年進行につれて旧力リキュラムの履修

に影響を与えることがありますので，自分のカリキュラムの当該学年に配当されている科目は，当該年度内
で修得するよう心がけてください。

Ｑ 	 　不合格になった科目は，再履修して合格すれば不合格の表示は消えますか。
Ａ 	 	　単位修得した科目は再履修できませんが，不合格になった科目については，再履修すれば再履修後の成績

に置き換えられます。
	 	　ただし，GPAは，不合格になった科目も含めて算出するため，値が低下する原因になるので，科目履修を

途中で放棄したり，始めから過剰な履修登録をするようなことのないよう注意してください。

Ｑ 	 　履修登録した科目を取り消すことはできますか。
Ａ 	 	　各学期の履修登録・確認期間に取り消すことができます。
	 　ただし，むやみに取り消しをして，進級要件や卒業要件が不足することもあるので，注意してください。

Ｑ 	 　授業に出席していたのに，履修登録し忘れていました。追加登録できますか。
Ａ 	 　履修登録（修正）期間以降の登録は認めていませんので，必ず期間内に確認してください。

Ｑ 	  「J-port」を使って，どんなふうに履修登録するのですか？
Ａ 	  「J-port」での履修登録は，簡単に言えばパソコンを使って行うWeb履修登録です。
	 	　科目のシラバスを閲覧しながら，各曜日・時限ごとに，履修できる科目の中から選択しながら履修登録す

ることができます。この「J-port」履修では，間違った登録をするとすぐにエラー表示がでたり，科目の選
択内容をその場で確認しながら登録できるので，登録ミスを防ぐことができます。登録内容は，印刷機能で
一覧表にして確認することもできます。また，登録した結果が進級要件や卒業要件に適っているかどうかも
その場で確認できるので，自分の思い違い，勘違いもなくなります。

	 	　必要な情報を検索しながら，勘違いや間違いのない履修登録を行うことができるのが，｢J-port」履修の
大きな特徴です。

	 　操作方法の詳細については，別に配布される「J-port利用ガイド」で確認してください。
	 	　なお，登録作業は，コンピュータ実習室の端末または学内のネットワークに接続されたノートパソコンを

使って，指定期間内に，学内からのみ行うことができます。（データ伝送のトラブルを防ぐため）

１．履修登録に関すること
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Ｑ 	 　教職課程の履修で修得した単位は，卒業要件単位として認められますか。
Ａ 	 	　総合情報学科の専門教育科目に配当されている科目であれば，卒業要件の単位として認められますが，科

目は多くありません。教職課程を履修しようとする学生は，履修登録にあたってこのことに注意が必要であ
ると同時に，卒業に必要な単位の修得以上の学習が必要になることを肝に銘じて履修するようにしてくださ
い。

Ｑ 	 　以前在学していた短大で修得した単位は卒業要件単位として認められますか。
Ａ 	 	　大学または短期大学を卒業または中途退学して，新たに本学の１年次に入学した場合に，審査の上既修得

単位の全部または一部を認定することがあります。該当する場合は当該年度の履修登録開始前までに学生教
務課に申し出てください。
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配付された成績表に記載されている履修科目の評価について，下記のとおり質問します。

様式１　成績評価に関する質問票

成 績 評 価 に 関 す る 質 問 票
（令和　　年度　前期・後期・通年科目）

学科・学年
学	籍	番	号
氏　　　名　　　　　　　　　　　　印

科目担当者

対	象	科	目 （　　曜日　　時限　　クラス）

評	価	内	容 秀　・　優　・　良　・　可　・　不　・　欠　　【いずれかに○】　

※｢質問の理由｣が明確
に記入されていないも
のは受付けない。　　

質問内容を，でき
るだけ詳しく，必
ず記入すること。

質問の理由

【科目担当者からのコメント】

　　　年　　月　　日　　　　　　　　　　　　科目担当者　　　　　　　　　　　印

注1）当該年度に履修している科目に対してのみ質問を受付ける。
注2）受付期間を過ぎての質問票は一切受付けない。
注3）１枚の質問票には１科目に対する質問のみ記入すること。
注4）この用紙は，大学ホームページ「各種届出・様式ダウンロード」から出力（期間限定）すること。
注5）ボールペンで記入の上，押印すること。
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　再履修科目が必修科目と同一時限に配当されて履修できない場合，時間割を変更するための申請書で
す。学生教務課で相談の上，配付します。

様式２　時間割変更申請書

時 間 割 変 更 申 請 書

　　　年　 月　 日

　以下のとおり，時間割の変更を申請いたします。

※	申請は，原則として必修科目が同一時間割に配当されている場合のみとする。
※	変更後の授業科目担当者に許可を得ること。（許可印必要）
※	担当者が非常勤講師の場合は，学生教務課に提出すること。

学　期 必　選
区　分 クラス 曜　日 時　限 登録番号 担　当　者

変更前

変更後

許可印

　　　　　学科　　　　　年　学籍番号　　　　　　　　　氏名

変更を希望する科目名：

重複している科目名：

学　期 必　選
区　分 クラス 曜　日 時　限 登録番号 担　当　者
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様式３　欠　席　届
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交通案内図

「情報大正門」下車。
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東京情報大学

学生ハンドブック（2023年度）

2023年４月１日

大学院総合情報学研究科
総合情報学部
看護学部

編集・発行
学生教務課

学籍番号

氏　　名

この学生ハンドブックは卒業まで使用しますので、大切に使用してください｡
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４月（April） ５月（May） ６月（June） ７月（July） ８月（August） ９月（September）

2023

10 月（October） 11 月（November） 12 月（December） １月（January） ２月（February） ３月（March）

2024

1
2
3
4
5
6

7
8
9
10
11
12

13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

総情1年次研修

看護1年次研修

入学式・ガイダンス（～11日）
総情ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｷｬﾝﾌ（゚～8日）
健康診断（～10日）
成績質問日（～12日）

授業開始
履修登録期間（～18日）
院）修士論文計画書
受付期間（～18日）

履修修正・確認期間（～27日）

院）博士論文（製本）提出期限
昭和の日

土
日
月
火
水
木

金
土
日
月
火
水

木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

憲法記念日
みどりの日
こどもの日

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

院）修士特別演習発表会（Ｍ1,2）

院）修士特別演習発表会（Ｍ1,2）

院）修士特別演習発表会（Ｍ1,2）

院）博士特別演習発表会（Ｄ1,2）

院）論文内容の要旨
提出締切（D3）

木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

海の日（通常授業日）
院）論文要旨発表会（D3）

補講日

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

学）定期試験（～3日）

夏季休業開始

山の日

学）追試験（～22日）

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

15

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

学系発表・情）1年次ガイダンス
看）1,2,3年次ガイダンス
成績質問日（～20日）
授業再開
後期履修登録期間
（～21日）

敬老の日（通常授業日）

秋分の日

学）9月卒業　院）9月修了
保護者教職員懇談会

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

金

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

1
2

3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

後期履修修正・確認
期間（～3日）

スポーツの日（通常授業）

翔風祭準備（休講）
翔風祭（～22日）

翔風祭後片付け（休講）

日
月

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

院）修士特別演習発表会（Ｍ1,2）

文化の日（通常授業日）

院）論文本文提出期限（D3）
院）修士特別演習発表会（Ｍ1,2）

院）修士特別演習発表会（Ｍ1,2）

院）口頭論文発表会（D3）
院）博士特別演習発表会（Ｄ1,2）
勤労感謝の日

学）総合情報学部・看護学部　　　情）総合情報学部　　　看）看護学部　　　院）大学院総合情報学研究科

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

創立記念日

冬季休業開始

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

元旦

成人の日
授業再開
院）博士請求論文提出締切（D3）

休講

補講日（～17日）

院）修士請求論文提出締切（M2）

学）学年末定期試験（～25日）

情）卒論発表会

院）博士論文計画書
提出締切（D1）
院）研究経過報告書
提出締切（D2）

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

学）追試験（～7日）

建国記念の日
建国記念の日の振替休日
院）口頭論文発表会（M2）

院）口頭論文発表会（M2）
院）論文計画審査会（D1）
院）研究経過報告会（D2）
院）博士論文公聴会

天皇誕生日

学）再試験（・27日）

木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

法人創立記念日

学）卒業・進級者発表
院）修了者発表

春分の日

学位記授与式

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

学事暦カレンダー（2023 / 4～2024 / 3）
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